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曾 告

蛍協合事務所 l:t来 る五月七日より下記個所へ移車専の

務定でありま す。

大阪市北匡中之島 3 丁目 3 番地朝日ビ J L 4 階第 404! 皮

電話代表番抜本局(23) 4500 番・ 5470 番・ 5540 番

迫て 電話機萱個 ( 土佐堀 4265) 什器、 書棚、戸棚、机、

椅子 、スクリーン等拾数賠責却致します台、ら御希望

の方/ : 1 至急御申出を願ま ず。

昭 和 七 年 五 月

枇 固 法 人 日 本 建 築 協 曾



曾
丘三

口

『 メート ｊｌ ｾ 法に依る賓用安慣 ＱＱ｜ 住宅設計園案懸賞募集

最近改正接令され? こる市街地建築物法施行令及同施行規則は全べて『 メートル』

法に依るべきことを指示す 、我図住宅設計に於て『 メートル』法に依れるもの〉

甚 fご砂き現; 伏は同法の主意よりしても緊急事なりとす 、本 舎は落に見る所 あ り

て今回下 記規程に依りて『 メートル法に依る賞用安憤小 住宅設計固案』を募集す

この企聞に因って 日本住宅設計に『 メートル』法適用 の一新機軸の現る〉 を麹 望

し叉この方面に一つの基準となりてこれが普及 促 進に成効するを得ば幸ひなり

向建築費は武千五百固限度なるが設計園案は現代に 最も遡膿し仁る宜a 用と安債

とを粂ね?こる案なることを特に強調附記す

「メート) I - J 法Z 依) 1 - 費用安憤小住宅E支計圃案懸賞募集規程

1， 既貯F

1 位 置 大 阪 ノ 近 郊

2 敷 地 三百卒方メ ー トル内外 ( ー商

或ハ二商道路ニ泊フ〉

3 建 坪 及 所 要 ノ 室 延 ー 百 平 方 メ ー トJl-以

内。家数、室ノ大サ等任意

4 榔 也 、様 式 木iiS二階建 、株式ハ任意

Ｕ 建築 資武千五百臥 ｉｾ ｽ 内 Ｈ延 一 平方メ

ート ル約武J合五閲内外ノ見官;

門塀及庭園費テ除ク ) 建築費

ノ著 シク超過スルト 認メラル

、モノハ採用セズ

2， ｾｦｽＡ［ 芥 ｉ ｾ ｉ 面

1  L f ' : 面闘( 配置阿テ余ネタル ) 100分ノ l

2 立 町 It.i l ( 二部以上) 100分ノ 1

3 透 視 岡 ( 外 部 )

Ｔ 設備ニ ツキ テ特 ニ考慮シタル貼ハ ｉ ｾ ｉ 示ス

ヘ シ

5 設計概要ハ簡明ニ岡商ノ飴白へ記入スベ

シ

3，記入寸法ハ総ベテ「メ { ト ル」法ニ依リ且ツ

控寸法共他モ亦従来ノ大サ= 拘泥スルヲ要

セズ

4， I南町ハ「ケント」牛故叉ハ之= 相首スル原岡

紙へ接仕上 トシ、陰影着色等任意トス

但卒商悶 ハ着色スベカラズ

5，各|凶市j ニハ暗蹴 711f.J シ別 ニ暗旋並= 住所氏

名ヲ言巴シグル紙片ヲ封筒ニ入レ添附スベシ

6，賞 金

1 等 l 名 五 拾 闘

2  等 2  名 ut 捻 閲 宛

3 等 3 名 拾 問 宛

佳 作 若干名 五 闘 宛

7，締切期日 昭和七年五月十日

8，森容. 及首選殻表

i 審在ノ結果ハ雑誌 「建築と枇合」ニ程

表ス

2 審寺尾員ノ氏名ハ失 ノ如シ ( 五十香順〉

日;本 建 築 協 合 則 合 長 . 工 撃 士 池 悶 官民

三越住宅部建築技師 工 撃 土 問 問 孝 男 氏

日:本ffi 築 協 舎 住 宅 委 只 長 工 準 士 高 野)仕一 郎 氏

住友合主主合 似 建 築 技 術 工 率 土 高 橋 柴1治 氏

事1
1
戸高等工 業 懇 佼 都 附 早 大 工 拳 土 古 塚

正 治 氏

京 都 帝 大 教 授 工 準 博 士 藤 井 厚 二 氏

日本建築協舎住宅委員 工 製 士 南 信 氏

9、審脊ノ結果ニ封シテハ説明テ求メ叉ハ異議

ヲ申立ツルコトヲ得ズ

10，肱募闘案 ェ閥スル一切ノ権利ハ本協合ニ

師恩ス} . モノトス

1] ， fflJ . 募園案ハ一切之テ還附セズ

Ｑ Ｒ ，臆 募闘ｾ殻送先

大阪市西底土佐原i週 一丁目大同ピル 内

日 本 建 築 協 合 宛

昭 和 七 年 五 月

日 本 建 築 協 曾
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日米特許一二個・ 費用新案登録四六個併用

ス野氏防災発よみ' 戸

〔特許大野式シヤヴター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ヴ タ ー

大 野 式 ル ー ブ ル シ ヤ ' " J タ ー

大 野 式 工 場 用 軸 承

大 野 式 穂 子 入 軸 僅

大 野 式 穂 子 入 戸 車

大 野 式 廻 縛 軸 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 扉

日英米f弗特許三一個 ・賞用新案五九f間併用

特 許 木 ニ ガE ツシ

受 托 営 業

会 主 大 野 製 作 所

東京市芝直三田四図町二番地・電話三国( 15) 国主主夫

耳E付 問 俊 民 館 所 ・ 大阪 市 民 花 凪 よ 悶 烏 中二 ・電話繭島 ( 45) 五 八 八



建 築 乞 枇 曾

第十五輯第五貌 昭和七年五月後行

建 築 法 規

目 衣

市街地建築物法施行令改疋に就いて・・ - 玉 置 21! 次 郎 ( 1  )  

市街地建築物法施行規則改A t L 就いて 一 松 井 清 之 助 ( 18 )  

市街地建築物法地行規則の内時過強度に
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宮

山 {;ロニt : : - f Z( ω)
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新刊紹介・・

編鞠後記・・
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市

街

地

建

築

物

法

施

行

令

改

正

に

就

い

て

法

令

改

正

の

経

過

岡

三

年

前

よ

り

内

務

省

民

於

て

、

市

街

地

建

築

物

法

令

全

般

K

渉

っ

て

大

改

正

を

泌

す

と

と

が

計

骨

草

さ

れ

た

o

そ

の

計

霊

に

は

復

興

局

・

祉

合

局

、

t
M
I

醐

膳

及

情

園

大

勝

ナ

位

一

寸

が

之

れ

に

4

9

興

し

た

。

そ

し

て

十

数

名

の

委

員

が

選

ば

れ

て

・

改

正

を

要

す

る

依

項

並

に

如

何

に

改

正

す

べ

き

か

に

就

い

て

恨

革

審

議

し

た

。

山

一米

市

街

地

建

築

物

法

令

と

m

併

せ

ら

れ

て

出

る

も

の

L

中

に

は

、

一

般

に

・

熟

知

さ

れ

て

居

る

如

く

市

街

地

建

築

物

法

(

法

律

)

市

街

地

建

築

物

法

施

行

令

(

勅

令

)

市

街

地

建

築

物

法

施

行

規

則

(

内

務

省

令

〉

そ

の

他

二

三

の

省

令

市

街

地

建

築

物

法

施

行

制

則

(

各

府

腕

令

)

が

b

る

。

そ

し

て

そ

の

協

議

合

で

は

色

k

研

究

を

軍

ね

ら

れ

た

紡

巣

、

法

律

に

は

手

を

つ

け

な

い

で

勅

令

と

内

務

省

令

を

改

正

す

る

と

と

に

決

定

し

た

。

改

正

後

が

出

来

上

る

と

と

撤

回

、

そ

れ

が

そ

の

皮

κ
練

り

治

さ

れ

る

と

と

-史

民

各

k

数

回

J

数

十

回

の

合

ム

口

の

末

漸

く

昨

年

の

始

め

に

そ

の

成

案

を

見

た

の

で

る

る

ら

そ

と

で

内

務

省

で

は

更

に

そ

の

改

正

案

に

就

い

て

全

国

の

法

令

施

行

責

任

者

と

協

議

を

な

す

た

め

に

、

都

市

計

聾

科

長

か

ら

首

該

主

務

課

長

に

お

集

欣

が

殻

せ

ら

れ

た

。

そ

れ

が

昭

和

六

年

四

月

一

日

二

日

の

市

街

地

建

築

物

法

主

任

官

舎

議

で

あ

る

。

そ

の

成

案

を

初

め

て

見

た

者

は

中

k

思

ひ

切

っ

た

改

正

で

あ

る

の

に

驚

い

た

。

果

然

そ

の

席

上

質

問

或

は

意

見

が

山

積

し

た

J

A

町

議

後

詰

局

は

そ

の

席

上

の

棋

様

を

見

て

更

に

熟

慮

を

重

ね

た

。

斯

く

し

て

笑

は

絶

に

法

制

局

に

廻

さ

れ

、

議

に

市

街

地

建

築

物

法

施

行

令

は

昭

和

六

年

十

二

月

二

十

四

日

に

公

布

さ

れ

‘

施

行

規

則

及

市

街

大

阪

府

建

築

監

督

官

ヨた

夏日

玉

置

曲

宝豆

地

建

築

物

法

第

十

問

慌

の

規

定

に

依

る

特

租

建

築

物

耐

火

構

造

規

則

は

共

に

昭

和

七

年

一

月

十

二

日

に

公

布

さ

れ

.

い

づ

れ

も

二

月

一

日

よ

り

施

行

さ

れ

る

と

と

に

な

っ

た

の

で

あ

る

。

自

然

各

地

方

令

で

あ

る

施

行

制

則

も

改

正

さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い

と

と

に

な

り

、

大

阪

府

の

制

則

は

'

叫

に

枕

稿

を

見

て

日

下

内

務

首

局

と

協

議

中

で

る

り

近

く

殻

令

さ

れ

る

と

と

に

な

っ

て

肥

る

。

法

令

改

要

旨

正

の

市

街

地

建

築

物

法

令

の

中

法

律

は

未

だ

一

度

も

改

正

さ

れ

て

居

な

い

の

で

あ

る

が

、

施

行

令

は

従

来

凶

阿

に

沙

っ

て

既

に

一

部

づ

L

の

改

正

が

②

り

、

今

度

が

第

五

回

目

の

改

正

で

b

り

、

施

行

規

則

は

今

迄

に

六

同

氏

渉

っ

て

一

部

づ

L

改

正

さ

れ

今

同

は

第

七

回

目

で

あ

る

。

大

阪

附

の

施

行

制

則

も

今

迄

に

三

岡

に

渉

っ

て

一

部

改

正

さ

れ

て

居

る

か

ら

今

回

は

卸

凶

問

自

の

改

正

K

古

る

。

以

上

の

如

く

槻

じ

て

く

れ

ば

.

と

れ

等

法

令

の

改

正

は

師

に

度

K

注

さ

れ

て

来

て

肘

る

の

で

b

る

か

ら

、

改

正

と

云

ふ

と

と

は

政

て

珍

ら

し

く

も

な

い

の

で

あ

る

が

、

今

度

の

は

従

前

ω
に

比

し

て

改

正

の

精

刷

、

改

正

さ

れ

た

僚

項

の

数

に

於

て

全

く

異

彩

を

放

つ

も

の

で

あ

る

》

大

正

十

二

年

九

月

一

日

の

刷

聞

東

の

大

山

災

は

全

く

吾

k

の

強

制

品

も

し

な

い

大

災

害

を

芯

起

せ

し

め

た

。

そ

し

て

と

れ

に

よ

っ

て

首

時

吾

々

の

持

っ

て

居

た

建

築

法

制

の

制

限

で

は

と

の

種

の

大

天

災

に

陪

じ

る

に

は

民

K

遺

憾

の

貼

の

働

か

ら

ざ

る

と

と

を

有

態

に

教

へ

ら

れ

た

。

そ

と

で

雨

後

の

鑓

災

に

陪

や

る

と

と

が

出

来

る

様

に

す

る

矯

め

に

施

行

令

、

施

行

規

則

に

大

k

的

改

正

が

施

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

と

に

な

っ

た

。

即

ち

大

正

十

三

年

六

月

の

改

五

が

そ

れ

で

あ

る

。

と

れ

が

今

日

迄

の

法

規

の

改

正

の

中

で

最

も

重

大

な

も

の

で

あ

っ

た

。

而

し

て

そ

の

他

の

改

正

に

歪

つ

て

は

一

問

題

の

た

め

の

一

係

、

一

項

の

些

少

の

追

加

、

削

除

消

は

健

民

に

過

ぎ

な

か

っ

た

の

で

b

る
。

然

る

に

今

川

の

施
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行

令

、

施

行

規

則

.

施

行

細

則

の

改

正

は

大

正

十

三

年

六

月

の

改

正

に

も

比

し

て

更

に

豆

大

で

あ

る

υ

市

街

地

建

築

物

法

が

大

正

九

年

十

二

月

一

B

K

六

大

都

市

に

施

行

さ

れ

て

か

ら

今

日

で

は

就

に

湖

十

一

年

で

る

る

。

そ

の

聞

と

の

法

規

の

施

行

に

閲

し

て

は

施

行

者

.

被

施

行

者

共

に

色

々

の

経

験

を

得

る

と

と

が

出

来

た

u

良

い

経

験

に

就

い

て

は

と

の

際

問

題

は

別

だ

が

、

不

都

合

な

経

験

も

齢

く

友

か

っ

た

。

そ

の

中

特

に

著

し

い

快

陥

の

あ

る

も

の

に

閲

し

て

は

前

記

の

如

く

そ

の

都

度

改

正

さ

れ

て

来

た

の

で

る

る

が

、

扶

陥

は

認

め

ら

れ

で

も

そ

の

影

響

が

量

に

於

て

た

程

大

し

た

も

の

で

な

か

っ

た

り

、

或

は

逆

に

徐

り

大

き

過

ぎ

て

俄

に

乎

の

つ

け

ら

れ

な

い

と

云

っ

た

も

の

が

今

日

迄

越

さ

れ

て

来

た

と

と

に

な

っ

て

居

る

。

今

川

の

改

正

は

と

う

し

た

性

質

の

傑

項

全

般

に

捗

っ

て

大

清

算

を

施

さ

れ

た

と

と

に

な

り

、

渦

十

一

ヶ

年

聞

の

経

験

の

大

厄

卸

と

云

ふ

形

で

あ

る

。

通

常

法

令

の

快

陥

と

考

へ

ら

れ

て

来

て

居

る

も

の

に

は

ー
、

一冗

一

然

般

に

規

定

さ

れ

過

ぎ

て

居

る

と

と

が

判

然

し

て

き

た

も

の

主

、

時

代

の

鍵

濯

に

伴

ひ

緩

和

若

く

は

迫

加

を

必

要

と

し

て

き

た

も

の

3

、

山

中

術

の

進

歩

に

作

ひ

規

定

の

内

容

を

鑓

更

せ

し

む

る

必

要

の

起

っ

て

き

た

も

の

4

、

元

来

取

締

る

必

要

が

る

る

に

も

拘

は

ら

や

見

落

さ

れ

て

肘

た

も

の

5

.

都

市

生

前

を

完

全

友

ら

し

む

る

た

め

今

少

し

理

想

的

倹

羽

の

必

要

を

認

む

る

も

の

6

、

施

行

上

の

必

要

に

よ

り

統

一

又

は

単

一

を

要

す

る

も

の

7

、

法

文

の

解

樺

を

明

確

な

ら

し

む

る

た

め

字

何

の

修

正

を

姿

す

る

も

の

等

が

傘

げ

ら

れ

る

の

で

あ

る

が

今

回

の

改

正

に

首

つ

て

は

と

れ

等

の

諸

貼

は

大

い

陀

考

慮

さ

れ

、

川

…氷

る

だ

け

そ

の

是

正

に

勉

め

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

と

れ

等

の

中

で

第

一

眼

目

に

拳

げ

ら

れ

た

も

の

は

元

来

般

に

規

定

さ

れ

過

ぎ

て

居

る

も

の

k

た

め

或

は

時

代

の

趨

勢

に

作

は

し

め

る

必

要

あ

る

も

の

L

た

め

に

大

々

的

緩

和

を

施

す

と

と

で

あ

っ

て

、

改

正

の

第

一

精

一

脚

が

と

の

鮪

に

世

か

れ

て

居

た

の

で

あ

る

か

ら

、

今

同

の

改

正

は

油

刷

を

受

け

る

者

に

と

っ

て

は

異

に

大

幅

音

と

申

す

べ

き

で

あ

る

。

即

ち

用

途

地

域

制

限

を

可

よ

な

り

寛

大

に

し

・

特

に

過

渡

期

の

取

扱

を

規

定

す

る

施

行

令

第

三

保

の

二

所

謂

緩

和

規

定

に

就

て

は

従

前

の

解

離

を

極

度

に

解

放

し

得

る

様

に

世

一日
き

換

へ

ら

れ

る

と

と

に

左

り

、

共

に

建

築

の

認

可

申

請

及

脳

出

を

要

す

る

も

の

L

種

類

を

思

ひ

切

り

減

少

し

て

、

手

続

の

簡

易

化

が

賓

現

さ

れ

る

と

と

に

友

っ

た

の

で

あ

る

。

前

者

に

よ

っ

て

工

業

主

は

大

い

に

解

放

さ

れ

、

後

者

K

よ

っ

て

一

般

建

築

主

は

著

し

く

自

由

に

友

り

得

た

諜

で

あ

る

。

向

今

回

緩

和

さ

れ

た

も

の

L

中

で

重

要

友

駈

は

道

路

を

占

用

す

る

建

築

物

を

相

官

K

認

め

る

と

と

に

友

っ

た

賠

で

あ

っ

て

‘

従

来

の

法

規

の

精

榊

で

は

路

面

の

交

通

保

全

と

云

ふ

問

題

を

非

常

に

重

要

問

し

す

ぎ

た

た

め

に

、

建

築

物

若

は

工

作

物

に

よ

っ

て

路

面

の

父

迫

に

支

障

を

来

す

如

き

民

あ

る

も

の

は

絶

謝

K

そ

の

設

世

を

禁

止

さ

れ

る

と

と

に

友

っ

て

居

た

の

で

あ

る

が

、

そ

の

震

に

却

っ

て

不

都

合

を

来

す

場

合

も

出

来

、

又

立

法

首

時

後

想

も

さ

れ

な

か

っ

た

建

築

計

聾

が

迫

々

に

出

現

し

て

く

る

と

と

に

友

り

‘

誌

に

時

代

の

趨

勢

に

順

舷

せ

し

め

た

る

に

、

路

商

交

通

上

支

障

の

無

い

程

度

忙

於

て

道

路

町

上

友

道

路

面

下

を

市

則

す

る

建

築

物

の

種

類

を

相

官

旗

大

に

認

め

る

と

と

に

な

っ

た

。

と

れ

に

よ

っ

て

大

規

模

の

建

築

を

計

聾

す

る

人

々

が

従

前

屡

々

経

験

し

た

設

計

上

の

困

難

が

可

な

り

著

し

く

柴

に

友

っ

た

詳

で

あ

る
。

咋

叫

に

今

阿

の

改

正

に

際

し

て

構

造

強

度

K

闘

す

る

僚

項

が

可

友

り

訂

正

さ

れ

る

と

と

に

な

う

た

J

誌

に

関

東

大

長

火

災

の

経

験

に

鑑

み

て

、

と

の

部

門

に

闘

し

て

は

首

時

前

越

の

如

く

著

し

い

斧

叫

が

加

へ

ら

れ

た

の

で

あ

っ

た

が

、

共

の

後

建

築

材

料

及

建

築

構

造

事

並

に

施

工

の

進

歩

は

更

に

川

明

者

友

も

の

が

あ

っ

て

.

特

に

構

造

壊

に

於

て

は

最

も

長

足

友

進

歩

を

見

た

の

で

る

る

リ

依

て

と

れ

位

一

寸

の

進

歩

に

順

腔

せ

し

む

る

た

め

、

と

の

方

面

の

規

定

は

と

の

際

是

非

共

改

正

さ

れ

ね

ば

友

ら

な

い

と

と

に

た

っ

た

。

以

上

は

緩

和

を

計

り

或

は

必

然

的

改

正

を

要

す

る

も

の

で

あ

っ

て

、

今

度

の

改

正

の

大

部

分

を

友

す

も

の

で

る

る

が

、

元

来

取

締

を

要

す

る

に

も

拘

は

ら

や

見

落

さ

れ

て

府

た

も

の

を

新

民

迫

加

す

る

と

と

及

び

都

市

生

祈

を

完

全

友

ら

し

む

る

た

め

今

少

し

理

想

的

の

僚

項

を

追

加

す

る

と

と

に

闘

し

て

は

今

岡

の

改

正

で

は

勉

め

て

と

れ

を

避

け

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

前

者

に

於

て

は

僅

か

に

擁

壁

の

手

続

が

追

加

さ

れ

、

後

者

に

於

て

は

衛

生

住

宅

地

浩

成

若

は

雌

保

の

矯

め

特

別

巨

域

内

の

建

築
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物

の

高

の

最

高

限

度

及

敷

地

内

に

存

せ

し

む

べ

き

空

地

の

最

小

限

度

を

規

定

し

得

る

詮

が

新

た

に

誹

ぜ

ら

れ

た

の

み

で

あ

る

。

尤

も

後

者

に

闘

し

て

は

施

行

{

包
F

敷

き

を

得

ば

民

民

妙

味

あ

る

僚

項

で

あ

る

が

、

果

し

て

施

行

者

の

側

に

於

て

如

何

松

迄

に

施

行

し

得

る

か

は

可

な

り

疑

問

で

あ

り

・

従

来

の

例

に

よ

れ

ば

場

合

に

よ

っ

て

は

全

く

死

文

に

附

せ

な

い

と

も

保

し

難

い

種

類

に

属

す

る

も

の

で

あ

る

。

向

今

同

の

改

正

中

で

重

要

友

問

題

は

施

行

上

の

必

要

よ

り

勉

め

て

法

規

の

統

一

若

は

単

一

を

計

ら

れ

た

と

と

で

る

る

。

度

量

術

法

が

改

正

さ

れ

た

た

め

に

早

晩

総

て

の

問

単

位

が

C

、

G

、

S

単

位

に

書

き

換

へ

ら

れ

ね

ば

友

ら

友

い

と

と

は

必

然

で

あ

っ

て
、

取

欣

へ

や

施

行

令

の

み

は

全

部

メ

ー

ト

ル

法

に

検

抗

さ

れ

る

と

と

に

な

っ

た

。

然

し

法

律

が

改

正

さ

れ

友

い

た

め

に

撒

算

し

難

い

も

の

、

規

格

統

一

と

の

閥

係

に

よ

る

も

の

又

は

そ

の

他

俄

に

メ

ー

ト

ル

法

に

統

一

す

る

と

と

が

出

来

な

い

事

情

の

あ

る

も

の

等

が

る

っ

て

、

施

行

規

則

、

施

行

制

則

中

に

は

従

前

の

単

位

の

儲

で

残

さ

れ

た

も

の

も

る

る

。

向

車

一

化

の

問

題

で

軍

要

友

の

は

、

従

前

よ

り

地

方

聴

に

よ

っ

て

は

市

街

地

建

築

物

法

令

以

外

の

一

般

的

建

築

取

締

に

闘

す

る

命

令

を

持

っ

て

居

た

も

の

が

相

官

に

あ

る

。

そ

れ

を

と

の

際

金

部

破

棄

す

る

と

と

を

本

省

よ

り

命

ぜ

ら

れ

た

と

と

で

あ

る

。

即

市

街

地

建

築

物

法

令

で

は

必

要

た

だ

け

の

規

定

は

出

来

て

居

る

の

だ

か

ら

そ

れ

で

充

分

で

あ

る

放

に

、

そ

れ

以

外

の

地

方

令

は

蛇

円

え

だ

か

ら

撒

肢

す

べ

し

と

一
玄

ふ

趣

立

で

あ

る

。

今

と

の

撒

・

肢

の

運

命

を

見

た

も

の

L

二

三

の

例

を

取

げ

る

と

滋

封

厳

令

第

五

十

二

批

家

屋

建

築

規

則

富

山

牒

令

第

五

十

二

抗

建

築

制

限

規

則

山

口

牒

令

第

六

十

一

枕

建

造

物

制

限

規

則

4

、

明

治

四

十

五

年

十

二

月

二

十

二

日

岡

山

腕

令

第

百

二

十

蹴

宇

野

地

家

屋

建

築

規

則

大

阪

府

令

第

七

十

四

枕

建

築

取

締

規

則

ー

‘

明

治

十

九

年

十

二

月

2

、

明

治

三

十

二

年

九

月

3

、

明

治

四

十

一

年

十

月

5

、

明

治

問

十

二

年

八

月

十

八

日

青

森

防

相

令

第

二

十

九

蹴

青

森

市

建

築

取

締

規

則

等

が

あ

る

。

と

れ

等

の

中

で

大

阪

府

の

建

築

取

締

規

則

は

枇

も

完

備

し

た

も

の

で

あ

っ

て

、

施

行

上

既

に

多

年

の

経

験

あ

る

の

故

を

以

て

、

市

街

地

建

築

物

法

令

制

定

に

首

つ

て

は

相

首

参

考

に

供

せ

ら

れ

‘

そ

の

持

つ

伐

項

が

多

数

市

街

地

建

築

物

法

令

の

中

に

採

用

さ

れ

て

肘

る

。

そ

れ

に

漏

れ

た

も

の

L

中

に

も

真

に

優

秀

な

僚

項

が

多

く

‘

大

阪

の

建

築

物

向

上

の

た

め

中

K

役

立

っ

て

来

た

の

で

あ

る

が

、

と

の

際

市

街

地

建

築

物

法

適

別

院

域

内

に

限

り

油

用

さ

れ

な

い

と

と

陀

な

っ

た

。

然

し

乍

ら

特

に

必

要

を

認

め

る

も

の

に

限

っ

て

施

行

細

則

に

繰

り

入

れ

る

と

と

に

し

て

施

行

に

支

昨

な

か

ら

し

め

る

と

と

に

さ

れ

た

。

そ

の

他

工

業

の

進

歩

K

仲

ひ

朋

詮

地

域

制

の

制

限

内

終

に

多

少

の

鎚

史

、

削

除

若

く

は

迫

加

を

要

す

る

も

の

は

そ

れ

メ

¥

柿

正

さ

れ

、

或

は

法

文

の

僻

仰

を

明

献

に

な

ら

し

め

る

必

要

あ

る

も

の

に

就

て

は

各

々

字

何

の

修

正

が

友

さ

れ

た

。

以

上

が

大

関

今

回

の

改

正

の

精

一

利

の

竹

子

で

あ

る

が

、

之

を

吏

に

一件

言

す

る

な

ら

ば

、

今

回

の

改

正

の

要

旨

は

法

令

の

制

限

を

今

日

の

都

市

生

活

欣

態

に

於

て

許

し

得

る

最

大

限

度

に

迄

緩

和

を

計

り

、

そ

れ

に

よ

っ

て

適

用

を

受

け

る

者

の

従

来

被

っ

て

居

た

迷

惑

を

思

ひ

切

り

除

去

す

る

と

と

に

勉

め

た

と

一
式

ふ

鈷

で

る

っ

て

、

前

徐

の

叫

ー
に

至

つ

て

は

全

く

随

作

的

の

も

の

で

あ

っ

た

、

今

日

我

閣

の

市

街

地

建

築

物

法

の

内

存

を

諸

外

閣

の

該

法

規

の

内

終

と

比

較

研

究

す

る

た

ら

ば

、

最

も

布

一

要

な

駄

で

我

閣

の

規

定

が

如

何

に

も

幼

稚

で

②

り

貧

弱

で

あ

る

と

と

を

知

る

で

あ

ら

う

。

然

る

に

と

の

度

の

改

正

に

首

つ

て

は

と

の

拡

に

闘

し

て

は

茜

し

く

闘

心

を

持

た

れ

て

い

な

い

3

然

し

乍

ら

と

の

問

題

は

決

し

て

永

久

に

無

視

さ

れ

る

べ

き

で

は

友

い

。

そ

し

て

今

回

の

絞

和

と

は

全

く

別

の

精

一

柳

で

我

k

の

都

市

の

建

築

を

よ

り

完

全

に

な

し

得

る

様

再

度

の

大

改

E

を

侠

っ

て

都

市

生

活

の

向

上

を

他

日

に

期

せ

ね

ば

な

ら

た

い

。

6

、

明

治

問

十

三

年

五

月

十

七

日

市

街

地

建

築

物

法

施

行

令

改

正

説

明

元

来

施

行

令

は

主

と

し

て

m途

地

域

制

、

高

及

室

地

、

損

害

柿

前

及

法

律

の

準

用

並

に

適

用

除

外

に

闘

す

る

規

程

で

あ

る

。

市

し

て

今

阿

の

改

正

は

回

答

柿

俄

を
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除

い

て

他

の

全

部

に

及

ん

で

居

る

。

就

中

別

途

地

域

制

と

準

用

並

に

趨

用

除

外

に

闘

す

る

分

は

円

以

も

重

要

で

あ

る

。

改

正

に

は

新

た

に

迫

加

さ

れ

た

も

の

と

曾

て

有

っ

た

が

今

回

削

除

さ

れ

た

も

の

と

従

前

の

も

の

が

蟹

形

さ

れ

た

も

の

と

の

三

種

が

考

へ

ら

れ

る
。

順

次

記

載

す

る

改

正

佼

文

に

於

て

は

新

た

に

追

加

さ

れ

た

も

の

を

、

及

従

前

俊

文

に

於

て

削

除

さ

}.l IJ 

表

第己文

官条

文

第

一

保

建

築

物

左

ノ

各

競

ノ

一

ニ

該

日

ス

ル

ト

キ

ハ

住

居

地

域

内

ニ

之

テ

建

築

ス

ル

コ

ト

テ

得

ズ

倒

斗

剣

斗

淵

川

卦

刈

叫

淵

斗

誠

訓

斗

刈

，

魁

刻

倒

斗

斗

汁

け

凶

目

付

刷

ぺ
針

汁

可

却

汁
B

川

，
け

剖

斗

什

1

1
創

釧

斗

司

叶

訓

刈

ト

認

ム

ル

そ

ノ

戸

此

位

ニ

在

-

フ

ズ

一

、

判

吋

倒

川

刈

刈

刷

釧

欄

瑚

.刈

則

什

併

叶

寸

司

叫

川

刈

バ

オ

.場

二

、

左

ニ

掲

グ

ル

事

業

テ

管

ム

了

場

ィ

、

玩

具

用

地

H

通

火

工

n

m

ノ

製

逝

口

、

「

ア

七

千

レ

ン

が

ス

レ

ヰ

ノ

用

。~

I

r

L

金

属

。
ノ

工

作

C

M
?

↑

修

結

ス

ル

モ

ノ

.7

除

ク

)

ハ

、

「
ド

ラ

イ

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

」

(

単

ニ

桃

拭

ス

ル

モ

ノ

テ

除

ク

)

叉

ハ

一

ド

ラ

ィ

、

ク

イ

ン

グ

」

て

「

セ

ル

ロ

イ

ド

」

ノ

加

熱

加

工

叉

ハ

鍛

機

ヲ

問

フ

ル

加

エ

ホ

、

塗

料

ノ

吹

付

へ

、

国

硫

酸

一

ガ

ス

」

テ

用

フ

ル

物

口

m

ノ

漂

白

ト
、

骨

炭

其

ノ

他

動

物

質

茨

ノ

製

造

チ

、

羽

叉

ハ

毛

ノ

洗

糠

・

染

色

又

ハ

漂

白

リ

、

側

湖

、

昨

称

、

。
屑

紙

町

。
厭

紙

。
、

白
島

…
一毛

ノ

。煩

，
ノ

摘

。毒

、

。

撲

。別

、

洗

枇

叉

ハ

務:

白

ヌ

、

製

・

判

、

古

制

ノ

再

製

、

起

毛

、

反

毛

叉

ハ

「

7

ヱ

ル

ト

」

ノ

製

造

ニ

シ

テ

れ

た

も

の

を

共

に

:

:

:

で

一
示

し

、

雨

候

文

に

於

て

互

に

経

更

さ

れ

た

も

の

を

ー

ー

ー

で

示

す

と

と

に

す

る

。

一

、

用

途

地

域

制

に

闘

す

る

分

用

注

地

域

制

に

闘

し

て

は

第

一

一保

、

第

二

僚

、

第

三

俊

民

於

て

次

の

如

く

改

正

さ

れ

た

。従

ｉ ｾ＠ IJ 

{時E

文
-
一

該

首

ス

ル

ト

キ

ハ

住

居

地

域

内

-

一

之

テ

建

築

第

一

一保

建

築

物

左

ノ

各

披

ノ

ス

ル

コ

ト

テ

得

ズ

一

、

常

時

十

五

人

以

上

ノ

職

工

テ

使

刑

ス

ル

工

場

、

常

時

使

用

ス

ル

原

品

馬

力

撤

ノ

合

計

一

一

ヲ

超

過

ス

ル

工

場

.

叉

ハ

円

融

ヲ

使

用

ス

ル

工

場

但

シ

行

政

行

臨

位

居

ノ

安

U

ザ

ラ

窓

口

ス

ル

民

ナ

シ

ト

認

ム

ル

モ

ノ

叉

ハ

公

益

上

巴

ム

テ

得

ズ

ト

認

ム

ル

モ

ノ

ハ

此

峡

ニ

在

ラ

ズ

二

、

五

号

以

上

ノ

自

動

車

テ

常

時

牧

森

ス

ル

車

附

三

.

劇

場

.

m
動

沼

尻

侃

、

寄

瓜

叉

ハ

槻

物

場

問

、

待

合

叉

ハ

貸

座

敷

五

.

倉

庫

業

テ

皆

ム

倉

庫

六

、

火

葬

場

ヒ

、

屠

場

八

、

鹿

芥

焼

却

場

九

、

前

各

統

一

二

制

グ

ル

モ

ノ

テ

除

ク

ノ

外

行

政

官

臆

住

居

ノ

安

容

テ

害

ス

ル

民

ア

リ

ト

認

メ

命

令

テ

以

テ

指

定

ス

ル

モ

ノ
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原

動

機

ア

刑

フ

ル

モ

ノ

ル

、

叶

1

刈

、

牙

.

蹄

ν

弘

樹

.
ノ

挽

割

若

ハ

乾

燥

研

磨

叉

ハ

金

届

ノ

乾

燥

研

勝

ニ

シ

テ

原

動

機

-7

m
フ

ル

モ

ノ

ヲ

、

例

制

寸

材

研

1
卦

叫

，
制

対

1
剣

崎

川

司

州

司

叶『

附

倒

樹

、

什

叉

ハ

日

殻

ノ

粉

陣

ニ

シ

テ

原

動

機

テ

刑

フ

A

モ

ノ

ヮ
、

虫

、

懐

燐

次

叉

ハ

煉

茨

ノ

製

逝

カ

・

側

司

叫

..
 

土

総

類

、

陶

磁

総

・

人

逝

砥

石

叉

ハ

相

判

ノ

製

油

ョ

‘

附

子

ノ

製

治

叉

ハ

砂

吹

夕

、

動

力

槌

ヲ

用

フ

ル

鍛

冶

三

、

到

瑚

倒

ぺ

併

叶

到

刊

材

対

ペ

叶

叶

刈

.汁

叫

叫

刈

刈

副

訓

朝

川

朝

郎

四

、

劇

場

、

活

動

窮

民

館

J

断

裂

場

叉

ハ

槻

物

場

五

、

特

A

H

叉

ハ

貸

座

敷

六

、

倉

由

業

テ

管

ム

A

U

山

七

、

火

葬

場

干

し

ん

ハ

罫

織

物

底

抑

揚

八

、

屠

場

叉

ハ

死

立

回

底

理

場

九

・

闘

訓

叉

パ

汚

物

ノ

底

理

場

十

、

前

各

蹴

ニ

掲

グ

ル

モ

ノ

守

除

ク

ノ

外

行

政

文

際

性

居

ノ

安

・

'

ギ

ヲ

害

ス

ル

民

ア

リ

ト

認

メ

命

令

テ

以

テ

指

定

ス

ル

モ

ノ

第

二

僚

建

築

物

左

ノ

各

批

ノ

一

ニ

一

夜

首

ス

ル

ト

キ

ハ

商

業

地

域

内

-
一

之

ヲ

態

築

ス

ル

コ

ト

ヲ

得

ス

但

シ

第

一

蹴

叉

ハ

第

二

蹴

=

核

怜

ス

ル

建

築

物

ニ

シ

テ

行

政

訓

閥

吋

調

べ

刈

倒

汁

吋

司

川

胤

汁

斗

叶

剖

叫

刈

4

A

対

イ

d
剣

』

d

.4

.引

制

刈

ト

認

ム

ル

モ

ノ

ハ

此

ノ

限

ニ

在

-

フ

ス

一

、

制

吋

倒

叫

寸

川

閑

副

樹

周

刈

制

パ

.

付

叶

叶

利

汁

湖

湖

寸

川

汁

捌

倒

斗

叶

刊

新

聞

印

刷

所

ヲ

除

ク

二

、

前

僚

第

二

競

=

核

常

ス

ル

モ

ノ

三

、

前

僚

制

廿

淵

川

到

矧

刈

捌

=

日

間

首

ス

ル

モ

ノ

四

、

前

各

披

ニ

掲

ク

ル

モ

ノ

テ

除

ク

ノ

外

行

政

宵

鵬

商

業

ノ

利

便

テ

守

ス

ル

民

ア

リ

ト

認

メ

命

令

テ

以

テ

指

定

ス

ル

モ

ノ

第

=
-

僚

建

築

物

左

ノ

各

蹴

ノ

一

=

核

世

ス

ル

ト

キ

ハ

工

業

地

域

内

=

非

サ

レ

ハ

第

二

係

建

築

物

点

ノ

各

批

ノ

一

ニ

該

蛍

ス

ル

ト

キ

ハ

商

業

地

域

内

-

一

之

テ

建

築

ス

ル

コ

ト

テ

得

ス

一、

常

時

五

十

人

以

上

ノ

職

工

テ

使

用

ス

ル

工

場

叉

ハ

常

時

使

用

ス

ル

原

動

機

瑚

対

捌

ベ

A

3

1

汁

制

司

当

割

但

シ

日

刊

新

聞

印

刷

所

及

行

政

官

臆

商

業

ノ

利

便

テ

害

ス

ル

民

ナ

シ

ト

認

ム

ル

モ

ノ

叉

ハ

公

盆

上

己

ム

テ

得

ス

ト

認

ム

ル

モ

ノ

ハ

此

ノ

限

ユ

在

一

フ

ス

二

、

前

保

鋼

材

淵

川

到

剣

川

淵

一

一

該

首

ス

ル

モ

ノ

三

、

前

各

枕

ニ

掲

ク

ル

モ

ノ

ヲ

除

ク

ノ

外

行

政

官

際

商

業

ノ

利

便

テ

害

ス

ル

民

ア

リ

ト

認

メ

命

令

ヲ

以

テ

指

定

ス

ル

モ

ノ

第

三

保

建

築

物

左

ノ

各

競

ノ

一

ニ

誇

首

ス

ル

ト

キ

ハ

工

業

地

域

内

ニ

非

サ

レ

ハ
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之

テ

往

築

ス

ル

コ

ト

ヲ

得

ス

旬

斗

湖

斗

班

、

告

一
蹴

叉

ハ

第

四

蹴

-

一

該

首

ス

ル

勢

判

汁

汀

弓

瑚

叶

閥

制

叫

却

割

4
叶

側

首

創

側

ぺ

到

可

制

4

2
ペ

刻

ベ

創

出

斗

テ

l

賀

川

副

叫

し

刊

力

，

ベ

此

ノ

限

-

一

在

-3

一

、

制

州

側

.

川

刈

，
川

闘

訓

樹

矧

刈

刻

ぺ

創

刊

剖

叶

汁

剖

訓

刈

刈

オ

刻

倒

刈

叶

刊

新

聞

印

刷

川

ヲ

除

ク

二

、

左

ニ

拐

ク

ル

事

業

ヲ

営

ム

工

場

ィ

、

銃

砲

火

薬

類

取

締

法

ノ

火

薬

類

ノ

製

也

口

、

晦

素

酸

陥

川

類

・

過

臨

素

酸

陥

山

類

、

船

隊

陥

山

類

‘

黄

燐

、

赤

燐

、

硫

化

燐

剣

刷

「
刈!

バ

叶

斗

叶

1

剣

尉

J

1
日

川

斗

.
」

.

「

マ

グ

ネ

シ

ウ

ム

」

‘

湖

凶

川

村

剥

村

1

訓

刷

川

孔

川

.刈

」

湖

沼

寸

刈

叶

外

」

、

過

酸

化

「

バ

リ

ウ

ム

」

・

ゴ

州

叶

刻

到

1

寸

刈

バ

ペ

ィ

刈

叶

、

「

ア

ル

コ

ー

ル
」

、

「
エ

ー

テ

ル

」

、

「

ア

セ

ト

ン

」

、

副

隊

「

エ

ス

チ

ル

」

類

寸

斗

サ

叶

叶

刈

叶

ぺ

刈

斗

「

ベ

ン

ゾ

ー

ル

ヘ

「

ト

ル

オ

l

ル

」

「

キ

シ

ロ

1

ル
」

.

「

ピ

ク

リ

ン

」

酸

、
「

ピ

ク

リ

ン

」

酸

附

類

、

一，

テ

レ

ビ

ン

」

油

叉

ハ

石

油

類

ノ

製

也

ハ

、

燐

寸

ノ

製

造

=

、

「

セ

ル

ロ

イ

ド

」

ノ

製

造

ホ

、

「
J

可

叶

叶

川

寸

寸

刈

叶

劉

川

ぺ

剣

剖

へ

、

「

ビ

ス

コ

ー

ス

」

製

H

川

ノ

製

世

ト

、

倒

瑚

剃

刈

淵

叶

判

ぺ

刊

附

側

、

顔

料

、

謝

刈

パ

制

升

例

外

斗

印

刷

川

一

，

イ

ン

ーか

レ

又

ハ

輸

具

ノ

製

治

チ

、
山

静

州

ラ

用

フ

ル

「

ゴ

ム
」

製

口

m

叉

ハ

芳

苓

油

ノ

製

也

リ

、

乾

悦

納

叉

ハ

博

剤

テ

刑

フ

ル

擬

草

紙

布

叉

ハ

防

水

紙

布

ノ

製

造

ヌ

、

博

糊

テ

用

フ

ル

塗

料

ノ

加

熱

乾

燥

叉

ハ

焼

付

ル

・

刻

刻

コ

別

..
 

刈
J

〕
一

一

熱

叉

ハ

「

コ

ー

ク

ス

」

ノ

製

趨

ヲ

、

時

間

給

「

ガ

ス

」

又

ハ

液

韓

「

ガ

ス

」

ノ

製

世

ヮ

、

時

索

、

「

プ

ロ

ム

」

，

「
ヨ

1

ド

」

、

硫

黄

、

脱

化

硫

黄

.

弗

化

水

素

酸

開

酸

、

間

階

、

硫

酸

、

燐

酸

、

苛

性

「

カ

リ

ヘ

苛

性

「

ソ

ー

ダ

」

、「

ア

ン

モ

ニ

ア

」

水

、

決

醇

寸

カ

リ

」

・

拘

淵

寸

汁

叶

列

」

、

寸

リ

川

刈

け

叶

叫

刈

・

次

硝

般

若

鉛

・

亜

硫

酸

鴨

類

、

「

ホ

ホ

一
同

研

舵

椛

類

恥

枇

素

化

合

物

、

「
パ

リ

ウ

之

テ

建

築

ス

ル

ヨ

ト

テ

得

ス

一

.

常

時

百

人

以

上

l

f

職

工

ヲ

佐

川

X

ル

工

場

叉

ハ

常

時

使

用

ス

ル

原

動

欄

矧

刈

釧

ぺ

併

叶

ヨ

.叶

汁

叫

湖

刈

.刈

オ

剖

澗

司

剣

斗

制

対

斗

.淵

倒

割

刻

イ

吋

倒

剣

一

蹴

但

書

ニ

設

営

ス

ル

モ

ノ

ハ

此

ノ

限

リ

ニ

在

-
フ
ス

二

、

左

ニ

掲

ク

ル

事

業

ヲ

管

ム

工

場

倒

バ

け

削

叶

閥

制

封

且

材

割

ぺ

対

イ

州

剣

上

危

険

ノ

民

ナ

シ

ト

認

ム

ル

モ

ノ

ハ

此

ノ

限

ニ

在

ラ

ス

ィ

、

銃

砲

火

繋

類

取

締

法

ノ

火

禁

類

ノ

製

造

ロ

、

臨

素

酸

臨

類

、

過

臨

素

股

臨

類

、

「

ピ

ク

リ

ン

」

位

、

「

ピ

ク

リ

ン

」

酸

臨

類

、

武

燐

、

赤

燐

、

硫

化

燐

、

司

川

叶

4

ヨ

リ

外

U

V

「
マ

グ

ネ

シ

ウ

ム

」

・

副

知

.索

、

湖

側

川

司

川

.3ω

、

瑚

側

川

寸

汁

叶

川

叶

U

J

一
‘

過

酸

化

「

バ

リ

ウ

ム

」

硫

化

茨

説

、

「

ヱ

1

テ

ル

」

.

「

コ

ロ

ヂ

ウ

ム

」

「

ア

ル

コ

ホ

l

ル
」

、

木

精

、

「

ア

セ

ト

ン

」

、

ベ

ン

ゾ

ー

ル

ヘ

「

キ

シ

ロ

ー

ル

ヘ

「
ト

ル

オ

1

ル
」

.

「

テ

レ

ビ

ン

」

油

、

刷

川

制

紺

剥

・

「

セ

ル

ロ

イ

ド
」
、

石

油

類

共

ノ

他

之

ニ

類

ス

ル

引

火

性

叉

ハ

殻

火

性

物

品

ノ

製

造

つ

硫

黄

.

沃

度

、

プ

ロ

l

ム

、

四

臨

化

炭

素

、

臨

化

硫

黄

、

盟

酸

、

硫

酸

硝

酸

、

燐

酸

、

剃

川

村

封

、

酪

酸

、

無

水

。酷

酸

・

石

茨

般

、

安

息

香

般

、

苛

性

加

虫

、

苛

性

曹

達

、

「

ア

ン

モ

=

ア

」

水

、

茨

酸

加

艮

・

炭

酸

曹

達

、

寸

什

叶

叶

刈

叶

研

刻

、

次

附

酸

悲

鉛

、

」

チ

ア

ン

」

化

合

物

、

枇

素

化

合

物

、

「

バ

リ

ウ

ム

」

化

令

物

、

水

銀

化

合

物

.

鉛

化

合

物

.

銅

化

合

物

、

亜

硫

酸

臨

類

、

「

フ

ォ

ル

マ

リ

ン

」

.

「

ク

ロ

ロ

ホ

ル

ム

ヘ

「

イ

ヒ

チ

オ

ー

ル
」

、

「
ズ

ル

フ

オ

ナ

I

ル
」

、

「

グ

リ

セ

リ

ン

」

、

寸

寸

刊

升

引

斗

刈

川

.3

.
「

ア

ス

ピ

リ

ン

」

、

「

ク

レ

オ

ゾ

ト

ト
ト

。
ト

」

・

「

グ

ア

ヤ

コ

1

ル

」

等

共

ノ

製

造

-

一

際

シ

有

臭

叉

ハ

有

害

ノ

瓦

斯

叉

ハ

陵

液

ヲ

生

ス

ル

物

n

m

ノ

製

造

ニ

、

水

銀

テ

用

ヰ

ル

一

社

器

ノ

製

造

ホ

、

燐

寸

ノ

製

造

へ
、

金

属

ノ

熔

融

叉

ハ

精

煉

ト

、

乾

燥

油

叉

ハ

熔

剤

テ

用

ヰ

ル

擬

草

紙

布

叉

ハ

防

水

紙

布

ノ

製

也

チ

、

肥

料

ノ

製

浩
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ム

」

化

合

物

.

鉛

化

合

物

‘

銅

化

合

物

、

水

銀

化

合

物

、

つ

ン

ア

ン

」

化

合

物

.

「

ク

ロ

ロ

ホ

ル

ム
」

.

四

脱

化

探

索

、

「
ホ

ル

マ

リ

ン

」

・

「

ズ

ル

ホ

ナ

1

ル

」

.

「

グ

リ

セ

リ

ン
」

・

1

叶

叶

升

A

1
リ

川

オ

J

竹

村

オ

パ

倒

1

「
叶

1

刊

司

オ

リ

酷

酸

、

-
h
訟

酸

、

安

息

香

酸

、

{

タ

ン

=

ン

」

酸

‘

一
ア

セ

ト

ア

=

リ

ド

」

、

「

ア

ス

ピ

リ

ン

」

叉

ハ

「

グ

ア

ヤ

コ

i

ル

」
ノ

製

浩

ヵ

、

蛋

白

質

ト
ト
¥
加

ポ

介

餅

ニ

依

ル

製

品

ト
ト
…
製

浩

ョ

、

品

川

脂

ノ

採

取

又

ハ

加

熱

加

工

夕

、

石

鹸

、

「

フ

ア

ク

チ

ス

」

叉

ハ

「

ベ

ー

ク

ラ

イ

ト

」

ノ

製

匙

レ

、

肥

料

ノ

製

造

ソ

、

製

紙

ッ

、

製

革

、

側

側

叉

ハ

毛

皮

若

ハ

什

ノ

粘

製

ネ

、

「

寸

刈

汁

.汁

.1

uぺ

調

ナ

、
「

ア

X

ソ

:
ア

ル

ト

レ

.

.
「

オ

J

1
川

刈

川

川

」

.

木

「

タ

・

l

ル

」

、

石

油

諜

滞

在

物

又

ハ

北

ハ

ノ

残

置

テ

原

料

ト

ス

ル

製

造

ラ

、

「

セ

メ

ン

ト

」

・

石

皆

、

治

石

川

火

、

生

石

次

叉

ハ

「

カ

l

バ

イ

ト

」

ノ

製

造

ム

、

余

応

ノ

熔

融

U

人

ハ

精

煉

ゥ

、

創

出
刺

川

ヰ

』

.斗

刈

割

出

E

E

-

-

E

m

i

l

l

i

l

i

-

-

・
1

I

I

l

l

e

g

i

-

-

I

B

E

E

-
B

E

l

l

i

-

-

1

t

E

l

i

z
a

-

-

l

i

l

i

-

-

ヰ

、

令

一

足

旧
作

物

叉

(

M

卸

ノ

工

作

ニ

シ

デ

銀

打

叉

山

一

期

防

作

主

テ

刊

フ

モ

ノ

ノ

、

矧

叫

測

さ

制

球

ノ

製

也

ォ

、

仲

州制

、

仲

品

百

叉

ハ

「

d

J

刈

叫

汁

川

.司

刈

剣

刷

ぺ

附

矧

三

.

前

批

ニ…

描

ク

ル

モ

ノ

テ

除

ク

ノ

外

行

政

令
J

鵬

衛

生

上

有

害

ノ

叉

ハ

保

安

上

危

険

ノ

民

ア

リ

ト

認

メ

命

令

テ

以

テ

指

定

ス

ル

事

業

テ

管

ム

工

場

四

‘

第

二

蹴

イ

1

1
叶

寸

J
i--

ー

刻

寸

ぺ

倒

川

、

可

燃

性

「

ガ

ス

」

叉

パ

「

カ

l

パ

イ

ド

」

ノ

貯

蔵

叉

ハ

底

理
一
一

供

ス

ル

モ

ノ

五

.

前

批

ニ

一

踊

ク

ル

モ

ノ

テ

除

ク

ノ

外

行

政

官

版

衛

生

上

有

害

ノ

叉

ハ

保

安

上

危

験

ノ

氏

ア

リ

ト

認

メ

命

令

ヲ

以

テ

指
・

足

ス

ル

物

品

ノ

貯

雌

又

ハ

底

理

-
一

供

ス

ル

モ

ノ

リ
、

訓

例

制

刷

M

A
.
似

捌

ヌ

、

製

革

叉

ハ

で

皮

ノ

精

製

ル

、

叶

1

吋

刈

.
ぺ

刈

測

ぺ

刈

燥

山

山

附

ラ

、

製

油

d

人

ハ

製

蝋

ヮ

.

染

料

、

顔

料

叉

ハ

徐

一

一

料

ノ

製

浩

ヵ

、

煉

瓦

叉

ハ

地

塙

ノ

製

匙

ョ

、

「

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

」

ノ

製

造

夕

、

「

セ

メ

ン

ト

」

・

石

官

、

石

山

火

.

服

製

石

・訳

、

炭

化

石

次

叉

ハ

石

荻

窪

素

ノ

製

世

レ

、

古

制

叉

ハ

税

強

類

ノ

料

製

ソ

、

蹴

石

類

、

担

…

鉛

、

附

子

、

凶

五

、

阿

川

例

刈

羽

ぺ

洲

附

ッ

、

利

州

国

刺

又

ハ

M

仲
一
紡

瓦

斯

ノ

製

也

ネ

、

「

コ

ー

ク

ス

」

ノ

制

訳

出

ナ

、

羽

刻

寸

外

叶

刈

.H

木

一
，
タ

l

ル
」

.

7

h

仙

波

…

制

派

物

X

ハ

共

ノ

残

澄

テ

原

料

ト

ス

ル

製

造

ラ

、

石

齢

ノ

製

造

ム

、

製

紙

ゥ

、

除

問

テ

刑

ヰ

ル

設

設

製

n

m

ノ

製

浩

ヰ

、

鋼

釘

叉

ハ

制

球

ノ

制

訳

出

ノ

、

内

跳

ノ

製

出

ォ

、

鉱

附

胤

パ

略

延

叉

ハ

仲

紘

ク

、

抜

山
一

糸

製

円

附

ノ

製

地

三

、

前

蹴

ニ

掲

ク

ル

モ

ノ

テ

除

ク

ノ

外

行

政

官

臨

衛

生

上

有

害

ノ

又

ハ

保

安

上

危

険

ノ

民

ア

リ

ト

認

メ

命

令

テ

以

テ

指

定

ス

ル

事

業

ヲ

皆

ム

工

場

四

、

第

二

枕

イ

J

4

1
叶

ー

リ

J

汀

ぺ

制

川

ノ

貯

蔵

叉

ハ

底

理

ュ

供

ス

ル

モ

ノ

但

シ

伺

制

対

闘

制

剖

』

.
判

明

パ

対

刈

.
例

制

け

創

側

ぺ

胤

汁

汁

叶

剥

4
•• 

川

.
司

ノ

ハ

此

ノ

脱

ニ

在

-

フ

ス

五

.

前

蹴

ニ

一

例

ク

ル

モ

ノ

テ

除

ク

ノ

外

行

政

行

臨

衛

生

上

有

窓

口

ノ

叉

ハ

保

安

上

危

険

ノ

虞

ア

リ

ト

認

メ

命

令

ヲ

以

テ

指

定

ス

ル

物

白

川

ノ

貯

蔵

又

ハ

底

理

ニ

供

ス

ル

モ

ノ
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以

上

三

筒

僚

に

於

て

改

正

さ

れ

た

主

嬰

な

事

項

は

1

、

職

工

敢

に

よ

る

制

限

を

撤

廃

さ

れ

た

と

と

2

、

汽

跳

に

よ

る

制

限

を

撤

臆

さ

れ

た

と

と

3

、

馬

力

数

に

よ

る

制

限

が

緩

和

さ

れ

た

と

と

4

、

業

態

に

閲

す

る

規

定

が

改

正

さ

れ

た

と

と

5

.

但

蓄

に

よ

る

制

限

除

外

が

抜

大

さ

れ

た

と

と

の

五

項

で

あ

っ

て

と

れ

を

順

次

考

察

す

る

。

ー

、

職

工

敢

に

よ

る

制

限

を

撤

段

さ

れ

た

と

と

従

前

住

居

地

域

に

於

て

は

常

時

十

五

人

以

上

の

職

工

b

L

使

川

す

る

工

場

商

業

地

域

に

於

て

は

常

時

五

十

人

以

上

を

使

用

す

る

工

場

は

禁

じ

ら

れ

、

常

時

百

人

以

上

の

職

工

を

使

用

す

る

工

場

は

工

業

地

域

で

左

い

と

建

築

す

る

事

が

出

来

友

か

っ

た

。

然

る

に

今

皮

の

改

正

に

よ

っ

て

職

工

敢

に

よ

る

制

限

が

全

然

撒

・

服

さ

れ

る

と

と

に

な

っ

た

た

め

百

人

以

上

の

職

工

を

使

附

す

る

工

場

と

雌

も

市

内

の

随

所

に

建

て

ら

れ

る

と

と

に

な

っ

た

の

で

あ

る

。

宜

際

施

行

に

首

っ

て

と

の

職

工

な

る

も

の

K

就

て

考

へ

て

見

る

に

、

現

に

就

業

す

る

も

の

が

職

工

な

る

や

否

や

の

鑑

識

が

頗

る

困

難

で

あ

る

と

と

、

常

時

使

用

す

る

も

の

放

る

や

否

や

は

一

一居

比

一

食

の

閤

難

な

と

と

.

職

工

が

多

数

な

る

と

と

が

近

隣

に

到

し

て

迷

惑

を

及

ぼ

す

も

の

な

る

や

否

や

、

一

歩

譲

っ

て

迷

惑

を

及

ぼ

す

も

の

と

し

て

も

そ

の

数

が

増

す

と

如

何

程

の

迷

惑

を

増

す

も

の

友

る

か

推

定

凶

難

友

る

と

と

等

の

疑

義

多

く

‘

等

ろ

削

除

し

て

施

行

を

油

切

な

ら

し

め

併

せ

て

緩

和

を

計

る

に

如

か

十

と

考

へ

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

叉

一

方

と

の

職

工

数

の

制

限

を

撤

陵

し

で

も

従

前

の

不

油

ム

口

工

場

の

大

部

分

は

別

に

馬

力

数

或

は

業

態

に

よ

っ

て

制

限

を

受

け

る

と

と

に

友

り

.

と

れ

等

の

制

限

を

も

受

け

な

い

で

今

回

の

緩

和

に

よ

り

新

た

に

住

居

地

域

、

商

業

地

域

を

一

胤

す

民

あ

る

と

と

に

友

る

工

場

の

種

類

及

そ

の

数

は

似

る

僅

少

で

あ

る

。

放

に

.

笛

際

上

の

問

題

と

し

て

職

工

教

の

制

限

を

撒

・

肢

し

ー

も

大

し

た

支

峠

を

来

た

さ

な

い

か

ら

で

あ

る

。

2

、

街

路

K

よ

る

制

限

を

撤

廃

さ

れ

た

と

と

従

前

住

居

地

域

内

に

於

て

は

汽

維

を

使

用

す

る

工

場

は

建

築

を

禁

じ

ら

れ

て

居

た

の

で

あ

る

が

.

今

回

の

改

正

に

よ

っ

て

汽

帥

慨

を

使

用

す

る

工

場

と

雌

も

佐

居

地

域

内

に

建

築

す

る

と

と

が

出

来

る

械

に

・な

っ

た

。

今

日

で

は

門

踏

を

使

用

す

る

も

の

は

工

場

に

映

ら

十

し

て

、

浴

場

、

病

院

.

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

等

に

多

く

し

て

而

も

と

れ

等

に

於

て

は

漸

増

の

傾

向

著

し

く

樹

り

工

場

の

み

制

限

さ

れ

る

理

由

迫

々

と

薄

弱

と

な

り

・

此

の

際

と

の

規

定

を

撤

廃

す

る

に

如

ら

ざ

る

に

よ

る

。

市

し

て

従

来

汽

憾

の

制

限

を

受

け

た

工

場

の

大

部

分

は

同

時

に

業

態

上

の

制

限

を

受

け

る

も

の

多

く

し

て

事

質

上

矢

張

住

居

地

域

に

は

禁

ぜ

ら

れ

る

と

と

に

な

り

、

従

て

山

口

融

に

よ

る

制

限

を

掛

・服

さ

れ

た

た

め

に

起

る

不

都

合

は

結

局

僅

少

で

あ

る
。

3

、

馬

力

敢

に

よ

る

制

限

が

緩

和

さ

れ

た

と

と

従

来

は

常

時

使

用

す

る

原

動

機

馬

力

数

の

合

計

が

住

居

地

域

で

は

こ

で

あ

っ

た

の

が

三

に

、

商

業

地

域

で

は

十

で

あ

っ

た

の

が

十

五

K

、

工

業

地

域

内

で

は

三

十

で

あ

っ

た

の

が

五

十

K

披

大

さ

れ

.

い

づ

れ

も

瓦

割

或

は

そ

れ

以

上

の

大

緩

和

で

あ

る

c

と

の

馬

力

教

の

緩

和

は

地

域

制

改

正

中

最

も

重

要

友

も

の

で

あ

る

J

由

来

原

動

機

馬

力

教

の

制

限

は

原

動

機

そ

の

も

の

に

弊

害

が

あ

る

の

で

な

く

て

、

馬

力

数

合

計

の

大

た

る

も

の

は

小

な

る

も

の

よ

り

業

態

が

大

な

る

故

に

自

然

弊

容

も

大

な

る

べ

し

と

云

ふ

推

定

の

も

と

に

.

弊

害

の

大

小

を

計

る

バ

ロ

メ

ー

タ

ー

に

使

用

さ

れ

て

居

る

に

過

ぎ

な

い

。

地

域

制

度

制

定

の

た

め

制

限

を

受

け

た

工

場

の

大

部

分

は

業

態

K

よ

る

も

の

と

、

と

の

馬

力

敢

に

よ

る

も

の

と

で

あ

る

コ

而

し

て

馬

力

教

の

制

限

に

接

蝿

し

建

築

の

自

由

を

失

っ

た

も

の

は

可

な

り

多

敢

に

上

っ

て

居

る

J

そ

と

で

と

の

制

限

の

旭

抗

度

合

ひ

に

就

い

て

考

慮

さ

れ

る

と

と

に

友

り

、

絡

に

内

務

省

で

は

意

を

決

し

て

緩

和

す

る

と

と

に

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

然

し

と

の

程

度

の

緩

和

に

よ

っ

て

救

梢

さ

れ

る

も

の

が

不

油

合

工

場

中

の

尚

一

小

部

分

に

過

ぎ

友

い

と

と

、

而

も

と

の

矯

め

に

相

訪

の

川
越

影

響

が

有

る

と

と

を

思

ふ

と

き

、

と

の

改

正

が

将

し

て

適

切

で

あ

っ

た

か

否

か

に

就

て

は

再

考

の

徐

地

は

充

分

越

さ

れ

て

届

た

も

の

と

思

は

れ

る

。

そ

れ

K

し

で

も

産

業

合

理

化

共

の

他

の

事

情

に

よ

り

原

蛸

機

の

印

刷

力

数

が

漸

弐

増

加

せ

ん

と

し

つ

L

b

る

折

柄

と

の
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改

正

は

油

川

を

及

け

る

も

の

に

と

っ

て

は

大

幅

一

一音

で

あ

る

に

相

違

な

い

0

4

業

態

に

闘

す

る

規

定

が

改

正

さ

れ

た

と

と

，

従

米

工

業

地

域

外

の

業

態

に

よ

る

制

限

が

地

方

に

よ

っ

て

勅

A

引

に

よ

る

も

の

以

外

K

施

行

制

則

に

相

官

規

定

さ

れ

て

居

っ

た

。

今

回

は

そ

れ

に

つ

い

て

出

来

る

だ

け

全

国

の

統

一

を

計

る

と

と

比

さ

れ

た

。

そ

の

篤

各

地

方

令

k

m
て

居

た

も

の

が

勅

令

に

纏

め

ら

れ

る

と

と

に

友

り

、

一

見

著

し

く

制

限

封

象

が

増

加

し

た

か

の

如

く

で

る

る

が

、

各

府

臓

の

地

行

制

則

を

併

せ

考

ふ

る

・な

ら

ば

貰

質

は

必

や

し

も

左

程

で

も

友

い

と

と

が

分

明

す

る

。

叉

曾

て

工

業

地

域

K

非

ざ

れ

ば

建

築

す

る

と

と

の

出

来

な

か

っ

た

L

場

の

中

で

作

業

の

工

根

上

支

附

少

友

い

も

の

に

就

て

は

未

指

定

地

域

内

に

で

も

建

築

す

る

と

と

が

出

来

る

椴

K

さ

れ

た

も

の

も

る

る

。

改

正

保

項

第

一

候

第

二

批

中

の

|

|

の

附

し

て

あ

る

も

の

が

即

ち

そ

れ

で

る

っ

て

、

と

れ

は

明

に

絞

和

さ

れ

た

諜

で

あ

る

。

化

製

製

品

の

名

樽

K

就

て

同

一

物

質

で

あ

っ

て

.

今

回

の

改

正

K

際

し

て

呼

併

の

襲

っ

た

も

の

が

可

友

り

あ

る

。

そ

れ

は

内

閣

資

源

局

の

棋

準

川

一冊

K

よ

ら

し

め

る

た

め

で

あ

っ

た

υ

叉

従

来

の

川

誌

が

不

充

分

或

は

不

適

格

な

た

め

今

回

補

正

さ

れ

た

も

の

が

る

る

。

勿

論

そ

の

中

に

多

少

追

加

さ

れ

た

意

味

の

も

の

も

る

っ

た

り

・
h

一成

は

組

問

の

狭

く

な

っ

た

意

味

の

も

の

も

出

来

た

の

で

あ

る

c

又

首

然

取

締

ら

る

べ

く

し

て

孫

ち

て

居

た

も

の

で

新

に

追

加

陀

な

っ

た

も

の

及

工

業

の

護

蓬

に

作

ひ

新

製

品

が

出

来

る

様

に

な

り

そ

れ

を

新

K

規

定

す

る

必

要

の

起

っ

て

来

た

も

の

が

あ

る

。

向

曾

て

制

限

さ

れ

て

居

た

も

の

で

あ

っ

て

質

際

に

は

制

限

す

る

程

の

弊

害

が

な

い

た

め

削

除

じ

友

っ

た

も

の

も

あ

る

。

以

上

の

諸

改

正

に

閥

し

て

は

第

三

保

第

二

披

の

規

定

に

限

り

特

に

複

雑

た

た

め

に

前

記

諸

項

に

分

類

し

て

示

す

と

弐

の

様

で

あ

る

。

間

早

に

呼

m

仰

の

塑

っ

た

も

の

改

正

呼

郁

品

化

ム

リ

乎

E

f

-

-

H

H

潟
H

ロ

、

金

属

カ

リ

ク

ム

ロ

、

令

属

ナ

ト

リ

ウ

ム

ロ

、

過

酸

化

水

素

水

ロ

、

過

酸

化

カ

リ

ロ

.

過

酸

化

ソ

ー

ダ

ペ

二

硫

化

茨

素

口

、

メ

タ

ノ

ー

ル

口

、

ニ

ト

ロ

セ

ル

ロ

l

ズ

ヮ

、

体

化

水

素

酸

7

、

洗

濯

ソ

ー

ダ

ー

ソ

ー

ダ

次

ヮ

、

四

粉

y

、

イ

ヒ

チ

オ

ー

ル

ス

ル

ホ

ー

ン

般

ア

ン

モ

ン

ワ

、

ア

セ

ト

ア

ニ

リ

ド

ト

、

コ

ー

ル

タ

ー

ル

を

原

づ

料

と

す

る

製

造

ラ

・

消

石

次

ラ

、

生

石

次

ラ

、

ヵ

l

パ

イ

ト

川

語

の

補

正

さ

れ

た

も

の

改

f
.

呼

栴

号

、

ニ

ト

ロ

セ

ル

ロ

1

ズ

4

製

品

の

製

造

ト

、

塗

料

(

漆

を

除

く

)

、

、

合

成

染

料

若

は

共

の

1

・中

間

物

ル

.

石

炭

ガ

ス

類

2

、

油

脂

の

採

取

又

は

加

E

執

…

加

工

ッ

、

製

腰

、
不

‘

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

の

精

製

ロ

、

カ

リ

ウ

ム

、

ロ

ナ

ト

リ

ウ

ム

ロ

、

過

酸

化

水

素

口

、

過

酸

化

カ

リ

ウ

ム

ロ

、

過

酸

化

ナ

ト

リ

ウ

ム

ヘ

硫

化

茨

素

ロ

、

木

精

口

、

開

化

繊

維

素

ハ

、

弗

化

水

素

ハ

、

茨

酸

菌

建

、

.

ク

ロ

l

L

4

1

だ

J

可

4

ィ
。

ハ

、

イ

ヒ

チ

オ

ー

ル

ハ

.

ア

ン

チ

へ

プ

リ

ン

ト

、

石

炭

タ

ー

ル

を

原

料

と

づ

す

る

製

造

夕

、

石

灰

夕

、

般

製

石

次

夕

、

鋭

化

石

次

従

前

呼

陪

ロ

、

コ

ロ

ヂ

ウ

ム

ヮ

、

塗

料

ヮ

、

染

料

ッ

、

石

茨

瓦

斯

テ

、

製

油

叉

は

製

雌

グ

、

動

物

質

原

料

の

化

製

ョ

、

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

の

製

池



V- I O 

・・・・・・a・・・・・・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..........................................................................冒..............

ゥ

、

電

気

用

カ

ー

ボ

ン

の

製

浩

ク

、

表

棄

製

品

の

製

造

ー

し

を

用

ふ

る

金

ォ
、

腐

の

睦

延

ォ
、

金

属

の

肱

一
延

金

属

厚

板

叉

は

形

鋼

の

ヰ
・

下

旬
作

に

し

て

鋲

り

叉

は

ノ
、

汽

醸

の

製

造

填

隙

作

業

を

仲

ふ

も

の

ノ

、

餓

釘

類

牛

、

鋼

釘

新

た

に

追

加

さ

れ

た

も

の

口

、

酷

酸

エ

ス

テ

ル

類

口

、

硝

酸

時

類

へ

、

ビ

ス

コ

ー

ス

製

品

の

製

油

ト

、

印

刷

別

イ

ン

キ

ト
、

紺

具

チ

、

芳

香

油

の

製

造

ヌ

、

溶

剤

を

別

ふ

る

塗

料

の

加

熱

乾

燥

又

は

焼

付

ヮ
、

時

素

ヮ
、

チ

オ

硫

酸

脚

類

ヮ

、

タ

ン

ニ

ン

酸

ヵ

、

蛋

白

質

の

加

水

分

解

に

依

る

製

品

の

製

造

夕

、

フ

ア

ク

チ

ス

又

は

ベ

ー

ク

ラ

イ

ト

の

製

造

ッ

、

骨

の

精

製

ナ

‘

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

を

原

料

と

す

る

製

造

見リ

表

第改

正

保

文

第

三

傑

ノ

二

前

三

依

ノ

先

定

叉

ハ

市

街

地

魁

艶

制

法

第

四

伐

第

二

項

ノ

規

定

ニ

依|

川

瑚

l

在地

斗

調

寸

1

叶汁

倒
叶
川

.調

斗
司

副

司

司

剖

引
一

建

築

ス

ル

コ

ト

テ

得

サ

ル

ニ

至

リ

タ

ル

日

ヨ

リ

十

年

間

予

限

リ

行

政

官

臨

ノ

許

可

ア

受

ケ

左

記

各

枕

=

規

定

ス

ル

制

限

内

ニ

一

於

テ

増

築

、

改

築

・

判

築

又

ハ

用

ヲ

、

液

鰭

ガ

ス

の

製

也

ォ

・、

仲

州自

従

前

の

規

定

よ

り

削

除

さ

れ

た

る

も

の

ハ
、

無

水

瀦

酸

ハ

も

ク

レ

オ

ソ

ー

ト

夕
、

石

次

砦

素

の

製

造

ニ

・

水

銀

を

用

ゐ

る

計

器

の

製

造

5

、

但

書

に

よ

る

制

限

除

外

が

蛾

大

さ

れ

た

と

と

従

来

住

居

地

域

に

あ

っ

て

は

工

場

の

み

に

映

り

、

住

居

の

宏

容

を

害

す

る

民

な

し

と

認

め

ら

れ

る

場

令

又

は

公

益

上

己

む

を

得

や

と

認

め

ら

れ

た

場

人

け

は

規

定

K

拘

は

ら

十

建

築

し

得

る

と

と

に

友

っ

て

い

た

の

を

、

今

後

は

工

場

に

限

ら

や

自

動

車

の

車

庫

及

劇

場

の

類

K

迄

制

脱

除

外

の

範

問

を

蛾

げ

ら

れ

る

と

と

に

な

っ

た

，

元

よ

り

と

れ

は

行

政

背

聴

の

認

定

を

要

す

る

問

題

で

b

る

か

ら

‘

直

に

制

限

が

緩

和

さ

れ

た

意

味

K

は

友

ら

友

い

が

、

場

人

H

K

よ

っ

て

は

住

居

地

域

内

と

郎

劇

場

所

勤

お

民

館

が

出

来

る

と

と

に

な

る

詩

で

あ

る

0

4

ん

も

施

行

に

際

し

て

は

劇

場

の

類

K

馴

し

て

は

非

常

に

院

大

友

遊

闘

地

内

等

の

飴

興

場

の

様

友

も

の

に

限

ら

れ

る

と

と

に

友

る

筈

で

る

る

。

ニ

.

用

途

地

域

制

の

緩

和

規

定

に

閲

す

る

分

緩

和

規

定

に

関

す

る

依

項

は

第

三

伐

の

二

で

あ

っ

て

次

の

如

く

改

正

さ

れ

た

従

- > J .  

IjlJ 

(康

文

第

三

僚

ノ

二

地

域

叉

ハ

工

業

地

域

内

判

別

地

鼠

ノ

指

定

又

ハ

鐙

更

/

際

現

ニ

存

司

叶

建

説

明

寸

司

叫

ヨ

可

制

1

.Ji川

瑚

吋

司

樹

司

什

司

汁

伺

汁

什

剖

凋

斗

刷

寸

什

「

江

，
判

ぺ

吋

対

斗

剖

刈

什

別

ヨ

リ

十

年

間

ヲ

限

リ

行

政

官

臆

ノ

許

可

ヲ

交

ケ

左

記

各

競

-
一

規

定

ス

ル

制

限

内

ニ

於

テ

増

築

・

改

築

又
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途

ノ

鐙

更

ヲ

篤

ス

コ

ト

テ

妨

ケ

ス

一

、

現

在

地

ニ

建

剃

.司

川

斗

叶
E

テ

得

サ

ル

ニ

至

リ

タ

ル

際

現

-

一

存

在

ス

ル

建

築

物

ノ

敷

地

及

之

ト

一

園

テ

成

ス

土

地

ヲ

超

エ

テ

増

築

、

改

，

築

、

再

築

又

ハ

刑

詮

ノ

費

更

テ

矯

サ

サ

ル

コ

ト

二

、

建

築

物

ノ

増

築

、

改

築

.

再

築

叉

ハ

用

途

ノ

襲

吏

ニ

悶

リ

哨

加

ス

ベ

キ

建

築

町

一

顧

ハ

瑚

剖

叫

斗

創

斜

刈

斗

斗

叶

汁

伺

叶

川

」

.
到

汁

外

川

附

現

-

一

存

在

ス

ル

建

築

物

ノ

建

築

面

積

ノ

二

分

ノ

一

ヲ

超

過

セ

サ

ル

コ

ト

三

、

建

築

物

ノ

増

築

、

改

築

‘

一件

築

叉

ハ

用

途

ノ

蟹

更

ニ

悶

リ

増

加

ス

ヘ

キ

床

面

積

ハ

現

|

剖

瑚

斗

剥

刻

斗

刈

A

J

1
可

制

叶

A

J
コ

到

川

バ

バ

闘

現

-
一

存

在

ス

ル

建

築

物

ノ

床

面

積

ヲ

超

過

セ

サ

ル

コ

ト

問

、

工

場

ノ

常

時

使

庶

ス

ル

原

動

機

馬

一九

数

テ

増

加

ス

ル

場

合

-

F

於

示

培

川

ス

，

ヘ

ギ

ー馬

力

数

ハ

現

在

地

。
止

建

築

ス

ト

陀

!コ

ー
ド

チ

得

サ

ル

Z

E
リ

グ

ル

際

常

時

佐

川

ス

ル

馬

力

合

計

数

テ

超

過

セ

サ

ル

コ

ト

但

シ

行

政

官

臨

土

地

ノ

欣

況

事

業

九

種

類

配

係

業

方

法

叉

ハ

建

築

物

ノ

構

法

設

僻

-

一

依

ヂ

特

止

支

障

が

シ

恥

認

ム

ル

モ

ノ

ハ

此

ノ

限

ニ

在

ラ

ス

五

、

前

披

ニ

掲

ク

ル

モ

ノ

ア

除

ク

ノ

外

用

詮

ノ

鑓

更

-

一

付

-

ア

ハ

現

在

地

ニ

。建

築

。

ス

ル

コ

ト

テ

得

サ

ル

ニ

至

リ

タ

ル

際

現

-
一

存

在

ス

ル

建

築

物

ノ

用

途

-
一

類

似

ス

ル

用

途

叉

ハ

設

備

テ

掛

変

更

セ

ス

若

ハ

之

ニ

些

少

ノ

費

更

テ

加

フ

ル

ニ

依

リ

皆

ム

コ

ト

ヲ

得

ル

用

途

-

一

眼

ル

コ

ト

第

二

十

六

佼

ノ

規

定

ニ

依

リ

建

築

ノ

許

可

ヲ

受

ケ

タ

ル

建

築

物

ハ

前

項

ノ

規

定

ノ

適

用

ニ

付

テ

ハ

之

テ

瑚

柑

叫

斗

剥

割

斗

刈

斗

叶

汁

倒

叶

刈

斗

川

ペ

川

明

現

-
一

存

在

ス

ル

建

築

物

ト

看

倣

ス

と

L

K

於

て

改

正

さ

れ

た

主

要

友

事

項

は

1

、

緩

和

さ

れ

る

場

合

を

多

く

し

た

と

と

2

、

再

築

を

認

め

る

と

と

K

-

な

っ

た

と

と

8

、

敷

地

を

超

え

て

建

築

す

る

と

と

を

認

め

る

様

友

っ

た

と

と

4

、

増

加

し

得

る

馬

力

数

を

明

瞭

に

し

た

と

と

5

w

用

詮

襲

更

の

標

準

を

明

瞭

に

さ

れ

た

と

と

ハ

用

怠

ノ

鑓

夏

子

第

ス

コ

ト

テ

妨

ケ

ス

一

、

制

時

ヰ

ペ

叫

剛

バ

州

対

刻

ぺ

針

更

ノ

際

現

ニ

存

在

ス

ル

建

築

物

ノ

敷

地

ヲ

超

エ

テ

増

築

又

ハ

改

築

セ

サ

ル

コ

ト

二

、

建

築

物

ノ

増

築

叉

ハ

改

築

工

川

リ

哨

加

ス

ヘ

キ

建

築

面

積

ハ

地

域

又

パ

地

匝

ノ

指

定

叉

ハ

費

更

ノ

際

現

-

一

存

・布

ス

ル

建

築

物

ノ

建

築

削

積

ノ

二

分

ノ

一

子

超

過

セ

サ

ル

コ

ト

三

、

建

築

物

ノ

増

築

叉

ハ

改

築

-

一

悶

リ

増

加

ス

ヘ

キ

床

而

梢

ハ

柑

瑚

対

イ

叫

副

パ

剖

対

対

ぺ

慶

更

ノ

際

現

-
一

存

在

ス

ル

建

築

物

ノ

床

商

積

ア

超

過

セ

サ

ル

コ

k

r

 

第

二

十

六

伐

ノ

規

定

ニ

依

リ

建

築

ノ

許

可

テ

受

ケ

タ

ル

建

築

物

ハ

前

項

ノ

規

定

ノ

油

用

ニ

付

テ

ハ

之

テ

域

叉

ド

地

区

ノ

指

定

又

ハ

更

ノ

際

現

ニ

存

在

ス

ル

建

築

物

ト

宥

倣

ス

の

五

項

で

あ

っ

て

と

れ

を

順

次

考

察

す

る

1

、

緩

和

さ

れ

る

場

合

を

多

く

し

た

と

と

従

来

第

三

伐

の

二

の

趨

則

を

受

け

る

資

格

あ

る

も

の

は

地

域

叉

は

地

駐

の

指

定

叉

は

襲

更

の

た

め

制

限

を

受

け

る

と

と

に

な

っ

た

建

築

物

の

み

で

る

っ

て

法

令

の

制

限

封

象

が

改

正

さ

れ

た

た

め

新

た

に

制

限

配

受

け

る

と

と

に

友

、っ

た

も

の

例

へ

ば

絵

一
料

の

吹

付

工

場

は

今

迄

住

居

地

域

内

に

於

て

も

建

築

す

る
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と

と

が

出

米

た

の

で

あ

る

が

、

今

度

の

改

正

に

よ

る

と

米

指

定

地

域

或

は

工

業

地

域

で

な

い

と

出

米

泣

く・

な

っ

た

如

き

も

の

に

は

そ

の

恩

典

が

な

か

っ

た

詩

で

あ

る

が

、

同

じ

く

資

格

を

得

せ

し

む

る

た

め

に

「

地

域

又

は

工

業

地

域

内

特

別

地

町

一

の

指

定

叉

は

鑓

更

の

際

現

に

存

在

す

る

建

築

物

に

し

て

前

三

傑

の

規

定

に

依

り

現

在

地

K

建

築

す

る

と

と

を

得

ざ

る

種

類

に

属

す

る

も

の

は

共

の

指

定

又

は

艶

史

の

日

よ

り

」

を

「

前

三

伐

の

規

定

叉

は

市

街

地

建

築

物

法

第

四

傑

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

現

在

地

に

建

築

す

る

と

と

を

縛

さ

る

種

類

に

屈

す

る

建

築

物

は

現

在

地

に

建

築

す

る

と

と

を

得

ざ

る

に

至

り

た

る

日

よ

り

」

K

改

正

さ

れ

る

と

と

に

な

っ

た

2

、

一昨

築

を

認

め

る

と

と

に

友

っ

た

と

と

従

前

災

害

等

に

よ

っ

て

滅

失

し

た

建

築

物

は

何

度

建

築

す

る

と

と

は

出

来

な

か

っ

た

の

で

あ

る

が

、

今

回

新

た

K

再

築

し

得

る

誌

が

聞

か

れ

る

と

と

に

な

っ

た

用

途

地

域

制

の

た

め

に

と

の

改

正

は

相

官

議

論

の

徐

地

が

あ

る

か

も

知

れ

な

い

が

、

災

害

を

被

っ

て

弱

ら

さ

れ

た

上

に

更

に

再

築

悦

り

な

ら

ぬ

と

云

ふ

従

前

の

規

定

に

比

較

す

る

と

中

K

温

か

味

盟

友

規

定

に

鎧

っ

た

詳

で

あ

る

。

然

し

乍

ら

と

の

規

定

の

施

行

に

際

し

て

建

築

物

が

滅

失

し

て

か

ら

再

築

し

ゃ

う

と

す

る

意

志

の

費

動

す

る

迄

の

期

間

が

徐

程

長

か

っ

た

り

そ

の

他

二

三

の

場

令

K

於

て

相

首

疑

義

が

②

り

、

そ

れ

等

の

埴

否

K

閲

し

て

は

そ

の

都

度

行

政

官

臨

の

指

示

を

侠

た

ね

ば

な

ら

な

い

と

と

は

云

ふ

迄

も

友

い

。

3

、

敷

地

を

起

え

て

建

築

す

る

と

と

左

認

め

る

棋

に

友

っ

た

と

と

現

在

地

K

建

築

す

る

と

と

が

出

来

な

く

友

っ

た

際

現

存

し

て

い

た

敷

地

を

超

え

て

建

築

す

る

と

と

は

認

め

ら

れ

て

い

な

か

っ

た

が

、

か

く

て

は

替

市

水

の

敷

地

内

に

建

築

物

が

街

集

し

却

て

危

険

、

有

害

な

る

を

以

て

直

・

抜

に

隣

接

す

る

土

地

で

あ

っ

て

醤

来

の

敷

地

と

一

園

地

に

友

る

も

の

に

限

り

、

奮

来

の

敷

地

を

超

え

て

そ

の

新

た

な

敷

地

へ

も

建

築

し

得

る

様

に

緩

和

さ

れ

。

元

も

と

れ

は

隣

抜

す

る

土

地

に

限

る

の

で

あ

っ

て

、

道

路

や

水

路

を

距

て

た

り

或

は

飛

び

離

れ

た

土

地

を

以

て

一

闘

地

と

は

見

倣

し

得

な

い

の

で

あ

る

4

、

増

加

し

得

る

馬

力

撤

を

明

瞭

に

し

た

と

と

従

来

は

馬

力

数

の

増

加

を

許

す

限

度

に

闘

し

て

は

明

雌

な

規

定

が

な

く

‘

各

府

似

ま

ち

ま

ち

で

あ

っ

た

も

の

を

明

瞭

に

さ

れ

る

と

と

に

な

っ

た

3

然

じ

と

の

規

定

で

は

附

鯨

に

よ

っ

て

は

従

来

の

取

扱

よ

り

も

般

重

に

な

っ

た

も

の

も

州

来

た

様

で

あ

る

。

大

阪

府

、

愛

知

防

相

の

如

き

は

最

h

著

し

い

十

d

e

の

で

あ

る

然

し

乍

ら

と

れ

等

の

府

腕

で

は

般

草

に

な

っ

た

新

規

定

に

到

し

何

等

か

の

綬

和

が

試

み

ら

れ

る

と

と

に

な

る

か

も

分

ら

友

い

。

丹

、

別

注

一

位

更

の

標

準

を

明

瞭

に

さ

れ

た

と

と

八

つ

阿

の

改

正

K

よ

っ

て

現

在

地

に

於

て

は

最

早

建

築

す

る

と

と

の

川

来

友

い

建

築

物

で

あ

っ

て

も

相

類

似

す

る

川

詮

へ

の

控

更

と

か

設

備

を

控

更

せ

や

K

す

む

も

の

若

は

蟹

更

を

要

し

で

も

極

く

比

一
一

少

な

程

度

で

す

む

も

の

ど

う

し

の

川

途

鑓

更

が

認

め

ら

れ

る

と

と

に

友

っ

た

。

例

へ

ば

住

民

地

域

内

に

従

前

よ

り

存

在

し

た

金

属

の

熔

融

を

営

ん

で

い

た

工

場

が

金

属

の

精

煉

工

場

に

友

る

と

と

は

認

め

る

が

そ

れ

は

川

詮

が

互

に

類

似

し

て

肘

る

か

ら

認

め

ら

れ

る

の

で

あ

っ

て

、

A

m

屈

の

熔

融

工

場

が

燐

寸

の

製
e

出

工

場

に

な

る

が

如

き

と

と

は

如

、

似

の

川

詮

で

た

い

か

ら

認

め

ら

れ

な

い

の

で

る

る

。

叉

ザ

川

口

則

諸

国

県

舘

の

如

き

野

菜

を

慶

一史

す

る

と

と

K

よ

っ

て

寄

ー

川

K

す

る

と

と

は

認

め

る

が

、

倉

庫

業

を

営

む

入

村

山

を

焼

場

K

す

る

に

は

徐

程

の

鐙

更

を

要

す

る

と

と

に

な

る

か

ら

そ

れ

は

認

め

ら

れ

な

い

と

一
京

ふ

同

友

立

味

で

あ

る

。

唯

類

似

の

肘

塗

と

か

些

少

の

鐙

耐

火

と

云

ふ

文

字

は

似

る

判

断

に

苦

し

む

の

で

あ

る

が

、

そ

れ

は

そ

の

場

合

場

ム

口

氏

賂

じ

て

油

存

を

決

定

す

る

よ

り

方

法

の

な

い

も

の

と

思

は

れ

る

。

三

・

高

及

室

地

に

関

す

る

分

高

及

{

全

地

に

闘

す

る

筒

僚

は

第

四

松

山

よ

り

第

十

六

傑

迄

で

あ

っ

て

附

随

的

の

も

の

と

し

て

第

十

六

僚

の

こ

を

も

次

に

記

載

す

る

。

男リ

表

第



V - 1 3  

改

正

Ｑｾ＠

文

第

四

任

中

l

六

十

五

U

八

」

ヲ

「

二

十

メ

ー

ト

ル

」

-
一

、

「

百

尺

」

γ

「

三

十

一

メ

ー

ト

ル

」

一

一

改

ム

第

五

依

第

一

項

・

中

「

同

十

二

尺

」

テ

「

十

三

メ

ー

ト

ル

」

-

一

、

コ一

一
十

尺

し

ヲ

「

九

メ

ー

ト

ル

」

ニ

、

「

二

十

五

尺

」

テ

「

八

メ

ー

ト

ル

」

ニ

、

一

，

十

五

尺

」

ヲ

「

五

メ

ー

ト

ル

ー

へ

同

僚

第

三

項

中

「

三

寸

」

テ

「

十

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

」

ニ

改

ム

第

七

傑

第

一

項

中

「

二

十

五

尺

」

ヲ

「

八

メ

ー

ト

ル

」

-

一

改

ム

第

八

傑

第

一

項

中

「

八

十

尺

」

ヲ

「

二

十

五

メ

ー

ト

ル

」

-

一

改

ム

- - V_  

fjl J  

似i

従

文

第

四

僚

建

築

物

ノ

高

ハ

位

居

地

域

内

ニ

於

テ

ハ

ム

ハ

十

五

尺

ヲ

住

居

地

域

外

=

於

テ

ハ

剖

オ

テ

超

過

ス

ル

コ

ト

テ

得

ス

但

シ

建

築

物

ノ

周

囲

ニ

府

澗

ナ

ル

公

園

.

蹟

場

.

道

路

其

ノ

他

ノ

{

全

地

ア

ル

場

合

-

一

一

於

テ

行

政

官

脱

交

通

上

、

衛

生

上

及

保

安

上

支

障

ナ

シ

ト

認

ム

ル

ト

キ

ハ

此

ノ

限

ニ

在

ラ

ス

第

五

係

煉

瓦

逝

建

築

物

、

石

地

建

築

物

及

木

浩

建

築

物

ハ

高

川

叶

コ

尺

軒

高

ヨ

竹

周

唱
え

木

骨

煉

瓦

匙

建

築

物

及

木

骨

石

壇

建

築

物

ハ

高

寸

司

』

対

軒

高

刊

到

周

ヲ

超

過

ス

ル

コ

ト

ヲ

得

ス

前

項

ノ

石

浩

ニ

ハ

人

造

石

逝

及

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

浩

ヲ

.

木

造

-

一

ハ

土

蔵

造

テ

包

含

ス

第

一

項

ノ

木

骨

煉

瓦

逝

建

築

物

ト

ハ

厚

ヨ

叶

以

上

ノ

煉

瓦

街

テ

以

テ

木

骨

テ

被

覆

叉

ハ

填

充

・
ン

テ

外

壁

テ

構

成

ス

ル

モ

ノ

テ

謂

ヒ

木

骨

石

浩

建

築

物

ト

ハ

厚

三

羽

以

上

ノ

石

、

人

造

石

叉

ハ

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

ヲ

以

テ

木

骨

ヲ

被

覆

叉

ハ

嘆

充

シ

子

外

壁

テ

構

成

ス

ル

モ

ノ

テ

梢

フ

一

建

築

物

ニ

シ

テ

外

壁

二

種

以

上

ノ

構

造

ヨ

リ

成

ル

モ

ノ

ニ

付

テ

ハ

第

一

項

ノ

規

定

ノ

油

川

ニ

闘

シ

制

限

ノ

最

般

ナ

ル

モ

ノ

ニ

依

凡

第

七

阪

建

築

物

ノ

各

部

分

ノ

高

ハ

共

/

部

分

ヨ

リ

建

築

物

ノ

敷

地

ノ

前

面

道

路

ノ

針

側

境

界

線

迄

ノ

水

卒

距

離

ノ

一

供

四

分

ノ

一

ヲ

超

過

ス

ル

コ

ト

ヲ

得

ス

且

其

ノ

前

商

道

路

幅

員

ノ

一

似

問

分

ノ

一

ュ

ゴ

叶

到

刈

テ

加

ヘ

タ

ル

モ

ノ

テ

限

度

ト

ス

但

シ

住

居

地

域

外

ニ

在

ル

建

築

物

-

一

付

テ

ハ

一

倍

四

分

ノ

一

テ

一

倍

二

分

ノ

一

ト

ス

前

項

ノ

高

ト

ハ

前

聞

道

路

ノ

中

央

ヨ

リ

ノ

高

ヲ

謂

フ

第

八

傑

建

築

物

ノ

敷

地

カ

幅

員

同

シ

カ

ラ

サ

ル

二

以

上

ノ

道

路

ニ

接

ス

ル

場

合

-
一

於

テ

一

ノ

道

路

ノ

境

界

線

迄

ノ

水

平

距

離

カ

共

ノ

道

路

幅

員

ノ

一

倍

二

分

ノ

一

以

丙

-

F

シ

テ

且

川

刊

刈

以

内

ノ

匪

域

ノ

内

ニ

在

ル

建

築

物

各

部

分

ノ

高

-
一
付

テ

ハ

前

依

ノ

規

定

ノ

油

用

ニ

闘

シ

共

ノ

道

路

ヲ

前

商

道

路

ト

看

倣

ス

前

項

ノ

規

定

-

一

依

ル

前

商

道

路

二

以

上

ア

ル

場

合

ニ

於

テ

其

ノ

幅

員

同

シ

カ

ラ
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第

十

一

保

行

政

宵

臆

ハ

土

地

ノ

以

況

ニ

依

リ

特

ニ

刈

ト

劃

ム

ル

ト

キ

ハ

阪

域

升

制

対

斗

辿

汁

同

副

刈

斗

刈

汁

バ

制

調

対

側

ぺ

剖

ぺ

剖

低

附

闘

叉

ハ

最

高

限

度

ヲ

定

ム

ル

コ

ト

ラ

得

第

十

阿

保

ノ

二

行

政

官

服

ハ

土

地

ノ

欣

況

-
一

依

リ

特

ニ

必

要

ト

認

ム

ル

ト

キ

ハ

匝

域

テ

綜

定
心
シ

其

l
r

十

回

域

内

「

一

民

一

ケ

ル

建

築

物

ノ

敷

地

内

-

一

存

七

、

ι

.
A

~

ギ

空

地

ノ

最

小

限

度

ラ

定

ム

ル

コ

ト

テ

得

第

十

同

僚

ノ

三

都

市

計

聾

庖

域

内

ニ

於

テ

第

十

一

一保

ノ

規

定

-

一

依

リ

建

築

物

ノ

最

低

限

度

若

パ

最

高

限

度

ーテ

定

ム

ー

川

相

場

合

丸

公

削

一保

i
k

規

定

ニ

!依

y

.建

築

物

ノ

敷

地

内

ニ

存

セ

シ

ム

ヘ

キ

空

地

ノ

最

小

限

度

テ

定

配

ル

場

合

-

一

於

「
ア

ハ

行

政

官

鹿

川

之

テ

都

恥

計

葺

委

員

A

W

ノ

ー
議

;

附

ス

ヘ

シ

第

十

五

僚

第

一

頃

中

「

前

僚

ノ

」

テ

「

本

令

一
一

於

テ

」

ニ

、

「

六

尺

」

テ

「

二

メ

l

ト

ル

」

ニ

、

同

僚

第

二

項

中

「

三

代

」

ヲ

「

一

メ

ー

ト

ル

」

=、

同

僚

第

三

項

中

「

前

鋭

」

ヲ

「

第

十

同

僚

」

ニ

改

ム

第

十

六

僚

中

1

第

七

保

、

第

八

僚

、

第

十

係

、

第

十

内

係

、

前

僚

及

第

十

七

僚

ノ

」

テ

「

本

令

ニ

於

テ

」

エ

改

ム

第

十

六

依

ノ

二

建

築

物

正

敷

地

が

二

以

上

ノ

地

域

配

地

区

叉

ハ

第

十

同

僚

ノ

二

ノ

規

定

-
一

依

リ

指

定

セ

ラ

レ

タ

ル

匝

域

一
一

一

跨

ル

場

合

-
一

於

F

T

第

一

一保

乃

至

第

三

僚

、

第

十

同

僚

叉

パ

第

十

同

僚

ノ

二

ノ

規

定

ノ

誼

m
-一

闘

シ

デ

ハ

制

限

ト

ム

最

般

サ

ル

ト

キ

ハ

幅

員

小

ナ

ル

前

町

道

路

ハ

幅

員

長

大

ナ

ル

前

面

道

路

ト

同

一

ノ

幅

員

ヲ

有

ス

ル

モ

ノ

ト

看

倣

ス

第

一

項

ノ

場

合

ニ

於

テ

同

項

-
一

規

定

ス

ル

直

域

ノ

外

-

一

在

ル

建

築

物

各

部

分

-

一

付

テ

ハ

幅

員

長

大

ナ

ル

道

路

テ

前

面

道

路

ト

看

倣

ス

第

十

一

保

行

政

官

鹿

ハ

制

併

汁

叫

叶

叫

ヨ

4

割

削

汁

揃

対

オ

叶

叶

コ

叫

刈

刈

ォ

絹

川

ノ

高

ノ

最

低

限

度

ヲ

定

ム

ル

コ

ト

テ

得

第

十

五

僚

抑

制

ノ

建

築

削

積

ト

ハ

建

築

物

ノ

水

平

断

刷

-

一

於

ケ

ル

外

野

-
ノ

叉

ハ

之

ニ

代

ル

ヘ

キ

柱

ノ

中

心

線

内

問

街

中

最

大

ナ

ル

モ

ノ

ヲ

制

フ

但

シ

地

附

-

一

シ

テ

北

ハ

ノ

外

壁

ノ

高

地

盤

一刷

上

刈

刈

以

下

ノ

モ

ノ

ノ

部

分

ノ

聞

杭

ハ

之

テ

建

築

制

積

ト

宥

倣

サ

ス

軒

‘

庇

、

桔

山

山

総

ノ

類

カ

前

項

ノ

中

心

糾

ヨ

リ

突

出

ス

ル

コ

ト

三

尺

テ

起

ユ

ル

場

合

ニ

於

テ

ハ

共

ノ

外

端

ヨ

リ

三

尺

テ

後

退

ス

ル

税

テ

以

テ

前

項

ノ

中

心

線

ト

看

倣

ス

前

保

ノ

建

築

物

ノ

敷

地

ノ

商

積

ト

ハ

建

築

物

ノ

敷

地

ノ

水

卒

断

面

ノ

商

積

中

最

大

ナ

ル

モ

ノ

テ

謂

フ

第

十

六

依

淵

廿

吋

，
川

河

附

1

剣

副

叫
I

創

刊

川

.附

.J

m
到

汁

司

側

ぺ

建

築

物

ノ

敷

地

ト

ハ

一

緋

ノ

建

築

物

-

一

局

ス

ル

一

回

ノ

土

地

テ

訓

ソ



v  -- 15 

ナ

ル

モ

ノ

エ

依

ル

但

シ

特

別

ノ

事

山

ア

ル

場

合

ニ

於

テ

。行

政

{円

蝉

ノ

許

可

テ

交

ケ

タ

ル
0

・ト

ネ

ハ

此

ノ

限

ん

一

在

「

7

f

と

れ

等

の

僚

項

を

通

覧

す

る

と

と

の

分

の

改

正

の

事

項

は

自

ら

三

種

に

な

る

G

I

、

尺

単

位

を

メ

ー

ト

ル

単

位

に

改

め

ら

れ

た

と

と

2

、

建

物

の

高

及

敷

地

内

K

存

せ

し

む

ぺ

き

昼

地

に

川

聞

し

て

新

た

友

制

限

方

法

が

設

け

ら

れ

た

と

と

3

、

手

紙

の

制

定

及

解

離

の

的

確

を

期

せ

ら

れ

た

と

と

の

三

項

目

で

る

る

。

と

れ

等

の

各

項

に

つ

い

て

考

へ

る

と

。

1

、

尺

単

位

を

メ

J

ト

ル

単

位

に

改

め

ら

れ

た

と

と

第

四

僚

第

五

後

、

第

七

保

・

第

八

僚

及

第

十

五

僚

の

.

部

は

度

設

術

法

改

正

に

基

く

必

然

の

改

正

陀

過

ぎ

な

い

も

の

で

あ

っ

て

説

明

す

る

迄

も

な

い

。

そ

し

て

換

算

方

法

も

首

を

得

た

も

の

と

一
去

は

れ

て

居

る

e

2

、

建

物

の

高

及

敷

地

内

に

存

ぜ

し

む

べ

き

空

地

K

馴

し

て

新

た

友

制

限

方

法

が

設

け

ら

れ

た

と

と

第

十

一

僚

は

高

に

闘

す

る

新

規

定

で

る

り

、

第

十

同

僚

の

ご

は

ん

全

地

に

闘

す

る

新

規

定

で

る

る

。

従

来

の

鰐

積

制

限

地

域

制

は

完

全

に

用

途

地

域

制

に

一

致

せ

し

め

徐

り

に

概

括

的

の

憾

あ

っ

た

の

で

あ

る

が

、

今

川

土

地

の

賓

情

に

陪

じ

越

川

品

の

制

限

を

な

し

得

る

注

が

聞

か

れ

た

。

と

の

新

制

度

は

今

問

の

改

正

中

唯

一

の

牧

酷

で

あ

る

。

絞

和

す

る

と

と

が

将

し

て

進

歩

と

云

ひ

得

る

か

否

か

に

つ

い

て

は

相

官

疑

義

が

あ

る

が

・

そ

れ

K

反

し

て

と

の

規

定

は

般

質

に

一

段

の

進

歩

で

あ

る

。

都

市

の

人

口

密

度

を

小

に

す

る

と

一
疋

ふ

と

と

は

都

市

の

あ

ら

ゆ

る

災

害

、

不

快

を

除

く

に

最

も

油

切

友

方

法

で

あ

る

。

人

口

市

街

度

が

大

で

あ

る

と

と

が

如

何

K

祉

合

風

教

上

に

一地

男。

表

四

第改

僚

正

文

影

響

を

及

ば

す

か

は

叫

に

議

論

の

仇

跡

地

が

な

い
。

故

K

今

日

人

口

街

度

を

小

に

す

る

と

と

に

よ

っ

て

救

惜

し

得

る

枇

合

現

象

が

可

な

り

あ

る

と

と

は

頗

る

明

瞭

で

る

る

。

従

っ

て

人

口

密

度

の

増

加

を

防

ぐ

手

段

を

誹

や

る

と

と

は

念

務

で

あ

る

。

第

十

一

一

保

後

段

及

第

十

四

僚

の

こ

の

追

加

は

と

の

意

味

に

於

で

買

に

適

切

な

改

正

で

あ

る

と

讃

嘆

す

る

と

と

が

出

来

る

。

3

、

手

続

の

制

定

及

僻

傑

の

確

定

さ

れ

た

る

と

と

地

方

長

官

は

第

十

一

保

及

第

十

四

伐

の

こ

の

規

定

に

よ

り

建

築

物

の

高

の

最

低

・

最

高

若

は

昼

地

の

限

度

を

定

め

る

と

と

の

権

限

を

附

興

さ

れ

て

居

る

。

然

し

乍

ら

そ

の

決

定

は

地

方

地

主

及

家

主

に

到

し

て

は

場

合

に

よ

り

又

は

考

へ

方

に

よ

り

私

棋

の

行

伎

を

制

限

す

る

と

と

が

著

し

い

と

と

に

友

り

、

頗

る

重

大

な

影

響

を

都

市

に

興

ふ

る

と

と

に

な

る

を

以

て

そ

の

決

定

は

恨

軍

を

要

す

る

諜

で

あ

る

。

そ

の

意

味

に

於

て

第

十

四

僚

の

三

に

依

っ

て

か

L

る

際

に

は

都

市

計

霊

委

員

舎

の

議

に

付

す

べ

き

と

と

が

制

定

さ

れ

た

。

次

K

第

十

五

僚

‘

第

十

六

僚

、

及

第

十

六

僚

の

二

陀

於

て

併

維

の

的

確

を

期

す

る

た

め

補

正

並

に

追

加

が

行

は

れ

た

。

そ

の

内

容

は

説

明

す

み

迄

も

な

い

程

度

の

も

の

で

る

る

。

目

、

市

荷

地

築

築

物

法

準

用

に

関

す

る

分

法

律

の

準

用

に

閲

す

る

分

は

第

二

扮

六

僚

の

こ

の

規

定

で

あ

る

。

向

第

二

十

七

僚

の

改

正

は

法

律

の

準

用

と

は

無

関

係

な

る

も

と

の

項

で

説

明

す

る

。

4匙

』 ‘

IjlJ 

1t転

文
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第

二

十

六

僚

ノ

二

建

築

物

ι

・ノ

低

地

。
ヲ

低

成

。
ス

ル

矯

ぶ

一

死

ル

擁

壁

〕

一

劃

シ

ー
ι

ア

人

市

街

地

建

染

物

法

第

九

係

、

第

十

二

僚

.

第

十

五

僚

乃

至

第

二

十

二

依

及

第

二

十

五

保

ノ

規

定

ヲ

準

用

ス

第

二

十

七

係

中

一

，

又

ハ

準

則

」

テ

削

ル

ー

、

第

二

十

六

傑

の

こ

の

追

加

今

迄

は

建

築

物

に

非

ざ

る

工

作

物

に

付

市

街

地

建

築

物

法

を

準

川

さ

れ

た

た

め

し

は

な

か

っ

た

の

で

あ

っ

て

、

擁

壁

も

建

築

物

に

非

ぎ

る

の

放

を

以

て

油

用

か

ら

敬

遠

さ

れ

て

来

た

の

で

あ

る

。

然

し

乍

ら

毎

年

雨

期

等

に

は

虚

脱

れ

多

く

、

そ

の

矯

め

家

屋

の

倒

壊

、

人

聞

の

肱

一
死

の

記

事

が

新

聞

の

三

面

を

版

は

し

て

居

る

。

山

問

、

陸

地

の

都

市

に

於

け

る

と

れ

等

の

災

害

は

買

に

雌

脱

す

る

に

忍

び

友

い

も

の

が

あ

る

。

そ

と

で

今

度

絡

に

法

律

第

二

十

四

傑

「

本

法

は

建

築

物

に

非

ざ

る

工

作

物

に

之

を

準

用

す

る

と

と

を

得

」

の

規

定

を

生

か

し

て

、

市

街

地

建

築

物

法

の

制

限

封

象

物

と

さ

れ

た

語

で

る

る

J

と

れ

に

表

第

五

見リ

改

ド

L

e
J

 

f際

文

第

二

十

八

傑

左

ノ

各

蹴

ノ

て

-

殻

首

ス

ル

建

築

物

-

一

シ

テ

行

政

官
J

川

誠

4

.川

d

A
」

刈

司

汁

イ

叶

掛

川

副

詞

翻

現

泊

明

川

側

叶

剣

一

川

倒

ノ

規

定

ヲ

油

刑

セ

サ

ル

コ

ト

テ

得

一

、

鳥

居

、

形

像

、

紀

念

門

、

紀

念

塔

ノ

類

一

一
・

交

通

信

蹴

格

、

公

共

便

所

J

類

三

.

陸

橋

ノ

類

四

・

地

下

停

車

場

r

類

五

、

高

仰

木

工

作

物

内

-

一

設

.
ク

ル

倉

庫

、
:

庇

鯨

ノ

。
類

第

二

十

八

佼

ノ

二

地

隊

配

有

ス

ル

。
建

築

物

'

'

地

盤

。面

下

ニ

在

配

部

分

ニ

.封

、
子
ア

第

二

十

七

俊

市

街

地

建

築

物

法

ハ

古

枇

寺

保

存

法

叉

ハ

史

蹟

名

勝

天

然

紀

念

物

保

存

法

ノ

適

用

叉

ハ

準

刷

デ

受

ク

ル

建

築

物

-

一

付

之

ア

適

用

セ

ス

よ

っ

て

建

築

物

の

敷

地

を

造

成

す

る

擁

壁

は

建

築

線

、

構

遊

強

度

そ

の

他

の

規

定

の

趨

別

を

受

け

る

と

と

に

な

っ

た

。

2

.

第

二

十

七

伐

の

改

正

現

在

に

於

て

は

園

質

保

存

法

叉

は

史

蹟

名

勝

天

然

紀

念

物

保

存

法

を

準

川

さ

れ

る

も

の

が

無

い

か

ら

之

を

削

る

と

と

に

友

っ

た

の

で

あ

る

。

玉

、

市

街

地

建

築

物

法

適

用

除

外

に

闘

す

る

分

油

用

除

外

に

闘

す

る

箇

傑

は

第

二

十

八

保

、

第

二

十

八

傑

の

二

及

第

二

十

九

保

で

あ

る

。従

...:>.1 ‘  

IjlJ 

{康

文

テ
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ハ

市

街

地

建

築

物

法

第

九

依

ノ

規

定

ヲ

油

肘

ゼ

サ

凡

コ

ト

ヲ

得

第

二

十

九

僚

ド

ト

一

一

ノ

椛

監

ノ

一

地

盤

面

下

ニ

在

ル

部

分

ι

。付

亦

岡

山y

.

第

二

十

九

続

中

「

足

代

及

桟

橋

ノ

類

-
一

シ

テ

仮

設

的

ノ

」

テ

「

足

代

.

ノ

恨

訟

建

築

物

ニ

シ

テ

行

政

官

臨

支

障

ナ

シ

ト

認

ム

ル

L

ニ

改

ム

桟

橋

共

ノ

他

第

二

十

八

僚

及

第

二

十

八

僚

の

二

は

主

と

し

て

道

路

市

川

建

築

物

そ

の

他

の

仮

設

に

非

ざ

る

建

築

物

に

闘

す

る

油

川

除

外

で

あ

り

・

第

二

十

九

州

怖

は

仮

設

建

築

物

に

闘

す

る

油

用

除

外

で

あ

る
。

ー
、

第

二

十

八

保

及

第

二

十

八

後

ノ

二

従

来

第

二

十

八

僚

の

規

定

は

道

路

を

占

有

す

る

建

築

物

に

限

ら

れ

て

居

た

の

で

あ

る

が

、

今

回

の

改

正

で

は

そ

れ

以

外

の

も

の

も

含

ま

れ

る

と

と

に

な

っ

た

。

と

の

二

つ

の

僚

項

の

改

正

は

今

回

の

幾

多

の

改

並

の

中

で

最

も

時

宜

を

得

た

も

の

と

云

は

れ

て

居

る

。

地

下

停

車

場

、

高

仰

木

工

作

物

内

の

使

用

或

は

歩

道

下

の

建

築

物

等

の

問

題

は

大

正

七

八

年

の

市

街

地

建

築

物

法

制

定

首

時

で

は

殆

ん

ど

考

慮

す

る

必

要

が

友

か

っ

た

の

で

あ

る

。

そ

れ

が

矯

め

規

定

か

ら

全

然

削

除

さ

れ

て

居

た

。

然

る

に

時

代

の

趨

勢

と

共

に

と

れ

等

の

問

題

が

日

本

の

各

抑

制

市

に

於

て

追

k

考

究

さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い

様

に

な

り

、

そ

し

て

既

に

と

の

問

題

に

直

面

し

た

都

市

で

は

施

行

令

の

規

定

の

仕

方

が

時

勢

に

合

っ

て

居

な

い

た

め

に

問

題

の

庭

置

に

首

惑

し

た

。

放

に

と

の

改

正

に

よ

っ

て

漸

く

と

り

つ

く

島

を

得

た

感

が

る

る

。

と

の

・

中

特

に

歩

道

下

の

建

築

物

に

閲

し

て

は

時

代

の

要

求

真

に

切

た

る

も

の

が

あ

り

、

と

の

改

正

に

よ

っ

て

幾

多

の

建

築

設

計

が

浮

び

上

る

と

と

に

友

っ

た

J

山

内

陸

橋

が

認

め

ら

れ

る

L

と

と

第

二

十

九

依

問

党

合

建

築

物

、

制

官

場

・

飾

門

、

飾

塔

・

足

代

及

桟

橋

ノ

類

ニ

斗

汁

倒

剖

吋

ペ

モ

ノ

ニ

針

シ

テ

ハ

市

街

地

建

築

物

法

第

二

伐

乃

至

第

六

係

、

第

九

傑

及

第

十

一

俊

ノ

規

定

テ

油

川

セ

サ

ル

コ

ト

テ

得

K

な

っ

た

の

も

大

た

る

繭

脅

で

あ

る

。

道

路

を

距

て

L

運

河

K

接

す

る

工

場

.

倉

出

等

が

道

路

に

よ

っ

て

岡

断

さ

れ

て

居

る

等

の

際

、

雨

者

聞

を

陸

橋

等

に

て

連

絡

す

る

と

と

は

土

地

の

利

用

或

は

事

業

能

率

増

進

の

上

か

ら

見

れ

ば

質

に

必

要

友

問

題

で

あ

っ

た

。

そ

の

時

橋

の

類

が

従

前

の

規

定

で

は

禁

ぜ

ら

れ

て

居

た

L

め

に

、

不

自

由

を

感

じ

ら

れ

て

居

た

と

と

は

大

し

た

も

の

で

あ

り

、

特

医

大

阪

の

如

く

港

潤

都

市

、

工

業

都

市

に

あ

っ

て

は

と

の

緩

和

に

就

て

は

屡

々

要

求

さ

れ

て

来

た

の

で

あ

る

が

、

今

回

と

れ

を

認

め

る

詮

が

聞

か

れ

た

と

と

は

真

に

岡

山

町

民

K

堪

え

友

い

次

第

で

あ

る

J

2

、

第

二

十

九

依

従

来

仮

設

建

築

物

と

し

て

規

定

の

適

用

を

一

部

除

外

さ

れ

る

資

格

あ

る

も

の

は

此

庭

K

列

邸

帯

さ

れ

て

居

る

も

の

に

限

ら

れ

て

居

た

の

で

あ

る

。

然

る

に

質

際

に

は

と

れ

に

列

嗣

帯

さ

れ

て

あ

る

も

の

以

外

に

全

く

一

時

の

用

途

に

供

せ

ら

れ

る

建

築

物

の

種

類

は

ま

だ

外

に

多

数

わ

る

。

そ

の

矯

め

に

と

れ

等

の

見

北

治

さ

れ

て

居

た

仮

設

物

に

直

面

す

る

と

き

は

前

僚

同

様

そ

の

庭

置

に

蛍

惑

さ

れ

た

レ

今

回

は

と

れ

等

の

不

自

由

を

一

掃

す

る

た

め

に

一

切

の

蝦

設

物

が

包

括

さ

れ

る

と

と

に

た

っ

た

。

と

れ

も

大

友

る

緩

和

と

栴

す

る

と

と

が

出

来

る

。

ハ

昭

和

七

年

一

月

二

十

日

稿

)
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市

街

地

建

築

物

法

施

行

現

則

改

正

に

就

い

て

時

代

の

趨

勢

は

建

築

に

闘

す

る

法

規

の

改

正

を

必

要

と

し

、

既

に

市

街

地

建

築

物

法

施

行

令

及

同

法

施

行

規

則

は

改

正

公

布

さ

れ

、

本

年

二

月

一

日

よ

り

施

行

さ

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

同

法

施

行

制

則

(

地

方

令

)

も

既

に

愛

知

腕

、

京

都

府

、

将

問

一

服

、

神

奈

川

腕

、

及

兵

陀

牒

に

於

て

は

改

正

の

上

公

布

さ

れ

て

居

る

の

で

あ

る

が

、

大

阪

府

の

地

行

制

則

は

未

だ

公

布

さ

れ

て

ゐ

た

い

け

れ

ど

も

、

近

く

褒

令

さ

れ

る

と

と

と

な

っ

て

ゐ

る

。

一冗

来

施

行

規

則

は

前

回

及

民

上

突

出

部

‘

一

般

構

浩

設

備

、

構

地

強

度

、

防

火

地

区

、

美

槻

地

医

、

工

事

執

行

及

一

部

趨

別

除

外

陀

闘

す

る

規

定

を

、

北

ハ

内

容

と

し

て

居

る

の

で

あ

る

が

、

今

度

の

改

正

は

美

槻

地

匝

に

闘

す

る

規

定

を

除

い

て

全

般

に

捗

っ

て

四

十

箇

僚

に

及

ん

で

行

は

れ

た

の

で

る

る

。

共

の

内

で

最

も

重

要

な

改

正

と

思

は

れ

る

の

は

.

構

造

強

度

に

閲

す

る

規

定

と

、

工

事

執

行

K

闘

す

る

規

定

と

で

あ

っ

て

、

特

に

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

の

調

合

と

其

の

強

度

に

付

て

の

新

し

い

嬰

設

に

依

る

改

正

、

及

手

続

の

簡

易

化

を

刷

る

筋

の

大

改

正

と

は

搬

著

な

る

も

の

で

あ

る

。

見リ

表

第改

正

Ｑｾ＠

文

第

一

一

係

本

則

-
一

於

ケ

ル

用

語

ハ

左

ノ

例

エ

依

ル

蹴

乃

至

第

二

十

一

蹴

省

略

)

'

L

H

H

J

h
H川

J

j

昨

日

H

M

m
問

(

第

一

一

蹴

乃

至

第

八

披

及

第

十

松

井

清

之

助

四

十

附

僚

の

改

正

の

内

で

‘

今

度

削

除

さ

れ

た

僚

項

、

六

ケ

係

、

治

加

さ

れ

た

僚

項

.

五

ケ

僚

、

共

の

他

は

般

K

失

す

る

篤

の

緩

和

や

、

援

更

が

行

は

れ

、

叉

従

来

よ

り

も

般

に

改

正

さ

れ

た

と

思

は

れ

る

も

の

は

、

附

五

ケ

僚

の

み

で

る

っ

て

、

而

も

是

等

は

取

締

を

必

要

と

す

る

も

の

で

見

孫

さ

れ

て

ゐ

た

と

考

へ

ら

れ

る

も

の

ば

か

り

で

、

此

の

際

の

追

加

、

鑓

更

は

首

然

の

も

の

と

一言

ひ

得

る

の

で

あ

る

。

今

各

候

項

を

迫

っ

て

順

次

説

明

す

る

と

と

と

す

る

が

、

構

造

強

度

陀

附

す

る

規

定

の

み

は

、

大

阪

府

で

其

の

方

の

取

締

K

首

っ

て

ゐ

ら

れ

る

落

藤

投

川

が

詳

く

し

説

明

さ

れ

る

と

と

L

友

っ

て

ゐ

る

の

で

と

の

分

は

省

略

し

、

従

前

後

文

と

改

正

保

文

の

全

文

と

を

別

表

で

封

照

し

て

、

追

加

さ

れ

た

も

の

、

削

除

さ

れ

た

も

の

を

(

l

|

)

で

、

鑓

更

さ

れ

た

も

の

を

(

:

)

で

表

す

と

と

k

し

た

。

一

、

用

語

の

定

義

に

闘

す

る

分

第

一
一

傑

中

界

壁

に

封

す

る

定

義

が

削

除

さ

れ

た

。

従

両官

官条

文

6 t:¥-

九 披 ー

J う僚

至

第 本

二 則

十 三

一 於

披 ケ

;L-

省 川

111告訴

- ' ノ 、

主

ノ

例

依

ノレ

ハ

第

一

蹴

乃

至

第

八

開

及

第

十

界

依

ト

ハ

抑

制

建

築

物

ヲ

匝

劃

ス

ル

桜

隠

ヲ

謂

フ
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施

行

規

則

中

界

壁

と

云

ふ

字

何

の

用

ひ

ら

れ

て

居

る

僚

項

は

、

防

火

地

区

内

建

築

物

に

闘

す

る

規

定

中

の

第

百

三

十

一

僚

で

防

火

地

匝

内

控

物

の

界

壁

は

防

火

壁

と

篤

す

べ

し

と

云

ふ

も

の

が

あ

っ

た

が

.

界

壁

の

意

義

が

明

瞭

で

ゑ

い

の

と

偲

K

字

義

の

如

く

建

築

物

を

隠

劃

す

る

需

の

壁

憶

と

解

し

て

も

共

の

制

限

が

飴

り

に

般

に

過

ぐ

る

も

の

と

の

見

解

か

ら

今

度

削

除

さ

れ

る

と

と

と

友

っ

た

の

で

、

自

然

界

表

第

月リ

改

正.

4康

文

第

四

係

市

街

地

建

築

物

法

第

九

僚

但

書

ノ

建

築

物

ノ

前

面

突

出

部

ハ

制

対

闘

割

吋

斗

揃

対

刈

刈

割

針

斗

吋

引

ぺ

左

ノ

純

間

内

一
一

於

テ

建

築

線

ヨ

リ

突

出

セ

シ

ム

ル

コ

ト

ヲ

得

但

シ

特

ニ

地

方

長

官

ノ

許

可

ア

受

ケ

グ

ル

場

合

ノ

外

前

面

建

築

線

開

ノ

距

離

ノ

二

十

分

ノ

一

ヲ

超

過

ス

ル

コ

ト

テ

得

ス

一

蛇

腹

‘

軒

、

小

塔

‘

出

輩

、

槙

旗

、

槙

燈

、

招

料

其

ノ

他

之

ニ

類

ス

ル

モ

ノ

ハ

路

商

上

八

尺

以

上

ニ

在

ル

場

合

ェ

限

リ

三

尺

迄

二

出

入

口

ノ

階

段

、

凹

庭

ノ

手

摺

地

震

、

腰

石

、

根

石

其

ノ

他

之

ニ

類

ス

ル

モ

ノ

ハ

一

尺

迄

第

六

僚

装

飾

謀

、

物

見

塔

‘

屋

窓

.

昇

降

機

培

、

水

槽

等

建

築

物

ノ

屋

上

突

出

部

ニ

付

テ

ハ

市

街

地

建

築

物

法

施

行

令

第

四

僚

乃

至

湖

対

側

ぺ

訓

瑚

斗

.
閥

バ

刻

ぺ

掛

川

川

ノ

高

ノ

最

高

眼

ノ

五

分

ノ

一

迄

ハ

建

築

物

ノ

高

一
一

之

テ

算

入

セ

ズ

但

シ

其

ノ

算

入

セ

ザ

ル

部

分

ノ

最

大

面

積

ノ

合

計

ハ

建

築

面

積

ノ

十

分

ノ

一

ヲ

超

過

ス

ル

コ

ト

テ

得

ズ

剖

附

樹

叫

.J
A
引

イ

吋

斗

川

対

同

計

ぺ

剖

司

汁

到

.什

吋

剖

ぺ

珂

斜

什

寸

寸

刈

パ

ー

ト

ル

迄

地

・川

ス

ル

コ

ト

テ

得

.

，
第

四

僚

は

従

来

建

築

訴

が

道

路

幅

の

境

界

線

よ

り

後

退

し

て

指

定

さ

れ

て

居

る

場

合

、

例

へ

ば

大

医

府

、

愛

知

燃

の

一

部

の

如

き

は

家

並

を

整

へ

る

矯

に

道

路

幅

よ

り

一

尺

五

寸

後

退

し

て

建

築

線

が

指

定

さ

れ

、

叉

他

の

都

市

で

は

特

殊

建

築

物

壁

の

定

義

が

必

要

で

友

〈

-

な

っ

た

の

で

あ

る

。

=

、

突

出

部

に

闘

す

る

分

第

四

僚

、

第

五

僚

及

第

六

僚

の

三

箇

僚

で

前

二

ケ

僚

は

建

築

綿

よ

り

の

前

面

突

出

部

の

限

度

、

後

者

は

高

の

制

限

を

超

ゆ

る

場

合

の

屋

上

突

出

部

の

限

度

の

規

定

で

次

の

如

く

改

正

さ

れ

た

。

4佐

. >. L_  

fjlJ 

僚

文

第

四

係

市

街

地

建

築

物

法

第

九

僚

但

書

ノ

建

築

物

ノ

前

面

突

出

部

ハ

克

ノ

純

国

内

ュ

於

テ

建

築

線

ヨ

リ

突

出

セ

シ

ム

ル

コ

ト

ヲ

得

但

シ

特

ニ

地

方

長

官

ノ

許

可

テ

受

ケ

タ

ル

場

合

ノ

外

前

面

建

築

線

開

ノ

距

離

ノ

二

十

分

ノ

一

テ

超

過

ス

ル

コ

ト

テ

得

ス

一

蛇

腹

、

軒

、

小

塔

、

出

輩

、

槙

旗

‘

槙

燈

、

招

牌

其

ノ

他

之

ニ

類

ス

ル

モ

ノ

ハ

路

面

上

八

尺

以

上

ニ

在

ル

場

合

ニ

限

リ

三

尺

迄

二

出

入

口

ノ

階

段

、

凹

庭

ノ

手

摺

地

覆

、

腰

石

‘

根

石

共

ノ

他

之

ニ

類

ス

ル

モ

ノ

ハ

一

尺

迄

第

六

僚

接

飾

塔

、

物

見

塔

、

犀

窓

、

昇

降

機

塔

、

水

槽

等

建

築

物

ノ

屋

上

突

出

部

ニ

付

テ

ハ

市

街

地

建

築

物

法

施

行

令

第

四

依

乃

至

第

八

僚

ノ

高

ノ

最

高

限

ノ

五

分

ノ

一

迄

ハ

建

築

物

ノ

高

一

一

之

ヲ

算

入

セ

ス

但

シ

其

ノ

算

入

セ

サ

ル

部

分

ノ

制

対

闘

ぺ

剖

制

調

刈

ぺ

剖

A

d
剣

バ

」

J

1

1
刻

ぺ

最

大

面

積

ノ

合

計

ハ

建

築

面

積

ノ

十

分

ノ

一

テ

超

過

ス

ル

コ

ト

ヲ

得

ス

に

限

り

建

築

綿

を

後

退

し

て

指

定

さ

れ

、

或

は

将

来

の

道

路

概

築

を

目

的

と

し

て

後

退

建

築

線

を

指

定

し

て

居

る

様

た

場

合

等

に

は

規

定

K

明

定

さ

れ

て

居

る

範

囲

内

で

は

自

由

に

建

築

総

よ

り

前

面

突

出

部

を

突

出

せ

し

め

得

る

と

と

と

た

っ

て

居
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た

の

で

あ

る

が

、

改

正

に

依

っ

て

一

般

的

で

な

く

将

来

街

路

の

鏑

築

に

際

し

て

組

艇

を

来

さ

友

い

場

合

K

限

り

地

方

長

官

が

指

定

し

て

前

商

突

出

部

の

建

築

紘

よ

り

の

突

出

を

認

む

る

様

に

改

め

ら

れ

た

も

の

で

‘

従

っ

て

特

に

地

方

長

官

の

指

定

な

き

場

合

は

前

前

突

出

部

の

建

築

糾

よ

り

突

出

す

る

と

と

は

煩

否

さ

れ

る

と

と

と

な

っ

た

の

で

あ

る

。

第

六

僚

の

改

疋

に

は

次

の

二

鈷

が

考

へ

ら

れ

る

i

、

原

上

突

出

部

の

最

大

幅

の

制

限

が

除

か

れ

た

と

と

2

、

昇

降

機

m

k限

り

高

の

限

照

を

松

和

さ

れ

た

ζ

と

種

々

の

屋

上

突

川

部

の

内

で

も

糾

降

機

此
H

は

最

近

建

築

さ

れ

る

大

建

築

物

で

は

集

合

せ

し

め

て

設

く

る

方

便

宜

多

く

・

従

来

の

規

定

に

依

る

相

場

A

H

K

は

僅

か

な

距

離

を

隔

て

て

制

限

内

の

も

の

を

数

多

〈

設

け

ら

れ

る

と

と

L

友

っ

て

、

之

を

和

否

す

る

注

な

く

規

定

の

趣

旨

を

徹

底

せ

し

め

る

と

と

が

閑

測

で

あ

る

の

で

、

此

不

都

別

表

第改

iE 

文

Ｑｾ 長

第

七

係

建

築

物

ノ

敷

地

ハ

共

ノ

接

ス

ル

道

路

境

界

ニ

於

ケ

ル

路

町

ヨ

リ

高

カ

ラ

シ

メ

建

築

物

ノ

床

下

ノ

地

盤

而

ハ

問

問

ノ

地

椛

耐

ヨ

リ

向

カ

ラ

シ

ム

ベ

シ

但

シ

建

築

物

ノ

川

詮

一ス

ハ

土

地

ノ

肱

川

エ

依

リ

地

方

長

古

本

隊

ノ

規

定

-

一

依

リ

刻

シ

ト

認

メ

又

ハ

必

要

ナ

シ

ト

認

メ

タ

ル

場

合

ハ

此

ノ

肌

-
一

作

ラ

ス

第

八

僚

建

築

物

ノ

敷

地

以

刊

ナ

ル

ト

キ

.

川

水

汎

総

ノ

民

ア

ル

モ

ノ

ナ

ル

ト

キ

叉

ハ

鹿

芥

ノ

類

テ

以

テ

州

一

立

テ

ラ

レ

タ

ル

モ

ノ

ナ

ル

ト

キ

ハ

地

方

長

官

ハ

地

盤

面

ノ

地

防

高

.

建

築

物

ノ

床

高

羽

叶

叫

胡

什

剖

則

斜

ニ

側

シ

必

要

ナ

ル

命

令

ヲ

蛍

シ

又

ハ

成

分

ヲ

詩

ス

コ

ト

テ

得

第

十

依

下

水

溝

、

下

水

管

、

柳

川

桝

ノ

如

、

ハ

耐

水

材

料

又

ハ

首

該

{

巨

決

叉

ハ

吏

員

ノ

承

認

ス

ル

材

料

テ

以

テ

構

造

ス

ベ

シ

第

十

三

保

汲

取

便

所

ノ

構

法

ハ

・冗

ノ

制

定

-

一

依

ル

ベ

シ

一

朝

別

刈

側

、

成

樋

、

輩、

m

笠

原

双

j叫

バ

.A

叶

川

叫

イ

朴

淵

剖

伺

ぺ

同

刈

汁

.

引

升

川

巡

ル

コ

ト

合

を

挫

け

時

運

K

従

ひ

、

撤

廃

す

る

方

遡

首

で

あ

る

と

認

め

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

昇

降

機

構

は

建

築

物

の

如

何

を

問

は

や

構

池

上

建

築

物

の

屋

上

に

相

常

高

〈

柴

山

せ

し

め

ね

ば

其

の

機

能

を

充

分

に

あ

ら

は

す

と

と

の

出

来

ぬ

笹

情

に

る

っ

て

‘

従

来

の

規

定

で

は

、

住

肘

地

域

内

の

低

い

建

築

物

に

設

け

ら

れ

る

口

升

降

機

株

は

充

分

に

共

の

機

能

を

現

す

と

と

が

出

来

十

、

叉

故

高

の

場

合

で

も

二

十

尺

迄

認

め

ら

れ

る

に

過

ぎ

友

い

の

で

、

こ

れ

だ

け

の

高

の

内

で

機

械

を

配

置

す

る

に

は

無

理

を

生

や

る

場

合

は

地

方

長

官

の

許

可

を

受

け

て

九

メ

ー

ト

ル

迄

認

め

ら

れ

る

様

緩

和

さ

れ

た

の

で

あ

る

。一

般

構

造

設

備

に

閲

す

る

分

第

七

僚

よ

り

第

四

十

三

保

迄

で

別

K

是

等

の

構

造

設

備

を

有

効

に

保

叫

す

べ

き

規

定

が

第

三

僚

に

あ

っ

て

、

今

度

は

是

等

の

内

で

十

ケ

僚

が

次

の

如

ぐ

改

疋

さ

れ

た

。

一
、

4足
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111) 

Ｑｾ 長

文

第

七

僚

建

築

物

ノ

敷

地

ハ

共

ノ

接

ス

ル

道

路

境

界

-

一

於

ケ

ル

路

町

ヨ

リ

高

カ

ラ

シ

ム

ヘ

シ

但

シ

建

築

物

ノ

川

詮

叉

ハ

土

地

ノ

欣

況

ェ

依

リ

地

方

長

官

本

保

ノ

規

定

-
一

依

リ

難

シ

ト

認

メ

叉

ハ

必

要

ナ

シ

ト

認

メ

タ

ル

場

合

ハ

此

ノ

限

ニ

在

ラ

ス

第

八

伐

建

築

物

ノ

敷

地

融

制

ナ

ル

ト

キ

叉

ハ

川

水

氾

濫

ノ

民

ア

ル

モ

ノ

ナ

ル

ト

キ

ハ

地

方

長

官

共

ノ

地

盤

間

ノ

地

払

高

叉

ハ

建

築

物

ノ

床

高

-
一

閥

シ

必

要

ナ

ル

命

令

テ

瑳

シ

叉

ハ

底

分

テ

鱈

ス

コ

ト

テ

得

第

十

僚

下

水

洗

・

下

水

管

‘

溜

桝

ノ

類

ハ

耐

水

材

料

叉

ハ

地

方

長

官

。
ノ

承

認

ス

ル

材

料

テ

以

テ

構

造

ス

ヘ

シ

第

十

三

佼

汲

取

便

所

ノ

緋

也

ハ

左

ノ

規

定

ニ

依

ル

ヘ

シ

一

糞

M

笠

原

及

尿

樋

ハ

不

法

透

質

ノ

材

料

テ

以

テ

迭

リ

制

剤

到

到

什

壮

叶

周

岡

イ

雪

司

斗

パ

コ

オ

川

リ

司

司

凋

叫

判

」

「

サ

司

君

ぺ

州

料
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二

床

下

ニ

於

テ

ハ

耐

水

材

料

ヲ

以

テ

他

ノ

部

分

ト

遮

断

ス

ル

コ

ト

三

汲

取

口

ハ

判

附

斗

倒

川

矧

剖

汁

司

斗

地

盤

町

ヨ

ザ

十

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

以

上

高

カ

ラ

シ

メ

且

之

テ

直

接

道

路

三

剛

セ

シ

メ

ザ

ル

コ

ト

第

十

九

僚

出

室

ハ

北

ハ

ノ

室

岡

杭

ノ

十

分

ノ

一

以

上

ノ

有

放

而

砧

テ

有

ス

ル

窓

叉

川

之

ェ

代

ル

ヘ

キ

保

光

商

ヲ

有

ス

へ

シ

前

項

ノ

採

光

耐

幅

三

尺

以

上

ノ

橡

側

ヲ

距

ツ

ル

場

介

ハ

共

ノ

採

光

商

詰

ノ

二

分

ノ

・

ヲ

有

放

而

積

ト

忠

利

倣

ス

此

ノ

場

合

-
一

於

テ

捕

後

ハ

縁

側

ト

罰

倣

サ

ス

第

一

項

ノ

保

光

商

積

ハ

允

ノ

各

批

-
一

説

首

ス

ル

部

分

ニ

限

リ

有

数

ナ

ル

モ

ノ

ト

看

倣

ス

仙

シ

道

路

・

公

図

、

前

場

等

ノ

民

地

ニ一

剛

ス

ル

モ

ノ

ェ

布

リ

テ

ハ

此

ノ

限

ニ

在

ラ

ス

一

共

ノ

部

分

ヨ

リ

直

上

屋

根

間

(

直

上

屋

校

間

ナ

キ

ト

キ

ハ

位

頂

迄

以

下

同

シ

)

二

主

ル

高

ハ

位

居

地

域

内

ェ

於

テ

ハ

共

ノ

而

ス

ル

隣

地

境

界

糾

迄

ノ

水

平

距

離

ノ

二

俗

字

テ

、

商

業

地

域

内

ニ

於

テ

ハ

五

似

ヲ

.

佐

閉

山

地

域

及

商

業

地

域

外

ニ

於

テ

ハ

四

依

テ

超

過

セ

サ

ル

コ

ト

二

其

ノ

部

分

ヨ

リ

直

上

屋

根

商

ニ

至

ル

高

ハ

住

肘

地

域

内

ニ

於

テ

ハ

同

一

敷

地

内

ニ

在

ル

封

向

監

迄

ノ

水

平

距

離

ノ

二

似

牛

ァ

、

商

業

地

域

内

ニ

於

テ

ハ

五

日

ヲ

、

住

居

地

域

及

商

業

地

域

外

ニ

於

テ

ハ

問

日

テ

超

過

セ

サ

ル

コ

ト

但

シ

共

ノ

部

分

テ

含

ム

水

平

商

ヨ

リ

劉

向

壁

直

上

ノ

厚

相

聞

-
一
至

ル

高

カ

住

居

地

域

内

ェ

於

テ

ハ

酎

向

監

迄

ノ

水

平

距

離

ノ

二

似

牛

ヲ

、

商

業

地

域

内

ニ

於

テ

ハ

五

机

ヲ

、

住

居

地

域

及

商

業

地

域

外

ニ

於

テ

ハ

同

似

テ

超

過

セ

サ

ル

ト

キ

ハ

此

ノ

限

ニ

在

ラ

ス

軒

、

庇

其

ノ

他

著

シ

ク

係

光

テ

妨

ク

ル

モ

ノ

ア

リ

ト

認

メ

叉

ハ

衛

生

上

特

別

ノ

必

要

ア

リ

ト

認

ム

ル

ト

キ

ハ

地

方

長

官

ハ

採

光

一

一

関

シ

特

ニ

採

光

面

ノ

増

加

其

ノ

他

趨

首

ナ

ル

措

置

テ

命

ス

ル

コ

ト

テ

得

第

一

項

ノ

適

用

ニ

於

テ

天

窓

ハ

制

対

副

計

ぺ

制

対

斗

倒

川

共

巴

ノ

商

積

テ

三

供

迄

-
一

一

向

算

ス

ル

コ

ト

ヲ

得

第

一

項

ノ

商

積

-
一

相

官

ス

ル

窓

又

ハ

之

ェ

代

ル

ヘ

キ

採

光

商

ノ

部

分

ハ

共

ノ

上

端

テ

床

商

上

五

尺

七

寸

以

上

ト

鴛

ス

ヘ

シ

三

汲

取

口

ハ

共

ノ

下

端

テ

却

ノ

ス

ル

地

盤

面

ヨ

リ

三

寸

以

上

高

ク

シ

且

之

ヲ

直

接

道

路

二

間

セ

シ

メ

サ

ル

コ

ト

第

十

九

僚

(

第

一

項

乃

至

第

四

項

、

第

六

項

及

第

七

項

第

一

項

ノ

油

刑

ニ

一於

テ

天

窓

ハ

其

ノ

面

積

テ

三

机

-

一

換

算

ス
省

略

)
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室

ハ

本

総

体

ノ

油

剤

ニ

随

時

開

放

シ

得

ル

襖

、

障

子

ノ

類

テ

以

テ

仕

切

リ

タ

ル

一

閥

シ

之

ヲ

一

室

ト

看

倣

ス

第

二

十

四

保

山

川

入

口

及

窓

ノ

扉

ハ

路

面

上

三

メ

ー

ト

ル

以

上

ニ

在

ル

モ

ノ

テ

除

ク

ノ

外

開

閉

ノ

際

ト

雄

建

築

線

ヨ

リ

突

出

セ

ザ

ル

構

造

ト

篤

ス

ベ

シ

叫

オ

矧

同

僚

ノ

指

定

ア

リ

タ

ル

場

合

ハ

同

僚

第

二

披

ノ

例

一-

依

リ

建

築

線

ヨ

リ

突

出

セ

シ

ム

ル

コ

ト

テ

得

第

二

十

七

僚

屋

根

ハ

耐

火

構

造

ニ

非

サ

ル

ト

キ

ハ

不

燃

材

料

ヲ

以

テ

擁

立

ス

へ

シ

但

シ
「

モ

ル

タ

ル

L

塗

‘

漆

喰

塗

ノ

類

テ

以

テ

礎

茸

セ

ム

ト

ス

ル

ト

キ

ハ

地

方

長

官

ノ

許

可

テ

受

ク

ヘ

シ

五

五

毘

線

ニ

在

リ

テ

ハ

引

掛

時

瓦

ノ

類

テ

使

川

シ

叉

ハ

瓦

テ

野

地

-
一

緊

結

ス

ヘ

シ
紳

枇

撃

築

物

ノ

屋

根

、

茶

室

、

凶

阿

ノ

類

ノ

屋

根

叉

ハ

腕

徴

ナ

ル

庇

ノ

類

ハ

土

地

ノ

以

況

ニ

依

リ

地

方

長

官

ノ

許

可

テ

受

ケ

本

保

ノ

規

定

一
一

依

-

フ

サ

ル

コ

ト

ラ

摘

す規

副

司

ぺ

.
4

叫

ぺ

州

司

.

例

叶

刻

倒

汁

可

制

叶

刈

叶

1

.
同

瑚

.汁

制

対

バ

.

朔

斗

胡

ぺ

刈

対

汁

掛

川

叶

叶

斗

寸

叶

汁

倒

第

二

十

九

保

建

築

面

積

二

百

坪

以

上

ノ

建

築

物

ニ

ハ

建

築

面

積

二

百

坪

以

内

毎

一
一

防

火

控

テ

設

グ

ヘ

シ

但

シ

外

壁

・

床

、

屋

根

.

桂

及

階

段

耐

火

構

匙

ナ

ル

ト

キ

3
倒

1

周

1

司

司

創

1

到

附

司

刻

汁

刈

汁

伺

成

セ

ラ

レ

タ

ル

モ

ノ

ナ

ル

ト

キ

又

ハ

地

方

長

官

共

ノ

問

詮

-
一

依

リ

巴

ム

テ

得

ス

ト

認

ム

ル

ト

キ

若

ハ

土

地

ノ

欣

似

ニ

依

リ

特

-
一

支

障

ナ

シ

ト

認

ム

ル

ト

キ

ハ

此

ノ

限

ニ

在

ラ

ス

第

四

十

二

保

高

六

十

五

尺

タ

也

姐

ス

ル

建

築

物

ニ

ハ

過

賞

ナ

ル

避

需

段

怖

テ

鳥

ス

ヘ

シ

叫

斗

叫

対

国

計

卦

瑚

ぺ

川

淵

対

ぺ

剖

剣

倒

ぺ

剖

綱

斗

伺

川

.叫

到

叶

汁

川

調

叶

什

刊

対

叫

ぺ

闘

.A

-3

第

四

十

三

保

高

六

十

五

尺

叉

ハ

軒

高

五

十

尺

テ

超

過

ス

ル

建

物

ハ

共

ノ

壁

盟

、

床

、

位

、

屋

根

、

階

段

等

主

要

構

浩

部

ヲ

耐

火

構

趨

ト

矯

ス

ヘ

シ

倒

斗

倒

倒

吋『

附

1

尉

欄

1

対

刑

1

什

閣

寸

凶

刻

附

凶

利

州

側

刈

汁

凶

汁

樹

瑚

叶

汁

斗

バ

叶

叫

ぺ

斗

A

A
刈

羽

川

副

討

対

附

叶

J

叶

吋

汁

叶

什

リ

4

A
川

1

A
町

寸

剖

汁

，
刈

第

二

十

四

僚

道

路

こ

間

ス

ル

出

入

口

及

憲

ノ

扉

ハ

開

閉

ノ

際

ト

雌

モ

建

築

線

ヨ

リ

突

出

セ

サ

ル

構

遁

ト

翁

ス

ヘ

シ

但

シ

路

面

上

十

尺

以

上

一
一

在

ル

モ

ノ

ハ

此

ノ

限

ニ

在

-

フ

ス

第

二

十

七

僚

屋

綴

ハ

耐

火

構

浩

ニ

非

サ

ル

ト

キ

ハ

不

燃

材

料

テ

以

テ

覆

茸

ス

ヘ

シ

但

シ

「

モ

ル

タ

ル

」

絵

、

漆

喰

塗

ノ

類

テ

以

テ

寝

茸

セ

ム

ト

ス

ル

ト

キ

ハ

地

方

長

官

ノ

許

可

テ

受

ク

ヘ

シ

瓦

有

尾

根

一
一

在

リ

テ

ハ

引

掛

楼

瓦

ノ

類

ヲ

使

用

シ

叉

ハ

瓦

テ

野

地

-
一

緊

結

ス

ヘ

シ紳

枇

建

築

物

ノ

屋

根

、

茶

室

、

四

阿

ノ

類

ノ

屋

根

叉

ハ

軒

徴

ナ

ル

庇

ノ

類

ハ

土

地

ノ

欣

況

-
一

依

リ

地

方

長

官

ノ

許

可

テ

受

ケ

本

候

ノ

規

定

一

一

依

ラ

サ

ル

コ

ト

テ

得

第

二

十

九

僚

建

築

而

積

二

百

坪

以

上

ノ

建

築

物

一
一

ハ

建

築

面

積

二

百

坪

以

内

毎

-
一

防

火

壁

テ

設

ク

ヘ

シ

但

シ

外

壁

、

床

、

尾

根

、

桂

及

階

段

耐

火

構

造

ナ

ル

ト

キ

叉

ハ

地

方

長

官

其

ノ

用

途

一
一

依

リ

巴

ム

ヲ

得

ス

ト

認

ム

ル

ト

キ

若

ハ

土

地

ノ

欣

況

ュ

依

リ

特

ェ

支

障

ナ

シ

ト

認

ム

ル

ト

キ

ハ

此

ノ

限

-
一

在

一

フ

ス

高

六

十

五

尺

テ

超

過

ス

ル

建

築

物

=

ハ

油

官

ナ

ル

遊

雷

設

備

テ

鴬

第

四

十

三

傑

高

六

十

五

尺

軒

高

五

十

尺

テ

超

過

ス

ル

建

物

ハ

其

ノ

壁

閥

、

床

、

位

、

屋

根

、

階

段

等

主

要

構

造

部

テ

耐

火

構

造

ト

篤

ス

ヘ

シ
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以

上

の

改

正

を

訊

賀

す

れ

ば

建

築

敷

地

に

閲

す

る

僚

項

其

の

他

一

、

二

は

従

来

よ

り

も

般

に

な

っ

た

と

考

へ

ら

れ

る

も

.

他

の

僚

項

は

総

べ

て

緩

和

さ

れ

特

に

防

火

、

耐

火

に

闘

す

る

規

定

は

著

し

く

緩

和

さ

れ

て

居

る

・

以

下

各

候

左

追

っ

て

考

成

ね

す

る

と

第

七

僚

は

敷

地

高

K

闘

す

る

規

定

で

、

新

に

字

何

が

加

へ

ら

れ

、

建

築

物

の

床

下

地

盤

が

問

聞

の

地

盤

面

よ

り

高

〈

泣

い

場

合

は

床

下

に

悶

水
、

汚

水

位

一寸

が

流

入

し

て

、

例

へ

敷

地

地

盤

が

路

商

よ

り

高

く

と

も

床

下

に

水

が

滑

る

と

術

生

上

有

害

で

あ

る

の

で

斯

〈

改

正

さ

れ

‘

営

然

の

改

正

と

思

は

れ

る

。

第

八

僚

は

従

来

損

潤

地

、

出

水

地

に

闘

す

る

も

の

の

み

の

規

定

で

あ

っ

た

が

、

第

七

僚

と

同

様

新

に

字

何

が

加

べ

ら

れ

、

建

築

物

の

敷

地

が

燦

一
芥

の

類

で

造

成

せ

ら

れ

た

場

合

、

即

近

頃

護

展

し

て

ゆ

く

郊

外

住

宅

地

で

は

往

々

問

問

司

窪

地

等

に

塵

芥

を

除

て

t

A

埋

立

を

し

た

り

・

地

盛田

り

を

行

っ

た

わ

す

る

の

を

見

受

け

る

。

是

等

の

土

地

に

愈

々

建

築

す

る

場

合

陀

は

と

の

塵

芥

の

上

に

僅

に

表

面

に

土

を

凝

っ

て

立

誠

友

敷

地

に

接

ふ

て

居

る

の

で

、

地

盤

が

弱

い

鴬

に

将

来

北

ハ

の

上

K

建

て

ら

れ

た

建

築

物

K

狂

を

生

じ

て

危

険

友

欣

態

に

友

っ

た

り

、

成

一
芥

の

類

に

雨

水

、

汚

水

が

件

別

し

て

往

K

一志

臭

叉

は

有

害

瓦

斯

を

瑳

散

し

て

街

生

上

誠

に

有

害

で

あ

る

の

で

、

斯

の

如

き

場

合

に

は

極

端

友

も

の

は

地

盤

の

改

良

を

左

さ

し

め

る

等

必

要

友

命

令

を

発

し

・

衛

生

上

客

友

き

も

の

と

せ

し

め

る

様

改

正

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

と

の

改

正

は

従

来

よ

り

取

締

る

必

要

の

あ

っ

た

も

の

が

見

落

さ

れ

て

居

た

と

考

へ

る

が

至

嘗

で

あ

ら

う

。

第

十

僚

は

下

水

溝

等

の

構

造

に

閲

す

る

規

定

で
、

今

度

改

正

さ

れ

た

の

は
、

書

面

で

審

査

す

る

と

と

の

煩

雑

友

事

項

で

然

も

軒

易

友

も

の

は

地

方

長

官

の

承

認

と

す

る

と

と

を

不

適

常

と

認

め

ら

れ

、

建

築

監

将

官

や

府

臓

の

現

場

を

見

廻

る

攻

員

に

其

の

機

能

を

輿

へ

る

様

民

改

め

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

此

の

種

類

の

改

正

が

向

一
一

一

ケ

僚

に

渉

っ

て

行

は

れ

て

居

る

。

第

十

三

僚

の

汲

取

便

所

K

閲

す

る

規

定

の

改

正

は

次

の

様

友

三

臨

が

考

へ

ら

れ

る
。

一

般

汲

取

便

所

に

適

合

す

る

様

字

何

を

修

正

さ

れ

た

と

と

2

、

汲

取

口

に

密

閉

し

得

る

装

置

を

篤

さ

し

め

る

様

改

め

ら

れ

た

と

と

1  

、

3

、

尺

草

仰

を

メ

ー

ト

ル

単

位

に

改

め

ら

れ

た

と

と

従

前

の

規

定

の

様

に

汲

取

便

所

の

糞

尿

壷

を

総

て

漏

斗

欣

に

作

ら

し

め

る

と

と

は

.

近

北

米

進

歩

し

て

居

る

改

良

便

所

の

張

遣

を

川

寄

せ

し

め

、

且

は

内

務

省

改

良

便

所

を

は

じ

め

共

の

他

敏

種

の

漏

斗

似

で

友

く

て

術

生

的

た

構

匙

を

有

す

る

も

の

の

普

及

を

遅

ら

せ

る

と

と

L

な

り

.

叉

一

方

郊

外

住

宅

で

は

是

等

改

良

便

所

の

設

備

を

有

す

ろ

も

の

が

迫

k

と

共

の

教

を

増

す

の

で

、

と

の

時

代

の

要

水

に

肱

じ

て

油

切

左

改

正

が

行

は

れ

た

の

で

る

る

。

次

に

汲

取

口

に

闘

し

て

は

従

来

共

の

枕

置

の

み

を

制

定

し

て

肘

た

の

で

あ

る

が

汲

取

口

よ

り

目

的

に

蝿

の

侵

入

し

得

る

間

隙

を

有

す

ろ

荒

を

設

け

て

い
州

る

と

と

は

誠

に

衛

生

上

好

ま

し

〈

友

い

の

で

、

是

等

の

も

の

に

劃

し

て

鉱

山

閉

し

得

る

接

世

を

矯

さ

し

め

る

様

改

め

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

第

十

九

僚

は

採

光

に

闘

す

る

規

定

で

改

正

さ

れ

た

の

は

唯

夫

窓

の

保

光

閣

の

換

算

を

二

年

に

取

扱

は

や

地

方

長

官

の

認

定

に

依

っ

て

決

定

す

る

様

‘

一

項

の

み

字

付

を

加

へ

ら

れ

た

の

で

る

る

。

従

来

天

窓

は

総

て

採

光

商

と

し

て

三

似

に

検

算

す

る

と

と

L

な

っ

て

居

た

の

で

あ

る

が

、

其

の

種

頼

或

は

傾

斜

角

度

等

に

依

っ

て

一

律

に

換

算

す

る

と

と

の

問

来

ね

例

が

多

く

あ

っ

て

、

例

へ

ば

普

通

住

家

の

炊

事

場

に

用

ひ

ら

れ

る

天

窓

.

工

場

に

用

ひ

ら

れ

る

傾

斜

度

の

大

な

る

窓

、

叉

地

下

室

の

採

光

面

に

利

刑

さ

れ

る

べ

l

プ

メ

ン

ト

等

‘

是

等

を

同

じ

〈

採

光

商

を

三

併

と

し

て

取

扱

ふ

と

と

は

甚

だ

油

首

で

友

い

の

で

天

窓

の

位

置

、

種

類

或

は

傾

斜

度

、

硝

子

の

種

類

等

に

際

じ

て

遁

首

に

制

的

友

し

得

る

椋

改

め

ら

れ

た

の

で

、

従

来

よ

り

は

合

理

的

に

な

っ

た

語

で

る

る

。

第

二

十

四

僚

は

扉

と

建

築

一線

K

闘

す

る

規

定

で

、

第

四

僚

の

改

正

に

伴

っ

て

同

じ

程

度

に

迄

扉

の

建

築

線

突

出

を

緩

和

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

従

来

は

第

同

僚

に

規

定

さ

れ

て

居

る

建

築

物

の

前

副

突

出

部

が

建

築

線

よ

り

突

出

す

る

と

と

の

許

さ

れ

る

場

合

で

も

路

面

上

十

尺

以

上

に

在

る

も

の

の

外

は

州

入

口

及

窓

の

扉

は

開

山

の

際

で

も

建

築

線

よ

り

突

問

せ

し

め

る

と

と

が

出

来

な

か

っ

た

の

で

あ

る

が

、

と

れ

は

同

定

的

友

前

削

突

出

部

に

比

し

て

如

何

に

も

不

惟

衡

で

あ

る

の

で

、

第

阿

僚

の

規

定

に

依

る

指

定

の

あ

っ

元

場

合

に

は

同

僚

第

二

蹴

.

即

ち

出

入

口

の

階

段

、

凹

庭

の

手

柄

地

礎

、

牒

石

、

根

石

等

と

同

程

度

の

突

出

を

認

め

る

様

に

な

っ

た

の

で
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あ

る

。

第

二

十

七

僚

は

尿

棋

に

閲

す

る

規

定

宏

、

市

街

地

建

築

物

法

の

池

用

範

囲

も

近

年

著

し

く

擬

大

さ

れ

、

是

等

の

巨

域

内

に

於

て

土

地

の

欣

況

に

依

つ

て

は

不

燃

材

料

で

屋

根

を

櫨

茸

せ

し

め

な

く

と

も

支

障

な

い

と

考

ら

れ

る

区

域

も

あ

る

の

で

、

そ

う

云

ふ

欣

況

に

在

る

匿

域

は

特

に

地

方

長

官

が

適

首

に

運

用

し

て

屋

根

を

藁

葺

板

葺

と

し

て

も

認

め

得

る

様

K

改

め

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

都

市

に

住

ん

で

居

る

人

々

K

は

一

寸

考

及

ば

ぬ

底

で

る

ら

う

。

第

二

十

九

僚

は

建

築

面

積

の

大

怒

る

建

築

物

K

防

火

壁

を

設

世

せ

し

む

る

僚

項

で

あ

っ

て

、

従

来

よ

り

鎖

骨

造

建

築

物

に

は

可

友

り

陥

没

る

規

定

と

考

へ

ら

れ

て

居

た

の

が

、

今

度

耐

火

構

造

で

な

く

と

も

建

築

物

の

主

要

構

浩

部

、

即

外

壁

の

み

な

ら

や

壁

穂

、

床

、

屋

線

、

小

屋

、

荘

等

と

主

要

被

覆

部

.

即

天

井

、

床

位

一寸

と

が

不

掛

か
一

材

料

で

出

来

て

ゐ

る

様

な

場

合

、

例

へ

ば

鎖

骨

造

問

鉛

引

錨

板

茸

の

工

場

、

上

家

の

類

の

如

き

は

燃

え

な

い

も

の

ば

か

り

で

出

来

て

居

る

の

で

、

防

火

上

相

首

の

効

力

あ

る

も

の

と

考

へ

ら

れ

る

。

日
光

等

の

建

築

物

は

強

ひ

て

防

火

壁

を

設

け

な

く

と

も

差

支

へ

な

さ

様

緩

和

さ

れ

た

の

で

②

る

。

第

凶

十

二

僚

は

高

い

建

築

物

に

劃

し

て

越

雷

設

備

を

要

求

し

た

規

定

で

、

従

来

高

六

十

五

尺

を

超

過

し

た

建

築

物

に

は

例

外

な

く

越

官

設

備

を

矯

さ

し

め

る

趣

旨

で

あ

っ

た

の

が

、

土

地

の

欣

況

や

建

築

物

の

種

類

に

依

つ

て

は

強

ひ

て

挫

宙

設

備

第

表

別

四

改

1* 

文

疋

第

百

三

十

一

一保

第

百

三

十

四

僚

n
除

前

二

僚

ノ

防

火

壁
-
一

付

テ

ハ

第

三

十

係

ノ

規

定

ヲ

準

川

ス

第

百

三

十

一

僚

の

削

除

は
、

第

一

一係

第

九

蹴

削

除

の

所

で

説

明

し

た

犠

に

制

限

が

組

め

て

陥

K

牛

へ

す

る

も

の

と

認

め

ら

れ

た

結

巣

で

、

仕
切

百

三

十

問

僚

の

改

五

は

之

に

作

っ

て

改

目

さ

れ

た

の

で

あ

る

J

を

矯

す

必

要

の

な

い

も

の

に

は

例

外

を

認

め

ら

れ

る

様

.

例

へ

ば

同

一

敷

地

内

の

他

の

建

築

物

の

避

雷

設

備

の

保

誰

直

域

内

に

あ

る

場

合

・

或

は

放

詮

局

の

蟻

搭

の

附

近

K

在

っ

て

、
‘

そ

の

避

雷

設

備

の

保

護

区

域

内

に

在

る

場

合

、

叉

は

鎖

骨

搭

の

如

き

も

の

で

建

築

物

自

腫

が

完

全

な

避

雷

設

備

の

肘

を

友

す

と

考

へ

ら

れ

る

も

の

に

は

挫

雷

設

備

友

く

て

も

認

め

ら

れ

る

様

、

除

外

規

定

を

但

書

と

し

て

加

へ

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

第

四

十

三

僚

は

高

い

建

物

の

耐

火

に

関

す

る

規

定

で

る

る

。

従

来

「

高

六

十

五

尺

軒

高

五

十

尺

ヲ

超

過

ス

ル

建

物

」

と

規

定

さ

れ

て

ゐ

た

の

で

、

翠

に

一

方

の

み

共

の

高

を

超

過

す

る

建

物

は

耐

火

構

越

と

し

友

〈

と

も

差

支

た

い

様

に

間

違

っ

て

解

離

さ

れ

る

場

合

が

あ

る

の

で

、

明

確

に

す

る

銭

「

叉

ハ

」

を

加

へ

ら

れ

、

第

二

十

九

僚

の

場

合

と

同

じ

程

度

の

緩

和

降

項

が

加

へ

ら

れ

た

の

で

あ

る

u

此

の

改

正

K

依

っ

て

地

方

長

官

が

支

障

友

し

と

認

め

る

場

合

に

は

銀

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

浩

の

屋

上

に

鍛

骨

の

上

家

そ

治

っ

た

り

、

耐

火

構

造

の

建

築

物

に

軽

い

牛

枚

積

の

間

壁

を

遺

る

と

と

も

附

来

得

る

の

で

あ

る
。

目

、

防

火

地

匡

に

関

す

る

分

第

百

十

八

僚

よ

り

第

百

三

十

五

僚

ノ

二

迄

で

あ

っ

て

二

箇

僚

の

改

正

が

あ

る

。

4足

前

j(，t 

文

第

百

三

十

一

能

第

百

三

十

四

僚

防

火

地

区

内

-
一

在

ル

建

材

ノ

界

監

川

附

火

壁

ト

篤

ス

ヘ

シ

前

寸

隙

ノ

附

火

壁

-
-

一村

テ

ハ

第

三

十

僚

ノ

規

定

ヲ

準

則

ス

五

、

工

事

執

行

に

閲

す

る

分

第

百

四

十

三

保

よ

り

第

百

阿

十

九

僚

迄

で

次

の

如

〈

改

正

さ

れ

、

今

皮

の

改

正

の

主

嬰

友

部

分

で

あ

る

。
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表

第

五

Bリ

正

イ際

改

文

第

百

間

十

三

保

左

ノ

各

抗

ノ

一

二

技

官

ス

ル

建

築

物

ノ

新

築

、

哨

築

、

改

築

叉

ハ

移

脚

テ

局

サ

ム

ト

ス

ル

ト

キ

ハ

地

方

長

官

ノ

認

可

ヲ

受

ク

ベ

シ

建

築

物

ノ

川

詮

ヲ

密

史

シ

テ

第

一

蹴

叉

ハ

第

五

披

-

一

充

テ

ム

ト

ス

ル

ト

キ

亦

同

ジ

一

市

伺

地

建

築

物

法

第

十

同

僚

ノ

建

築

物

二

防

火

地

同

一
及

美

観

地

問

内

ノ

建

築

物

三

銀

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

浩

、

鎖

廿

結

、

錨

逃

、

一小

池

、

棟

瓦

也

、

小

小

川

川

浩

共

ノ

他

木

世

ェ

非

ザ

ル

建

築

物

四

附

捌

↓

司

1
ぺ

創

剰

刺

五

前

各

蹴

ニ

柄

グ

ル

モ

ノ

、

外

地

方

長

官

ノ

指

定

ス

ル

建

築

物

南

叫

刈

叶

叶

刈

汁

叫

斗

刈

州

制

ぺ

剥

剖

汁

埼

汁

叶

叶

刈

，
川

叶

叶

叶

地

対

副

司

ぺ

制

川

汁

到

什

寸

J

刊

第

百

四

十

同

僚

友

ノ

各

挽

λ

一

一
ι

該

賞

ス

ル

場

合

ハ

地

方

長

官

ニ

周

山

ヅ

ベ

シ

一

前

俊

一
一

一諾

首

セ

ザ

ル

建

築

物

ノ

新

築

二

前

依

-

一

説

t

t

f

ル

。建

築

物

ト

ト

ト

.m築

、

改

築

叉

ハ

核

時

三

制

制

対

.寸

材

対

↓

吋

川

君

叫

明

4
調

斗

斗

汁

.吋

A
岡

樹

司

刊

方

メ

ー

ト

ル

ヲ

起

ユ

ル

モ

ノ

、

大

修

結

叉

ハ

大

鐘

更

同

高

二

メ

ー

ト

ル

ヲ

起

ユ

ル

擁

壁

ノ

築

地

制

剖

叫

叶

川

倒

ぺ

斗

相

対

副

計

イ

吋

倒

升

バ

.判

羽

.
寸

州

吋

ゴ

倒

ぺ

刈

対

」

「

吋

汁

ズ

命

令

ヲ

以

テ

別

段

ノ

定

テ

矯

ス

コ

ト

テ

何

第

百

凶

十

八

僚

地

方

長

官

ハ

訓

謝

討

対

対

寸

ず

日

比

ヲ

汲

シ

建

築

物

及

建

築

工

事

テ

臨

検

セ

シ

ム

ル

コ

ト

テ

得

前

項

ノ

場

合

ェ

於

テ

臨

検

者

ハ

並

行

ノ

端

麗

テ

防

併

ス

ヘ

シ

第

一

項

ノ

場

合

ニ

於

テ

建

築

主

、

建

築

工

事

請

負

人

.

建

築

工

事

管

理

者

叉

ハ

建

築

物

ノ

所

布

者

若

ハ

市

有

者

検

官

官

-
一

必

要

ナ

ル

準

備

ヲ

命

セ

ラ

レ

グ

ル

ト

キ

ハ

之

ソ

世

ム

コ

ト

ヲ

得

ス

前

項

準

備

ノ

費

川

ハ

建

築

主

又

ハ

匙

築

物

所

有

者

ノ

負

推

ト

ス

従

ポi

{氏

文

第

百

四

十

三

保

左

ノ

各

枕

ノ

一

二

校

首

ス

ル

建

築

物

ノ

新

築

、

増

築

、

改

築

、

移

側

、

対

例

制

対

イ

什

刈

制

刈

ヲ

岱

サ

ム

ト

ス

ル

ト

キ

ハ

地

方

長

官

ノ

認

可

ヲ

受

ク

ヘ

シ

一

市

街

地

辿

築

物

法

第

十

同

僚

ノ

建

築

物

二

防

火

地

区

及

美

槻

地

院

内

ノ

建

築

物

三

共

ノ

他

地

方

長

官

ノ

指

定

ス

ル

建

築

物

建

築

物

ノ

肝

注

}
デ

経
一

見

シ

テ
I

J

山

川

項

抗

ー一ー

批

-又

ハ

第

三

枕

-(

充
F

ア

ン

ト

ス

ル

モ

v

u
J

亦

同

シ

第

百

四

十

叫

僚

前

俊

一
一

技

官

セ

サ

ル

建

築

物

/

新

築

、

地

築

、

改

築

、

移

料

、

大

修

制

又

ハ

犬

繁

史

ヲ

僑

サ

ム

ト

ス

ル

ト

キ

ハ

地

方

長

官

一
一

周

出

ツ

ヘ

シ

崎

割

前

.4

4
「

倒

川

場

汁

..
 

1ゴ

州

叫

司

品

川

汁

測

っ

メ

サ

ル

コ

ト

テ

得地

方

長

官

ハ

吏

員

テ

汲

シ

建

築

物

及

挫

築

工

事

テ

陥

般

セ

シ

ム

第

百

四

十

八

保

ル

コ

ト

テ

得

(

第

二

項

以

下

省

略

)
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出

願

手

縦

に

付

て

改

正

さ

れ

た

主

要

な

事

項

は

ー

、

認

可

を

受

く

ぺ

き

建

築

物

の

種

類

を

内

務

省

令

で

統

一

さ

れ

た

と

と

2

.

大

修

繕

、

大

鎧

更

工

事

は

認

可

を

要

し

な

い

と

と

に

緩

和

さ

れ

た

と

と

3

、

大

修

結

.

犬

鑓

更

工

事

の

屑

出

を

要

す

る

建

築

物

の

種

類

を

新

に

設

け

ら

れ

た

ζ

と

4

、

床

商

積

に

依

っ

て

大

修

仲

村

・

大

慶

更

工

事

の

何

仙

の

嬰

否

が

区

別

さ

れ

た

と

と

5

、

擁

壁

の

築

迭

に

手

総

規

定

を

設

け

ら

れ

た

と

と

6

、

軽

微

友

事

項

は

認

可

を

要

す

る

も

の

迄

も

省

略

し

得

る

詮

を

開

れ

た

と

と

手

続

の

複

雑

友

と

と

は

、

市

街

地

建

築

物

法

を

施

行

す

る

に

あ

た

っ

て

、

従

来

相

官

批

難

の

あ

る

鈷

で

も

あ

っ

た

の

で

、

努

め

て

事

前

の

監

督

を

綬

に

し

て

手

続

の

簡

易

化

を

困

る

と

云

ふ

意

味

か

ら

、

大

な

る

緩

和

が

行

は

れ

た

の

で

あ

る

。

認

可

h
z

嬰

す

る

建

築

物

K

付

て

は

出

来

得

る

映

り

多

く

施

行

規

則

で

統

一

し

て

、

従

来

施

行

制

川

(

府

防

相

令

)

中

に

指

定

さ

れ

て

屑

た

、

不

統

一

友

建

築

物

の

種

類

中

よ

り

、

第

三

枕

の

木

浩

に

非

ざ

る

挫

築

物

と
、

第

凶

披

の

階

数

三

以

上

の

建

築

物

と

が

掲

げ

ら

れ

、

僅

K

地

方

の

欣

況

に

依

っ

て

認

可

を

必

要

と

す

る

建

築

物

を

、

第

五

披

に

依

り

施

行

制

則

中

K

迫

加

指

定

せ

し

め

る

内

務

省

の

方

針

で

改

疋

さ

れ

た

の

で

あ

る

o

従

来

認

可

を

要

す

る

種

矧

の

建

築

物

の

大

修

繕

或

は

大

慶

更

工

事

は

認

可

を

受

け

る

必

要

が

あ

っ

た

の

で

る

る

が

、

今

度

緩

和

さ

れ

認

可

の

必

要

友

く

、

而

も

崩

出

を

要

す

る

大

修

持

、

犬

鐙

更

工

事

は

‘

第

百

四

十

三

僚

の

第

一

蹴

乃

至

第

四

披

の

建

築

物

に

限

ら

れ

る

と

と

L

友

っ

て

.

施

行

制

則

中

K

迫

加

指

定

さ

れ

た

種

類

の

辿

築

物

は

、

大

修

料

、

大

鑓

史

工

事

の

病

問

を

要

し

な

い

こ

と

と

な

っ

た

の

で

あ

る

。

向

其

の

上

氏

床

耐

積

μ

卒

方

メ

ー

ト

ル

(

三

十

坪

一
合

丘

勾

」

以

上

の

建

築

物

に

限

り

大

修

緒

、

大

盤

更

の

手

い

聞

を

取

る

と

い

ふ

様

民

大

い

に

絞

和

さ

れ

た

の

で

あ

る
。

第

表

見リ

........ 
，、

従

前

の

第

百

四

十

問

僚

は

認

可

を

要

す

る

建

築

物

以

外

の

も

の

の

新

築

‘

増

築

改

築

、

伯

仲

持

‘

大

修

繕

、

大

襲

史

工

事

は

総

て

府

出

を

要

す

る

棟

、

例

外

友

く

子

組

を

要

求

し

‘

僅

に

軒

微

た

も

の

だ

け

地

方

長

官

の

命

令

K

依

り

、

開

出

を

筋

さ

し

め

や

に

工

事

の

山

来

る

主

義

の

も

の

で

あ

っ

た

が

、

手

績

を

出

来

得

る

映

り

簡

易

化

す

る

震

に

料

徴

友

も

の

に

は

手

続

を

筋

さ

し

め

や

、

岡

山

川

乞

要

す

る

も

の

の

み

列

記

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

次

氏

今

迄

全

然

市

街

地

建

築

物

法

の

制

限

の

・

な

か

っ

た

.

建

築

敷

地

を

造

る

需

の

鰍

監

が

、

今

度

の

施

行

令

の

改

正

に

依

る

同

令

第

二

十

ベ

保

ノ

二

の

一

追

加

で

市

街

地

建

築

物

法

の

一

部

準

則

さ

れ

る

と

と

と

友

っ

た

の

で

る

る

。

共

の

結

川

市

自

然

事

前

の

院

佐

を

必

要

と

す

る

の

で

、

古同

凶

メ

ー

ト

ル

以

上

の

も

の

を

築

逃

し

ゃ

う

と

す

る

時

に

は

認

可

を

、

叉

高

二

メ

ー

ト

ル

以

上

四

メ

ー

ト

ル

迄

の

も

の

を

築

越

し

ゃ

う

と

す

る

時

に

は

届

間

金

要

す

る

様

K

友

っ

た

の

で

あ

る

d

同
何
時

一
一

が

一
知

靴

作

に

繁

か

れ

ろ

時

に

は

地

症

の

時

.

降

雨

の

時
位
一
寸

K

、

倒

壊

し

て

随

分

危

険

な

も

の

で

、

特

に

道

路

に

聞

す

る

場

合

等

は

保

安

上

危

険

の

度

を

増

す

の

で

、

一事

前

K

充

分

蛇

行

す

る

必

要

あ

り

と

さ

れ

、

一

巡

加

さ

れ

た

の

で

あ

る

ν

最

後

の

事

項

は

、

従

来

属

出

K

付

て

の

み

例

外

を

設

け

得

る

立

前

か

ら

、

第

百

間

十

同

僚

中

に

一

一唄

と

し

て

規

定

さ

れ

て

川

た

の

で

あ

る

が

、

認

可

に

付

て

も

特

徴

な

も

の

は

‘

居

川

和

何

度

に

止

め

、

若

は

全

然

手

続

を

裂

し

友

い

と

と

に

話

し

得

る

様

、

新

民

第

百

四

十

四

僚

ノ

一

一

を

迫

加

し

て

.

地

方

長

官

が

一

週

宜

取

扱

ひ

得

ら

・
れ

る

模

緩

和

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

第

百

凶

十

八

僚

は

建

築

工

事

場

の

臨

検

に

闘

す

る

胤

・じん

で

吏

日

の

み

で

は

官

吏

を

含

む

や

否

や

K

挺

を

生

や

る

e

h

叫

が

あ

る

の

で

、

之

を

明

脈

に

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

六

、

施

行

規

則

遁

用

除

外

に

闘

す

る

分

筑

間

十

三

保

ノ

二

と

第

百

四

十

九

保

ノ

ご

と

の

こ

向

僚

で

、

後

者

が

次

の

如

く

改

正

さ

れ

た
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疋

t築

文

改

第

百

凶

十

九

僚

ノ

二

第

七

僚

乃

至

第

二

十

三

係

、

第

二

十

五

係

筋

二

十

六

僚

第

二

十

七

僚

第

二

項

・

第

二

十

八

僚

乃

全

第

百

十

五

係

、

第

百

三

十

六

僚

ル

至

第

百

四

十

二

僚

及

第

匹

目

十

四

係

第

二

披

乃

至

第

四

枕

ノ

胤

定

ハ

内

務

大

任

ノ

指

定

ス

ル

阿

域

ニ

之

テ

池

川

セ

ス

現

副

割

判

川

ぺ

割

削

H

.

け

制

.パ

吋

制

対

叶

ノ

認

可

ヲ

剣

汁

1

.
叶

叶

川

吋

司

君

叫

司

例

制

叶

汁

刈

語

調

ペ

.現

可

叫

同

汁

捌

刈

斗

吋

判

」

一

叫

勺

什

割

A

サ

.討

対

」

材

汁

掛

川

社

刊

引

什

刈

第

百

四

十

九

依

ノ

二

と

一
去

の

は

市

街

地

位

築

物

法

油

川

匝

域

内

で

内

務

大

医

の

指

定

せ

る

阻

域

に

於

け

る

建

築

法

規

の

一

部

越

川

除

外

に

闘

す

る

槻

山

ん

で

あ

る

。

従

来

市

街

地

建

築

物

法

の

適

用

あ

る

同

域

で

は

.

北

ハ

の

全

部

を

泊

刑

さ

れ

る

か

然

ら

ざ

れ

ば

施

行

令

第

三

十

一

僚

の

規

定

に

依

っ

て

内

務

大

児

の

指

定

し

た

も

の

に

は

施

行

令

の

一

部

を

油

則

し

な

い

所

諸

経

利

規

定

が

適

刑

さ

れ

る

か

の

二

途

よ

り

な

か

っ

た

の

で

あ

る

口

現

在

の

様

に

聞

く

各

都

市

K

市

街

地

建

築

物

法

が

適

用

さ

れ

て

ゐ

る

拡

態

で

は

徐

り

に

大

別

的

に

過

ぎ

、

各

都

市

の

宜

以

に

耐

ふ

と

と

が

問

来

難

い

の

で

、

都

市

の

官

以

に

腔

じ

て

池

山

且

規

定

の

内

容

を

油

首

に

撰

搾

し

得

る

様

改

正

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

向

詳

し

く

説

明

す

れ

ば

、

所

制

緩

和

規

定

と

云

ふ

の

は

、

市

何

地

建

築

物

法

令

中

の

地

域

制

限

の

規

定

、

建

築

制

に

閲

す

る

規

定

、

防

火

地

匿

に

闘

す

る

規

定

及

屋

上

制

限

の

規

定

の

み

が

泊

刑

さ

れ

る

も

の

で

‘

従

来

は

施

行

令

第

三

十

一

僚

の

規

定

に

依

っ

て

内

務

大

慌

の

指

定

せ

る

地

方

市

街

地

で

は

‘

と

の

規

定

が

適

用

さ

第

七

見。

表

附

則

本

令

ハ

昭

和

七

年

二

月

一

日

ヨ

リ

之

テ

施

行

ス

z
u
 

」

N

M

イ傑

文

11主

第

百

四

十

九

僚

ノ

二

佐

九

一

保

乃

至

第

二

十

九

一係

、

約

二

十

七

係

筋

一

一

項

第

二

よ

ト
ト
八

俊

江

主

筋

「

日

十

七

艇

、

第

尚

一
一

一
イ

六

保

ル

王

第

-
白

川

十

三

係

法

第

h

凶

十

阿

保

れ

規

定

ハ

叫

羽

調

倒

湖

引

当

叶

1

倒

ぺ

刈

刈

司

叶

内

務

大

臣

ノ

指

定

ス

ル

区

城

ニ

之

ヲ

油

川

セ

ス

れ

て

ゐ

た

ω

六

大

都

市

の

如

く

小

山

拘

地

必

築

物

法

令

の

全

部

が

油

川

さ

れ

て

ゐ

る

も

の

に

比

し

て

は

制

め

て

仰

い

制

仰

山

で

あ

っ

た

の

で

あ

る

か

ら

、

今

度

の

改

正

で

共

の

中

間

の

制

限

を

受

け

る

都

市

を

も

設

け

作

る

様

第

二

項

を

記

加

さ

れ

た

の

で

あ

っ

て

、

規

定

の

誼

川

K

付

て

は

大

閥

次

の

如

き

凶

都

知

、

に

分

ち

て

考

へ

ら

れ

て

ゐ

る

。一

、

主

と

し

て

地

域

.

建

築

線

、

厚

相

帆

及

防

火

地

市

川

一

K

閲

す

る

事

項

を

油

川

す

べ

き

匹

成

(

従

来

の

絞

和

規

定

油

川

一腕

域

)

二

、

前

枕

の

外

建

築

物

の

高

及

室

地

に

闘

す

る

規

定

を

含

む

一

事

項

を

適

用

す

ぺ

き

区

域

三

、

前

統

の

外

建

築

物

の

桝

逝

設

備

、

一

笑

槻

地

院

及

特

殊

建

築

物

に

闘

す

る

規

定

の

一

部

を

含

む

事

項

を

池

川

す

べ

き

川

域

四

、

全

部

の

事

項

を

越

川

す

べ

き

川

城



市

街

地

建

築

物

法

施

行

規

則

の

内

構

造

強

度

に

闘

す

る

改

正

係

文

に

就

い

て
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本

令

施

行

前

市

街

地

建

築

物

法

施

行

令

第

三

当

制

ノ

鋭

定

-
一

依

ル

指

定

ア

リ

タ

ル

匹

域

ハ

第

r

M

四

十

九

僚

ノ

一

フ

規

・定

ニ

依

ル

内

務

大

臣

ノ

指

定

ア

リ

タ

ル

モ

ノ

ト

宥

倣

ス

第

百

四

十

九

僚

ノ

二

の

改

正

に

仲

っ

て

、

同

僚

の

規

定

に

依

る

内

務

大

臣

の

指

定

医

域

を

必

要

と

す

る

の

で

、

既

に

施

行

令

第

三

十

一

僚

の

規

定

K

依

っ

て

指

定

さ

れ

た

広

域

は

第

百

四

十

九

僚

ノ

二

の

規

定

に

依

る

指

定

直

域

と

一

計

倣

さ

れ

、

従

序

市

問

地

建

築

物

法

施

行

制

則

の

今

度

の

改

五

せ

ら

れ

た

各

僚

に

つ

き

共

の

内

詐

を

比

る

氏

、

過

去

十

数

年

間

の

施

行

の

経

験

に

鑑

み

組

立

の

不

備

な

劉

b

t

訂

正

訓

足

し

た

に

過

ぎ

な

い

も

の

も

あ

り

、

亦

一

而

原

理

の

進

歩

に

作

ひ

、

施

工

の

質

際

に

問

し

建

築

工

事

に

於

て

改

良

を

嬰

す

可

き

諸

引

に

闘

し

規

定

を

修

正

一以

は

起

加

さ

れ

た

も

の

も

多

々

あ

る

の

で

あ

り

ま

す

。

叫

怖

に

緋

地

強

度

に

山

附

す

る

祁

係

項

K

於

て

は

後

者

に

凪

す

る

改

正

多

く

建

築

技

術

と

施

工

の

・

百

際

と

慰

問

ζ

相

矛

盾

し

或

は

事

理

の

匙

歩

に

順

肱

し

な

い

憾

の

あ

る

貼

は

常

然

修

正

柿

足

せ

ら

る

可

き

で

b

り

ま

せ

ぅ

。

而

し

て

木

柿

浩

及

木

什

構

造

‘

石

構

匙

及

煉

瓦

也

、

又

は

樹

立

脱

突

に

附

す

る

規

定

の

如

く

技

術

上

の

、

氷

い

問

の

経

験

に

山

り

て

足

の

越

市
γ

を

則

定

せ

ら

れ

た

も

の

は

躍

に

施

行

の

運

川

を

よ

り

以

上

刷

滑

な

ら

し

め

ん

が

篤

、

或

は

只

事

務

簡

捷

を

計

る

震

の

事

務

的

字

何

の

修

疋

制

川

止

に

過

ぎ

友

い

改

正

で

、

し

か

も

僅

か

に

二

筒

俊

文

に

加

え

ら

れ

た

の

み

で

あ

り

ま

す

。

之

K

反

し

鍛

竹

橋

也

、

銀

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

桃

世

又

は

強

度

計

算

に

閲

す

る

来

の

緩

和

規

定

通

川

都

市

で

は

、

地

方

長

官

が

内

務

大

臣

の

認

可

を

受

く

れ

ば

高

及

室

地

氏

側

す

る

規

定

、

或

は

共

の

他

の

規

定

を

適

用

し

得

る

の

で

あ

る
。

ー

l

l

二

五

九

二

、

阿

ー

ー

ー

建

築

技

師

落

藤

士

口

藤

諸

規

定

に

於

て

は

可

成

り

内

容

の

盟

出
品

な

改

正

を

多

く

な

さ

れ

、

特

に

全

て

理

論

的

花

山

以

倣

は

れ

原

理

K

相

卒

行

し

て

規

定

せ

ら

れ

た

餓

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

締

匙

は

近

米

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

の

研

究

大

い

に

進

み

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

材

料

与

の

長

祉

の

進

歩

設

建

を

途

げ

た

の

で

従

来

の

規

定

で

は

製

理

よ

り

推

し

て

渦

込

し

得

る

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

'
一

は

得

難

い

と

と

が

明

か

と

な

り

、

と

t

A

K

於

て

遂

に

此

の

度

の

如

く

本

質

的

な

改

正

と

友

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

順

次

と

れ

か

ら

詑

相

似

す

る

改

正

候

文

、

並

に

従

前

の

俊

文

民

於

て

改

疋

を

加

え

ら

れ

、

追

加

、

削

除

叉

は

修

正

さ

れ

た

部

分

K

劃

し

て

は

縦

紘

(

|

|

)

を

以

て

一
不

す

と

と

に

す

る

。

一、

一

般

規

定

に

閲

す

る

分

構

造

強

度

K

闘

す

る

一

般

的

規

定

の

内

補

地

刑

材

料

の

品

質

制

定

の

第

四

十

四

僚

が

次

の

如

く

改

正

せ

ら

れ

た

d
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Bリ

表

第
改

疋

Ｑ ｾ 長

文

第

四

十

四

係

構

也

川

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

及

寸

モ

ル

タ

ル

」

ノ

原

料

ト

筋

ス

へ

キ

「

セ

メ

ン

ト

」

ハ

削

.1

判

剖

科

叶

材

倒

判

矧

州

剣

ゴ

叶

刈

制

対

J

d

q

i
川

川

抗

ノ

規

定

-
一

依

リ

合

格

シ

タ

ル

モ

ノ

ナ

凡

コ

ト

ヲ

要

ス

刷

川

淵

矧

叶

叶

叫

恭

司

一別

町

村

割

瑚

期

コ

.叶

捌

A
対

寸

計

州

制

凶

斗

汁

1

.汁
引

け汁

到

本

係

改

正

の

要

旨

は

ー

、

陶

工

省

牛

肉

一

不

日

本

棋

準

規

絡

に

準

擁

し

た

と

と

0

2

、

柿

逃

用

材

料

と

明

雌

K

限

定

せ

ら

れ

た

と

と

e

3

、

構

造

刑

雌

延

鋼

材

の

品

質

κ
閲

す

る

川

脱

出

足

を

本

僚

に

取

極

め

ら

れ

た

と

と

規

絡

(

日

本

棋

準

規

絡

を

略

拠

す

)

第

二

十

八

披

は

「

ボ

ル

ト

ラ

ン

ド

セ

メ

ン

ト

」

規

格

、

第

二

十

九

蹴

は

「

高

服

セ

メ

ン

ト

」

規

格

を

定

め

、

第

二

十

枕

に

は

構

世

刑

駅

延

鋼

材

の

品

質

に

闘

す

る

規

格

を

示

し

て

ゐ

る

「

セ

メ

ン

ト

」

の

円

川

一

伎

に

つ

い

て

は

躍

に

規

格

品

材

班

に

移

さ

れ

た

の

み

で

質

質

上

従

前

と

大

し

た

鑓

化

は

泣

い

が

銭

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

に

使

用

す

る
「

セ

メ

ン

ト

」

は

共

の

唄

度

(

耐

限

強

度

)

が

直

接

K

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

ω
強

度

を

支

配

す

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

成

る

可

〈

は

耐

廊

一
強

度

の

大

き

な

「

セ

メ

ン

ト

」

を

使

用

す

る

と

と

が

肝

要

事

で

る

り

E

経

摺

的

K

も

大

い

に

得

策

で

あ

る

ふ

従

来

「

セ

メ

ン

ト

」

の

強

度

試

験

は

抗

張

試

験

の

み

在

意

味

す

る

か

の

如

く

一

般

に

行

は

れ

て

ゐ

た

が

、

お
γ

ろ

附

雌

一
試

験

が

京

市

古

で

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

強

度

K

封

し

「

セ

メ

ン

ト

」

耐

限

強

度

試

験

は

、

玉

要

友

役

目

を

勤

め

る

も

の

で

あ

る

。

(

第

百

二

僚

ノ

二

参

附

…

)

今

矯

念

「

ボ

ル

ト

ラ

ン

ド

セ

メ

ン

ト

」

組

格

"人
4刈ニ

J ‘  

fjlj 

文

イ際

第

川

十

同

僚

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

及

「

モ

ル

タ

ル

し

ノ

原

料

ト

筋

ス

ヘ

キ

「

セ

メ

ン

ト

ハ

川
割

弱

剖

剥

1

1叶

ゴ

j

l勺

1

4

U認

調

叉

ハ

商

工

省

告

示

高

値

セ

メ

ン

ト

試

験

方

法

ノ

組

定

ニ

依

リ

介

格

シ

タ

ル

モ

ノ

ナ

ル

事

ア

要

ス

第

八

十

二

係

建

物

ノ

緋

叫

-
一

使

用

ス

ル

卸

材

ノ

品

質

ハ

腔

促

強

度

一

卒

方

糎

エ

-E

・I

・-
-
-
-
-
-
-
-
-
l
i
l
-
-
4

4
1

-

A

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
E
-
-
t
i
-
-
-
-
-
-
-
t

・1

・・・・・・・

E
a
-
-
-
-
-
-
-
-
E

・I

・-
E

・・・・・・・・・・・・・・

1

・
・
・

aa

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
I
z
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

付

二

千

d

ハ

百

庖

以

上

、

何

度

山
同

級

片

小

何

ノ

八

似

以

上

ニ

付

山

分

ノ

二

十

以

上

ノ

モ

ノ

ナ

ル

コ

ト

ヲ

裂

ス

矧

川

叶

川

件

付

ゴ

叫

制

釧

寸

斗

斗

什

川

川

叶

1

捌

叫

.J

川

川

寸

川

.
釧

制

ぺ

川

間

什

矧

川

叶

斗

倒

ぺ

瑚

定

一
一

依

ル

〈

シ

の

内

主

要

な

る

試

験

規

定

を

示

せ

ば

次

の

如

し

。

mi セ....， イ共耐
膨

il語

準メ 試 膝 脹 試

ｙ ｾ＠
性

砂ト調ｾｭＮ 末

」ー £口泊、 ｾ＠ 験

比皮 裂
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額
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日
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裂
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〉 砥
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O 時

一 世
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限
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皮
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内
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位 限 fl¥]JF.*度

浸水 %七氏ー

3，. 十I
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断 度 成3 T 〕う 九
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引1'-1 ノ、 f!t 抗

)i (  

右 試 張

= 初

同，初 出官
熱

Me 

シ一・TAT  

酸 比 皮

、、ー_./

減
俊 i沈

ι←t  上

i行j [  .. J  
ｾ、、

民

合

fit  I  :fi i  ir巴t ど1s
有 I¥.  ーと

可3 - I1iL ι  日 日

ルーヒニ 二

ー - 1 p..Ll 

ラ日イJ 五 付O
tt 1是 % %  %  

J変ノ) 砥 - Ji1 

以 以

ス力以ハ 以 (
下 F  

〉 ヨ 卜一 一 t -
ヒヨ7

リハ l p. ヱド。0 1

大他 方 方
!i1)白

ナ シ栴 ヰ定
一 ! ー

試

験

片

r 、、

E折

而

積

ヨ主

z] 王

方

籾

' -'  

一」

以

上

の

試

験

は

試

験

片

を

製

作

し

て

か

ら

二

十

八

日

聞

を

要

す

る

故

工

事

に

使

用

す

る

少

く

と

も

一

ヶ

月

以

上

前

花

供

試

慌

を

取

っ

て

試

験

を

詰

求

し

友

い

と

工

事

K

組

蹄

を

来

す

民

が

あ

る

。

一

般

の

「

セ

メ

〉

ト

」

製

匙

合

枇

は

共

の

製

品

に

付

月

々

試

験

を

行

っ

て

共

の

紡

洪

を

殻

表

し

て

ゐ

る

か

ら

共

れ

に

操

っ

て

或

科

度

の

品

質

判

断

を

下

す

と

と

は

川

来

得

る

が

、

併

し

「

セ

メ

ン

ト

」

は

普

通

製

匙

後

二

一

ヶ

月

白

位

か

ら

風

化

の

自

著

し

〈

鎧

質

が

目

立

つ

も

の

で

あ

る

か

ら

‘

試

験

後

三

ヶ

月

以

上

を

粧

た

時

又

は

貯

蹴

方

法

が

恕

く

て

塊

が

出

来

た

と

き

は

川

試

験

を

行

っ

た

上

で

使

川

し

友

く

て

は

な

ら

な

い

。

斯

く

の

如

き

場

介

は

背

泊

工

事

現

場

に

於

て

行

は

れ

る

震

試

験

K

長

時

日

を

貸

す

と

と

が

附

鰍

で

、

右

の

試

験

を

な

す

則

川

ル

有

し

な

い

相

指

令

は

少

く

と

も

左

記

項

目

に

就

い

て

ム

円

.

不

A

H

格

を

訓

ベ

る

嬰

が

あ

る

。

tl 百E二セ6f{j、t，ifij j  

功ミ 膨

当主:話廊 Jlk 

;正

砂ト 制 強
熱

性

E量」 合

4量

上七度

寄r生、
ーー 、J

同 !日l半哲
減

来;4
有i

日;品

法ｩＧ ｾ ｬ＠

五I

目

七 、J

日 日

チ日 = ニ 柄-- i [l q  

，@j 

ｾノイサニ］干 ￯ Ｎ Ｑ ｾＶ＠

事裂正

規

ス力 区 O イナO 以
村T

〉 ヨ iJ RZ ) 砥 下

シ ノ

リ). ;，"，IJ.')."" r 、

大 但 ー 上 ー
dフb巳F  町4

ブバ卒| -?;、ι  

}3f. 

ノレ 主糎 方
、J

IJ .，¥ 時 ｆｾ ｾ き
イ七

試 十二鋭 {Jj ll  

験 王子 七氏

nu%- .  

望号、成司・

fqll 形皮

後以

四 、

時フk

後111] 二Q  

母J子

一

共

に

日

本

標

準

胤

絡

第

二

十

続

は

格

治

州

肱

一
延

鋼

材

の

規

格

が

一
不

さ

れ

、

此

の

第

二

十

披

に

依

る

品

質

に

合

格

す

る

も

の

、

叉

は

共

れ

以

上

の

も

の

を

使

則

す

る

様

本

僚

に

於

て

定

め

て

あ

る
。

規

格

第

二

十

競

で

は

主

要

た

抗

張

試

験

規

定

に

於

て

鋼

材

の

抗

張

力

は

故

小

‘

最

大

の

雨

限

度

を

以

て

制

限

せ

ら

れ

其

の

純

間

内

の

抗

張

力

を

有

す

る

鋼

材

を

合

格

川

川

と

定

め

あ

る

も

本

僚

に

於

て

は

品

質

以

上

で

あ

れ

ば

宜

い

の

で

あ

る

か

ら

最

小

を

単

撮

し

て

最

大

を

超

過

す

る

も

支

附

な

い

諜

と

な

る

、

篤

念

抗

張

試

験

規

定

を

本

僚

を

以

て

表

示

す

れ

ば

次

の

如

く

な

る

。

ｾｊｾ＠ l 銭 w  Lf. ff <  J，l j  

:f!Ti 
ト筋

L  

「

j刊コ
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利 3判 リ G河 鋼 鋼 板

ー一ー

抗

pq  
プL ブL ブL

ヲプ

ここE長
民J. 以. J.'J  以

コ

ー仁 J:. 上

=1J  

賀1 安5 首3 賀3 第 第

負ぢ 試標

自量 保

抗

盟主 骨 ｉ ，ｾ 自主 骨E 骨E 骨主

骨足 片iJ!i

厚 厚

ゾL 九

fl[ l  

粍 粍

ラ長 以

pq ーじ 三日
一子王

以 以. J;). 以 以 以

七

J;). J.'). %  
斗一;

上 上 守ヒ J:. 
上 上

二
、

鎖

骨

構

造

に

閲

す

る

分

餓

什

構

世

に

闘

し

て

は

第

八

十

二

僚

の

鋼

材

品

質

規

定

が

前

記

の

如

〈

改

正

第

四

十

同

僚

K

包

含

せ

ら

れ

た

る

需

削

除

と

友

り

瓶

一

按

ム

円

に

閲

す

る

規

定

の

第

八

十

三

僚

に

次

の

如

く

改

正

を

加

え

ら

れ

た

の
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=  

表

第改

(傑

TE  

文

第

八

十

三

保

建

物

ノ

構

也

ニ

使

m
ス

ル

釧

叉

ハ

錬

餓

ノ

主

要

ナ

ル

構

材

ノ

接

合

ニ

ハ

制

対

副

叶

司

.4
可

制

叶

川

麹

町

刻

イ

対

闘

っ

叶

制

対

刻

口ノ

外

「

リ

ベ

ッ

ト

」

ア

使

則

ス

へ

シ

接

合

川

「

リ

ベ

ッ

ト

」

又

ハ

「

ボ

I

ル

ト

」
ノ

中

心

距

離

ハ

共

ノ

芭

何

ノ

二

机

宇

未

満

ト

共

ノ

中

心

十

材

端

ト

ノ

距

離

ハ

共

ノ

直

純

ノ

一

似

宇

未

満

ト

震

ス

可

ラ

ス

新

た

に

改

正

.

追

加

せ

ら

れ

た

要

旨

は

ー

、

総

接

技

術

の

進

沙

に

作

ひ

或

程

度

ま

で

山

尚

一杯

せ

し

め

得

る

様

改

め

ら

れ

た

〉

」

ム

」

0

2

、

組

立

家

昆

の

如

く

物

と

場

合

と

陀

依

り

特

別

の

接

合

方

法

を

認

め

貨

際

に

即

し

運

川

せ

し

め

る

様

に

な

っ

た

、
』
と

。

従
一

米

は

餓

汁

構

巡

の

接

合

は

殆

ん

ど

鋲

接

ム
H

K

限

定

せ

ら

れ

、

技

術

上

鋲

接

合

の

不

可

能

な

る

場

行

或

は

共

の

他

仕

事

上

良

K

己

む

を

得

'?

と

認

め

得

る

場

人

け

に

の

み

除

外

せ

ら

れ

て

ゐ

た

に

過

ぎ

な

か

っ

た

が

、

改

正

保

文

の

如

く

文

附

の

な

い

場

合

に

は

「

ボ

l

ル

ト

'
一

接

合

、

或

は

電

策

、

瓦

斯

に

よ

る

鈴

様

ム
n

を

も

或

る

組

問

内

に

於

て

は

認

め

ら

れ

得

る

と

と

L

な

っ

た

G

勿

論

、

電

気

熔

接

技

術

の

進

歩

殻

迷

が

本

僚

の

如

き

改

正

の

一

大

誘

凶

を

な

し

た

も

の

と

恕

像

出

来

る

が

、

保

文

に

於

て

明

阪

な

如

く

、

接

合

の

主

慨

は

「
リ

ベ

ッ

ト

ー

接

A

け

で

あ

り

、

電

気

熔

援

は

パ

イ

表

第

見リ

改

正

イ保

文

第

八

十

八

保

鋭

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

梢

匙

ニ

使

川

ス

ル

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

ハ

左

ノ

規

定

-
一
依

ル

へ

シ

但

シ

共

ノ

川

注

-
一

依

リ

巴

ム

テ

得

ス

且

時

也

上

支

附

ナ

キ

従

'

H

H

J

 

J

H

川

イl条

文

第

八

十

三

保

建

物

ノ

柿

逝

ェ

使

朋

ス

ル

釧

又

ハ

錬

餓

ノ

主

製

ナ

ル

梢

材

ノ

接

合

ニ

ハ

巴

ム

ヲ

符

サ

ル

場

合

ノ

外

「

リ

ベ

ッ

ト

」

ア

使

川

ス

ヘ

シ

接

A

H

用

「

リ

ベ

ッ

ト

」

叉

ハ

「

ボ

l

ル

ト

」

ノ

中

心

距

離

ハ

共

ノ

山

側

ノ

二

似

宇

米

洲

ト

、

共

ノ

中

心

ト

材

端

ト

ノ

距

郎

ハ

共

ノ

直

作

ノ

一

似

牛

米

満

ト

話

ス

へ

カ

ラ

ス

プ

ハ

ウ

ス

椛

也

の

捻

ぢ

地

ぎ

或

は

刺

立

'

誠

一
艇

の

場

合

の

ボ

1

ル

ト

接

合

と

同

拡

に

山
唱

に

詑

和

規

定

で

あ

り

、

支

昨

な

き

場

介

氏

映

り

認

め

ら

れ

る

も

の

と

併

す

可

き

で

あ

ろ

う

。

一
、

設

筋

1

コ

ン

ク

リ

ー

ト

L

慎

重

沼

に

関

す

る

分

餓

筋

「
コ

ン

ク

リ

ー

ト

'
一

昨

世

に

閲

し

て

は

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

の

品

質

規

定

(

併

せ

て

剖

合

制

限

)

で

あ

っ

た

第

八

十

八

保

K

以

上

小

的

友

改

正

を

加

え

ら

れ

、

北

ハの

他

に

般

市

筋

規

定

の

第

九

十

僚

を

僚

交

絵

理

上

削

除

し

て

旅

行

十

二

係

ノ

三

氏

移

し

れ

時

治

医

闘

す

る

第

九

十

.

依

然

凶

蹴

に

緩

和

制

定

を

新

た

に

出

川

せ

ら

れ

た

。

説

明

の

都

合

上

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

い

訓

A

H

K

闘

し

て

は

参

川

保

交

を

括

弧

刊

と

し

て

列

記

す

る

。"  Fど

- > J .  

(j lJ  

文

{(;長

第

八

十

八

保

餓

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

'

橋

治

二

悦

川

ス

ル

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

ハ

左

ノ

規

山

一
一

依

ル

ヘ

シ

仰

い

シ

北

ハ

ノ

別

注

-

一

依

リ

じ

ム

テ

得

ス

ι柿

辿

上

支

川

町

ナ

キ
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モ

ノ

エ

在

リ

テ

ハ

地

方

長

官

ノ

許

可

テ

受

ケ

第

三

披

ノ

規

定

ニ

依

ラ

サ

ル

コ

ト

ア

得

一

、

砂

、

明

刈

刈

イ

同

司

ハ

泥

土

、

陥

叫

分

制

樹

州

等

テ

合

マ

サ

ル

モ

ノ

ナ

ル

事

二

、

砂

利

叉

ハ

砕

石

ハ

硬

質

-
一

シ

テ

二

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

二

分

ノ

一

目

飾

テ

通

過

シ

且

鍛

筋

相

互

間

及

鍛

筋

ト

仮

構

ト

ノ

間

ア

自

由

ニ

通

過

ス

ル

モ

ノ

ナ

ル

コ

ト

三

、

煉

瓦

川

、

石

炭

蹴

ノ

類

ハ

之

ヲ

使

用

セ

サ

ル

コ

ト

四

、

州

司

叫

伺

汁

4

.
ヰ

什

川

川

』

汁

倒

川

寸

湖

首

ナ

ル

モ

ノ

ナ

ル

コ

ト

(

第

百

二

係

/
一

:

第

三

項

第

四

項

第

況

項

参

照

)

第

百

十

二

係

ノ

三

-

繋

筋

規

定

、

第

百

十

二

係

ノ

三

ニ

於

テ

説

明

〉

第

九

十

一

候

餓

筋

，

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

桂

ノ

構

逃

ハ

左

ノ

規

定

ニ

依

ル

ヘ

シ

一

、

主

筋

ハ

同

本

以

上

タ

ル

コ

ト

二

、

終

筋

ノ

中

心

距

離

ハ

尺

以

下

ト

シ

且

主

筋

直

純

ノ

十

五

机

テ

超

過

セ

サ

ル

コ

ト

三

、

柱

ノ

小

川

町

ハ

共

ノ

主

妥

支

貼

間

距

離

ノ

十

五

分

ノ

一

以

上

ナ

ル

コ

ト

四
、

主

筋

ノ

断

面

積

ノ

和

ハ

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

ノ

有

効

断

面

積

一
一

封

シ

八

十

分

ノ

一

以

上

ナ

ル

コ

ト

倒

バ

刑

』

引

制

計

制

品

剖

判

闘

』

司

市

明

汁

バ

叶

剖

引

汁

川

湖

付

ロ

ハ

此

ノ

阪

J

コ

汁

汁

刈

第

八

十

八

僚

の

改

正

要

旨

は

ー
、

調

合

に

闘

す

る

一

律

的

規

定

を

鹿

止

し

た

ζ

と

2

、

調

合

の

経

情

的

設

計

の

自

由

を

訟

め

た

と

と

3

、

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

製

作

に

必

須

の

目

標

を

示

し

て

調

合

選

定

範

聞

を

制

限

し

た

と

と

。

4

・

餓

筋

の

品

質

に

闘

す

る

項

を

第

四

十

同

僚

に

整

理

し

削

除

し

た

と

と
。

モ

ノ

エ

在

リ

テ

ハ

地

方

長

官

ノ

許

可

ア

受

ケ

第

三

蹴

及

剣

川

淵

ぺ

規

定

ニ

依
一
フ

サ

ル

コ

ト

テ

得

一

、

砂

ハ

泥

土

、

随

分

等

テ

含

マ

サ

ル

モ

ノ

ナ

ル

コ

ト

二

、

砂

利

叉

ハ

陣

石

ハ

硬

質

?

ン

テ

二

制

二

分

ノ

一

目

飾

テ

通

過

シ

且

餓

筋

相

互

聞

及

鍛

筋

ト

仮

構

ト

ノ

問

テ

自

由

ニ

通

過

ス

ル

モ

ノ

ナ

ル

コ

ト

三

、

煉

瓦

屑

・

石

炭

雄

ノ

類

ハ

之

ヲ

使

刑

セ

サ

ル

コ

ト

回

、

コ

J

外

川

叶

叶

刀

訓

針

叫

剣

叶

司

刈

斗

叶

す

剖

樹

寸

寸

判

ゴ

叫

リ

h
w

刈

刈

叶

叫

羽

叶

ぺ

刻

樹

ペ

材

対

汁

.制

湖

叶

叶

刈

斗

叶

叫

斗

叶

バ

J

4↓
.
叶

千

到

d

d
什

剖

汁

川

引

っ

寸

刻

対

利

叶

刈

.

釧

淵

寸

斗

斗

汁

川

叶

叶

叶

糊

剖

斗

倒

胤

斗

川

現

制

ぺ

川

胤

苅

寸

.吋

川

叶
J

川

第

九

十

僚

削

除

第

九

十

一

一

保

鎖

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

桂

ノ

構

也

ハ

左

ノ

規

定

-

一

依

ル

ヘ

シ

一

、

主

筋

ハ

四

本

以

上

タ

ル

コ

ト

二

、

製

筋

ノ

中

心

距

離

ハ

一
μ

八

以

下

ト

シ

且

主

筋

直

純

ノ

十

五

机

テ

超

過

セ

サ

ル

コ

ト

三

、

柱

ノ

小

筏

ハ

其

ノ

主

要

文

則

間

距

離

ノ

十

五

分

ノ

一

以

上

ナ

ル

コ

ト

四

、

主

筋

ノ

断

面

積

ノ

和

ハ

「
コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

ノ

有

効

断

面

積

-

一

割

シ

八

十

分

ノ

一

以

上

ナ

ル

コ

ト

5

、

其

の

他

躍

に

文

句

の

修

五

を

・な

さ

れ

た

と

と

。

従

前

は

第

八

十

八

僚

第

四

披

K

於

て

調

合

割

合

乞

「

セ

メ

ン

ト

」

一

に

針

し

骨

材

総

量

六

を

超

え

て

は

な

ら

ぬ

様

容

積

比

を

以

て

配

合

を

制

限

し

、

廠

力

度

K

闘

す

る

第

百

二

僚

で

「

セ

メ

ン

ト

」

一

、

砂

二

、

砂

利

四

の

現

場

調

合

比

を

定

め

殆

ん

ど

劃

一

的

調

合

規

定

と

し

て

施

行

せ

ら

れ

て

ゐ

た

が

、

剥

一

的

調

合

は

不

合

理

も

直

し

き

と

と

が

質

殺

せ

ら

れ

た

の

で

之

が

陵

止

と

・

な

っ

た

。

本

来

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」
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の

品

質

と

佐

力

度

と

の

聞

に

は

不

可

分

友

閥

係

を

有

す

可

き

が

首

然

で

る

り

、

且

構

材

と

し

て

の

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

は

共

の

最

大

陸

盤

強

度

(

破

壊

強

度

)

の

大

小

、

並

に

出

来

上

り

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

の

良

否

に

重

要

な

役

目

を

も

っ

施

工

の

難

易

と

に

よ

っ

て

制

阪

さ

る

可

き

で

あ

る

。

而

し

て

最

大

雌

-

臨

強

度

を

支

配

す

る

フ

ァ

ク

タ

ー

は

単

に

調

ム

口

の

み

で

友

く

「

セ

メ

ン

ト

」

の

強

度

、

水

日

五

.

調

介

比

、

庁

材

粒

大

並

割

合

・

気

温

、

軟

度

等

を

象

げ

る

事

が

出

来

、

共

の

組

合

せ

に

よ

っ

て

は

同

一

頭

度

の

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

一

は

如

何

な

る

調

合

割

介

で

も

得

る

と

と

が

出

来

る

と

云

っ

て

も

宜

い

の

で

あ

る

。

共

の

様

に

種

-
H

の

調

合

割

合

の

内

、

経

情

的

友

も

の

を

選

定

す

る

自

・闘

を

興

へ

剤

一

的

調

合

を

股

止

し

た

出

来

上

り

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

は

完

全

友

出

来

柴

ぇ

、

換

言

す

れ

ば

一

鞘

の

「

豆

板

」

も

生

じ

た

い

と

と

が

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

本

来

の

使

命

を

川

町

す

儒

K

は

必

似

の

僚

件

で

あ

ろ

う

。

と

の

意

味

K

於

て

従

来

の

一

、

二

、

四

割

合

比

は

不

通

世

間

で

非

常

K

仕

事

の

凶

難

た

硬

練

に

す

る

か

、

或

は

水

の

み

増

し

て

、

粘

り

の

な

い

均

抗

で

・

な

い

も

の

に

ま

で

流

動

性

を

噌

す

か

で

あ

っ

て

前

記

の

意

味

に

於

て

不

適

首

至

極

な

も

の

で

あ

っ

た

が

、

今

後

は

其

の

必

倒

要

件

を

掲

げ

均

質

な

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

い

を

得

る

に

趨

前

友

軟

度

で

な

く

て

は

友

ら

ぬ

様

調

合

を

限

定

せ

ら

れ

た

。

従

っ

て

賞

際

上

建

築

工

事

に

不

適

首

な

著

し

く

硬

繰

り

の

も

の

或

は

軟

練

り

の

も

の

は

不

可

で

、

粘

り

が

あ

り

、

第

表

四

月リ

イ傑

文

改

iE 

第

九

十

五

保

高

五

十

尺

を

超

過

す

る

煙

突

は

錨

地

叉

ハ

銭

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

進

ト

シ

支

綿

ラ

要

セ

サ

ル

構

造

ト

篤

ス

ヘ

シ

叫

叶

倒

剖

吋

ぺ

倒

剣

斗

ぺ

汀

副

対

副

討

対

附

汁

斗

叶

剖

パ

梢

倒

矧

附

汁

附

斗

刊

司

バ

バ

バ

4

A

A

M

A
凶

J

1

η

ラ

ズ

鍛

造

叉

ハ

餓

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

浩

一
-

非

サ

ル

臨

柴

-
一

シ

テ

高

三

十

μ

八

ヲ

超

過

ス

ル

モ

ノ

ユ

在

リ

テ

ハ

餓

材

ヲ

以

テ

泊

首

ナ

ル

柿

路

、

テ

潟

ス

ヘ

シ

仕

事

に

薬

及

軟

さ

を

有

す

る

調

合

を

選

ば

な

く

て

は

た

ら

ぬ

と

と

に

友

っ

た

。

兵

帥

閥

的

K

云

へ

ば

共

の

軟

さ

が

所

謂

ス

ラ

ン

プ

試

験

標

準

方

法

(

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

を

一

定

の

型

・中

氏

入

れ

直

に

此

の

型

を

垂

直

に

静

に

引

上

げ

た

際

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

が

崩

れ

落

ち

た

高

仮

差

を

以

て

測

定

す

〕

に

依

り

「

ス

ラ

ン

プ

」

十

五

糎

乃

至

二

十

五

糎

位

の

範

囲

を

要

求

し

て

ゐ

る

と

併

す

可

き

で

る

る

。

向

最

も

壇

賞

し

た

「

ス

ラ

ン

プ

」

は

次

の

数

値

位

と

思

は

れ

る

。

法

礎

叉

は

大

き

友

-w

廿

積

の

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

「

ス

ラ

ン

プ

」

十

九

料

以

下

一

般

構

治

部

二

十

二

極

以

下

十

九

州

帆

迄

鎖

骨

鍬

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

二

十

三

桝

以

下

二

十

制

迄

以

上

の

如

く

制

ム

口

と

軟

度

と

の

聞

に

は

統

接

な

閥

係

が

あ

り

且

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

品

質

は

許

容

除

カ

度

に

も

相

闘

聯

し

て

ゐ

る

か

ら

本

僚

の

軟

度

規

定

と

第

百

二

係

ノ

二

及

第

百

二

僚

ノ

三

と

共

に

割

合

共

の

他

品

質

を

支

配

す

る

諸

黙

を

制

以

し

、

将

来

取

締

っ

て

行

か

う

と

云

ふ

と

と

に

改

め

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

。

倫

詳

細

は

第

百

二

僚

ノ

こ

に

於

て

説

明

す

る
。

回

、

濁

立

煙

突

に

関

す

る

分

従

来

本

僚

に

は

按

和

規

定

た

く

、

如

何

な

る

場

合

に

も

五

十

尺

を

超

過

す

る

煙

f位

1保

女:

高官
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突

は

支

線

を

裂

し

な

い

自

立

煙

突

と

し

友

く

て

は

な

ら

な

い

と

と

に

な

っ

て

ゐ

た

が

、

一

覧

際

工

場

等

で

炭

火

災

等

の

震

焼

失

が

大

被

害

を

受

け

た

場

合

友

ど

に

、

何

を

用

い

て

も

作

業

を

権

政

し

て

行

か

左

く

て

は

な

ら

ぬ

綾

な

逼

迫

し

た

事

情

が

あ

る

時

は

仮

設

的

の

意

味

を

以

て

支

線

を

川

ひ

た

構

造

の

も

の

も

許

可

し

得

る

様

緩

和

し

た

の

で

あ

る

。

別

表

第

五

己女

正

保

文

第

百

二

保

強

度

計

算

ニ

於

テ

建

築

物

ノ

各

部

分

ニ

生

ス

ヘ

キ

舷

力

度

ハ

各

種

材

料

ニ

付

左

ノ

限

度

テ

超

過

ス

ヘ

カ

ラ

ス

一

懸

底

力

度

一

腹

張

力

度

一

悠

現

力

度

一

腹

匙

力

度

一
子

扇

町

一

穂

)

士

一

-
怖
い
町
糎

)

一

(

一
一
紳
助

F

一

三

一

紳

助

3

栗

一

九

0

・

0

一

九

八

引

・

0

一

九

・

o
一

九

ハ
引

(

山

川

|

「

い

同

半

1

0
一

七

・

沢

一

七

五

・

0

同
レ
ゴ

y

、
伊

ト

1

1
♀

£

引

士

一

引

白

μい

川

崎

げ

門

「

向

。

一

五

O

日

「

一げ

o

一

ー

山

門

岡

ト

民

主

1

1

一

一

同

|

質

安

山

岩

一

川

W

J「

「

一

煉

一

日

同

一

|

1

1

」

!

「

一

一

一

0

0

一

一
一

千

三

0

一

材

事}

傑

丸;

fii 

一

コ

Y

ク

リ

l

ト

}

「

一
，

セ

メ

ン

ト

」

一

ム

砂

三

戸

砂

利

又

ハ

砕

石

六

五

0

・

り

一

五

・

。

九

-
n

。

玉

、

強

度

計

算

に

閲

す

る

分

制

度

計

算

に

閲

し

て

は

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

の

腔

力

皮

及

訓

ム

口

氏

側

す

る

第

百

二

依

ノ

二

、

第

百

二

僚

ノ

三

、

及

主

筋

を

横

断

す

る

面

の

肱
，

兇

力

度

、

並

に

紫

筋

規

定

た

る

第

行

十

二

依

ノ

二

、

第

百

十

三

旅

ノ

コ

石

新

作

同

交

を

改

正

の

主

刷

版

と

す

る

「コ

y

F

リ

l

ト

一

「

一

，

セ

メ

ン

ト

」

一

ム

砂

二

(

砂

利

又

ρ

砕

石

間

ノ，巴

Fど

ｾ，Ｎ＠

Ij lJ  

。主

文

第

百

二

係

強

度

算

計

ニ

於

テ

建

築

物

ノ

各

部

分

ニ

生

ス

ヘ

キ

肱

カ

度

ハ

各

種

材

料

ニ

付

左

ノ

限

度

テ

超

過

ス

ヘ

カ

ラ

ス

一

腹

底

力

皮

一

際

張

力

度

一

鹿

野

カ

皮

一

際

曲

力

度

広

隔

防

け

に

ト

同

ー

に

と

一

-Z
糎

)

一

ご

紳

助

糠

)

ケ

以

ほ

「

九
0

・
0

一

引

「

引

い
ぴ

松

一

七

千

円

一

七

五

・

o
一

七

三

同

レ

ゴ

ム

」

一

千

O

一

ー

は

o
一

三

ー

一

l

晴

)

北

海

道

?

と

五

0

・

A

5
ι

一

千

C

一

-
M

1

尚

い

円

一

一ー
は

.
。
ト

l

ー

|

「

i

i

L

|

川

質

安

門

洋

一

!

へ

0

・
3

一

'

一
:

|

一

煉

積

↑
ー
ド

比一

|

「

l

|一

一

一

一

四

・

五

銭

筋

「コ

一

一

司

圧

〉一

耳

庄

一
構

造

ニ

於

テ

主

一

一

E

A

(

一

R

S

一筋

ラ

横

断

ス
ル

一

一

一

一

面

=

封

シ

ラ

'

一

一

一

一

九

・

O

一

材

料

機

栗

] [  

七

五

・

O

六

五

・

。

Th

o

-

。

一

五・

O

九

・

O

月

五
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fk 錬

c.a 

八

有

一

0

・

ゎ

銭

銭

二

0

0

・0

前

表

一
一

於

ケ

ル

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

ノ

調

合

割

合

ハ

容

積

子

以

テ

シ

「

セ

メ

ン

ト

」

ハ

千

五

百

キ

ロ

グ

ラ

ム

ヲ

以

テ

一

立

方

米

ト

ス

品

質

特

-
一

劣

等

ナ

リ

ト

認

ム

ル

モ

ノ

ニ

封

シ

テ

ハ

地

方

長

官

ハ

第

一

項

ノ

限

度

ヲ

保

下

セ

シ

ム

ル

コ

ト

テ

得

第

百

二

僚

ノ

二

強

度

計

劃

-
一

於

テ

掛

筋

一

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

構

詰

ノ

各

部

分

-
一

生

刈

寸

寸

寸

司

l

y

ク
l

川

叶

叶

叶

什

闘

対

珂

叶

剖

ぺ

叫

胤

叶

叫

胡

刈

寸

刈

寸

刈

一

際

底

力

皮

一

路

張

力

皮

一

際

努

力

回

I

l

l

1
」

「

ト

ト

ト

励

!

日

|

一

(

一

一

一

部

将

)

一

(

↑

肝

断

続

)

一

一

躍

膝

想

以

ノ

ヨ

利

一

昨

出

血

抑
制

度

/

一
一
一

什

斗

耐

困

制

度

ーパ

司

叶

一

一

ノ

一

且

一

分

ノ

一

江

一

分

ノ

一

且

一

「
1

1

-

-

広

いO

一

l

i

l

-

-

片

ゆ

「

I

l

i

-

-

ら

一

銅

剣

寸

叶

刈

什

什

叶

汁

斗

寸

倒

川

刈

バ

.
寸

斗

オ

什

什

叶

叶

叶

叶

，

寸
平

方

セ

ン

チ

メ

1

・

E

E

E

E

'

S

E

E

E
』

E

E

E

E

'

E

・

E

-

E

E

E

'

l

a

E

B

E

E

S

E

B

B

-

E

E

E

S

E

-

T

d

』

E

a

E

1

2

E

Z

E

E

-

'

l

E

E

B

a

a

-

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

'

E

'

l

ト

パ

=

府

い
カ

寸

キ

三

グ

ラ

ム

以

土

ノ

飽

邸

一
町

内

出

テ

有

ス

ル

モ

ノ

タ

ル

ベ

シ

朔

斗

胡

ぺ

同

闘

訓

剖

イ

討

対

斗

倒

川

掛

川

叶

バ

4

A
升

叫

湖

刈

寸

J

つ

汁

.
斗

倒

.バ

制

吋

汁

川

淵

刷

対

湖

斗

倒

叶

ヨ

オ

什

叶

寸

』

什

瑚

周

汁

判

例

ベ
パ
.
外

刈

寸

寸

一
一

付

テ

ハ

此

ノ

限

ニ

在

-

フ

ズ

O

一

土

砂

一

一

F

一

「

コ

y

p

p

l

ト

」

「

「

セ

メ

Y

ト

」

一

ム

秒

三

一

砂

利

又

ハ

略

石

六

軟

鋼銭

。

一

一

五

0

.

。

錬

八

五

0

・
。

餓

童書

二

0

0

・。

前

表

一
一

於

ケ

ル

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

ノ

調

合

割

合

ハ

容

積

テ

以

テ

シ

「

セ

メ

ン

ト

」

ハ

千

五

百

五

十

苅

テ

以

テ

一

立

方

米

ト

ス

品

質

特

=

劣

等

ナ

リ

ト

認

ム

ル

モ

ノ

ニ

劃

テ

ハ

地

方

長

官

ハ

第

一

項

ノ

限

度

ア

低

下

セ

シ

ム

ル

コ

ト

テ

得

第

百

二

僚

(

参

附

ん

)

第

八

十

八

係

第

同

項

品

世

間
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地

方

長

官

ハ

暫

刊

一
項

ノ

組

刑

ニ

閥

、

判

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

ノ

調

合

-

一

付

州

国

ナ

ル

規

定

テ

設

ケ

叉

ハ

問

置

ヲ

命

ズ

ル

コ

ト

ヲ

得

第

司

斗

倒

什

司

相

対

副

司

司

判

叶

叶

叶

叶

道

封

切

掛

け

対

叫

度

試

験

ノ

施

行

ヲ

命

ズ

ル

コ

ト

テ

得

第

百

五

係

強

度

計

算

-

一

適

用

ス

ル

各

種

床

動

荷

重

ノ

最

小

限

左

ノ

如

シ

向 集

n同ロ 曾

隙 ffr 

p手宅IJ 

、

校 約 ! 淀 家 |l  

阪11

、
場

F斗l

、

官列ir 

寄

席

/  ノ

ゑ1 類

一 一 一 一

! 荷

五:
五一

間 1 ゴ ニ! !主空

五
。

ーヒ ヨ王

米

。。。。。十f

IiJ.; 

、ノ

倉

庫

、

書

出

、

作

業

場

等

ニ

付

テ

ハ

共

ノ

質

況

ニ

腔

ス

ル

油

首

ナ

ル

動

荷

重

ニ

依

ル

ヘ

シ

本

俊

ノ

削

荷

重

ハ

出

ノ

富

況

-
一

阪

、
ν

小

梁

-

一

割

シ

テ

ハ

其

ノ

十

分

ノ

一

以

内

ヲ

大

梁

ニ

釘

シ

テ

ハ

其

ノ

十

分

ノ

二

以

内

テ

、

桂

一
一

釘

シ

テ

ハ

其

ノ

十

分

ノ

三

以

内

ヲ

、

長

力

計

算

一

一
一

闘

シ

テ

ハ

其

ノ

十

分

ノ

五

以

内

ヲ

減

ス

ル

コ

ト

テ

得

但

シ

倉

庫

、

書

庫

、

集

合

室

、

劇

場

桟

敷

、

陳

列

室

等

ニ

川

町

シ

テ

ハ

本

項

動

荷

章

一
ノ

軽

減

テ

矯

ス

コ

ト

ヲ

得

ス

第

表

........ 
，、

見。

Ｑｾ 長

改

疋

文

百

十

二

傑

ノ

二

伝

-

問

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

ノ

梁

、

版

等

ノ

主

筋

ヲ

横

断

ス

ル

間

斗

司

司

斗

倒

川

淵

司

川

附

到

瑚

ぺ

1

3
外

川
』

ω困

叫

瑚

バ

叶

ゴ

分

ペ

イ

叫

叶

」

J

A

H

J
社

対

叶

オ

叶

バ

汁

刈

刈

」

川

1

1

1

A

A
オ

斗

ヲ

超

過

セ

ザ

ル

モ

ノ

ナ

ル

コ

ト

テ

一安

ス

従

第

百

二

僚

(

参

照

)

官白

f傑

ぢζ
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「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

ノ

舷

努

力

度

勢

力

期

引

吋

叶

刷

ぺ

附

叫

斗

川

矧

J

J
倒

リ

テ

ハ

梁

腹

ノ

幅

断

困

判

叶

叶

叶

岡

崎

叫

叫

剖

什

制

酬

明

百

十

ご

似

ノ

三

銭

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

ノ

梁

・

版

等

-

一

生

ズ

ル

臨

現

力

度

第

司

斗

倒

ぺ

寸

寸

叶

刻

対

ぺ

岡

刻

刈

凶

テ

超

過

ス

ル

ト

キ

ハ

共

ノ

部

分

=

左

ノ

規

定

エ

依

リ

梁

筋

テ

配

置

ス

ベ

ン

一

、

繋

筋

ハ

腔

現

力

ノ

分

布

一

一

従

ヒ

過

賞

一

一

之

ヲ

配

置

シ

其

ノ

間

隔

ハ

梁

、

版

等

ノ

厚

ノ

三

分

ノ

二

ヲ

超

過

セ

ザ

ル

コ

ト

二

、

繋

筋

ハ

閥

閣

銅

剣

川

州

斗

叶

闘

.悶

淵

斗

d

サ

品

計

1

1
什

別

調

叫

斗

叶

引

制

話
沼

ス

ル

コ

ト

主

筋

テ

泊

首

エ

H
m
d
ツ

タ

ル

モ

ノ

ハ

共

ノ

部

分

テ

繋

筋

ト

行

倣

ス

日

S  d  

A

‘

感

力

度

規

定

の

改

正

要

旨

ー

、

軟

鋼

の

腔

力

度

を

緩

和

し

舷

ι

引

皮

八

O

O

町

北

ハ

の

他

の

肱

力

度

は

一

一
一

心

O

M
ご

卒

方

制

に

付

)

迄

幾

分

増

大

し

た

と

と

。

2

、

「

リ

ベ

ッ

ト

」

の

側

酷

K

封

す

る

際

断

力

度

を

規

定

し

た

と

と

。

日

、

「

セ

メ

ン

ト

」

の

重

量

計

量

と

容

積

計

算

と

の

閥

係

を

其

の

質

際

に

則

し

一

立

方

米

の

章

一
日

一一息

を

千

五

μ

む

に

修

疋

せ

ら

れ

た

と

と

。

4

、

鍋

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

構

也

の

「
コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

の

際

力

度

の

剖

一

的

規

定

を

威

し

舷

廊

一
強

度

と

安

全

十

年

と

に

依

り

決

定

す

る

厳

に

な

っ

た

と

と

。

5

、

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

の

膳

力

度

は

必

要

に

舷

じ

任

意

友

数

値

を

係

川

し

得

る

自

由

を

興

え

た

と

と

ョ

6

、

主

筋

を

横

断

す

る

商

に

於

け

る

許

容

臨

興

力

度

は

従

来

第

百

二

僚

表

中

に

規

定

せ

し

も

新

た

に

第

百

十

三

保

ノ

三

K

明

僻

に

表

示

せ

ら

れ

た

と

と

。

第

二

鮎

の

「
リ

ベ

ッ

ト
」

の

「

ベ

ヤ

l

リ

ン

グ

」

値

を

求

む

る

に

必

要

注

側

墜

に

到

す

る

腔

肱

一
カ

度

は

各

都

市

各

々

認

定

に

よ

り

取

締

っ

て

ゐ

た

が

今

度

判

然

と

一

平

方

制

に

付

一

瓦

O

O

砥

と

規

定

せ

ら

れ

た
。

第

九

十

僚

餓

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

ノ

梁

‘

版

等

ニ

生

ス

ル

肱

努

力

度

寸

叶

オ

外

川

リ

リ

ノ

許

容

陪

現

力

度

テ

超

過

ス

ル

ト

キ

ハ

共

ノ

部

分

-

二

詞

ノ

規

定

一

一

依

リ

繋

筋

テ

配

置

ス

ヘ

シ

一

、

繋

筋

ハ

腔

一

脚

力

ノ

分

布

-
一

従

ヒ

誼

首

ニ

之

テ

配

置

シ

其

ノ

間

隔

ハ

梁

版

等

ノ

厚

ノ

三

分

ノ

ニ

テ

超

過

セ

サ

ル

コ

ト

二

、

瑚

鍋

ぺ

同

瑚

銅

剣

叶

判

斗

川

閥

胤

刈

叫

叫

剖

崩

オ

バ

斗

叶

主

筋

ヲ

油

常

一

-
Hm
ケ

グ

ル

モ

ノ

ハ

共

ノ

部

分

ヲ

繋

筋

ト

看

倣

ス

第

四

貼

第

五

賦

は

新

た

に

設

け

ら

れ

た

第

百

二

保

ノ

二

の

改

正

要

旨

で

「

コ

・

ン

ク

リ

1

ト

」

品

質

(

調

合

を

含

む

)

に

闘

す

る

規

定

と

相

闘

聯

せ

る

俊

文

で

あ

る

。

第

六

黙

と

共

に

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

の

諸

腔

カ

度

は

次

表

の

如

く

臆

鹿

強

度

よ

り

求

め

且

或

る

限

度

を

附

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。

南

間

川

川

団

同

川

町

則

判

什

叶

ベ

叫

叫

叶

叫

一
一菊

判

明

剛

一

際

限

強

度

ト

ノ

一

1

5

一

一

一

l

E

一

比

例

分

薮

一

-

一

一

」

一副

引

っ

引

U

』

一

一

30 

30 

七

七

七

・

五

'
l

一

八

B

、

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

品

質

規

定

に

就

い

て

構

温

強

度

K

闘

す

る

新

奮

僚

文

を

思

ナ

術

上

の

見

地

か

ら

比

較

針

照

す

る

に

、
「
コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

の

臆

力

度

並

K

品

質

に

闘

す

る

第

百

二

僚

ノ

二

の

改

正

は

他

の

規

定

の

場

合

と

異

な

り

非

常

に

進

歩

し

た

。

根

本

的

な

も

の

で

今

度

の

改

正

の

重

酷

で

あ

る

事

が

判

る

。

今

其

の

改

正

の

要

旨

を

概

説

す

れ

ば

次

の

如

し

。

ー

、

臨

臨

強

度

を

以

て

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

品

質

取

締

り

の

基

準

と

す

る

と

と

、

阪

肱

一
強

度

と

腔

カ

度

と

は

不

可

分

の

闘

係

に

規

定

せ

ら

れ

て

ゐ

る

以

上

、

逆
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軟

度

で

あ

る

と

と

。

第

八

十

八

僚

の

改

正

社

明

を

参

加

さ

れ

た

い

0

3

、

水

「

セ

メ

ン

ト

」

比

設

を

採

用

さ

れ

た

と

と

。

軟

度

の

或

範

閣

内

に

於

て

は

「

セ

メ

ン

ト

」

が

同

一

強

度

を

有

す

る

も

の

と

す

れ

ば

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」
の

肱

脈

強

度

は

水

と

「

セ

メ

ン

ト

」

の

比

の

み

に

依

り

定

ま

る

と

云

ふ

註

験

上

の

質

設

に

基

く

水

「

セ

メ

ン

ト

」

比

設

を

味

川

さ

れ

公

式

を

第

三

項

に

示

さ

れ

た

。

民

許

符

肱

力

度

に

昨

位

十

る

際

限

強

度

ω
「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

r

必

十

製

作

す

可

き

と

と

を

規

定

し

た

と

と

に

も

た

る

。

例

え

ば

一

平

方

制

に

什

雌

暗

黙

力

度

瓦

十

む

と

仮

定

し

て

設

計

せ

ら

れ

た

工

事

に

布

り

で

は

、

共

の

三

仰

の

百

五

十

む

の

肱

監

強

度

を

有

す

る

品

質

の

「

コ

・

ン

ク

リ

1

ト

」

を

技

術

的

に

必

十

製

作

し

た

く

て

は

な

ら

ぬ

。

従

っ

て

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

品

質

の

設

計

或

は

仕

様

に

常

つ

て

は

‘

目

的

の

強

度

を

得

る

に

充

分

た

新

保

件

を

具

備

せ

し

め

る

要

が

あ

る

諜

で

、

と

の

理

論

的

に

新

し

〈

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

を

考

え

て

行

か

う

と

す

る

要

旨

が

改

正

の

似

本

義

で

-
a

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

の

設

計

、

調

合

決

定

に

封

し

で

も

は

的

の

強

度

雌

川
怖

を

念

頭

K

置

い

て

彪

理

し

・な

く

て

は

な

ら

ぬ

。

2

、

設

備

、

及

施

工

を

考

慮

し

て

均

質

な

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

'

一

を

得

る

に

泊

首

友

表

F = 払; f，K仇 kw( ; : 三;こな)

第

ィ

、

公

式

の

説

明

質

的

一

式

と

し

て

表

示

さ

れ

た

第

三

項

の

公

式

は

臨

断

強

度

F

は

「

セ

メ

ン

ト

」

の

耐

即

時

一
強

度

と

水

と

「
セ

メ

ン

ト

」

の

霊

長

比

X

と

の

こ

つ

の

両

数

と

し

て

表

さ

れ

‘

肱

.

盤

強

度

は

「

セ

メ

ン

ト
」

の

強

度

K

E

比

例

し

、

水

と

「

セ

メ

ン

ト

」

の

重

量

比

に

逆

比

す

る

。

換

言

す

れ

ば

「

セ

メ

ン

ト

」

の

品

質

と

水

立

(

調

合

が

決

定

し

一

四

分

の

「

セ

メ

ン

ト

」

量

が

定

ま

れ

ば

)

K

依

り

肱

廊

弧

度

は

支

配

さ

れ

「

セ

メ

ン

ト

」

弧

度

大

友

れ

ば

大

な

る

程

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

の

品

質

は

良

好

と

な

り

、

水

を

「

セ

メ

ン

ト

」

主

に

比

し

多

く

入

れ

る

程

凱

皮

は

低

下

す

る

と

と

に

な

る

。

今

北

ハ

の

闘

係

を

開

示

す

れ

ば

第

一

表

の

如

く

な

る

。
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口

.

「

セ

メ

ン

ト

」

の

強

度

「

セ

メ

ン

ト

」

強

度

は

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

の

弧

度

決

定

に

針

し

軍

要

た

フ

ァ

ク

タ

ー

で

あ

る

か

ら

、

少

く

と

も

「

セ

メ

ン

ト

」

の

耐

肱

一
弧

度

試

験

を

行

ふ

位

の

注

意

は

必

要

で

る

る

。

製

也

命

川
一拡

に

依

っ

て

大

低

限

度

が

極

っ

て

ゐ

る

か

ら

時

推

定

出

来

る

、

叉

‘

現

在

市

場

n

聞

は

四

百

砥

乃

至

六

百

砥

(

但

し

風

化

「

セ

メ

ン

ト

」

は

除

く

)

一

流

の

製

品

・な

ら

ば

五

百

砥

乃

至

五

百

五

十

砥

以

上

の

も

の
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は

容

易

に

得

ら

れ

る

。

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

設

計

‘

或

は

仕

様

に

首

り

て

も

「

セ

メ

ン

ト

」

の

似

度

を

と

の

範

囲

内

に

於

て

推

定

し

、

又

は

指

定

し

若

く

は

製

品

乞

限

定

す

る

等

油

常

に

方

法

を

誹

や

れ

ば

、

水

、

「

セ

メ

ン

ト

」

比

の

み

に

依

っ

て

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

を

技

術

的

に

取

扱

ひ

得

る

と

と

に

な

り

・

水

量

の

み

を

監

行

ず

れ

ば

宜

い

の

で

お
e

ろ

便

利

で

あ

る

。

ハ

、

水

寸

セ

メ

ン

ト

」

比

限

度

軟

度

の

制

限

及

び

陪

カ

度

の

限

度

に

依

り

自

ら

建

築

工

事

に

用

ひ

ら

れ

る

水

「

セ

メ

ン

ト

」

比

に

も

範

囲

が

出

来

る

。

即

ち

許

容

態

カ

度

の

低

い

、

卒

方

糎

に

付

三

十

庇

乃

至

四

十

五

貯

迄

は

七

十

乃

至

六

十

五

パ

ー

セ

ン

ト

。

共

れ

以

上

即

五

十

砥

よ

り

七

十

砥

ま

で

は

六

十

五

パ

ー

セ

ン

ト

乃

至

五

十

パ

ー

セ

ン

ト

の

範

囲

内

で

あ

る
。

4

、

調

合

比

は

前

の

僚

件

を

満

足

す

る

も

の

で

る

れ

ば

何

ん

左

割

合

で

も

採

川

す

る

と

と

が

出

来

る

。

常

陀

水

と

「

セ

メ

ン

ト

」

比

を

一

定

に

保

て

ば

出

来

上

り

の
「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

は

公

式

K

依

り

算

出

し

た

数

値

を

保

持

す

る

識

で

あ

る

が

、

均

質

な

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

を

得

る

に

誼

し

た

軟

度

を

持

た

す

震

に

は

水

一

，

セ

メ

ン

ト

」

比

に

際

じ

た

調

合

割

合

を

知

る

必

要

が

あ

る

。

目
疋
位

一寸

の

闘

係

を

表

示

す

れ

ば

民

セ

メ

ン

ト

の

凱

度

「

砂

粒

大

戸

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

一

砂

利

粒

大

『

l

〈

水

「

セ

メ

ン

ト

一

七

(

〉

調

合

比

の

肱

肱

一
知

度

』

l

j

}

砂

と

砂

利

と

の

割

合

(

戸

温

度

F

軟

度

、

と

・

な

り

目

的

の

強

度

の

佐

保

よ

り

ハ

「

セ

メ

ン

ト

」

の

強

度

を

推

定

す

れ

ば

)

水

「

セ

メ

ン

ト

」

比

が

算

出

せ

ら

れ

、

叉

均

質

主

，

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

を

得

る

に

油

ず

る

軟

度

を

決

定

す

れ

ば

共

の

他

の

項

か

ら

調

合

比

を

見

出

す

と

と

が

出

来

る

J

勿

論

一

定

の

水

「

セ

メ

ン

ト

」

比

の

基

に

.

所

要

の

軟

度

を

出

す

調

合

比

は

表

中

第

三

段

の

什

材

粒

大

、

m
m
v

材

割

合

に

支

配

せ

ら

れ

る

か

ら

共

の

組

合

せ

に

依

り

無

数

の

割

合

比

が

生

や

る

識

で

あ

る

。

共

の

内

絞

情

的

友

も

の

を

撲

持

す

れ

ば

宜

い

の

で

あ

っ

て

、

と

の

意

味

に

於

て

調

合

選

定

の

自

由

が

設

計

者

に

輿

へ

ら

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

即

ち

水

「

セ

メ

ン

ト

'
一
比

は

所

要

似

度

よ

り

算

出

し

て

逆

に

求

め

‘

と

の

一

定

し

た

比

率

の

「

セ

メ

ン

ト

一

糊

を

作

り

叉

砂

及

砂

利

を

二

割

三

.

五

二

、

五

割

一
二

、

五

二

割

四

位
一

寸

の

制

合

K

混

合

し

た

試

験

慌

に

「

セ

メ

ン

ト

」

糊

を

混

和

し

て

ス

ラ

ン

プ

テ

ス

ト

並

粘

り

を

調

べ

、

施

工

民

泊

す

る

ス

ラ

ン

プ

が

表

れ

た

時

「

セ

メ

ン

ト

L

糊

の

容

量

を

測

定

す

れ

ば

.

自

ら

介

法

的

調

合

比

が

求

ま

る

。

北

ハ

の

中

で

最

も

縦

懐

的

な

も

の

を

選

定

し

て

使

川

調

介

比

と

す

れ

ば

合

理

的

な

配

合

と

友

る

。

以

上

の

如

く

調

合

に

闘

し

開

力

性

の

あ

る

規

定

に

改

め

ら

れ

た

る

も

可

成

多

数

の

試

験

を

要

し

、

手

数

を

設

備

を

必

要

と

し

、

未

だ

普

く

質

問

に

供

す

る

迄

に

至

っ

て

ゐ

な

い

が

、

是

の

調

ム

口

決

定

に

つ

い

て

の

質

験

報

告

も

可

成

褒

表

せ

ら

れ

て

ゐ

る

か

ら

、

之

に

依

っ

て

大

崎

は

認

定

し

得

る

も

の

で

あ

る

。

5

、

地

方

的

に

調

合

比

を

規

定

し

て

便

法

を

誹

じ

た

と

と

、

若

し

大

な

る

強

度

を

必

要

と

し

友

い

場

合

ベ

一

一平

方

組

に

付

際

鹿

カ

度

四

五

庇

即

ち

肱

脈

一
似

度

二

二

五

旺

以

下

、

或

は

水

一
，

セ

メ

ン

ト

」

比

に

し

て

約

六

五

乃

至

七

O

パ

ー

セ

ン

ト

の

場

合

}

に

は

地

方

的

に

見

て

最

も

多

く

使

用

せ

ら

れ

る

砂

粒

大

を

推

定

し
、

或

は

「

セ

メ

ン

ト

」

似

度

を

仮

定

す

る

等

(

少

し

は

不

経

済

と

友

る

と

と

は

承

知

し

な

く

て

は

友

ら

ぬ

)

調

合

を

支

配

す

る

諸

僚

件

を

剥

一

的

に

仮

定

し

て

簡

便

友

形

と

し

て

取

扱

ひ

得

る

様

に

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

の

調

合

に

什

地

方

長

官

は

規

定

を

設

け

又

は

措

置

を

命

じ

得

る

規

定

と

な

っ

て

ゐ

る

。

第

二

表

は

一

つ

の

私

案

で

あ

る

が

御

参

考

の

需

悲

げ

る

。

第

二

表

コ

ン

ク

リ

ー

ト

調

合

表

(

現

場

制

合

比

)

備

1fX7l< 
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6

、

温

度

の

影

響

陀

針

し

考

慮

が

梯

は

れ

た

る

と

と

。

ム兆

一
冷

の

時

季

に

施

工

す

る

冬

季

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

'
一

に

劃

し

て

は

地

方

長

官

定

む

る

所

に

従

っ

て

似

度

を

低

減

す

る

必

要

が

、

柑明

凶

項

K

規

定

し

て

ゐ

る

。

共

の

程

度

は

近

畿

地

方

に

在

り

で

は

冬

季

間

約

一

割

以

下

の

低

減

が

油

首

な

織

に

思

は

れ

る

が

、

と

の

綾

な

建

築

工

事

の

工

科

を

純

込

ま

れ

た

規

定

は

肱

力

度

を

械

ぜ

し

め

る

よ

り

M

a

ろ

之

が

針

誌

を

緋

ぜ

し

め

、

冬

期

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

は

一

制

方

普

通

よ

り

増

大

せ

し

め

る

桟

悦

意

あ

り

た

き

も

の

で

あ

る

即

ち

念

使

「

セ

メ

ン

ト

」

を

使

用

す

る

と

か

、

叉

は

水

「

セ

メ

ン

ト

L

比

を

小

に

し

‘

割

合

比

を

幾

分

良

好

友

ら

し

め

、

或

は

養

生

に

特

別

の

円

任

意

を

挑

ふ

等

針

策

を

樹

て

L

施

行

の

闘

滑

を

計

り

た

い

と

思

っ

て

ゐ

る

。

7

、

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

設

計

の

形

式

第

一

法

ィ

、

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

一

似

度

一

凶

C

砥

ハ

第

百

-
一

候

ノ
-
一

際

力

皮

よ

り

知

る

)

ロ

、

軟

二

O

担

問

い

叶

一

紘

一

日

間

放

に

合

格

す

)

度

紗

一

砂

利

一

ル

ヘ

こ

の

純

附

外

の

割

合

は

色

々

の

J

至

砂

一

砂

利

二
戸

紋

鮎

を

生

ず

」

水

「

セ

メ

ン

ト

」

比

.

調

合

比

は

右

の

指

定

K

A

H

絡

せ

る

も

の

の

内

詰

負

側

に

て

任

意

K

選

定

せ

し

め

る

ふ

第

二

法

ハ

、

仕

材

調

合

比

限

度

、

セ

メ

ン

ト

強

皮

指

定

の

場

合

|

公

O

六

五

(

4

に

よ

り

目

的

の

強

度

よ

り

算

定

J

f

、

ト

強

度

を

指

定

せ

ざ

る

場

」

ム

口

推

定

し

て

算

定

、

2

、

軟

皮

二

O

制

3

、

什

材

調

ム

口

比

限

度

一

:

一

|

一

:

二

調

合

比

は

第

一

法

と

問

機

選

定

の

自

由

を

興

え

て

ゐ

る

。

調

合

決

定

の

試

験

を

行

は

ざ

る

時

は

調

合

試

験

報

告

K

撮

り

決

定

す

る

も

可

第

三

法

ー

、

水

「

セ

メ

ン

ト

」

比

セ

メ

ン

ト

似

度

五

0  

0  

二 庖

O 以

秒II 上

- - ー ¥

て水 な 定 指

政 走 ら し 定

督 を ぬ て せ

ず 以 か 調 ざ

る て ら合る

監 不比時

督 経 をは

せ 済 決 四

ず 定 五

軟 L O

度 な廷

を 〈と

以 て推

、、ー，〆 、、ーー- -

2

、

秋

度

-

d

 

3

、

訪

-
五

ー-ー圃・・・旬、、

し皮水目

てとて7的

調共 : の

合に乙強

比 使 : 皮

を用ι ょ

知1沙上じり

る粒を公

主大求式

.，.. を め に

15惣、 よ

む定秋 り

、、- 周回，戸'

A 、

仁1

上t

一
一

・

五

向

砂

粒

大

を

指

定

す

る

と

と

あ

り

0

8

、

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

施

工

蛇

兆

円

の

形

式

1

.

水

H

一
A

K

依

る

法

水

守

セ

メ

ン

ト

」

比

と

・

制

台

比

と

よ

り

、

一

回

線

の

「

セ

メ

ン

ト

」

金

が

分

れ

ば

共

れ

に

必

要

友

水

量

が

判

る

。

砂

、

砂

利

の

含

水

北

測

定

を

H

K

行

っ

て

砂

、

砂

利

に

含

む

水

八

史

を

芹

.

引

い

た

水

祉

を

測

定

山

内

に

よ

っ

て

注

入

す

れ

ば

良

い

。

2

、

制

ム

円

比

に

依

る

法

従

来

と

同

様

で

あ

る

d
m

軟

皮

試

験

を

行

っ

て

監

税

制

正

す

る

。

向

第

百

二

位

陣

ノ

=一

の

規

定

に

よ

り

特

殊

「
セ

メ

ン

ト

」

使

用

の

場

合

叉

は

制

合

決

定

の

震

の

セ

メ

ン

ト

試

験

或

は

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

釧

度

試

験

等

共

の

他

必

要

に

肱

じ

て

は

似

度

試

験

を

命

じ

‘

或

は

材

料

の

提

出

を

要

求

し

得

る

様

新

保

文

を

迫

加

さ

れ

た

。

c
、

繋

筋

規

定

の

改

正

要

旨

ー
、

佐

川

到

力

皮

の

算

式

を

的

げ

た

と

と

。

2

、

相

悼

式

に

よ

り

求

め

た

い

肱

引

力

度

が

第

行

二

僚

ノ

二

の

組

定

の

許

容

肱

・引

力

度

(

腔

眼

力

皮

の

十

分

の

一

〉

を

超

ゆ

る

と

き

は

紫

筋

主

安

す

。

3

、

紫

筋

乞

聞

置

さ

れ

た

場

合

の

如

き

、

主

筋

を

横

断

す

る

商

に

謝

し

て

は

算

式

か

ら

求

め

た

外

u
M
力

度

が

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

1
5

許

容

肱

虫

カ

度

一

の

二

似

キ

(

肱

脈

一
似

度

の

十

二

分

の

一

)
起

は

支

障

な

く

、

若

し

共

れ

以

上

の

数

値

な

る

時

は

断

附

な

袋

一史

し

な

く

て

は

な

ら

ね

口

4

、

紫

筋

に

闘

し

て

は

従

際

の

施

工

に

鑑

み

不

備

な

馴

を

怖

足

し

た
。

六
、

架

構

計

算

に

閲

す

る

分

第

百

十

六

降

(

連

梁

の

曲

能

訪

中

の

略

算

に

山

附

す

る

規

定

)・

第

百

十

七

係

(

曲

能

率

を

受

く

る

佐

の

似

度

計

算

規

定

)

の

二

例

僚

は

、

思

ナ
理

の

進

歩

と

共

に

不

必

要

と

友

り

削

除

せ

ら

れ

た

外

.

，

失

の

際

交

に

改

正

を

下

さ

れ

た

c
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表

第

七

見。

僚

文

改

正

第

百

十

三

僚

鎖

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

構

造

一

一

於

ケ

ル

梁

叉

ハ

版

ノ

張

間

ハ

共

ノ

支

承

物

削

ノ

中

心

距

離

テ

以

テ

之

ヲ

度

ル

モ

ノ

ト

ス

但

シ

支

承

物

問

ノ

内

法

距

離

ェ

梁

ノ

丈

又

ハ

版

ノ

厚

テ

加

ヘ

グ

ル

モ

ノ

テ

以

テ

之

=

代

フ

ル

コ

ト

ヲ

得

梁

又

ハ

版

ノ

支

端

-

一

持

迭

ア

ル

場

合

-
一

於

ケ

ル

張

問

ハ

持

法

ノ

厚

カ

梁

叉

ハ

版

ノ

下

端

ヨ

リ

度

リ

梁

ノ

丈

叉

ハ

版

ノ

厚

ノ

0

・

五

似

-
ニ
淫

ス

ル

部

分

ヨ

リ

之

テ

起

算

ス

伺

叶

咽

対

副

計

訓

刈

d

u引

江

川

州

1

倒

刈

ぺ

川

胡

割

斗

倒

川

吋

附

剖

剣

山

叶

聞

叶

矧

到

刈

刈

斗

叶

叶

伺

材

の

軸

に

針

し

二

十

五

度

以

下

の

傾

斜

を

友

す

ハ

ン

チ

の

場

合

、

規

定

陀

依

っ

て

張

関

起

算

を

な

す

時

は

危

険

と

な

る

虞

あ

る

に

依

り

張

間

起

算

位

置

を

慶

一史

し

得

不

棋

に

友

っ

た

斯

か

る

場

合

は

二

十

瓦

度

傾

斜

と

な

る

紘

を

以

て

規

定

を

泊

中

川

し

て

.

起

算

伏

世

を

定

め

ゐ

の

が

受

賞

の

様

に

思

は

れ

る

、

(

参

考

闘

参

山

川

)

七

、

其

の

他

草

に

字

句

の

修

正

を

な

さ

れ

た

る

分

第

五

十

仁

侠

(

木

構

造

及

木

骨

構

逝

制

限

の

按

和

規

定

)

.

第

九

十

四

僚

(

錨

筋

寸

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

の

恨

構

規

定

)、

第

九

十

四

僚

(

鱗

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

L

構

造

制

限

の

松

川

刊

規

定

)

の

各

僚

に

於

て

質

質

的

に

は

何

等

異

な

っ

た

所

は

な

く

.

箪

に

内

部

的

事

務

簡

捷

を

計

る

目

的

で

.

地

方

長

官

の

許

可

、

承

認

事

項

を

首

該

官

吏

叉

は

史

員

の

承

認

事

項

に

修

正

或

は

追

加

せ

ら

れ

た

。

向

第

百

九

僚

(

肱

肱

一
銭

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

材

の

算

式

)

‘

第

百

十

一

一係

(

鼠

筋

矧

形

梁

の

算

式

)

の

二

僚

に

於

て

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

K

釘

す

為

催

眠

力

度

の

像

文

改

正

に

作

ひ

字

何

の

整

理

を

見

た

。

従

イ保

文

第

百

十

三

係

鍛

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

L

構

造

一
一
於

ケ

ル

梁

叉

ハ

版

ノ

張

間

ハ

共

ノ

支

承

物

間

ノ

中

心

距

離

テ

以

テ

之

テ

皮

ル

モ

ノ

ト

ス

但

シ

支

承

物

間

ノ

内

法

距

離

ニ

梁

ノ

丈

叉

ハ

版

ノ

厚

加

へ

タ

ル

モ

ノ

ヲ

以

テ

之

エ

代

フ

ル

コ

ト

テ

得

? 長問起草イ主主家更が秀 11J
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改

正

市

街

地

建

築

物

法

施

行

細

川

(
兵

庫

採

に

就

い

て

過

般

市

街

地

建

築

物

法

施

行

令

と

施

行

規

則

の

一

部

が

改

正

せ

ら

れ

た

閥

係

上

眠

令

も

亦

改

正

を

後

俄

な

く

せ

ら

れ

た

貼

が

相

お

わ

る

J

共

機

命

け

に

従

来

か

ら

改

め

た

い

貼

や

新

た

に

規

定

し

た

い

事

や

叉

永

年

内

規

的

に

質

施

し

て

居

っ

た

事

柄

を

具

健

的

K

規

定

し

た

事

が

今

同

の

改

正

で

あ

る

。

内

務

省

に

於

け

る

今

阿

の

改

正

は

可

な

り

重

大

友

問

也

を

什

っ

て

居

る

肢

に

思

は

れ

る

。

即

今

後

の

蛇

神

上

に

於

て

果

し

て

好

則

市

を

邸

中

げ

得

る

や

否

や

は

徐

科

特

別

の

注

意

を

要

す

る

の

で

は

な

い

か

と

思

は

れ

る

拡

が

あ

る

の

で

あ

る

。

然

し

燃

令

の

改

正

K

於

て

は

取

立

て

t

A

犬

怠

る

壁

更

が

起

っ

た

と

云

ふ

様

な

鈷

は

全

く

な

い

の

で

、

別

段

制

く

説

明

す

る

の

要

も

な

い

と

思

は

れ

る

が

概

要

を

記

し

て

見

れ

ば

次

の

様

な

事

柄

で

あ

る

。

第

三

僚

に

於

て

工

程

周

に

映

り

直

接

首

聴

に

提

出

し

得

る

事

に

改

め

ら

れ

た

事

に

就

て

は

、

宜

は

従

来

か

ら

工

程

検

査

は

一

肱

所

轄

響

・訟

の

係

μ
が

現

場

K

臨

検

し

て

、

然

る

後

、

服

腐

の

技

術

者

が

附

張

臨

検

す

る

様

な

具

合

に

な

っ

て

肘

っ

た

事

は

二

重

の

検

査

を

や

っ

て

居

た

様

友

嫌

が

有

っ

た

事

を

改

め

て

、主

と

し

て

腕

聴

か

ら

技

術

員

が

臨

検

す

る

事

に

致

し

其

折

所

轄

岩

の

係

員

も

同

行

す

る

口

そ

れ

に

は

工

程

の

屑

は

直

接

官

臓

に

出

さ

れ

た

方

が

M

s
ろ

恥

い

の

で

、

此

様

民

改

め

た

の

で

あ

る

o

然

し

鯨

鹿

児

速

い

所

の

方

々

は

矢

頃

り

最

寄

り

の

弊

祭

へ

・お

出

し

に

な

っ

て

美

文

泣

く

.

共

場

合

に

は

特

察

で

は

現

場

-
M
検

を

せ

や

に

也

ち

に

首

臨

へ

詮

附

せ

ら

れ

る

棟

K

致

し

た

の

で

あ

る

。

此

工

程

肘

の

如

き

は

一

電

話

を

利

川

す

る

事

友

ど

も

甚

だ

一一

間

便

利

で

は

有

り

、

現

に

或

臨

の

場

ム

円

に

は

や

っ

て

も

居

る

の

で

は

有

る

が

、

建

築

謀

の

内

に

は

漸

く

二

糾

し

か

な

い

様

な

始

米

で

半

ろ

原

則

規

定

と

し

て

は

、

従

来

通

h

り

4

墨
田

町

周

の

外

は

な

い

と

考

へ

て

居

る

次

第

で

あ

る
。

兵

庫

腕

建

築

課

長

大

可
ι川

円

英

山

第

五

僚

皆

川
別

定

中

の

承

副

省

を

故

山

せ

し

む

る

範

囲

を

蛾

践

し

、

更

に

所

制

道

路

明

示

の

品

川

明

等

を

添

附

せ

し

む

る

場

合

の

有

る

事

を

附

加

組

定

し

た

も

の

で

医

刺

殺

理

の

助

成

の

.

部

に

も

な

り

、

叉

官

公

有

地

や

公

道

等

が

思

ひ

も

掛

け

ぬ

迷

惑

ν

象

る

様

ふ

広

場

介

陀

備

へ

た

の

で

あ

る

。

同

断

書

類

の

一

つ

一

つ

に

道

路

明

示

を

一県

水

す

る

取

は

.

係

り

に

川

制

者

に

は

迷

惑

に

な

る

惑

で

あ

る

か

ら

赴

は

一

律

に

姿

求

す

る

事

は

需

拡

へ

て

.

各

公

共

同

臨

ん

り

に

御

考

慮

を

願

っ

て

特

に

共

必

要

の

有

る

・

定

の

同

域

を

抽

出

め

定

め

て

置

い

て

其

匝

域

内

の

出

願

に

は

道

路

明

示

を

要

求

す

る

と

云

ふ

事

に

し

た

い

。

北

ハ

場

A

H

の

根

践

を

此

所

医

務

げ

た

の

で

あ

る

第

八

億

法

八

保

似

裂

に

依

る

後

退

建

築

棋

を

牧

容

力

、

特

に

大

な

る

特

殊

建

物

の

前

耐

に

指

定

す

る

事

を

新

た

に

規

定

せ

る

も

の

で

、

劇

場

等

は

大

惜

腕

令

の

興

行

場

取

締

規

則

に

よ

っ

て

従

来

此

紐

の

制

限

が

有

っ

た

の

で

は

有

る

が

、

今

川

の

規

定

に

よ

っ

て

前

耐

突

川

部

の

闘

係

が

飴

程

窮

屈

に

な

っ

た

の

で

あ

る

。

共

他

集

合

場

、

公

A

M

U

堂

や

行

貸

出

の

如

き

も
、

相

官

の

後

退

を

規

定

し

た

も

の

で

あ

る

第

一

一
項

に

「

本

保

ニ

依

リ

指

佐

シ

タ

ル

建

築

級

-
一

付

テ

ハ

規

則

第

四

俊

一
一

依

ル

指

定

テ

話

ス

」

と

あ

り

原

則

と

し

て

述

築

糾

よ

り

突

川

し

得

ざ

る

前

町

突

出

部

は

此

場

合

は

或

る

程

度

先

川

可

能

な

る

様

に

制

定

し

た

る

も

の

で

あ

る

o

第

三

項

に

よ

り

肱

設

の

建

物

を

此

加

の

も

の

に

川

詮

謎

更

又

は

新

K

川

詮

設

定

を

な

す

場

合

に

は

、

本

僚

の

規

定

だ

け

の

前

凶

附

州

場

が

な

け

れ

ば

使

川

出

米

な

い

事

に

致

し

た

わ

け

で

る

る

。

第

十

傑

令

第

十

僚

の

第

一

慌

を

規

定

せ

る

も

の

で

、

路

巾

に

よ

る

高

さ

の

制

限

を

道

路

に

接

す

る

或

純

川

の

部

分

同

札

止

め

、

附

川

場

K

接

し

て

居

る

建

築

敷

地

の
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部

分

内

に

て

は

保

安

上

支

障

友

い

場

合

に

は

絞

和

す

る

規

定

で

あ

る

o

、

第

十

一

一慌

奮

細

則

の

第

九

係

中

の

専

川

軌

道

を

削

除

し

潟

を

迫

加

せ

る

も

の

で
、

是

は

高

架

銭

遣

や

高

架

電

車

等

が

府

民

現

し

て

居

る

の

で

.

此

極

の

専

川

叫

道

を

除

い

た

だ

け

の

事

で

高

架

に

非

さ

る

専

刑

軌

道

は

「

何

悔

ノ

類

」

の

類

に

包

含

せ

し

め

て

取

倣

ふ

可

き

も

の

と

思

っ

て

居

ろ

o

第

+

三

僚

令

第

十

僚

第

五

披

を

規

定

し

た

に

過

ぎ

な

い

。

第

十

四

億

令

第

十

一

一

僚

の

改

正

に

仲

ふ

鑓

更

に

過

ぎ

や

高

さ

の

最

低

限

度

K

閲

す

る

規

定

一

奮

第

十

一

俊

)

の

内

容

の

嬰

化

は

友

く

経

過

規

定

は

附

川

第

五

十

同

僚

左

設

け

て

る

る

口

第

十

五

億

奮

第

十

二

僚

を

一

部

改

め

た

る

も

の

併

行

道

路

の

携

A

U

K

-

も

亦

道

路

柄

員

に

最

小

限

度

を

制

定

し

、

「

常

臨

ノ

認

メ

タ

ル

」

の

ん

予

付

を

全

く

削

除

し

た

る

等

可

な

り

空

地

制

限

の

緩

和

は

従

来

よ

り

般

に

な

っ

た

事

と

思

ふ

。

奮

第

十

七

僚

を

削

除

せ

る

は

内

容

糾

微

の

も

の

で

、

規

定

と

し

て

世

く

程

度

の

も

の

と

考

へ

ら

れ

友

い

か

ら

で

あ

る

。

第

二

十

ニ

焼

防

鼠

の

使

命

を

帯

び

た

建

物

の

基

礎

K

闘

す

る

従

米

か

ら

の

規

定

で

、

一

部

字

何

の

修

正

を

な

せ

る

外

宮

第

一

蹴

第

二

披

の

特

別

許

可

の

山
中

請

は

共

要

な

き

話

め

之

を

省

帥

附

す

る

事

に

改

め

た

る

も

の

第

二

十

三

候

前

僚

と

同

一

同

的

の

所

開

眼

積

K

闘

す

る

規

定

の

一

部

字

何

の

修

正

、

蛇

K

其

除

外

例

中

に

「

床

高

特

二

局

キ

場

合

」

を

附

加

し

た

る

も

の

第

=

十

八

倍

多

量

の

燃

料

を

使

川

す

る

僻

突

の

高

さ

に

闘

す

る

規

定

中

、

重

油

類

使

刑

の

煙

突

に

劃

す

る

制

限

を

追

加

せ

る

改

正

第

三

十

一

佳

奮

第

三

十

一

一

係

中

風

監

の

低

下

を

認

む

る

場

合

の

特

別

許

可

制

度

を

撤

廃

し

手

続

の

簡

易

化

を

闘

り

た

る

も

の

第

三

十

三

僚

第

二

項

を

迫

加

し

昇

降

の

設

備

友

き

陸

自

民

棋

に

於

て

も

相

官

の

動

荷

重

の

最

低

限

度

の

規

定

を

設

け

た

る

も

の

第

三

十

四

俵

奮

第

三

十

四

僚

の

所

間

道

路

府

の

制

皮

の

作

在

民

閲

し

て

は

従

来

多

少

の

疑

義

を

十
任

せ

る

傾

も

あ

り

、

市

街

地

建

築

物

法

中

の

建

築

線

の

運

用

に

よ

り

全

く

同

一

の

効

川

市

を

収

め

得

る

鉱

山

の

も

の

友

れ

ば

、

此

際

此

制

度

を

撤

廃

し

総

ペ

て

本

僚

に

よ

り

建

築

総

指

定

と

し

て

庭

理

す

る

事

に

改

め

た

る

も

の

第

三

十

五

僚

願

と

す

べ

き

も

の

も

包

統

一

規

定

し

た

る

省

令

規

則

、

第

百

四

十

三

僚

第

一

項

第

五

蹴

陀

依

り

地

方

長

官

に

委

任

せ

ら

れ

た

る

も

の

を

決

定

せ

る

も

の第

一

披

「

w
m

災

地

一
一

シ

テ

常

臨

フ

指

定

シ

タ

ル

陪

域

内

ノ

建

築

物

一
一
シ

テ

躍

災

後

コ

一
筒

月

以

内

ニ

建

築

ス

ル

モ

ノ

」

之

は

専

ら

建

築

線

指

定

を

全

か

ら

し

む

る

矯

め

に

‘

三

箇

月

の

期

間

を

保

留

す

る

要

あ

る

に

よ

る

。

第

二

披

「

施

行

令

第

一

一係

乃

至

第

三

僚

=

掲

ク

ル

建

築

物

」

地

域

制

限

に

闘

係

あ

ろ

種

類

の

建

物

は

事

前

に

油

.

不

泊

の

完

全

な

る

監

夜

を

な

す

は

最

も

必

要

注

る

事

と

信

十

る

に

よ

る

口

第

三

蹴

「

皐

校

、

病

院

、

市

場

‘

集

合

場

、

工

場

」

是

等

は

何

れ

も

仮

令

木

造

建

築

に

し

て

、

階

数

も

少

き

場

合

と

雌

も

其

規

模

概

ね

大

た

る

も

の

、

又

は

牧

容

人

員

の

多

六

、
な

る

等

特

に

注

意

を

姉

ふ

要

あ

る

可

し

と

思

は

る

L

も

の

で

あ

る

。

是

等

は

何

れ

も

法

第

十

同

僚

の

関

頭

に

妨

げ

ら

れ

あ

る

も

の

で
、

一

見

規

則

第

百

四

十

=

僚

第

一

項

第

一

慌

に

「

市

街

地

建

築

物

法

第

十

同

僚

の

建

築

物

」

と

あ

る

を

以

て

京

複

し

て

居

る

様

に

思

は

る

L

も

の

で

有

あ

が

、

此

「

市

街

地

建

築

物

法

第

十

四

僚

の

建

築

物

」

と

は

法

第

十

四

僚

を

根

擁

と

し

て

環

布

さ

れ

た

規

定

の

油

川

を

受

く

る

建

築

物

の

み

を

指

す

も

の

で

有

っ

て

、

法

第

十

四

僚

に

感

校

.

集

合

場

劇

場

、

云

々

と

掲

げ

ら

れ

て

有

つ

で

も

米

だ

何

等

の

規

定

が

定

め

ら

れ

て

居

た

い

も

の

友

ら

ば

是

に

該

首

し

な

い

の

で

有

る

。

即

ち

現

在

に

於

て

は

患

に

是

K

嘗

る

も

の

と

し

て

は

「

市

街

地

建

築

物

法

第

十

四

依

ノ

規

定

-

一

依

ル

特

殊

建

築

物

耐

火

構

逝

規

則

」

あ

る

の

み

で

、

従

っ

て

、

此

規

則

の

油

川

を

受

く

建

築

物

の

み

が

規

則

第

百

四

十

三

僚

第

一

項

第

一

慌

に

詰

首

す

る

の

で

あ

る

o

ネ

れ

故

特

に

願

と

せ

し

む

る

必

要

を

感

歩

る

勝

校

、

病

院

.

市

場

集

合

場

、

工

場

を

本

制

則

中

に
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第

三

十

五

線

第

三

被

と

し

て

規

定

し

た

も

の

で

る

る

口

叫

例

制

か

一

べ

巾

せ

ば

耐

火

緋

浩

規

則

に

あ

る

劇

場

等

は

定

員

二

百

百

十

人

以

上

の

も

の

で

る

る

か

ら

、

そ

れ

よ

り

小

規

模

の

も

の

は

犬

鰭

刷

に

す

る

必

要

は

な

い

、

開

門

出

で

よ

ろ

し

い

の

で

あ

る

叉

郵

務

石

仙

を

使

間

す

る

自

動

車

の

草

山

も

亦

北

円

安

刷

新

五

時

以

上

の

も

の

は

同

規

定

の

油

川

を

受

く

る

筈

で

あ

る

か

ら

、

闘

で

は

布

る

が

五

坪

未

満

の

車

庫

は

届

出

の

形

式

で

良

い

の

で

有

る

o

叉

工

場

に

付

て

は

「

施

行

令

第

一

一

保

乃

至

却

三

僚

ニ

掲

グ

ル

建

築

物

」

の

内

に

大

部

分

含

ま

れ

で

は

肘

る

が

、

繋

円

川

名

等

で

一

寸

判

明

せ

ゃ

に

回

K

篤

す

可

き

か

願

と

注

す

可

き

か

.

疑

問

の

物

も

有

る

と

云

ふ

懸

念

一

一居

凡

で

の

工

場

を

刷

の

部

K

入

る

L

背

中

に

致

し

た

矯

め

に

「

工

場

」

を

此

か

ら

、

第

三

競

の

末

尾

に

入

れ

た

の

で

る

ろ

。

H

K

佐

一

寸

は

お

γ

ろ

一

括

し

て

規

則

第

百

凶

十

三

保

中

に

「

法

第

十

四

伐

ニ

荊

ク

ル

建

築

物

及

同

僚

ノ

規

定

-

一

基

ク

命

令

ノ

規

定

ノ

油

川

ヲ

受

ク

ル

建

築

物

」

と

か

去

ふ

風

K

改

疋

し

て

仕

鈍

っ

た

方

が

煩

し

く

な

く

っ

て

良

い

と

思

ふ

。

叉

第

一

蹴

の

「

持

災

地

ニ

シ

テ

.

I

k

」

も

、

第

二

枕

の

「

施

行

令

第

一

倹

乃

至

第

三

保

-
一

柄

ク

ル

建

築

物

」

も

、

北

ハ

κ
規

則

第

百

同

十

三

保

中

に

将

来

追

加

統

一

さ

る

れ

ば

制

川

小

児

改

め

て

此

腫

の

決

定

を

な

す

要

も

無

く

簡

明

此

上

も

無

い

事

に

な

る

と

思

ふ

の

で

あ

る

。

奮

第

四

十

二

僚

の

改

正

で

規

川

第

百

阿

十

同

僚

ノ

ご

に

よ

り

山

中

第

四

十

一

俊

請

を

要

す

る

物

の

内

料

微

な

る

事

項

を

阿

川

と

な

す

の

制

定

b

也

、

迫

加

せ

る

に

過

ぎ

や

，

。

第

四

十

三

僚

奮

第

凶

十

三

僚

の

改

正

に

し

て

様

式

の

指

示

を

改

め

令

第

三

保

ノ

二

の

許

可

申

請

に

制

し

て

は

一

般

説

明

書

の

外

、

特

に

記

杭

す

可

き

一山

引

項

を

明

一
示

し

、

吏

K

一

般

閥

屈

と

同

時

K

特

別

許

可

を

巾

前

せ

ん

と

す

る

場

ム

n

k

は

、

開

屈

の

何

れ

の

場

合

に

於

て

も

単

に

特

別

許

可

山中

請

を

例

記

す

る

を

以

て

川

え

る

の

詮

を

閉

会

」
、

手

紙

の

簡

易

化

を

計

り

た

る

も

の

で

あ

る

o

第

五

項

は

令

第

廿

六

僚

の

特

別

許

可

を

山

中

請

し

得

る

期

間

を

定

め

た

る

も

の

で

②

る

が

、

奮

規

定

に

於

て

は

山

単

に

法

貨

施

の

場

合

の

み

に

限

定

さ

れ

居

れ

る

も

の

を

法

、

令

、

組

則

、

制

則

の

各

場

人

川

に

於

て

も

前

途

を

聞

き

た

る

も

の

で

あ

る

。

第

四

十

四

僚

奮

第

四

十

五

傑

の

改

正

に

し

て

建

築

物

の

除

去

問

を

削

除

し

た

る

も

の

、

H

U

ん

は

此

種

の

屑

出

を

民

間

に

要

求

し

て

も

賀

行

不

可

能

の

事

と

考

へ

ら

れ

、

必

要

な

る

場

〈

け

に

は

官

聴

に

於

て

使

・
1

剖

有

す

る

を

可

と

す

と

認

め

た

る

に

よ

る

o

哲

第

凶

十

九

僚

の

一

部

改

正

に

し

て

道

路

境

界

線

、

挫

築

糾

を

迫

加

し

、

北

ハ

れ

等

の

要

所

に

は

必

十

界

杭

の

矧

を

建

設

す

る

市

中

を

安

水

し

、

仕

留

の

不

明

陥

よ

り

来

る

事

後

の

紛

誌

に

備

へ

た

も

の

で

あ

る

口

第

四

十

八

僚

今

回

の

改

正

に

よ

り

擁

町

一
民

釘

し

、

法

の

準

川

の

注

が

川

か

れ

第

五

十

ニ

僚

た

る

閥

係

上

設

け

た

る

も

の

第

五

十

四

僚

奮

第

五

十

凶

僚

に

し

て

規

則

の

改

正

の

結

果

、

結

利

組

定

油

川

の

都

市

に

阿

川

制

を

認

め

た

る

矯

め

、

之

に

山

側

聯

し

て

候

文

の

薬

開

を

筋

せ

る

も

の

以

上

各

僚

を

通

じ

て

度

目

京

一

例

法

と

の

闘

係

上

、

一

部

を

除

去
」
メ

ー

ト

ル

、

グ

ラ

ム

式

に

鴨

算

規

定

せ

る

を

以

て

、

純

米

の

設

計

、

山

川

刷

等

に

於

て

は

成

る

川

く

H

礼

K

順

舷

す

べ

き

も

の

と

考

へ

て

居

る

口

今

問

の

改

王

が

法

の

改

正

を

作

は

な

か

っ

た

閥

係

上

、

法

律

第

一
二

十

六

僚

に

在

る

「

道

路

ト

栴

ス

ル

ハ

帆

員

九

尺

以

上

ノ

モ

ノ

テ

謂

フ

一

五

k

」

は

従

来

週

り

尺

と

し

て

残

れ

る

を

初

め

同

組

川

中

に

於

て

も

今

回

の

改

王

位

陣

文

以

外

は

古

来

の

情

な

る

矯

め

、

過

度

朋

と

は

ぷ

へ

町

分

胤

雑

似

ま

る

欣

態

に

布

る

は

諜

心

に

耐

え

ざ

る

所

で

あ

る

。
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市

街

地

建

築

物

法

施

行

細

則

(
京

都

府

)

の

改

正

K

就

い

市

街

地

建

築

物

法

附

腐

命

令

の

大

改

正

K

作

っ

て

、

京

都

山

令

た

る

施

行

制

則

が

改

正

さ

れ

去

る

三

月

三

日

よ

り

施

行

さ

れ

て

居

る

、

と

の

改

定

は

大

正

十

三

年

以

来

八

年

目

の

も

の

で

あ

る

o

今

回

の

改

正

は

形

式

上

全

部

改

正

の

妥

と

な

っ

て

は

居

る

が

、

保

文

の

盤

理

上

斯

〈

友

っ

た

も

の

で

、

共

の

内

山

れ

が

全

部

改

正

さ

れ

た

詳

で

た

い

一
山

中

は

勿

論

で

あ

る

、

即

大

関

は

従

来

の

も

の

を

竹

子

と

し

、

之

氏

施

行

令

以

下

の

改

正

に

作

ふ

必

然

的

の

改

正

と

、

共

の

後

施

行

上

よ

り

件

た

経

路

ピ

鑑

み

、

多

少

の

修

正

と

.

計

干

の

新

規

定

が

加

へ

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

。

左

に

そ

の

新

規

定

弁

に

修

正

の

京

な

る

も

の

に

就

て

簡

収

に

述

べ

て

見

ょ

う

。

先

づ

第

五

僚

に

於

て

、

認

可

小

諸

又

は

肘

聞

を

第

さ

ん

と

す

る

者

は

敷

地

所

有

者

及

使

用

楳

者

又

は

建

築

物

所

有

者

の

承

諾

を

得

ね

ば

な

ら

な

く

な

っ

た

。

之

は

誠

に

首

然

の

事

で

あ

っ

て

、

ル

ヤ

ろ

斯

る

規

定

を

設

け

る

の

が

経

な

似

で

あ

る

が

、

事

官

は

杭

k

之

を

賞

行

し

な

い

で

工

事

竣

功

後

民

於

て

、

既

K

紛

糾

を

来

す

事

が

あ

る

の

で

、

本

法

直

接

の

要

求

で

は

無

い

が

、

施

行

の

間

的

を

期

す

る

釘

此

の

規

定

を

設

け

ら

れ

た

の

で

あ

る
。

附

し

て

そ

の

承

諾

の

旨

を

表

示

す

る

方

法

と

し

て

は

、

様

式

中

に

定

め

ら

れ

た

相

品

川

側

に

そ

の

廿

を

記

載

す

れ

ば

い

L

の

で

あ

る

。

然

し

必

要

と

認

め

ら

れ

た

場

介

は

、

別

に

承

諾

世

一円

を

添

附

せ

ね

ば

な

ら

な

い

。

次

に

私

設

道

路

に

闘

す

る

制

定

が

設

け

ら

れ

た

、

即

今

後

私

設

道

路

の

開

設

又

は

鑓

更

を

鴬

さ

ん

と

す

る

時

は

、

必

ら

や

建

築

線

の

指

定

を

受

け

ね

ば

な

ら

ぬ

。

此

の

理

由

は

従

来

自

由

に

私

道

を

設

け

、
.

之

に

面

し

て

建

築

を

な

し

た

る

後

に

於

て

、

勝

手

に

之

を

腔

し

叉

は

鑓

更

を

な

し

、

話

め

に

建

築

糾

の

規

定

K

付

後

日

紛

議

を

起

す

引

が

多

い

た

め

ぞ

あ

っ

て

、

之

を

川

へ

る

に

は

、

建

築

糾

の

指

定

に

侠

つ

外

は

な

い

か

ら

で

あ

る

。

此

の

制

定

の

品

川

市

と

し

て

、

私

道

は

総

べ

て

建

築

紘

姦

帳

に

登

鈴

せ

ら

る

a

A

諜

で

あ

る

ο

---tマ

京

利

・

川

越

築

監

督

行

和

同

l

田

。

敷

地

の

設

す

る

建

築

線

の

附

端

は

、

必

ら

や

他

の

建

築

総

に

接

制

す

る

一

事

を

要

す

る

3

即

行

き

詰

り

の

迫

は

辿

築

総

と

し

て

認

め

ら

れ

な

い

と

い

ふ

制

定

が

加

へ

ら

れ

た

、

之

は

保

安

上

の

要

求

よ

り

、

従

来

と

て

も

内

叫

に

よ

っ

て

行

は

れ

て

出

た

も

の

で

b

る

か

ら

.

た

ピ

成

文

と

な

っ

た

ピ

け

で

、

制

限

上

の

世

抗

が

鎧

っ

た

諜

で

は

な

い

の

で

あ

る

。

劇

場

、

前

勘

九川

県

館

・

前
川

詮

布

切

.

制

物

場

、

集

合

場

.
公

合

堂

等

の

建

築

物

は

、

北

(

の

主

た

る

川

入

口

K

聞

す

る

道

路

よ

り

、

後

退

し

て

建

築

紘

を

指

定

せ

ら

れ

て

居

た

が

、

今

度

共

の

寸

法

を

メ

ー

ト

ル

に

鑓

へ

る

と

同

時

に

、

施

行

上

の

府

日

航

に

銑

み

、

品

川

分

北

ハ

の

距

雌

酬

を

松

和

さ

れ

、

そ

の

日

凸

七

行

瓦

十

人

以

上

の

も

の

は

五

メ

ー

ト

ル

、

一

一
百

冗

十

人

以

上

の

も

の

は

三

メ

ー

ト

ル

、

そ

の

他

の

も

の

は

二

メ

ー

ト

ル

と

な

っ

た

。

施

行

令

第

十

候

所

定

の

敷

地

即

判

別

の

敷

地

に

閲

す

る

高

の

制

定

は

‘

従

来

も

あ

っ

た

の

で

あ

る

が

.

今

同

第

十

一

一

僚

に

於

て

僚

交

を

整

理

し

且

つ

多

少

の

鐙

民

を

加

へ

ら

れ

た

。

其

の

第

一

は

敷

地

が

公

悶

‘

町

場

.

何

の

類

に

接

す

る

と

き

は

令

第

七

保

第

一

明

後

段

の

高

の

川限

度

を

絞

利

さ

れ

る
。

即

公

園

等

の

柄

引

同

(

又

は

剖

側

迄

の

出

離

)

が

右

の

限

度

よ

り

大

な

る

場

合

に

限

り

、

北

(

の

限

度

を

右

の

師

自

迄

高

く

す

る

事

が

出

来

る

。

第

二

は

敷

地

の

前

町

道

路

の

釘

州

民

、

公

闘

.

臨

出

場

、

専

川

軌

道

新

く

は

鎖

道

又

は

州

の

類

が

あ

る

時

に

は

、

そ

の

道

路

の

幅

員

と

公

闘

等

の

幅

員

(

又

は

針

側

迄

の

距

離

)

と

の

和

を

超

ヌ

ざ

る

範

国

内

に

於

て

、

令

第

七

僚

の

一

似

四

分

ノ

一

を

二

机

迄

.

一

供

二

分

ノ

一

を

二

似

二

分

ノ

一

定

と

し

、

A

Y

第

八

僚

の

一

供

二

分

ノ

一

を

二

似

二

分

ノ

一

迄

と

す

る

引

が

出

来

る

。

第

三

は

敷

地

の

地

盤

耐

が

道

路

耐

よ

り

九

十

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

以

上

高

い

場

令

は

、
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そ

の

高

よ

り

九

十

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

を

減

じ

た

る

践

の

、

ル

ナ

分

だ

け

道

路

面

を

上

げ

た

と

考

へ

、

そ

の

商

よ

り

高

を

測

算

す

る

背

中

が

出

来

る

。

第

川

は

敷

地

の

接

す

る

こ

以

上

の

道

路

面

が

‘

高

低

の

北

京

丸

十

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

以

上

あ

る

場

合

に

於

て

は

共

の

会

よ

り

九

十

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

を

減

じ

た

る

残

の

、

山

↑

分

だ

け

を

‘

低

き

道

路

聞

を

上

げ

た

と

考

へ

、

高

を

測

算

す

る

事

が

出

来

る

の

で

あ

る

。

第

五

の

道

路

の

終

端

に

位

す

る

も

の

は

、

花

ぃ

米

と

同

嫌

で

あ

る

c

o  

次

に

施

行

令

第

十

四

僚

但

告

の

地

μ
即

益

地

制

限

の

除

外

P

認

め

ら

る

L

地

匝

は

、

共

の

第

一

が

角

地

(

道

路

K

接

す

る

敷

地

二

迭

の

内

角

が

百

三

十

五

度

以

下

)

で

あ

っ

て

、

敷

地

周

囲

の

延

長

問

分

ノ

一

以

上

が

、

二

以

上

の

道

路

K

接

す

る

一

射

を

要

し

・

而

か

も

そ

れ

等

の

泊

路

は

、

各

一肌

凸

三

、

五

メ

ー

ト

ル

以

上

で

其

の

和

が

十

八

メ

ー

ト

ル

以

上

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

第

二

は

敷

地

の

閃

凶

延

長

凶

分

ノ

一

以

上

が

闘

員

五

・

五

メ

ー

ト

ル

以

上

の

道

路

と

、

別

に

公

関

、

関

場

、

河

の

類

と

に

按

し

又

は

道

路

を

隔

て

k

接

す

る

も

の

で

る

っ

て

、

共

の

道

路

と

公

闘

等

と

の

幅

員

(

又

は

封

側

迄

の

距

削

削

)

の

和

が

十

八

メ

ー

ト

ル

以

上

の

場

合

で

あ

る

。

而

し

て

第

一

第

二

と

も

敷

地

の

面

積

は

十

ア

ー

ル

以

下

の

も

の

で

友

け

れ

ば

た

ら

友

い

G

構

造

設

備

の

規

定

に

闘

し

て

は

、

二

三

の

新

候

文

が

加

へ

ら

れ

た

、

北

ハ

の

第

一

は

建

築

物

の

敷

地

境

界

は

、

捕

監

、

お

石

北

ハ

の

他

の

回

定

物

を

以

て

、

明

献

に

区

制

せ

ね

ば

・

な

ら

友

く

な

っ

た

リ

そ

し

て

工

事

竣

功

の

後

K

於

て

、

・7
-

を

移

動

し

て

敷

地

面

積

比

増

減

を

来

す

場

合

は

.

必

ら

十

周

出

を

ぜ

ね

ば

な

ら

ぬ

の

で

あ

る

。

之

は

建

築

物

の

竣

功

検

夜

後

民

於

て

、

{

企

地

を

狭

ば

め

以

っ

て

昼

地

制

肢

を

素

る

と

と

を

得

せ

し

め

な

い

矯

で

あ

る

。

第

二

は

住

肘

の

刑

に

供

す

る

建

築

物

は

、

そ

の

一

構

の

建

築

断

績

を

二

十

卒

方

メ

ー

ト

ル

以

上

に

す

る

事

を

裂

し

、

且

つ

構

毎

に

炊

事

場

及

使

所

を

設

け

ね

ば

友

ら

ぬ

、

之

は

附

令

長

屋

建

築

規

と

の

均

衡

を

と

っ

た

鴛

で

あ

る

。

第

三

は

井

戸

陀

闘

す

る

規

定

で

る

っ

て

井

戸

側

は

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

共

の

他

の

不

法

透

質

材

料

を

以

て

構

成

し

、

そ

の

井

筒

の

高

は

、

地

上

六

十

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

以

上

た

る

べ

く

‘

北

ハ

川

井

戸

の

場

合

は

必

ら

や

仰

筒

井

戸

と

せ

ね

ば

な

ら

な

い

、

但

し

制

抜

井

戸

、

庭

井

戸

等

特

殊

の

も

の

に

付

て

は

‘

極

k

の

除

外

例

を

認

め

ら

る

L

の

は

勿

論

で

る

る

。

井

戸

の

規

定

は

最

近

上

水

道

の

設

備

を

有

せ

ざ

る

土

地

が

、

市

に

編

入

せ

ら

れ

た

闘

係

上

、

ρ

f

k

そ

の

必

要

が

多

く

な

っ

た

次

第

で

あ

る

。。

井

戸

と

汲

取

便

所

叉

は

汚

物

溜

と

の

距

離

に

就

て

は

、

従

来

は

祁

削

井

戸

と

し

て

.

便

所

に

特

殊

の

工

事

を

施

し

た

場

合

は

.

特

に

近

距

離

の

六

尺

を

認

め

ら

れ

て

居

た

が

、

其

の

後

衛

生

上

の

宮

績

に

鑑

み

、

便

所

叉

は

汚

物

溜

に

汚

物

の

諺

透

を

防

ぐ

ぺ

き

.

特

殊

の

構

造

を

施

す

と

も

、

三

、

五

メ

ー

ト

ル

よ

り

近

く

て

は

.

絶

釘

に

認

め

ら

れ

な

い

事

と

友

っ

た

、

但

し

捌

抜

井

戸

の

如

き

も

の

は

除

外

さ

れ

る
。

階

段

の

規

定

に

就

て

は

‘

新

に

公

衆

m

k
非

ざ

る

普

通

階

段

に

到

す

る

規

定

が

加

へ

ら

れ

た

。

即

蹴

上

及

踏

商

は

各

段

均

一

な

ら

し

む

る

事

、

廻

り

段

を

設

く

る

場

合

は

階

段

の

下

部

に

映

り

段

教

は

四

以

下

と

し

九

十

度

に

針

し

四

段

の

割

合

を

超

へ

ざ

る

事

、

昇

降

口

に

は

油

首

な

る

足

摺

を

設

く

る

事

等

で

あ

る

が

之

等

も

従

来

の

内

規

が

本

規

定

と

な

っ

た

の

み

で

あ

る

。

今

一

つ

木

浩

建

築

物

(

木

造

床

の

場

合

を

含

む

)

の

三

附

以

上

に

、

居

室

面

積

二

十

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

を

有

す

る

場

合

に

は

、

各

階

に

附

段

二

筒

所

以

上

を

設

け

ね

ば

友

ら

ぬ

‘

但

し

そ

の

一

箇

所

は

・避

難

階

段

(

踏

耐

、

蹴

卜

は

普

通

階

段

の

通

り

で

、

幅

を

六

十

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

迄

縮

め

ら

れ

る

)

叉

は

埴

首

な

る

避

難

設

備

を

以

て

之

に

代

へ

得

る

。

，

叩
引

に

集

合

場

其

の

他

十

四

種

及

之

に

類

す

る

建

築

物

の

階

段

で

、

公

衆

の

刑

に

供

す

る

も

の

L

規

定

K

就

て

は

、

従

来

の

係

文

を

書

き

替

へ

た

だ

け

で

、

制

限

の

宮

質

に

閲

し

て

は

大

同

小

異

で

あ

る

。

た

ピ

此

の

規

定

に

依

る

事

を

要

せ

ざ

る

、

所

開

尭

除

駄

が

、

従

来

の

上

階

町

枝

一五

坪

と

た

っ

て

目

的

た

の

を

、

三

十

平

方

メ

ー

ト

ル

『

約

九

坪

)

と

緩

和

し

た

事

と

、

普

通

階

段

同

様

、

三

階

以

上

に

閲

す

る

新

規

定

が

加

へ

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

北

ハ

の

新

規

定

は

木

浩

に

限

ら

や

総

て

三

階

以

上

K

、

居

室

町

積

十

五

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

を

有

す

る

場

合

は
、

各

階

に

階

段

二

箇

所

以

上

を

設

け

ね

ば

友

ら

ぬ

。

但

し

階

段

の

例

数

を

定

む

る

規

定

に

よ

り

、

一

筒

所

K

て

足
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る

場

合

は

.

そ

の

二

仰

の

内

一

仰

は

前

に

述

べ

た

也

難

階

段

と

す

る

事

が

出

来

る

、

勿

論

此

の

二

例

所

以

上

と

い

ふ

規

定

は

・

前

の

普

通

階

段

の

場

令

も

同

じ

く

、

間平

に

放

を

二

ケ

所

と

す

る

の

み

で

は

な

く

・

場

所

を

鑓

へ

て

設

く

る

事

を

裂

す

る

の

は

言

ふ

迄

も

友

ぃ

。

此

の

三

階

以

上

に

附

す

る

新

規

定

は

、

火

災

の

際

に

底

k

起

る

傷

害

が

、

三

階

家

以

上

の

高

居

建

物

に

於

て

、

多

く

見

ら

る

t

h

事

質

よ

り

斯

く

規

定

せ

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

。

従

来

は

物

干

、

物

見

事

等

の

屋

上

工

作

物

に

封

す

る

規

定

が

無

か

っ

た

の

で

あ

る

が

、

今

後

は

叩

種

防

火

地

匝

内

k

b

る

も

の

は

、

不

慨

材

料

を

以

て

構

成

す

る

事

矛

要

し

、

乙

間

防

火

地

問

一
内

の

も

の

及

防

火

地

応

外

の

も

の

で

、

面

積

二

十

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

.

且

つ

床

高

三

、

五

メ

ー

ト

ル

を

超

ゆ

る

も

の

は

、

不

燃

材

料

を

以

て

構

成

す

る

か

或

は

被

従

せ

ね

ば

な

ら

友

〈

友

っ

た

。

構

造

強

度

計

算

に

於

け

る

水

平

風

眼

力

に

就

て

は

、

そ

の

数

字

を

改

め

ら

れ

て

は

居

る

が
、

従

米

此

の

故

字

に

よ

っ

て

各

都

市

と

も

認

め

ら

れ

て

居

た

も

の

を

誌

に

事

務

上

の

清

算

を

し

た

様

で

あ

る

。

o  

手

続

の

規

定

陀

闘

し

て

は

、

規

則

第

百

四

十

三

保

第

一

項

第

五

蹴

に

よ

る

指

先

を

先

づ

述

べ

ね

ば

な

ら

ぬ

、

京

都

府

民

於

け

る

指

定

は

た

ピ

三

つ

だ

け

で

あ

る

ο

即

ち

時

災

地

で

知

事

の

指

定

し

た

匝

域

内

に

於

て

、

三

月

以

内

氏

建

築

す

る

も

の

‘

他

の

法

令

に

依

り

建

築

物

の

佐

世

.

椛

也

、

設

備

又

は

敷

地

K

闘

し

許

可

、

認

可

を

要

す

る

建

築

物

、

建

築

而

積

六

百

六

十

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

の

建

築

物

等

で

あ

る

。

以

上

の

内

第

二

の

他

の

法

令

に

依

り

建

築

物

の

佐

世

.

構

也

、

設

備

叉

は

敷

地

K

閲

し

許

可

、

認

可

を

要

す

ぺ

き

建

築

物

と

は

、

大

八

刀

蹟

い

範

囲

を

意

味

す

る

も

の

で
、

警

察

取

締

を

受

く

る

も

の

L

大

部

分

即

ち

飲

食

応

遊

技

場

・

肪

貸

、

湯

屋

、

開

髪

応

、

牛

乳

搾

取

所

、

常

食

倒

養

相

場

其

の

他

多

種

の

も

の

も

含

ま

れ

、

共

の

外

枇

寺

叉

は

風

致

地

国

及

名

跡

地

内

の

建

築

物

の

如

く

建

築

上

別

に

許

可

、

認

可

を

要

す

る

も

の

は

悉

く

之

に

包

含

せ

ら

る

L

も

の

で

あ

る

。

言

ふ

迄

も

な

い

事

で

は

あ

る

が

、

以

上

の

建

築

物

は

皆

認

可

巾

請

を

せ

ね

ば

な

ら

ね

。

書

類

及

凶

聞

に

就

て

は

.

大

鴨

川

牝

米

と

大

義

は

な

い

が

.

多

少

の

改

肢

が

あ

る

つ

書

式

の

制

部

に

就

て

は

.

資

施

の

経

験

上

向

一一
か

修

一止

が

加

へ

ら

れ

た

、

様

式

の

第

一

一概

ル

一全

第

三

蹴

と

し

て

.

保

文

の

末

尾

K

附

し

て

あ

る

の

が

そ

れ

で

あ

る

。

胤

川

第

百

凶

十

同

僚

に

よ

っ

て

、

届

出

を

錯

す

ぺ

き

も

の

L

内

、

抑

微

な

る

も

の

、

即

飾

門

の

類

に

し

て

仮

設

的

の

も

の

、

防

火

地

匝

・

美

槻

地

匝

又

は

風

致

地

問

外

の

も

の

に

し

て

回

顧

五

平

方

メ

ー

ト

ル

以

上

の

原

上

工

作

物

、

高

三

メ

ー

ト

ル

以

下

の

楠

壁

叉

は

門

戸

の

類

は

全

然

そ

の

府

出

を

要

し

な

い

。

最

後

に

工

事

の

取

締

K

就

て

、

新

K

加

へ

ら

れ

た

も

の

は

.

工

事

中

上

棟

同

等

の

病

問

を

要

す

る

規

定

で

あ

る

、

と

れ

は

他

の

都

市

で

は

従

来

よ

り

行

は

れ

て

出

た

も

の

を

‘

遅

れ

ば

せ

に

本

府

民

規

定

が

出

来

た

識

で

あ

る

。

此

の

上

棟

屈

に

よ

っ

て

、

従

来

躍

々

る

っ

た

高

に

闘

す

る

建

反

な

ど

が

、

未

然

に

救

は

れ

る

事

と

思

‘
。

λ

 

。

以

上

は

改

正

の

要

駄

に

就

て

‘

保

文

の

順

序

に

従

ひ

、

暮

辿

し

た

も

の

で

‘

右

の

他

に

も

制

部

陀

就

で

は

な

ほ

修

制

せ

ら

れ

た

鈷

が

、

多

K

あ

る

が

徐

り

に

繁

墳

に

友

る

の

で

、

之

を

省

略

す

る

か

ら

、

詳

細

は

候

文

民

就

て

見

ら

れ

ん

一

部

会

一

希

望

す

る

失

第

で

る

る

。

終

り

に

一

言

附

加

し

て

世

き

た

い

事

は

.

申

請

、

周

の

苦

式

即

様

式

第

二

批

に

依

る

も

の

は

、

規

定

の

様

式

通

り

に

、

不

動

文

字

を

印

刷

し

た

る

川

紙

が

川

来

て

居

て

、

-
K

一川

二

週

一

組

と

し

て

百

円川

と

友

っ

て

居

る

筈

で

る

る

か

ら

、

川

願

者

は

之

を

利

川

せ

ら

れ

る

と

便

利

で

あ

る

と

思

ふ

。

(

七

、

三

、

一

七

)
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市

街

地

建

築

物

法

施

行

令

並

に

同

規

則

の

改

正

に

就

い

て

市

街

地

建

築

物

法

閥

係

命

令

の

改

正

を

機

舎

に

掛

仲

間

前

大

阪

府

往

築

課

長

を

以

し

て

こ

ん

ど

の

改

定

後

更

さ

れ

た

る

生

同

日

並

に

解

朝

刊

に

就

い

て

御

説

明

を

断

っ

た

と

こ

ろ

課

長

は

御

多

用

中

に

も

か

λ

は

ら

ず

結

ん

で

御

快

諾

あ

り

二

月

廿

二

日

の

例

舎

の

府

上

で

次

の

や

う

な

御

部

放

を

初

ま

し

た

、

と

与

に

誌

上

を

総

リ

て

氏

に

到

し

て

厚

〈

謝

意

を

表

し

ま

す

。

本

文

は

北

ハ

の

速

記

で

あ

り

主

す

。

!

記

者

1

法

放

行

令

の

改

正

に

就

て

私

が

今

日

説

明

巾

上

げ

ま

す

の

は

改

正

の

制

く

制

時

に

致

し

皮

い

と

思

ひ

ま

す

。

従

っ

て

捌

く

適

切

な

矧

に

付

き

ま

し

て

は

い

後

に

時

間

を

さ

い

て

充

分

御

質

問

を

制

ふ

と

と

L

致

し

ま

し

て

、

其

の

御

質

問

に

肱

じ

て

詳

し

く

一

枕

明

巾

上

ま

す

、

左

犠

御

承

知

を

断

ま

す

c

御

承

知

の

泊

り

市

街

地

建

築

物

法

施

行

令

、

施

行

規

川

、

又

大

阪

府

A
n

の

施

行

制

川

は

今

迄

数

回

K

π

一
り

或

は

改

鼠

或

は

附

け

加

へ

ら

れ

る

等

の

改

正

が

t
c

り

ま

し

た

が

.

是

迄

の

改

正

は

御

承

知

の

通

り

字

義

に

就

て

の

改

正

等

価

く

消

極

的

の

も

の

で

あ

り

、ま

し

た

た

め

に

彩

搾

が

少

か

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

が

、

ム寸

問

の

は

多

年

内

務

作

川

向

に

於

て

市

街

地

建

築

物

法

が

施

行

さ

れ

て

御

承

知

の

通

り

十

年

を

過

ぎ

.

立

法

常

時

K

説

明

せ

る

と

と

L

賞

際

と

に

喰

遣

の

あ

る

貼

、

史

民

十

年

の

経

験

に

依

っ

て

従

来

の

で

は

具

、
合

の

裂

い

期

、

戸史

に

叉

進

ん

で

今

迄

考

へ

な

か

っ

た

方

町

迄

も

法

律

を

以

て

制

定

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

と

と

を

気

づ

か

れ

、

勅

令

、

内

務

省

A

W

K

就

て

大

き

く

改

正

が

試

み

ら

れ

た

主

を

附

い

て

照

り

ま

す

。

従

っ

て

其

の

計

聾

は

相

首

大

き

い

も

の

と

承

知

致

し

て

居

り

ま

す

が

多

少

事

附

に

よ

り

法

律

に

手

を

陥

れ

ぬ

と

と

L

し

て

肋

令

以

下

に

及

ぶ

と

と

L

な

り

非

常

民

大

き

友

鑓

更

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

然

し

乍

ら

前

動

向

の

鑓

史

よ

り

も

著

し

く

箆

挺

さ

れ

共

の

内

存

に

就

き

ま

し

で

ざ

っ

と

説

明

巾

上

ま

す

。

大

開

勅

令

の

中

に

於

き

ま

し

て

今

度

津

改

正

さ

れ

た

の

は

主

と

し

て

地

域

制

限

の

賢

史

官

あ

り

ま

す

。

共

れ

と

除

外

例

、

そ

れ

に

今

迄

の

粕

令

に

友

か

っ

た

も

の

が

附

け

加

へ

ら

れ

、

共

の

他

の

縫

史

で

あ

り

ま

す

が

大

関

地

域

制

限

の

野
A

史

民

就

き

山

中

上

げ

去

す

と

先

づ

従

来

の

規

定

の

制

限

を

・

股

止

し

数

却

を

必

嬰

と

す

る

も

の

、
ハ

十

付

の

辿

切

で

ふ

な

か

っ

た

も

の

L

字

何

の

修

正

で

、

つ

ま

り

川

両

等

、

更

に

刺

入

引

に

某

き

地

方

に

よ

り

地

方

令

に

よ

る

地

域

の

川

町

山

の

あ

る

も

の

は

各

k

思

ひ

思

ひ

の

も

の

が

あ

る

の

で

、

そ

う

一
疋

ふ

山

胞

か

ら

内

務

行

K

於

て

は

地

方

A

引

を

統

一

し

て

仙

人

げ

で

制

定

し

、

地

方

令

に

は

似

く

地

方

的

の

も

の

の

み

に

映

り

制

定

せ

し

む

ぷ

脱

出

於

へ

ら

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

先

づ

共

の

内

本

に

川
附

し

て

は

机

川

地

域

に

於

き

ま

し

て

従

妹

の

知

一

僚

に

除

外

例

を

組

定

さ

れ

て

川

り

ま

し

た

が

、

之

は

工

場

の

み

に

つ

き

ま

し

て

刊

川

の

安

民

a

を

害

す

る

ほ

な

き

も

の

父

は

公

訴

上

己

む

を

叫

ざ

る

も

の

の

み

に

肌

ら

れ

田

毎長

ま住

て

除

外

例

が

る

り

ま

し

た

が

‘

今

度

の

改

正

に

依

り

工

場

に

川町

ら

や

他

の

色

々

の

川

詮

.

自

動

車

の

草

山

、
倒

壊

、

日

動

自

民

館

.
柄

引

戸

拐

、

制

物

場

迄

も

認

め

ら

れ

得

る

株

に

な

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

そ

れ

か

ら

史

民

第

一

僚

の

各

羽

κ
就

き

説

明

申

上

げ

ま

す

と

「

常

時

使

川

ス

ル

原

動

機

馬

力

数

ノ

介

計

三

テ

超

過

ス

ル

工

場

」

と

れ

が

従

来

は

こ

を

超

過

す

る

工

場

と

あ

り

を

し

た

が

今

川

は

三

馬

力

迄

の

工

場

と

か

へ

ら

れ

、

つ

ま

り

一

馬

力

加

へ

ら

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

、

勿

論

馬

力

の

制

限

は

そ

れ

自

惜

の

制

限

で

は

友

く

住

肘

地

域

に

い

然

歩

る

工

場

の

規

棋

を

定

め

る

鴛

に

民

力

故

を

き

め

ま

し

た

つ

ま

り

三

時

力

以

上

を

必

要

と

す

る

工

場

は

禁

止

す

る

と

き

め

ら

れ

た

の

で

る

り

ま

す

。

市

街

地

挫

築

物

法

施

行

後

十

年

、

叉

地

域

指

立

後

の

経

験

に

依

り

ま

す

と

二

川

町

力

は

偽

り

抵

抗

が

き

つ

い

の

で

あ

り

ま

す
、

ホ

世

に

於

て

直

接

馬

力

が

増

し

た

か

ら

と

て

振

動

、

音

響

K

直

接

閥

係

友

く

工

場

の

設

備

の

以

況

に

依
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る

の

で

あ

り

ま

す

。

斯

く

住

居

地

域

医

於

て

は

二

馬

力

を

三

馬

引

に

鎚

更

さ

れ

商

業

地

域

に

於

て

は

同

椋

の

事

山

に

依

り

十

馬

力

が

十

五

馬

力

と

友

り

ま

し

た

そ

れ

か

嶺

に

工

業

地

域

陀

於

て

は

三

十

馬

力

を

超

過

す

る

も

の

が

五

十

馬

力

と

な

り

ま

し

て

約

七

割

の

増

加

と

な

り

ま

す

、

地

域

に

於

け

る

馬

力

の

費

更

は

工

業

地

域

K

於

て

は

前

第

一

係

、

第

二

僚

の

も

の

と

は

趣

を

異

に

し

て

従

米

米

指

定

地

域

は

商

工

業

地

域

の

感

が

あ

る

の

で

、

と

れ

か

ら

も

説

明

致

し

ま

す

が

指

定

地

域

を

相

品

川

工

業

地

域

化

し

ゃ

う

と

内

務

省

の

意

が

あ

り

工

業

地

域

の

三

十

馬

力

を

五

十

馬

力

と

す

る

の

は

相

官

K

未

指

定

地

域

に

於

て

大

規

模

の

工

場

を

認

め

ゃ

う

と

一
式

ふ

趣

旨

K

よ

る

の

で

あ

り

ま

す

。

そ

れ

か

ら

も

一

つ

著

し

い

の

は

地

域

の

制

限

に

於

て

職

工

数

の

制

限

が

第

一

保

、

第

二

縦

、

第

三

僚

に

全

仲

間

け

づ

ら

れ

た

と

と

で

あ

り

ま

す

、

も

と

制

限

さ

れ

て

居

た

職

工

数

は

住

居

地

域

、

商

業

地

域

で

許

容

す

る

工

場

の

規

模

を

き

め

る

震

で

あ

り

ま

し

た

、

然

る

に

今

日

迄

の

経

験

に

依

れ

ば

は

た

し

て

職

工

と

は

如

何

だ

る

も

の

か

定

義

に

於

て

苦

し

い

と

と

を

考

へ

ね

ば

な

ら

ぬ

と

と

に

な

っ

て

釆

ま

し

た

、

職

エ

自

躍

が

多

い

か

ら

と

て

ど

れ

だ

け

性

居

の

小

没

年

ι
官

許

す

る

か

、

商

業

の

利

便

を

中

守

す

る

か

れ

胎

上

考

へ

ら

れ

ぬ

の

で

あ

り

ま

す

似

り

に

あ

り

と

す

る

も

職

工

散

が

ふ

え

て

も

支

附

が

あ

り

ま

せ

ぬ

、

引

ん

や

丙

業

合

理

化

等

に

あ

た

っ

て

一

方

大

き

く

ふ

や

そ

う

と

し

て

居

る

今

日

の

欣

態

に

あ

っ

て

、

と

の

動

的

な

職

工

数

に

依

っ

て

建

築

物

を

律

す

る

は

矛

盾

を

来

す

の

で

職

工

放

に

就

て

は

制

限

を

や

め

た

の

で

あ

り

ま

す

。

職

工

数

友

り

、

馬

力

政

危

り

に

依

る

制

限

に

理

'

川

あ

り

と

す

る

も

丁

場

の

業

態

に

よ

ほ

ど

制

限

が

あ

る

の

で

職

工

獄

、

馬

力

故

の

箆

更

を

来

し

て

も

犬

友

る

故

障

が

泣

い

と

思

は

れ

る

の

で

斯

様

友

趣

旨

の

も

と

に

改

正

さ

れ

た

様

で

あ

り

ま

す

。

共

の

他

第

一

俊

民

就

て

申

し

ま

す

と

従

来

は

業

態

の

制

限

は

簡

単

で

る

っ

た

が

今

度

は

第

二

批

に

は

改

正

の

結

川

市

た

く

さ

ん

川

た

の

で

る

り

ま

す

、

と

れ

は

制

限

を

般

医

さ

れ

た

の

で

は

な

く

多

く

は

地

方

令

に

依

り

制

定

さ

れ

て

居

た

も

の

を

附

け

加

へ

た

も

の

、

更

に

米

指

定

地

域

を

工

業

地

域

化

す

る

震

に

第

三

僚

の

業

態

を

ゆ

る

め

、

位

底

地

域

、

商

業

地

域

に

於

て

明

雌

に

業

態

を

示

し

た

の

で

あ

り

ま

す

、

例

へ

ば

共

の

例

を

申

し

ま

す

と

.

イ

の

玩

具

則

普

通

加

工

品

の

制

捜

逝

は

従

米

大

阪

府

令

に

あ

り

ま

し

た

も

の

を

附

け

加

へ

ら

れ

共

の

他

慌

伎

、

尉

仙

北

ハ

の

他

の

も

の

L

洗

械

は

今

迄

工

業

地

域

に

叫

ら

れ

た

も

の

を

工

業

地

域

で

削

ら

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

‘

製

料

、

古

仙

の

再

製

、

起

モ

、

反

毛

又

は

「

フ

ェ

ル

ト

」

の

製

逃

、

餓

物

、

山
石

川

、

土

砂

位

一

寸

の

粉

砕

、

と

う

い

ふ

も

の

、

尤

も

と

の

内

で

子

で

や

る

も

の

は

位

肘

地

域

で

認

め

る

様

に

な

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

大

関

制

か

い

清

明

は

わ

づ

ら

わ

し

い

の

で

向

御

必

裂

が

る

れ

ば

必

明

巾

す

主

と

致

し

ま

し

て

、

そ

れ

か

ら

第

三

蹴

で

あ

り

ま

す

が

、

従

来

自

助

半

の

草

山

は

五

芯

以

上

は

禁

止

さ

れ

て

川

た

が

今

度

は

建

物

の

制

限

と

な

り

ま

し

て

内

k

b

る

品

物

を

以

て

制

限

す

る

は

適

切

で

な

い

と

思

は

れ

ま

す

の

で

建

物

の

大

い

さ

を

以

て

制

限

す

る

桟

K

な

り

、

と

L

K

五

十

平

万

メ

ー

ト

ル

を

超

過

す

る

自

動

車

々

席

は

い

け

友

い

と

一
五

ふ

と

と

に

な

り

ま

し

た

、

五

十

平

方

メ

ー

ト

ル

と

巾

し

ま

す

と

約

十

五

坪

・

大

関

五

志

位

の

自

動

車

を

牧

'

容

す

る

自

制

車

の

車

出

で

す

と

一

事

三

坪

と

し

て

十

五

坪

、

四

一長

未

満

だ

と

十

二

坪

位

で

這

入

る

の

で

敢

に

於

て

五

十

卒

方

メ

ー

ト

ル

と

云

ふ

室

町

献

で

多

少

ゆ

る

み

を

認

め

五

京

佐

は

入

れ

ら

れ

史

民

小

さ

け

れ

ば

も

・

勺

少

し

牧

~

科

す

る

ξ

が

出

来

る

の

で

あ

り

ま

す

。

兎

に

角

間

続

で

自

動

車

々

山

を

取

締

る

様

に

縫

更

さ

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

第

凶

蹴

は

従

来

の

も

の

L

寄

席

が

・

凶

器

場

じ

艶

へ

ら

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

、

叉

土

地

陀

よ

り

ま

し

て

は

甚

だ

泊

り

が

思

い

の

で

嬰

前

場

と

し

た

方

が

通

り

が

良

く

其

の

他

で

は

大

開

従

来

と

同

様

で

あ

り

ま

す

、

第

十

慌

が

「

前

各

披

-
一

掲

グ

ル

モ

ノ

テ

除

ク

ノ

外

行

政

官

順

位

屈

ノ

宏

一

ザ

ヲ

害

ス

ル

此

ア

リ

ト

認

メ

命

令

子

以

テ

折

定

ス

ル

モ

ノ

」

と

あ

り

ま

し

て

大

阪

山

令

も

二

月

一

日

に

間

に

合

ふ

様

準

備

を

致

し

て

馬

り

ま

し

た

が

、

内

務

省

よ

り

協

議

す

る

棋

に

と

通

知

が

あ

り

ま

し

た

の

で

今

K

設

布

に

至

り

ま

せ

ん

υ

大

阪

府

で

は

多

少

地

域

の

制

限

を

ゆ

る

め

九

意

向

で

あ

り

ま

す

の

で

多

少

義

理

し

て

己

む

を

得

ぬ

も

の

の

み

凶
、

五

入

れ

た

い

と

思

っ

て

居

り

ま

す

J

そ

れ

か

ら

第

二

僚

に

就

て

は

や

は

り

唯

今

位

肘

地

域

の

建

築

物

の

説

明

で

我

慨

を

願

ひ

ま

し

て

、

第

三

僚

と

れ

の

内

に

は

と

ま

か

い

も

の

k

内

に

は

名

前

が

費

れ

る

も

の

l

事

貨

は

同

一

の

も

の

で

と

れ

は

名

前

を

統

一

す

る

鴛

|

或

は

従

来

の

規

定

で

漠

然

と

し

て

泊

切

を

か

く

矯

改

正

さ

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

っ

他

の

法

令

に

依

り

あ

げ

ら

れ

て

居

る
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も

の

等

で

内

務

省

で

統

一

さ

れ

た

と

思

は

れ

る

も

の

も

あ

り

ま

す

、

と

れ

も

内

容

に

於

き

ま

し

て

は

省

略

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。

そ

れ

か

ら

共

に

地

域

の

制

限

の

緩

和

の

僚

項

で

あ

り

ま

す

、

動

三

保

ノ

二
、

従

来

と

は

よ

ほ

ど

趣

を

具

に

致

し

ま

し

て

先

づ

今

皮

の

改

正

に

よ

り

ま

す

と

一

蒋

に

策

を

付

け

ね

ば

な

ら

ぬ

の

は

従

来

第

三

僚

ノ

ご

と

云

ふ

の

は

「

地

域

叉

ハ

工

業

地

域

内

特

別

地

問

ノ

指

定

又

ハ

謎

更

ノ

際

現

一
一
存

花

ス

ル

建

築

物

一
一

シ

テ

前

三

僚

ノ

規

定

-

一

依

リ

現

祢

地

ニ

建

築

ス

ル

コ

ト

テ

得

サ

ル

桔

類

-

一

底

ス

ル

モ

ノ

ハ

其

ノ

指

定

又

ハ

慶
一

見

ノ

日

ヨ

リ

十

年

間

ヲ

限

リ

行

政

ん

円

一

腕

ノ

許

可

ヲ

受

ケ

左

記

各

披

一

三

規

定

ス

ル

制

限

内

一
一

於

テ

地

築

.

改

築

U

人

ハ

則

注

ノ

鐙

史

テ

妨

ケ

ス

」

と

う

い

ふ

風

K

制

定

さ

れ

て

つ

ま

り

地

域

の

指

定

、

鐙

耐

火

、

特

別

地

匿

の

指

定

.

鐙

更

と

云

ふ

桟

友

左

松

左

場

合

K

於

て

現

在

地

に

ゐ

く

と

と

の

州

旅

ぬ

種

州

知

の

も

の

に

按

和

の

規

定

が

あ

り

ま

し

た

、

底

が

新

民

法

令

の

係

羽

が

改

正

に

な

っ

た

場

合

従

来

存

十

代

せ

る

も

の

が

-d

k
建

築

す

る

と

と

を

得

ざ

る

都

知

K

-な

っ

た

も

の

は

|

私

共

は

と

れ

を

債

く

細

川

畑

押

す

る

と

き

は

左

様

b

場

介

は

桁

定

費

更

に

包

含

さ

れ

る

も

の

と

併

す

る

様

に

思

ふ

の

で

あ

り

ま

す

・

腕

い

意

味

に

解

す

る

王

は

支

附

た

い

と

私

は

信

じ

ま

す

が

、

柏

股

昧

で

る

る

と

の

議

論

が

あ

る

の

で

明

に

左

様

な

場

合

も

包

む

慌

に

蟹

へ

ら

れ

ま

し

た

、

北

ハ

れ

で

令

三

僚

ノ

こ

に

よ

り

「

前

三

僚

の

規

定

叉

は

市

街

地

建

築

物

法

第

阿

保

第

二

項

ノ

規

定

-

一

依

リ

現

夜

地

ニ

建

築

ス

ル

コ

ト

テ

得

ザ

ル

杭

類

ニ

届

ス

ル

建

築

物

」

と

と

う

い

ふ

風

に

規

定

さ

れ

営

然

明

献

に

な

り

ま

し

た

、

そ

れ

か

ら

-

史

民

三

僚

ノ

二

は

従

来

は

左

様

友

開

類

は

‘

「

一

英

ノ

指

定

叉

ハ

封

吏

ノ

日

ヨ

リ

十

年

間

テ

限

リ

行

政

官

臨

ノ

許

可

テ

交

ケ

点

記

各

競

-
一
規

定

ス

ル

制

限

内

ニ

於

テ

峨

築

.

改

築

叉

ハ

川

注

ノ

鐙

耐

火

テ

鴛

ス

コ

ト

テ

妨

ケ

ス

」

と

う

い

ふ

風

民

規

定

さ

れ

た

の

が

「

十

年

間

テ

腿

リ

行

政

'V

際

ノ

許

可

テ

受

ケ

左

記

各

枕

ニ

制

定

ス

ル

制

限

内

ニ

於

テ

増

築

、

改

築

、

円

柴

又

ハ

用

詑

ノ

控

貞

?

釘

ス

コ

ト

ヲ

妨

ゲ

ズ

」

新

し

く

河

築

又

は

川

詮

の

鎧

史

を

局

す

と

と

を

妨

げ

十

と

と

う

い

ふ

瓜

に

制

定

さ

れ

、

今

迄

に

は

川

築

が

友

か

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

が

と

の

何

築

と

巾

し

ま

す

の

は

一

度

地

笈

に

よ

0

家

が

つ

ぶ

れ

る

か

、

火

災

に

よ

り

焼

け

て

な

く

な

っ

た

時

.

と

れ

は

従

来

は

新

築

と

し

て

禁

止

さ

れ

大

阪

の

み

な

ら

や

一

般

に

左

桟

取

扱

っ

て

川

た

の

で

②

り

ま

す

、

庭

が

改

築

は

認

め

ら

る

L

の

K

一

方

自

己

の

意

志

K

依

っ

た

の

で

左

く

天

災

共

の

他

の

不

可

抗

力

に

よ

っ

て

失

は

れ

た

も

の

が

再

築

出

来

ぬ

の

は

片

手

落

の

様

に

思

は

れ

た

の

で

、

そ

と

で

改

築

の

援

に

一

度

失

は

れ

た

も

の

が

再

び

建

つ

慌

に

入

れ

ら

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

‘

そ

れ

か

ら

則

詮

の

艶

更

に

就

て

は

な

る

ほ

ど

前

か

ら

刷

詮

鑓

吏

と

云

ふ

文

字

は

る

っ

た

が

.

と

の

従

来

の

三

僚

ノ

二

の

全

簡

を

通

じ

て

研

究

す

る

時

は

或

る

建

物

よ

り

用

注

を

費

更

し

て

他

の

用

注

の

も

の

に

使

用

す

る

、

左

犠

友

場

合

に

多

少

行

政

官

艇

が

許

可

す

る

ε

は

出

来

て

も

用

途

を

そ

れ

ま

で

杭

げ

る

王

は

本

来

の

地

域

の

制

限

を

破

挺

す

る

事

と

友

る

の

で

刑

詮

の

鐙

更

は

一

一
部
の

川

訟

の

鑓

史

と

し

て

施

行

し

来

た

っ

た

の

で

、

全

部

K

一旦

る

用

途

蜜

吏

と

し

て

は

思

ひ

切

り

ゃ

れ

な

か

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

、

今

度

の

川

途

の

費

更

は

そ

れ

で

友

く

全

然

別

の

刷

詮

に

夢

更

す

る

左

が

山

川

来

る

様

に

な

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

ま

づ

そ

う

考

へ

て

頂

き

度

い

、

そ

れ

か

ら

更

に

三

僚

ノ

二

の

押

し

蛾

め

ら

れ

た

の

は

「

現

主

地

ニ

建

築

ス

ル

コ

ト

ヲ

得

ザ

ル

ニ

歪

リ

タ

ル

際

現

一
一

存

在

ス

ル

建

築

物

ノ

敷

地

及

之

ト

一

回

テ

成

ス

土

地

ヲ

超

エ

テ

哨

築

、

改

築

、

再

築

又

ハ

用

詮

ノ

費

更

テ

鴛

サ

ザ

ル

コ

ト

」

従

米

と

-

異

り

「

及

之

ト

一

回

テ

成

ス

土

地

」

と

な

っ

た

の

で

、

つ

ま

り

従

来

か

ら

あ

る

工

場

で

あ

れ

ば

其

の

土

地

K

新

築

す

る

ε

の

出

来

ぬ

も

の

が

、

そ

の

隣

へ

敷

地

を

ふ

や

し

共

の

内

の

建

築

物

の

用

途

襲

更

増

築

を

す

る

と

と

・

つ

ま

り

そ

の

用

途
O

K

使

用

す

る

と

と

が

と

れ

で

出

来

る

様

K

友

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

従

来

で

は

「

地

域

叉

ハ

地

区

ノ

指

定

叉

ハ

蟹

更

ノ

際

現

J

一

存

在

ス

ル

建

築

物

ノ

敷

地

ヲ

超

エ

テ

増

築

叉

ハ

改

築

セ

サ

ル

コ

ト

」

と

友

っ

て

ゐ

て
、

敷

地

を

ふ

や

す

E

K

就

て

は

規

定

に

よ

り

或

程

度

迄

認

容

せ

ら

れ

ま

す

、

と

れ

は

空

地

の

制

限

に

射

し

て

便

利

で

あ

っ

て

必

要

友

空

地

を

ふ

や

す

位

K

し

か

っ

か

へ

ね

の

で

そ

れ

ら

も

便

利

に

友

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

、

従

来

建

て

る

と

と

の

出

来

ぬ

敷

地

K

、

ど

L

A

¥
建

て

る

と

と

の

出

来

ぬ

の

は

少

々

不

便

で

あ

る

と

云

ふ

の

で

と

の

新

し

い

敷

地

に

迄

也

築

出

来

る

様

に

な

っ

た

の

で

る

ら

う

と

思

は

れ

ま

す

。

職

工

の

衛

生

上

叉

火

災

の

闘

係

上

押

し

込

ん

で

家

を

建

て

る

と

と

は

甚

だ

不

都

合

で

と

の

按

和

僚

項

の

矯

K

悪

い

傾

向

を

来

す

需

敷

地

の

披

張

を

認

め

る

と

と

が

不

都

合

の

友

い

様

忙

殺

和

す

る

と

と

に

友

っ

た

と

思

は

れ

ま

す

、

或

程

度

迄

建

て

さ

す
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方

が

良

い

と

思

は

れ

ま

す

。

そ

れ

か

ら

却

二

批

に

於

て

は

「

地

域

叉

ハ

地

区

ノ

指

定

又

ハ

縫

-史

ノ

際

」

が

け

づ

ら

れ

第

二

脱

、

建

築

副

首

第

三

蹴

は

従

来

週

り

床

面

積

で

蜜

り

あ

り

ま

せ

ね

、

第

凶

披

に

於

て

は

「

工

場

ノ

常

時

使

用

ス

ル

原

動

機

馬

力

数

テ

増

加

ス

ル

場

合

ニ

於

テ

哨

加

ス

ベ

キ

馬

力

数

ハ

現

在

地

-

一

建

築

ス

ル

コ

ト

テ

得

ザ

ル

ニ

歪

リ

グ

ル

際

常

時

使

用

ス

ル

馬

力

合

計

数

テ

超

過

セ

ザ

ル

コ

ト

但

シ

行

政

宵

磁

土

地

ノ

似

況

事

業

ノ

種

類

.

作

業

方

法

一又

ハ

建

築

物

ノ

構

也

設

備

ニ

依

リ

特

-

一

支

・峠

ナ

シ

ト

認

ム

ル

モ

ノ

ハ

此

ノ

限

ニ

在

ラ

ズ

」

と

う

い

ふ

風

K

第

四

蹴

を

加

へ

ら

れ

従

来

の

三

僚

ノ

こ

に

は

馬

力

敢

に

緩

和

が

友

か

っ

た

の

で

一

方

工

場

が

相

首

K

増

加

さ

れ

色

k

の

室

の

増

加

を

認

め

る

に

馬

力

の

哨

加

を

認

め

な

い

の

は

不

合

理

な

る

も

俊

文

に

多

少

解

離

の

絵

地

あ

っ

て

犬

阪

府

で

は

馬

力

は

川

注

塑

更

で

友

い

と

扱

ひ

相

川
H

刊

数

迄

認

め

て

応

た

の

で

b

り

ま

す

が

今

度

は

明

確

に

用

途

賓

更

な

り

と

認

め

そ

れ

に

劃

し

て

は

新

し

く

緩

和

の

み

ち

を

聞

か

れ

理

由

の

如

何

を

聞

は

十

同

じ

敢

に

至

ヲ

む

迄

馬

力

故

を

ふ

や

す

と

と

が

附

来

.

そ

れ

を

更

に

「

行

政

官

臨

土

地

ノ

以

況

、

事

業

ノ

種

類

.

作

業

ノ

方

法

叉

ハ

建

築

物

ノ

構

造

設

備

ニ

依

リ

批
判
，
一

文

時

ナ

シ

ト

認

ム

ル

モ

ノ

ハ

此

ノ

肌

ニ

花

ラ

ズ

」

と

更

に

除

外

例

迄

も

附

け

加

へ

て

改

正

さ

れ

た

の

で

る

り

ま

す

G

第

五

批

「

前

批

ニ

掲

グ

ル

モ

ノ

ヲ

除

ク

ノ

外

用

途

ノ

慶

更

エ

付

テ

ハ

現

在

地

ニ

建

築

ス

ル

コ

ト

テ

得

ザ

ル

ニ

至

リ

グ

ル

際

、

現

ニ

存

在

ス

ル

建

築

物

ノ

川

詮

一
一

類

似

ス

ル

用

途

又

ハ

設

備

テ

鑓

吏

セ

ズ

茄

ハ

之

一
一

比

一
一

少

ノ

鐙

史

テ

加

フ

ル

ニ

依

リ

倍

ム

コ

ト

テ

得

ル

川

注

-
一

眼

ル

コ

ト

」

と

L

K

初

め

て

本

文

に

法

き

ま

し

て

哨

築

、

改

築

、

再

柴

又

は

用

途

の

縫

廷

に

何

ら

の

挺

念

も

な

く

、

川

治

一

鑓

児

を

は

か

る

注

を

聞

か

れ

た

も

の

で

あ

り

ま

す

、

そ

の

内

容

は

唯

今

読

み

ま

し

た

械

に

現

在

地

に

建

築

す

る

と

と

を

得

ざ

る

に

至

り

た

る

時

民

、

共

建

築

物

の

川

注

が

現

在

地

に

建

築

す

る

と

と

の

出

来

な

い

様

陀

な

っ

た

時

に

、

共

の

地

域

に

ゐ

け

ぬ

も

の

に

な

っ

た

、

其

の

租

類

と

好

く

似

た

工

場

又

は

現

在

の

工

場

K

設

備

の

鑓

更

な

く

て

や

る

工

場

或

は

少

し

ば

か

り

の

設

備

を

襲

へ

る

互

に

よ

り

使

刷

出

来

る

工

場

に

費

更

す

る

と

と

が

出

来

る

様

友

川

詮

鍵

更

を

認

め

る

・

と

れ

は

ま

だ

質

際

の

事

柄

に

あ

た

ら

ぬ

の

で

さ

の

程

度

の

川

詮

の

類

似

の

工

場

を

認

め

る

か

.

そ

れ

か

ら

若

く

は

多

少

の

嬰

児

が

②

る

の

で

共

の

辺

川

に

就

て

は

充

分

別

究

し

て

油

切

な

施

行

を

や

ら

う

と

思

っ

て

照

り

ま

す

。

第

三

僚

ノ

二

第

二

項

「

第

二

十

六

依

ノ

規

定

一
一

依

リ

建

築

ノ

許

可

テ

受

ク

タ

ル

建

築

物

ハ

前

項

ノ

規

定

ノ

油

刑

ニ

付

テ

ハ

之

テ

現

在

地

ニ

建

築

ス

ル

コ

ト

ヲ

得

ザ

ル

エ

京

+

す

タ

ル

際

現

一

一

存

在

ス

ル

建

築

物

ト

看

倣

ス

し

従

来

と

飴

り

控

り

な

く

「

地

域

叉

ハ

地

匝

ノ

指

定

d

人
ハ

鋭

吏

ノ

際

現

ニ

存

在

ス

ル

建

築

物

」

が

改

正

さ

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

、

地

域

の

制

限

は

概

略

唯

今

説

明

山

中

し

ま

し

た

椋

な

も

の

で

あ

り

ま

す

。

第

凶

係

、

第

五

僚

の

唆

更

は

草

K

メ

ー

ト

ル

シ

ス

テ

ム

に

鐙

更

さ

れ

・

六

十

五

尺

が

二

十

メ

ー

ト

ル

、

四

十

二

尺

が

十

三

メ

ー

ト

ル

に

た

っ

て

多

少

喰

ひ

建

は

あ

り

ま

す

が

換

算

の

結

果

多

少

端

教

を

友

く

し

た

も

の

に

過

ぎ

十

、

と

れ

は

整

理

の

粕

川

市

で

あ

り

ま

す

。

第

七

総

体

.

第

八

伐

の

内

の

二

十

五

尺

、

八

十

尺

を

八

メ

ー

ト

ル

と

か

、

二

十

五

メ

ー

ト

ル

と

な

っ

た

鑓

更

も

今

巾

上

げ

た

通

り

に

外

な

ら

ぬ

の

で

あ

り

ま

す

。

第

十

一

僚

と

第

十

同

僚

ノ

二

と

第

十

四

僚

ノ

三

と

是

だ

け

は

全

く

従

来

制

限

な

く

新

し

く

加

へ

ら

れ

、

第

十

一

僚

は

「

行

政

官

際

ハ

土

地

ノ

赦

況

-
一

依

リ

特

ニ

必

要

ト

認

ム

ル

ト

キ

ハ

匡

域

ヲ

指

定

シ

共

ノ

厄

域

内

-
一

一於

ケ

ル

建

築

物

ノ

高

ノ

此

低

限

比

一

え

ハ

川

以

前

限

度

テ

定

ム

ル

コ

ト

ヲ

件

」

と

れ

は

従

保

氏

於

て

は

道

路

を

指

定

し

て

之

陀

一山

す

る

建

築

物

の

最

低

限

度

生

制

定

す

る

を

今

度

は

左

椋

の

場

令

に

道

路

の

み

な

ら

十

更

に

同

域

を

指

定

す

る

の

で

あ

っ

て

最

低

限

度

の

み

か

更

に

故

高

限

広

を

も

き

め

る

と

と

が

出

来

る

肢

に

制

定

さ

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

、

或

は

と

の

松

山

脱

皮

の

制

定

は

住

川

地

域

の

従

来

の

制

限

を

も

少

し

れ

山

一

く

し

た

も

の

と

す

る

主

も

川

米

る

の

で

あ

り

ま

す

、

同

じ

級

友

制

限

が

工

業

地

域

、

商

業

地

域

K

も

山

米

な

い

と

と

も

左

い

様

広

岡

山

は

れ

ま

す

。

第

十

同

僚

ノ

二

「

行

政

官

臆

ハ

土

地

ノ

欣

況

ニ

依

リ

特

ェ

必

必

ト

認

ム

ル

ト

キ

ハ

慌

域

ヲ

指

・

記

シ

共

ノ

国

域

内

エ

於

ケ

ル

建

築

物

ノ

敷

地

内

ニ

存

セ

シ

ム

ベ

キ

然

地

ノ

円

以

小

山

広

ヲ

定

ム

ル

コ

ト

テ

待

」

と

れ

も

一

寸

一
五

へ

ば

杭

居

地

域

の

も

の

も

従

来

凶

剖

の

京

地

を

必

要

と

州

制

定

さ

れ

て

居

た

の

が

他

の

外

国

の

例

の

様

に

田

園

都

市

に

あ

り

で

は

も

少

し

空

地

を

般

に

し

て

敷

地

の

問

分

の

三

迄

密

地

乞

沿

け

と

謹

川

す

る

ε
も

出

来

る

。

丁

度

法

律

の

工

業

地

域

の

特

別

地

隠

れ

乞

指

定

し

た

棋

に

住

川

地

域

の

特

別

住

居

地

直

を

指

定

し

た

か

の

如

く

思

は

れ

る
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な

ら

ば

法

律

を

改

正

せ

ね

ば

不

都

合

と

私

は

考

へ

る

の

で

あ

り

ま

す

が

そ

と

迄

運

用

の

出

来

る

も

の

が

研

交

は

致

し

て

居

り

ま

せ

ぬ

、

工

業

地

域

内

の

庭

で

職

工

佐

宅

を

ゐ

く

庭

に

工

業

地

域

な

る

が

篤

に

三

割

の

宰

地

に

て

ゆ

る

さ

れ

ま

す

が

住

宅

な

る

が

震

に

四

割

を

要

求

す

る

と

と

も

出

来

十

、

工

業

地

域

な

る

も

位

居

地

域

及

る

如

く

佐

宅

が

集

る

と

と

が

出

来

る

核

三

割

を

四

割

位

以

上

の

宰

地

を

沿

か

ね

ば

い

か

ぬ

と

の

様

友

場

合

と

私

は

解

樺

す

る

の

で

あ

り

ま

す

。

第

十

阿

保

ノ

三

と

れ

は

「

都

市

計

聾

匝

域

内

ェ

於

テ

第

十

一

一

保

ノ

規

定

ニ

依

リ

建

築

物

ノ

最

低

限

度

若

ハ

最

高

限

度

テ

定

ム

ル

場

合

叉

ハ

前

僚

ノ

規

定

-

一

依

リ

建

築

物

ノ

敷

地

内

ニ

存

セ

シ

ム

ベ

キ

空

地

ノ

最

小

限

度

テ

定

ム

ル

場

合

一

一

於

テ

ハ

行

政

官

臨

ハ

之

テ

都

市

計

整

委

員

合

ノ

議

ニ

付

ス

ベ

シ

」

も

と

も

と

今

の

建

物

の

最

低

限

度

、

最

高

限

度

の

庖

域

そ

れ

か

ら

唯

今

の

制

限

の

様

な

も

の

は

都

市

生

活

に

非

常

な

m

抑
制

町

あ

る

も

の

で

地

域

制

限

と

共

に

章

一
一

安

で

友

る

べ

く

其

の

都

市

の

市

民

の

意

士

山

代

表

で

あ

る

委

員

舎

の

人

.

経

験

あ

る

人

、

感

識

の

る

る

委

員

の

意

見

其

の

他

委

員

等

の

そ

の

方

聞

の

辿

絡

を

と

っ

て

指

定

す

る

と

と

が

油

切

友

h

り

と

考

へ

ら

れ

る

の

で

あ

り

ま

す

、

普

通

の

委

員

舎

と

異

り

知

事

が

委

員

舎

に

附

す

と

と

は

都

市

計

霊

法

の

現

行

法

で

は

鑓

別

で

あ

る

か

も

知

れ

ま

せ

ぬ

。

第

十

五

僚

の

時

変

更

は

従

来

の

勅

令

で

は

建

築

物

の

高

、

面

積

紘
一

寸

の

制

限

の

内

で

面

積

の

み

の

制

定

で

あ

っ

て

、

建

築

両

積

の

地

盤

商

上

六

尺

以

下

の

も

の

L

部

分

の

耐

積

は

二

メ

ー

ト

ル

と

友

っ

た

と

の

突

出

の

三

尺

を

一

メ

ー

ト

ル

と

規

定

さ

れ

ま

し

た

。

第

十

六

依

と

れ

は

翠

に

僚

項

の

整

理

と

従

来

面

積

の

計

算

の

様

に

僻

縛

さ

れ

た

が

、

勅

令

会

慌

の

敷

地

の

定

義

を

明

雌

に

本

令

に

於

け

る

建

築

物

の

敷

地

に

定

義

が

運

用

問

来

る

様

に

制

限

を

整

理

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

第

十

六

僚

ノ

二

従

来

か

ら

施

行

に

疑

義

の

あ

る

第

十

四

僚

の

地

域

、

地

匝

、

第

十

凶

依

ノ

二

の

臨

域

K

、

叩

乙

K

跨

る

場

合

そ

の

運

用

が

妙

な

取

扱

で

向

地

方

ま

ち

ま

ち

で

あ

っ

た

の

が

、

ど

れ

も

と

れ

も

明

叫

慨

に

統

一

さ

れ

て

制

限

の

般

友

る

も

の

に

依

る

と

縫

更

さ

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

第

二

十

六

僚

ノ

二

と

れ

は

擁

壁

に

封

し

て

明

か

に

従

来

は

建

築

物

か

工

作

物

か

ピ

明

確

で

友

か

っ

た

篤

に

建

築

線

よ

り

突

出

、

高

さ

に

依

る

構

造

の

制

限

が

加

へ

る

と

と

が

出

来

ぬ

篤

に

あ

ぶ

な

か

し

く

、

そ

と

で

第

二

十

六

僚

ノ

二

で

擁

壁

を

建

築

物

と

決

め

て

第

九

僚

建

築

線

突

出

部

、

第

十

二

僚

高

、

昼

地

の

制

限

第

十

五

僚

は

美

観

地

区

の

制

限

、

第

十

六

僚

工

事

執

行

の

必

要

友

規

定

、

第

十

七

僚

保

安

上

危

険

友

場

合

、

衛

生

上

有

窓

口

友

場

合

K

も

油

刑

さ

れ
、

「

本

法

叉

ハ

本

法

ニ

一

基

キ

テ

設

ス

ル

命

令

エ

逗

反

シ

テ

建

築

物

ヲ

建

築

シ

グ

ル

ト

キ

」

そ

れ

か

ら

共

の

建

築

物

に

劃

し

て

の

違

反

者

の

責

任

の

規

定

.

或

は

建

築

物

の

訴

願

、

行

政

裁

判

所

に

出

訴

し

得

る

と

と

も

他

と

同

様

に

な

さ

れ

る

様

に

改

正

さ

れ

ま

し

た

。

第

二

十

七

僚

と

れ

は

従

4

4

「

市

街

地

建

築

物

法

ハ

園

質

保

存

法

叉

ハ

史

蹟

名

勝

天

然

記

念

物

保

存

法

ノ

適

用

叉

ハ

準

用

テ

受

ク

ル

建

築

物

ニ

付

之

テ

適

用

セ

ス

」

準

用

を

け

づ

ら

れ

質

際

準

用

す

る

も

の

友

〈

自

然

一小

川

と

な

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

第

二

十

八

僚

よ

ほ

ど

都

合

の

良

い

改

正

で

あ

り

ま

し

て

第

二

十

八

僚

は

御

承

知

の

通

り

道

路

専

用

の

建

築

物

で

従

来

は

「

鳥

居

、

形

像

、

記

念

門

、

記

念

塔

其

ノ

他

ノ

建

築

物

ニ

シ

テ

道

路

テ

占

用

シ

テ

施

設

ス

ル

モ

ノ

=

針

シ

テ

ハ

市

街

地

建

築

物

法

第

八

僚

、

第

九

僚

及

第

十

一

僚

ノ

規

定

テ

油

川

セ

ス

」

敷

地

.

突

出

部

兇

に

高

、

{全

地

の

制

限

が

免

除

さ

れ

る

も

今

度

は

鳥

居

、

形

像

、

記

念

門

.

記

念

民

間

ば

か

り

で

友

く

・

父

通

信

競

塔

、

公

共

使

所

そ

れ

か

ら

陸

橋

の

類

、

必

そ

ら

く

之

は

大

阪

の

賞

以

を

考

慮

さ

れ

た

の

で

は

な

い

か

と

思

は

れ

ま

す

。

大

阪

は

川

川

を

利

別

し

て

商

工

業

の

蛮

建

せ

る

都

市

で

今

日

に

於

て

は

川

に

接

す

る

敷

地
、

共

の

上

に

陸

橋

が

作

れ

ぬ

震

に

舟

の

荷

上

げ

等

に

於

て

長

尺

物

の

金

物

が

取

倣

は

れ

る

場

合

に

道

路

と

卒

商

交

叉

し

て

交

通

を

妨

げ

る

、

他

の

倉

庫

業

者

は

ク

レ

ー

ン

・

コ

ム

ベ

ヤ

l

で

倉

庫

K

持

ち

込

む

あ

る

接

世

で

運

徹

す

る

と

云

ふ

風

に

、

と

れ

等

を

便

利

た

ら

し

め

る

矯

K

、

賓

際

に

於

て

道

路

の

交

通

に

故

陣

あ

る

の

で

大

阪

よ

り

煮

見

を

出

し

た

の

で

あ

り

ま

す

、

目

疋

等

も

認

め

ら

れ

る

の

で

あ

り

ま

す

、

但

場

廃

を

き

ら

わ

や

設

け

る

は

不

都

合

に

付

き

三

批

の

運

用

に

什

て

は

明

僻

な

る

如

き

も

ど

と

で

も

陸

橋

な

れ

ば

無

暗

に

認

め

る

こ

と

は

出

来

ぬ

の

で

あ

り

ま

す

、

其

の

運

用

に

於

て

は

行

政

官

醸

の

支

障

友

き

も

の

で

相

常

な

僚

件

κ
於

て

運

用

さ

る

L

核

と

れ

は

許

可

す

る

に

し

て

も

相

首

理

由

る

る

も

の

の

み

を

認

め

た

い

と

思

ひ

ま

す

。
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御

必

要

注

場

合

に

は

御

打

合

ぜ

が

脱

皮

い

の

で

あ

り

ま

す

、

相

川
M

削

友

制

限

が

と

れ

る

の

は

弊

車

内

②

る

も

の

と

忠

は

れ

ま

す

。

地

下

停

車

場

の

類

、

道

路

の

下

に

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

を

作

る

場

合

、

明

陥

陀

入

れ

ら

れ

る

も

の

は

停

車

場

の

み

な

ら

ヂ

多

少

そ

の

中

に

新

聞

官

場

.

雑

誌

賢

場

は

類

と

考

へ

ら

れ

停

車

場

以

外

に

賢

庖

迄

も

入

れ

る

と

と

は

含

ま

れ

ぬ

も

の

と

御

承

認

刷

広

い

。

五

「

高

架

工

作

物

内

ニ

設

ク

ル

合

出

、

応

制

ノ

類

'
一
一
阪

念

の

高

架

線

も

や

っ

て

肘

り

ま

す

が

第

周

で

あ

り

ま

す

。

第

八

依

.

第

九

僚

は

認

む

る

も

ん

法

地

制

限

共

の

他

を

加

へ

如

何

に

も

飴

り

に

具

合

川

芯

い

の

で

之

を

明

付

怖

に

倉

庫

、

応

怖

が

認

め

ら

れ

之

、

そ

れ

か

ら

第

二

十

八

依

ノ

二

、

と

れ

は

徐

特

認

め

ら

れ

従

来

か

ら

道

路

下

の

地

下

室

に

使

附

の

希

明

多

く

之

を

む

や

み

に

沿

さ

へ

る

王

も

む

つ

か

し

く

、

市

首

防

と

協

議

し

て

建

築

物

の

場

合

は

注

友

く

地

下

工

作

物

内

に

於

て

は

従

来

認

め

来

る

も

の

を

建

築

物

と

連

絡

を

と

り

法

律

を

趨

肘

せ

宇

陀

や

れ

る

も

の

を

今

度

明

か

に

建

築

物

の

室

も

入

れ

ら

れ

る

と

と

に

な

っ

た

の

で

勿

論

と

れ

は

道

路

欣

理

者

の

承

認

を

必

要

と

す

る

の

で

あ

り

ま

す

。第

二

十

九

僚

の

鑓

一

史

は

|

第

二

十

八

僚

の

規

定

は

川

定

的

の

も

の

、

第

二

十

九

僚

は

似

設

的

の

も

の

の

如

く

思

は

れ

る

も

左

様

で

は

な

く

第

二

十

九

僚

に

は

博

見

合

建

築

物

、

槻

理

場

、

飾

門

、

飾

塔

、

足

代

及

時

橋

の

類

に

し

て

似

設

的

の

も

の

、

勿

論

仮

設

的

な

る

も

の

の

類

を

共

の

他

の

椴

設

建

築

物

と

改

め

ら

れ

建

築

物

の

類

で

友

く

其

の

純

閏

を

相

首

鏑

張

せ

る

も

第

二

十

八

僚

と

出

向

せ

ぬ

桜

に

法

律

の

第

八

係

、

第

九

係

、

第

十

一

僚

の

内

第

二

十

九

僚

に

於

て

は

第

八

僚

を

除

外

せ

十

第

二

十

八

保

に

於

て

は

除

外

さ

れ

て

居

る

。

つ

ま

り

似

設

建

築

物

は

位

築

敷

地

内

氏

辿

た

ね

ば

友

ら

ぬ

と

と

L

な

り

ま

す

。

制

'

ヘ
刊

は

↓

へ

間

と

れ

を

終

り

と

致

し

ま

し

て

と

れ

か

ら

次

陀

規

則

に

移

り

十

把

一

か

ら

げ

で

ゐ

話

致

し

ま

す

。

法

施

行

規

則

改

正

に

就

て

と

れ

は

大

分

改

正

ヌ

-

れ

改

正

の

内

で

第

六

僚

の

改

正

か

ら

第

四

十

三

僚

の

改

王

迄

は

御

究

刷

へ

れ

ば

時

一
制

な

袋

一

史

で

説

明

を

や

め

さ

し

て

市

川

い

て

第

四

十

三

僚

に

於

て

高

六

十

五

尺

の

次

K

「

又

ハ

」

を

及

同

僚

に

左

の

利

引

を

加

ふ

「

但

シ

控

閥

、

床

、

黒

川帆

.

天

井

、

小

屋

、

佐

及

階

段

本

隊

、

材

料

ヲ

以

テ

構

成

セ

ラ

レ

タ

ル

モ

ノ

ニ

シ

テ

地

方

長

官

支

W

ナ

シ

ト

認

ム

ル

ト

キ

ハ

此

ノ

限

=

在

ラ

ズ

」

「

叉

ハ

」

と

云

ふ

文

字

が

高

と

軒

高

と

の

間

に

挿

ま

れ

私

の

制

く

一

倒

の

意

見

な

る

も

や

は

り

六

十

五

尺

と

五

十

尺

と

が

何

れ

か

一

方

が

超

え

て

も

い

か

ぬ

、

引

っ

か

L

る

場

合

は

一

つ

だ

け

ひ

っ

か

L

る

の

で

は

適

川

が

友

い

と

多

少

と

う

い

ふ

方

商

に

他

の

都

市

に

於

て

意

見

が

あ

る

の

で

「

d

人

ハ

」

と

は

っ

き

り

入

れ

ら

れ

て

.

公

害

さ

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

、

主

要

構

也

部

ω
位

閥

、

床

、

屋

線

及

杭

が

必

や

し

も

耐

火

構

造

で

な

く

と

も

噌

穂

、

床

、

屋

川

悦

、

天

井

、

小

出

、

作

及

階

段

不

快

材

料

で

椛

成

さ

れ

た

時

は

地

方

長

官

の

m
m

附

あ

る

も

大

関

に

於

て

よ

い

と

と

L

な

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

第

二

十

九

僚

の

防

火

山

町

の

場

合

に

も

除

外

例

と

し

て

や

は

り

同

じ

様

に

耐

火

構

匙

で

な

く

不

燃

材

料

で

慰

問

、

床

、

白

根

、

天

井

、

小

屋

、

杭

及

階

段

で

構

成

せ

ら

れ

た

る

も

の

な

る

時

は

等

し

く

耐

火

構

造

と

同

じ

様

に

認

め

ら

れ

る

様

に

友

り

ま

し

た

。

出

川

遣

に

就

て

は

時

間

を

い

た

ピ

い

て

第

四

十

四

僚

か

ら

筋

商

同

十

二

降

迄

は

御

一

質

問

に

依

り

決

勝

技

川

が

十

分

説

明

す

る

と

と

L

致

し

ま

す

。

と

の

第

百

四

十

三

保

以

F

の

改

正

、

と

れ

は

内

務

省

令

の

改

正

の

う

ち

で

最

も

主

眼

と

せ

ら

れ

共

の

影

響

も

大

で

あ

り

ま

す

、

手

紛

の

制

限

で

と

れ

は

簡

単

と

友

っ

た

の

で

施

行

後

十

年

に

な

り

市

民

が

充

分

に

理

解

し

た

の

で

簡

単

な

も

の

は

手

続

を

省

時

す

る

と

と

に

し

ゃ

う

と

し

た

の

で

あ

る

。

第

百

四

十

三

保

「

建

築

物

ノ

新

築

、

増

築

、

改

築

叉

ハ

移

時

ア

矯

サ

ム

ト

ス

ル

ト

キ

ハ

地

方

長

官

ノ

認

可

テ

受

ク

ベ

シ

建

築

物

ノ

川

詮

テ

鐙

史

シ

テ

第

一

蹴

叉

ハ

第

五

枕

一

一

充

テ

ム

ト

ス

ル

ト

キ

亦

同

ジ

」

大

修

給

、

大

越

災

を

は

ぶ

き

新

し

く

建

物

が

ふ

え

る

事

A

H

は

認

可

を

う

け

る

、

用

注

盤

更

の

場

ム

什

も

認

可

を

.

袋

す

る

、

一

蹴

、

従

米

の

法

第

十

凶

僚

の

建

築

物

、

そ

れ

か

ら

二

抗

、

防

火

地

匝

美

槻

地

匝

の

建

築

物

、

之

は

や

は

り

認

可

三

放

、

銭

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

・
一

也

.

鎖

什

出

、

鍛

造

、

石

造

、

陳

正

也

、

木

什

也

北

ハ

の

他

木

浩

に

非

ぎ

る

建

築

物

、

と

れ

は

市

一一

要

な

も

の

で

す

か

ら

や

は

り

認

可

、

百

四

十

三

僚

に

従

ボ

な

か

っ

た

が

地

方

令

に

あ

っ

た

、

と

れ

は

む

や

み

に

而

倒

な

も

の

の

乎

制

を

附

す

る

舟

に

屋

上

屋

を

か

さ

ね

な

い

様

に

地

方

令

を

或

る

程

ぃ

以

迄

百

四

十

三

俊

民

整

即

一
さ

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

同

蹴

.

仙

川

政

三

以

上

ノ

建

築

物

、

五

蹴

「

前

各

枕

ニ

掲

グ

ル

モ

ノ

ノ

外

地

方

長

官

ノ

指

定

ス

ル

辿

築
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物

」

内

務

省

で

は

或

は

と

の

保

項

も

出

し

度

く

は

な

か

っ

た

が

合

一誌

の

結

川

市

私

共

の

意

見

を

聞

か

れ

て

地

方

に

よ

っ

て

不

便

が

伴

ひ

己

む

を

得

十

五

披

が

置

か

れ

た

も

の

と

思

は

れ

ま

す

、

私

共

の

笑

に

於

て

は

範

囲

を

せ

ば

め

公

布

す

る

用

意

を

し

て

居

り

ま

す

。

第

二

項

は

今

迄

に

な

か

っ

た

「

高

四

メ

ー

ト

ル

テ

超

ユ

ル

擁

壁

ノ

築

地

テ

矯

サ

ム

ト

ス

ル

ト

キ

ハ

地

方

長

官

ノ

認

可

ヲ

受

ク

ベ

シ

」

と

う

い

ふ

風

K

首

然

手

績

が

い

る

嫌

に

な

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

そ

と

で

犬

修

繕

.

大

出

変

更

も

従

来

は

認

可

で

あ

っ

た

も

の

を

認

可

で

な

く

も

良

い

と

と

と

な

り

・

第

百

四

十

凶

僚

「

左

ノ

各

披

ノ

一

二

時

首

ス

ル

場

合

ハ

地

方

長

官

一

一

周

出

ヅ

ベ

シ

」

草

花

回

出

づ

れ

ば

良

い

も

の

o

第

一

蹴

「

前

僚

一
一
枝

首

セ

ザ

ル

建

築

物

ノ

新

築

」

第

二

競

「

前

僚

二

両

首

セ

ザ

ル

建

築

物

ノ

哨

築

.

改

築

叉

ハ

移

特

」

と

う

い

ふ

様

な

も

の

、

第

三

披

、

前

僚

第

一

一

頃

第

一

蹴

乃

至

第

四

披

ノ

建

築

物

一

一

シ

テ

其

ノ

床

面

積

百

平

方

メ

ー

ト

ル

ヲ

起

ユ

ル

モ

ノ

ノ

大

修

持

叉

ハ

大

鑓

夏

、

大

修

繕

大

盤

更

は

届

山

山

ね

ば

な

ら

ね

が

全

然

全

部

で

は

友

く

そ

の

一

部

で

あ

っ

て

前

後

第

一

続

、

法

第

十

四

僚

の

建

築

物

、

第

二

披

.

防

火

地

直

及

美

制

地

院

の

建

築

物

、

第

三

競

餓

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

進

、

織

骨

造

、

鍛

造

等

・

第

四

鋭

、

階

数

三

以

上

の

建

築

物
、

是

だ

け

の

も

の

だ

け

の

大

鐙

更

、

大

修

締

の

屑

出

を

嬰

し

地

方

令

に

よ

り

指

定

さ

れ

た

も

の

L

大

鑓

更

、

大

修

繕

は

届

出

窓

〈

と

も

よ

く

、

全

部

で

は

な

〈

床

面

積

が

百

平

方

メ

ー

ト

ル

を

超

ゆ

る

も

の

の

前

僚

第

一

蹴

乃

至

第

四

披

迄

は

届

出

を

要

す

、

第

五

披

が

友

い

か

ら

地

方

長

官

の

指

定

す

る

も

の

は

大

壁

吏

大

修

絡

は

商

杭

の

如

何

に

か

L

わ

ら

歩

屑

を

必

要

と

せ

ぬ

の

で

あ

る

、

第

四

蹴

は

高

二

メ

ー

ト

ル

以

上

四

メ

ー

ト

ル

迄

の

擁

壁

は

崩

出

で

二

メ

ー

ト

ル

K

H

A

り

ぬ

も

の

は

届

出

も

い

ら

ぬ

、

手

般

に

封

し

て

と

れ

だ

け

の

説

明

で

は

具

合

が

必

い

犠

で

あ

り

ま

す

が

制

則

が

改

正

し

て

左

い

の

で

現

在

で

は

現

行

法

を

そ

の

依

と

し

矛

盾

す

る

も

首

分

そ

の

僚

に

運

用

し

て

居

り

ま

す

。

第

百

四

十

四

僚

ノ

二

は

と

れ

は

前

二

僚

の

内

|

第

百

四

十

三

僚

の

も

の

の

内

で

も

地

方

長

官

が

経

徴

友

る

も

の

は

|

其

の

も

の

に

封

し

で

あ

る

も

の

は

脳

出

叉

は

州

出

を

要

す

る

も

の

L

内

か

ら

一

部

相

定

し

て

と

れ

を

要

せ

ざ

る

も

の

と

す

る

と

と

が

出

来

る

c

内

務

省

の

意

闘

を

受

け

府

令

に

も

準

備

が

出

来

て

居

り

ま

す

、

そ

れ

か

ら

も

少

し

つ

い

で

に

附

け

加

へ

て

置

き

ま

す

が

手

続

は

第

百

四

十

三

僚

、

第

百

四

十

同

僚

で

御

座

い

ま

す

が

大

阪

は

今

迄

の

地

行

に

於

て

法

文

を

超

え

た

か

も

知

れ

ま

せ

ぬ

が

従

来

便

法

を

講

じ

た

つ

も

り

で

る

り

ま

し

た

、

然

し

今

度

は

別

に

法

令

を

通

じ

て

許

可

、

認

可

の

内

に

含

む

も

の

を

改

正

の

結

果

第

百

四

十

三

僚

、

第

百

四

十

同

僚

の

外

に

少

し

ば

か

り

許

可

の

願

を

出

し

て

貰

は

ね

ば

な

ら

ぬ

か

も

知

れ

ま

せ

ぬ

‘

他

の

都

市

で

は

と

の

二

重

の

手

績

を

取

っ

て

居

り

ま

し

た

が

大

阪

は

そ

う

い

ふ

と

と

は

少

K

具

合

が

悪

い

様

で

あ

り

ま

す

o

然

し

一

寸

面

倒

で

あ

る

が

質

際

に

は

許

可

が

許

さ

れ

る

か

ど

う

か

私

共

と

相

談

し

て

設

計

す

る

方

が

便

利

で

却

っ

て

乎

績

を

取

る

方

の

も

の

の

便

宜

と

信

十

る

の

で

あ

り

ま

す

。

甚

だ

粗

末

な

が

ら

之

で

絶

り

ま

す

。

(
相

手

)
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岐

阜

愛

知

雨

眠

竹

下

に

於

け

る

古

建

築

解

説

(

上

)

工

皐

博

士

天

沼

イ九

l久

は

し

カf

ふ

C

編

輯

員

某

氏

の

請

求

に

よ

り

、

他

に

は

何

も

持

合

せ

が

な

い

か

ら

、

ま

仁

例
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が
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第一圃 永保寺関山堂正面 ( 昭和l三年九月十六日・岡崎守滋氏't1; m

永保 寺 は ｼ 岐阜 ｬ 係可児郡 ＱＴＲ 問問 ｉ 宇長 ｩｾｪＡ に ある。 問ｌＱ Ｑ 堂 はＪ楢 ｩ し Ｑ ［ Ｚｾｕｉ ｾ Ｇ Ｚ 窓 岡ＨＺｉ Ａ ｩ をま つって色る

が，それは後ろの洞掌の内部( 第二l前11，端 ・第 三岡左端) で， ζ とに 比 えてゐ るのは一帯 前の

「峨堂」で あ る ｺ 即ち前方 の 「鵡 堂 ｊ と 後方の ｩ￭ｩ ｩ 可 堂 」とを， ι ｉ ｾ 聞にるる「令の間」で結び つ けたも

の-c，衿J l Z: : 珍ら しい形式であ るc

而 しでかかる形式をも った位物では，とれが最も 古いのである。

*  

4時

*  

4時

京都市 ｬ と管公を杷つ ＿ と 北 野神 Ｑ Ｑ 祉 といふ官 ｾ￬Ｇｦ rl -I枇があるととは雑人も知ってゐゃ うが，あれ

の「奔殿ーＡと「本殿 ｊ との聞に「石の問 ｊ といふのが誌 う って，つまり此開 山 堂の ｾｲ 暗形式であると

とは，皆が皆知 ってゐ るかど うかと思ふo 江戸時代 l亡入ってから「椛現世J と呼ぶ形式の示11

I
枇

建築があって
:手干殿J と「本殿 J とを「石の11日」叉は「介の問」叉はni 殿」で結びつけ てゐ るので

あるが，永保寺開山堂は， つ まり後 l止の ;rilt i f : t 建物の一様式で・ある ととろのー 械 現atJ の もとと

考へ られるのである 。

*  '‘ 

令守

*  ー‘

此「誼堂」は方三間，オサ快活組三千先， 軒ご. 妥; 民極の唐様建築。花狭間入桟唐戸及側同iの 花

狭間窓の狭間飾は惜しいととに全部後柿。



上。第 二 固 永 保 寺 関 山 堂 左 側 面

〔昭和 三 年九月十六日間崎氏ＧｦＮＺｾ良〉

下。第三国 同背面 ( 昭和二年一月四日〉

Vc特別附録) - '4

全形をH在るやうなイ1[. 置は，私のも ってゐるや う友 安債の機械で・は笠めぬ。第二闘

の如 きは腕角のレンズのつけてるる上等のH晋陥でなけれだ潟ら ない。左端より右端

へ組堂. ibひの間・澗堂の順花見えてゐる。第三闘は後方からお したので，と れ友ら

後ろの高地からとる事ができる 。重居入母尾浩は澗堂. " うひの問・旭堂の}I 闘である。
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上。第四圃 同種主軒隅見上

下一第 五 圏 伺 右側面懸魚

( 雨間共昭和三年九月十六日 ・岡崎氏 'nm

上闘は櫨堂の隅の見上げで，三手先の組物と扇極を見せるのが目的。典型的唐様

の粁である。下回は鵡堂の妻の一部で，異形三鼻懸魚、と，此時代のものとすれは・異

常 l亡蛮透した鰭を見せたので， 大分珍らしいもので まうる。



Vc特別附録) - - 6  

上

。

第

六

園

永

保

寺

関

山

堂

穏

堂

天

井

一

部

(

昭

和

一
一
一
年

九

月

十

六

日

〉

下
。

第

七

園

同

外

陣

見

上

(

向

)

陣

堂

は

コ一

間

三

而

だ

か

ら

、

か

う

い

ふ

場

合

に

は

内

陣

を

匝

制

す

る

の

に

.

一

方

は

内

部

氏

桂

ヘ

来

迎

柱

に

な

J

ケ

也

時

も

あ

る

¥

を

た

て

、

他

方

は

大

虹

梁

上

に

大

瓶

泌

を

た

と

て

、

方

形

の

部

分

を

つ

く

る

の

K

.

此

場

合

に

は

内

部

を

院

く

使

川

す

る

た

め

、

佐

佐

一寸
が

あ

っ

て

は

邪

魔

な

せ

い

か

、

土

凶

の

如

く

大

町

梁

上

氏

二

本

と

も

大

瓶

一
米

に

し

て

、

内

仰

を

陪

制

し

て

あ

る

。

巧

友

考

山

楽

で

あ

る

。

下

刷

は

外

陣

の

扇

M
m
化

粧

照

桜

ぷ

υ

前

刷

北

ハ

典

型

的

出

様

建

築

の

内

部

で

あ

る

。
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第八圃 同合の間後方右側脇壇上節 ( 昭和l 三年九 月 卜六日〉

「合の問 ｊ の構架式は拘 ｋ 聞 Ａ ｾ ｉ ＼ 巧みにで・きて ゐる。総て イヒ 粧屋根裏で・勾配は綬 ｴ 亡，化粧 ｉＺｾｾ イ ミと旬Ｚ

屋 とに紫仰が b付渡しである だけである 。だから典型的出: 様のJJ¥l 'i る複雑友雌堂からとと へ入ると，非

常に落着いた策分にたれる。中中うまく 考へた ものである ，さうして

洞堂への入口の雨方 lと，簡! f 1t . r . 脇壇を設け であ る。

此は右脇壊( 向て左 、の上部 を示 したので， 一番 下のは頭j : f ，其上は謹輸，唐様1 ?i組で，材快出組。

それで遇肘木を受け，例の如く上に懸魚、を逆にしたゃ う主主ものがつけてあるが，をき込みのととろが

くり抜いて ある ので，か ういふ工合に日 光を反射さ せると，極めて明瞭に見 える。

此を第二十四固 と比較する と，同じ出組だが三科があ るのと友いのと で，見?とととろまるで様子が

異怠ってゐる。との方は先づ普通だが，あの方は珍ら しい方であらう。向ほ此と第九十四国と比べて

みよ 。後者は二手先で，尾極迄入れてるるから随分複雑で，あれでは

少し頭が大きすぎはし友いかと思はれる。

金慢の有機は次頁の下，第十|副で見首がつくであら うが，上手主主組方がしであ る。脇壇 だげ少し引

込めて ､ うる ととろ等は考 へがよ ろしい 。 共上の 大 瓶 束 ・ 頭 ｊ Ｚｲ ｾｾ・ 事 輪 等，総 ｬ て睦 堂の夫 れ等と 意味がー

つで，何れも同時の作といふ事がよく知れる。
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第

九

薗

永

保

寺

関

山

蛍

合

の

悶

第

十

圏

同

其

上闘は合の閣の 上 部を後方より ｩ ｬ￬ｊｾ 堂の方を向ってみたととるで，下脳は共反封で， ＱＱｩｊ 頁の固の ｍ 喧

は，此左下方に見えてゐる コ洞堂入口には「現! 昨uの傾があるが，其後ろは大瓶wである こ

担て上下回を泊じてみるととろ ，総てよく 1; 普段を現はしてゐる。ただ I:j: ffi のととろで勾配の異る紫

どうかと思はれるだけである。上回の叫堂( j ! J jl l : 於いて . -{，":}: 屋を受ける に抑制木 l乙料一つのせた極が，

ととろ等Ir. : t.甚だ. ! f，iぬけがして寄託がきいてゐる。

此程唐綴がi浪! 写なrlli ζ ，上闘の化粧秘本交の板必股を 見終てはならぬコ我攻の m先は純rit 様で建築

かういふととろに -"il 司]dをi伐るために斯中葉なものを川

ひたので，嗣堂側の大井氏以と相剖せしめたのである。

せねば友らぬ時でも，との時代( 交手11 Iとなると，
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第十一圃 同叡音堂正面 ( 昭和二年一月 四日〉

正和二年の建築で，ｦＩ目山堂より四十 一 年古いが，先ｉ， ｉｾ の大修理の節 ， 正面の昇はＭｴＡｸも

たかったと見え ， 全部新しくなってゐる。観音堂でもＯｬ Ｚ Ｍ ｊ 山 主でも ，ｾ修理工 事の監 督に首

った人は，どちらかといふと，新材を以てとりかへる本がすきで・あったとかいふ事だから

或は少しも:1: 再mで‘ きるととるも，皆新しくしたのかも知れ友いと 思ふ J

此建物も唐様で，殊t亡内部 lとある鋭蛸壇等は，共代表的のーと L へる位であるのに，建

物は立i民主主折衷式で，上手に取倣ってゐるととる Ir. l : ，全く

感心させられるコそれを書き上げてみると，

( ー ) 建物I ' L;除の遣うるとと。

( 二) 床が拭板敷で dうるとと。

( 三) 料械は唐様主主る も詰組で.tt いとと。

等である ｯ さうして ｪｾｲ ｬ ｌ 化粧傾が 一 本も友ＨＮ総て化粧 ｩｦ 板になってゐるのは ， 大分 ｴ｛ 鑓

って ゐるので，徐り類例は主主いが， rJrJ山堂刷堂の科医見られ， また法隆寺-T.Hi 再興普院J4俳

堂の夫れ ｉ てある Ｑ 立で一 一 此はと主 町 一 一大 して流行し なかったと見える 。 とにかく此 は Ａｾｦ ｬ 又

りのｾ Ｎ ＡｊＱい木剖の制い，恰好のいいきやし宇主主建物である。
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い

で

岩

に

し

、

制

部

は

山

川

棋

に

し

て

も

.

建

物

に

比

怖

を

設

け

た

り

床

を

は

っ

た

り

・

取

悦

が

一

貫

に

巧

で

あ

る

。

親

柱

も

材

束

の

蓮

実

も

兆

一

だ

で

き

が

よ

ろ

し

い

。
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上。第十四圏 同須) 語壇右側面一部 ( J1i'l拘 三(，F九 月十六日〕

下。第 十 五 園 同 正面右勾欄 ( 同〕

( 上回i 下に 平たくあるは 目11 尺の二 jミ・下問l右 に立 てるは同じ〈ー尺〉

上のは215十二 liioil の羽目の透彫を正面からみたもので，中央陀開花せる牡丹をおき ，左右医薬

や?! ? 等を相前l亡配したもので，いつもいふ通り鍬合室I 1lf のは ，いくら込み入つ . C Oても， すぺ

てが平岡i的で)早. さの感lと之しいので，とれ等も共好例のーである コと んなととろ へほんとう の

花の際友) '; ' みのるるのを入れるのは ，桃山以前に到底あり得友いので・ある。

下|品lは勾聞の :II ..WTの右字分。zp: 桁地龍I 1l Jのjきl形は ，ｾｾ Ｍ ｉ Ｎ Ｎ 三 ＱＧ ＧＭ ， ［Ｑ と共に ，相 ｭ では な いが平たい

感 じのもの。: z r ，: 桁のさきの若業は縫ってゐるが， rごに 向って蕨千をMiili つてゐるのは定光寺の

に似て ゐる。第二十七・二十八・二十九j ，' ，-: ; j 等と 比較せよ。
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第

十

六

園

永

保

寺

顧

音

堂

正

面

線

上

木

鼻

第

十

七

圃

同

詳

細

(

昭

和

弓

年

丸

月

十

六

日
・

附

崎

氏

前

時

国

民

U

(

問

・

同

〉

此は槻骨堂の i E而の像の上のととろ で，1骨かえE化粧装板で仕上げ，; 1 : 1 : の上 lと官; るととろだけ非常に

込み入った木品をだしてるるコ若しとれて・化粧i僚があるならば，正に手挟であるが，此場合に は何と

命名したらばいいか。

外相:の化粧陸のととろへ，此様友子挟を川ひた例は，和棋の建築で主主IlI f時代のものに は珍らしくな

との様なのあれは艇があるが，

は唐隊なのか不n様の影響か時言しかねる 。

いが，鎌倉にあ るか友いか私は知らぬコ閉山主主の合のnJH亡も誌うるが，
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第

十

八

園

同

内

陣

一

部

及

外

陣

梁

虹

紫

第

十

九

箇

同

外

随

繋

虹

梁

(

昭

和

三

年

先

月

十

六

日

・

防

崎

氏

出
H
d

員

〉

(

同

・

問

)

l刊陣を全部1 : J i天升 l亡しで あるととろは ，さすが l亡唐様で' ，1 うるが，料棋はやはり詰加になってゐない。

とれも亦だ から大控 ｬ て淋しし、。共 Ｎ Ｑ Ｍ ＮＱ Ｂ｛ 頭 ｩ Ｇｦ と Ｑ Ｑ ｾｊ ｴ との聞が大分 ｬ 亡へだたり ， 縦板がはっ てあるか ら ，

淋 しいJ ト陣の繋11: 11] ひである栴老虫1・梁はさすが に古い型式で， 1)f1山堂i113堂l乙比べて非常友 ;Ijそである o

全くの想像だから， iI らぬか も9; 11れないが，第十一|品!の併設にかいた通り，和唐府支を脳端K 試み

.
1

L

 

できるだけ悦j草にしたのではあ るまいか。果して然らば，

面の花狭間戸は，形跡がなかったのなら 連子の方が よかったので・は ある まいか。

た結果，内部も亦それに相lt する様 lこ，
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上

。

第

二

十

園

r 、

U?{  

平日

ー仁

年

月

-- .  ｾ‘ー

口

¥ J  

日

士

ロ

綿

一

位

三

貴

塔

一全

景

下

。

第

二

十

一

園

初

霊

隅

木

鼻

同

(

問

〉

日

古

川

枇

は

川

阜

腕

安

八

山

一

川

戸

川

に

あ

る

。

…

川

戸

と

か

い

て

と

と

で

は

。
P

i

a

o

と

よ

む

の

だ

か

ら

甚

だ

厄

介

で

‘

閃

か

ケ

σ

な

ご

と

吾

川

は

う

も

の

な

ら

、

ま

る

で

不

迎

で

あ

る

。

普

通

の

三

ヨ

ヰ

で

、

と

り

た

て

て

引

く

粧

の

市

ず

は

な

い

が

.

三

京

口

氏

勾

酬

が

な

い

l

l

像

も

た

い

ー

ー

と

と

‘

山

口

市

の

叩

璃

光

寺

五

京

株

の

三

町

一

以

上

の

如

く

で

あ

る

。

此

場

人

け

に

は

三

軍

目

の

杭

の

下

方

に

此

も

長

押

も

な

く

、

締

り

が

な

い

の

で

削

る

物

処

り

ね

。

元

は

t

む

っ

た

の

を

と

っ

た

の

で

は

な

い

か

と

い

ふ

設

も

あ

る

や

う

に

き

い

た

が
、

そ

れ

ば

下

か

ら

限

鈍

で

み

た

の

で

は

判

り

か

ね

た

。
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下

。

第

二

十

三

園

同

巴

女

詳

細

一

左

下

に

あ

る

は

簡

尺

の

約

五

寸

(

六

吋

)

)

(

雨

悶

共

附

利

七

年

一

月

一
一

日

〉

上

。

第

二

十

二

国

初

重

正

面

筏

唐

戸

同

右

の

三

重

晴

は

.

天

正

十

三

一
年

症

以

の

も

の

た

る

と

と

は

、
「
ぃ

柴

削

仰

桝

婆

一

基

大

願

守

新

薬

伊

後

守

一

一

銭

」

と

か

い

た

棟

札

が

る

る

の

だ

か

ら

、

大

概

雌

か

で

あ

ら

う

。

第

二

十

刷

で

小

さ

す

ぎ

て

判

ら

ぬ

と

し

て

も

、

治

二

十

一

凶

の

木

非

や

川

本

の

大

き

な

宵

包

れ

を

み

れ

ば

、

大

凡

の

見

詰

は

つ

く

で

る

ら

う

。

で

な

い

と

い

ふ

と

と

は

知

れ

る
。

然

ら

ば

い

つ

凶

の

修

制

か

と

い

ふ

に

.

上

の

巴

え

が

非

常

に

う

ま

い

の

に

、

然

る

に

北

ハ

疋

耐

の

扉

は

此

附

の

如

く

で

あ

る

。

此

扉

は

天

疋

迄

は

少

し

む

つ

か

し

い

様

で

あ

る

。

木

材

の

あ

ら

び

て

ゐ

る

程

度

を

比

較

し

て

も

・

下

の

絡

狭

間

は

左

紅

で

も

友

い

か

ら

‘

先

づ

江

戸

時

代

の

初

ム

ホ

非

や

枠

棋

と

同

時

代

期

位

で

は

あ

る

ま

い

か

と

忠

は

れ

る

の

で

あ

る

。

と

の

枝

な

い
厄

の

長

く

充

分

に

の

び

た

上

等

の

U

セ

は

、

江

戸

中

期

以

後

で

は

.

く

の

例

か

ら

類

推

す

る

と

と

が

で

き

る

の

で

あ

る

到

底

で

き

さ

う

に

な

い

と

と

は

、

他

の

多
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第二十四国 定光寺本堂脇壇一部 ( 昭和三年九 月十五日 J

名古屋騨から分岐せる 1.1.1火線 へのると，六つ日 l亡「定光寺」といふ牒がある。ととで下車 して

何でも 二十分間位tJj くと，同名の寺 IC達する白木主: は山憾の重暦のHl l殿であるが，先づ完全主主

のは干暦だけで， J 二屠は勾配の訟な切言主の似屋総が架 しで ある有線，一見し?とととろで，随分

ひどく荒れてゐるなといふ感がする。

併 し主主がら 一度内部へ入って みると ，須蛸壇と脇壇とが上等友ので，そ といら がきた友 くて

も，甚だいい気付 l亡友れる 。脇壇は共上部が此闘の如1<  ，少しく 蟹 った形をしてゐるのが注目

lζ 値するのである 。

即ち ｬｅ 厄 ｩ Ｎｦ Ｎ Ｚｅ 間 ー はいの大 ｾ Ａｉ 梁をかけ ， ｾｕ 二 ｬ ζ 等間隔に大瓶東を立て ， : j : よ及大瓶*上tて犬材を

置いて三材をk:l lみ，共一つでたを材には通肘木を含ま しであるコ此ll ，j木の代りにもう一つ三村

を此各科医含ませ，共 上l乙通肘木を やる友らば，誰がみても /J ¥組でるるが，とれでは少しばか

り物足りなく思はれるかも夕、11れぬ。けれ ども やはり純然たる立派左州知である。とのるた り余

程他の例と 差がある。共上は型!の如く 逆世したmf ，ifi J，のやう友 ものがある。此は犬概屋内 lてmひ

である。屋外の [y)JI1 . 懇照寺銀閣の三階と ，少し擬物らしいが大

徳寺! 左門の冠水の上位のととろである 。
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定

光

寺

須

端

境

勾

欄

其

正

面

上

。

第

二

十

五

園

(

親

れ

右

方

に

虫

て

る

は

州

尺

の

一

一代

・

附

利

一
一
-

年

九

刀

十

王

日

)

現

・

布

の

本

党

は

陥

分

あ

れ

て

肘

り

、

内

も

以

前

は

放

五

が

あ

っ

た

の

だ

ら

う

が

、

今

は

土

問

で

あ

る

が

、

倒

的

世

が

甚

だ

珍

ら

し

い

。

否

須

倒

的

一
は

普

通

の

山

様

だ

が

、

勾

欄

が

縫

っ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

即

ち

日

比

国

の

中

央

が

あ

い

て

は

ゐ

る

が

、

攻

引

の

凶

で

み

る

や

う

に

蹴

が

つ

い

て

ゐ

る

の

で

る

る

。

間

の

籾

杭

は

附

花

蓮

で

、

杭

身

に

は

「

削

腕

殻

決

り

」

が

し

て

あ

る

。

と

れ

が

ほ

ん

と

う

の

杭

に

佼

は

れ

て

ゐ

る

の

は

、

江

戸

へ

入

つ

て

の

部

ら

し

い

。

下

。

第

二

十

六

回

(

同

月

同

日

)

其

左

側

面

同

川

耐

の

勾

欄

は

此

川

で

み

る

如

く

、

山

川

枝

川

例

制

一

盟

友

ら

ど

と

に

で

も

b

る

式

。

と

れ

は

左

側

而

で

、

丁

度

上

川

の

大

き

な

親

什

れ

が

、

此

凶

民

も

大

き

く

お

っ

て

ゐ

る

口

机

し

何

か

の

都

介

で

引

を

少

し

大

き

く

作

っ

た

と

見

え

、

来

迎

一

什

れ

に

つ

い

て

ゐ

る

年

杭

は

‘

中

心

を

外

れ

て

ゐ

る

。

本

山

王

の

建

築

と

し

て

は

.

科

棋

や

虻

梁

や

、

勿

論

山

一
H

M

初

の

も

の

は

縫

っ

て

ゐ

る

が

‘

此

領

側

担

と

脇

位

と

が

な

か

っ

た

ら

ば

、

ま

と

と

K

淋

し

い

つ

ま

ら

ぬ

も

の

に

友

っ

て

了

ふ

で

る

ら

う

。

(

貌

柱

の

左

方

に

虫

て

る

は

山

尺

の

一

尺

〉
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上。第二十七圏 同 須 蒲檀右方勾欄ー官。 英 一 銭 正 面

下。第二十八圏 同 其 二 紙 背 面

( 雨闘共右方に立てるは 曲尺のー尺・昭和三年九月十五日〉

正面右方 ( 向て 左 j 勾欄の終るととろ K 彫刻し? と肱を近くみぜたものO 架木の先きをと

のi憾に lrx倣ふ友どといふとと は，どういふ ととから 考¥ついた ものか，拘に珍 らしい意匠

といへる 卒桁の先は費った グリグリがつき，下の方 lて蕨予を形i i ! t つてゐるがf よくみる

と懸魚、をたてに二つ割にしたゃう友もので，まるで型の主主いととろから考へ出されたもの

でもないゃ うでるる。- * の上のよ生薬. !iJ)l ・蕨手は何れもさ すがに裏商の方は，鯨の口の形を

ほった位で，他は総 て略 しで ある O



中

。

第

三

十

園

右

方

勾

欄

銭

を

腹

面

よ

り

見

る
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上

。

第

二

十

九

圏

定

光

寺

本

堂

須

菊

壇

正

面

及

左

方

勾

欄

の

-

部

(

お

方

に

京

て

る

は

間

尺

の

一

尺

〉

改

め

て

述

べ

る

迄

も

も

く

、

'

N

U

E

K

見

え

て

ゐ

る

通

り

左

右

向

ひ

合

っ

て

!

|

宜

は

反

針

向

き

K

友

っ

て

1

l

l

ゐ

る

の

だ

か

ら

、

聞

方

同

じ

で

あ

る

べ

き

に

、

少

し

く

呉

な

っ

て

ゐ

る

。

例

へ

ば

第

二

十

七

凶

の

は

胸

時

が

な

い

の

に

此

に

は

あ

り
、

僻

荒

の

と

こ

ろ

も

、

も

っ

と

小

さ

な

所

で

は

限

の

形

も

川

県

一

な

っ

て

ゐ

る

が

.

と

れ

等

は

さ

う

い

は

れ

て

一初

め

て

気

が

つ

く

の

で

、

た

だ

見

た

枕

で

判

る

も

の

で

は

な

い

。

左

右

共

背

鰭

を

止

む

を

得

手

ね

か

し

て

し

ま

っ

で

あ

る

。

下

。

第

三

十

一

園

背

面

よ

り

見

る

同

(

中

山

方

に

な

で

る

は

州

尺

の

一

尺

・

昭

和

三

年

九

月

十

五

日

)

此

二

川

は

後

方

か

ら

と

上

か

ら

と

、

ど

の

様

友

形

に

見

え

る

か

aU

R

K

と

っ

て

み

た

の

で

、

架

木

と

航

と

一

木

か

ら

刻

み

だ

し

て

あ

る

と

と

ろ

を

み

る

さ

、

け

仮

初

か

ら

か

う

す

る

計

で

可

な

り

大

き

な

木

を

も

っ

で

か

か

っ

た

と

と

が

知

れ

る

。

平

桁

の

佐

の

蕨

千

は

、

ア

リ

に

し

て

描

か

ら

持

込

ん

だ

と

と

が

、

第

三

十

刷

で

知

れ

る

で

あ

ら

う

。
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上

。

第

三

+

ニ

圏

下

。

第

三

+

三

園

諸

事

情

院

塔

婆

同

英

一

英

ニ
ハ

昭

和

七

年

一

月

二

日

)

尾

張

一

の
ん

川山側

怖

か

ら

蚊

町

、

勿

論

市

中

に

あ

る

.

共

上

道

路

が

寺

の

境

内

を

民

泊

し

て

ゐ

る

の

だ

か

ら

ひ

ど

い

。

ゆ

っ

く

り

建

築

物

の

釦

賞

も

で

き

ぬ

ω

い

い

索

引

に

な

っ

て

み

て

ゐ

る

と

‘

自

動

車

に

沿

ど

か

さ

れ

る

始

木

J

-

な

ぜ

あ

の

様

な

つ

ま

ら

な

い

事

を

し

て

了

っ

た

の

か

。

仰

に

し

ろ

一ム

石

を

ム
ハ

灼

に

し

て

石

踊

新

に

し

た

上

に

述

ち

、

問

問

に

石

柳

が

め

る

の

だ

か

ら

川

心

似

る

w.
川

で

あ

る

。

然

る

に

ど

う

い

ふ

も

の

か

橡

が

な

い

。

と

れ

た

の

で

は

(

上

へ

)

(

下

よ

り

〉
占
な

く

て

‘

初

め

か

ら

っ

け

な

か

っ

た

1

1

l

w

a

ろ

っ

け

ら

れ

な

か

っ

た

ー

ー

ら

し

い

。

山

内

入

口

も

克

側

面

の

中

の

間

K

引

戸

噂コーザ

が

つ

い

て

ゐ

る

位

の

と

と

J

上

居

の

椴

に

も

勾

闘

が

欠

け

て

ゐ

る
。

折

内

出

立

し

た

が

、

も

う

一

歩

と

い

ふ

と

と

ろ

で

金

に

行

づ

ま

り

、

最

平

工

事

を

進

め

あ

と

と

が

で

き

な

く

な

っ

て

、

共

ま

ま

に

し

て

了

っ

た

の

で

は

あ

る

ま

い

か

。

夫

れ

に

し

て

も

上

屠

の

勾

配

が

念

に

失

し

下

唐

の

綬

為

市

併

前

い

た

東

北

を

‘

上

居

で

す

っ

か

り

壊

し

て

ゐ

る

。

叫

桝

下

庶

州

制

和

様

。

上

屠

三

手

先

附

川

棋

。

扇

梧

で

あ

る

の

に

岡

本

は

和

犠

と

い

っ

た

引

椋

。

下

府

方

杭

五

寸

五

分

、

商

見

付

五

分

牛

.

割

合

土

問

。
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上

υ

第

三

+

四

国

妙

興

寺

勅

使

門

(

附

和

七

年

一

月

一
ア

日

)

下

。

第

三

十

五

園

ハ

同

月

間

日

〉

同

妻

詳

細

妙

飢

(

オ

叶

は

愛

知

将

小

品

川

大

和

村

大

字

妙

興

寺

に

あ

る

京

都

花

闘

妙

心

寺

山

木

の

大

伽

慌

で

‘

非

常

に

き

れ

い

た

寺

で

あ

る

。

此

川

制

使

門

は

氏

治

五

年

後

光

般

天

虫

の

肋

削

に

よ

り

建

立

し

た

と

い

ふ

惑

で

あ

る

。

小

さ

い

杭

の

太

い

問

脚

門

で

、

全

開

と

し

て

も

形

が

い

い

し

、

ま

た

下

回

で

み

る

様

に

.

一

例

を

県

ぐ

れ

ば

本

杭

の

上

に

は

山

の

知

い

木

山
弁

と

一

一

》

愉

と

あ

り

、

北

ハ

上

K

材

棋

を

の

せ

で

あ

る

あ

た

り

、

小

山中

ょ

く

で

き

て

ゐ

る

。

軒

以

を

紫

柿

K

し

な

い

で

川

町

械

に

し

た

と

と

ろ

な

ど

、

建

築

娠

の

校

側

は

よ

く

働

い

て

ゐ

る

。

此

川

数

年

前

修

理

を

経

た

ら

し

く

(

上

へ

)

(

下

よ

り

)

随

所

新

材

を

以

て

柿

加

し

で

あ

る

。

さ

一

つ

い

ふ

と

と

ろ

は

、

そ

れ

で

よ

ろ

し

い

か

ど

う

か

、

と

川ル

は

れ

た

く

も

た

い

ν

例

へ

ば

阿

叫

ん

川
…

の

如

き

札

ハ

一

一

例

で

‘

川

方

北

ハ

新

制

で

る

る

が

J

i

，.
、

、
.
ノ

ヅ

4

6

4什

ρ
M

U

型

が

成

っ

て

ゐ

た

の

な

ら

と

に

か

く

.

現

在

の

ま

ま

を

み

た

の

で

は
、

来

し

て

い

良

治

頃

に

と

の

紘

な

瑳

達

し

た

的

を

も

っ

た

の

が

あ

っ

た

か

し

ら

ん

と

多

少

の

挺

問

が

起

き

て

く

る

の

で

あ

る

ο

制

A

H

K

太

い

ど

っ

し

り

と

し

た

杭

を

川

ひ

で

あ

る

の

に

叶

か

へ

‘

~叫

柑

に

し

で

あ

る

と

と

ろ

も

亦

、

気

が

き

い

て

ゐ

る

一

つ

で

あ

る

。
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第

三

十

六

回

(

附

利

七

年

一

月

二

u

u

愛

知

岬

問

中

島

郡

大

和

村

妙

奥

寺

銭

穫

山
い
り

真

に

示

せ

る

如

き

珍

ら

し

い

形

の

錦

地

で

、

品

川

什

れ

に

少

し

く

帥

び

を

附

し

た

も

の

を

州

附

に

た

て

、

小

ど

ろ

に

撒

あ

り

、

擬

穴

珠

勾

欄

を

附

す

。

昨

一一"
は

総

て

白

後

喰

負
。

下

ほ

閣

に

般

に

制

長

き

連

子

窓

あ

り

、

共

ば

釘

の

州

は

川

入

門

。

上

見

閣

は

辿

子

窓

の

上

方

に

日

る

と

と

ろ

に

同

窓

つ

あ

り

.

制

機

は

制

的

形

な

き

木

で

.

狭

間

飾

な

し

u

両

側

削

ζ

主

E

-

N

一
〕

-
用

く

-
f
l

i

t

r

7
什

l

一日

弓

'

4

，色

|

』

上

居

間

口

と

一

飛

川
以

と

の

川

氏

浪

辿

チ

を

入

る

J

切

要

4

刊

桟

.

九

川

村

。

石

川

杭

の一

自

…

目

上

氏

辿

つ

。

寺

へ

上

り

込

ん

で

ゆ

っ

く

り

し

て

、

文

献

で

も

訓

べ

れ

ば

と

に

か

く

、

さ

う

で

な

い

映

り

雌

か

か

と

念

を

h

有

さ

れ

る

と

、

返

答

は

で

き

ぬ

が

、

此

錨

地

は

文

明

二

年

内

建

と

い

ふ

と

と

で

あ

る

。

川

市

し

て

然

ら

ぼ

ま

と

と

に

珍

ら

し

い

様

式

の

も

の

で

.

叫

川

区

制

窓

が

大

川

題

に

な

っ

て

く

る

が

と

の

窓

は

②

と

で

あ

け

た

と

す

れ

ば

そ

れ

ま

で

で

あ

る

。

4

ん

u

h

民

連

子

の

中

に

は

非

常

に

十

け

い

の

が

交

っ

て

ゐ

て

、

室

町

時

代

の

残

り

と

し

て

も

よ

さ

さ

う

な

の

が

b

る

か

ら

、

充

分

制

べ

る

と

而

白

い

鮎

川

市

に

な

り

さ

う

で

る

る

。

内

部

K

吊

っ

て

る

る

鈍

K

は

永

和

二

年

の

刻

銘

が

あ

り

.

北

ハ

時

の

も

の

と

し

て

よ

ろ

し

い

。
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(

下

よ

り

)

た

も

の

で

、

愛

知

鯨

で

は

と

の

様

な

の

が

す

き

と

見

え

る

。

4

ん

も

京

都

民

も

醍

醐

寺

経

蹴

K

同

様

の

例

が

あ

る

の

だ

か

ら

‘

徐

り

人

の

事

は

い

へ

ね

か

も

知

れ

ね
。

下

府

方

位

は

方

五

寸

五

・分

に

間

見

付

七

分

ル

五

七

分

半

、

即

ち

約

l

一
回

υ

川

村

棋

内

外

北

ハ

川

組

。

内

部

釘

隠

六

誕

古

し

上

居

制

手

先

。

上

居

間

水

の

・

品

ド

を

向

き

.

地

隅

木

の

非

民

彫

刻

の

b

る

と

と

ろ

に

、

唐

様

の

影

山

待

を

認

む

リ

相

愉

後

一制

。

内

部

中

央

に

叫

戸

時

代

の

凶

子

を

世

き

・

内

に

愛

染

明

十

を

安

世

す

ι

上

。

第

三

十

七

脳

性

海

寺

多

安

塔

英

下

。

第

三

十

八

圃

英

同

(

昭

和

七

年

一

月

一
一

一
日

)

判

通

の

型

の

如

き

多

賀

搭

で

あ

る

が

、

全

形

を

み

た

と

き

‘

上

思

唱

が

非

常

に

制

い

と

と

、

極

端

に

い

へ

ば

折

れ

や

し

な

い

か

、

刊以

い

風

が

吹

く

と

一飛

び

は

せ

ぬ

か

、

と

い

ふ

多

少

危

い

と

い

ふ

感

が

あ

る

ゃ

う

で

あ

る

。

そ

れ

が

妹

K

隅

か

ら

見

た

と

き

に

一

居

兆

一

だ

し

い

(

叫

十

十

)

D

そ

れ

と

国

内

線

が

鋼

板

立

で

あ

る

と

と

が

誌

に

な

る

一

つ

。

問

問

の

餓

柵

は

却

-

d

p
・

三

闘

の

如

〈

闘

っ

(

上

へ

)
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(

下

よ

り

)

で

あ

ら

う

J

此

等

の

μ
買

で

は

見

え

ぬ

が

・

同

方

の

川

入

口

L

J
.

の

料

桃

山

に

は

州

づ

っ

の

誕

股

が

あ

る

u

仰

の

先

が

米

誌

に

な

っ

て

厄

り

内

に

牡

丹

を

入

れ

て

あ

る

が

、

牡

川

は

町

一や

で

、

ど

う

い

ふ

も

の

か

巾

北

へ

の

雌

・

矢

の

と

と

ろ

だ

け

が

少

し

く

引

込

ん

で

ゐ

る

。

此

初

は

共

部

・

分

だ

け

古

く

友

つ

て

ゐ

ち

込

ん

だ

の

で

る

ら

う

と

思

っ

た

が

・

何

れ

も

さ

う

な

っ

て

ゐ

る

か

ら

、

態

と

ら

し

い

。

さ

う

し

て

少

し

悲

股

の

背

が

不

足

な

の

で

、

上

の

方

に

飛

び

上

っ

て

ゐ

る

。

即

ち

下

は

つ

い

て

ゐ

友

い

の

で

‘

構

治

的

意

誌

が

全

く

失

は

れ

て

し

ま

っ

た

-

つ

の

灯

例

と

す

る

と

と

が

で

き

る

の

で

あ

る

。

上

。

第

三

十

九

圏

性

海

寺

多

賓

塔

初

意

隅

見

上

下

。

第

四

十

図

同

軒

見

上

(

昭

和

七

年

一

月

二
F

口

)

上

川

は

一初

市

一

問

料

棋

の

見

上

げ

で

あ

る

が

、

ょ

干

北

ハ

J

H

1

6

J
介

q

J
ん

1

1

H

J

年

1

t

.

1

1

。F

U

H

K

附

が

常

に

か

う

友

る

と

は

肌

ら

な

い

。

一

手

先

の

科

の

上

氏

叫

に

桁

が

の

れ

ば

、

村

川

川

は

A

Y

つ

と

簡

単

に

な

る

の

で

あ

る

。

本

封

は

剖

人

け

に

よ

く

で

き

て

ゐ

る

ο

下

川

は

側

柱

上

の

材

棋

を

見

せ

た

も

の

で

、

と

れ

ル

ザ

が

総

て

利

政

で

あ

る

と

と

が

よ

〈

判

る

(

上

へ

)
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第 四十 ー園性海寺ｾＮ塔 上 層一部 〈昭和七年 ー 月 三 日〕

多費時の下居は阿 ftrP. 工事! 公改めて述ぺる迄も 1'J. いが，其! 苦!閣の換に勾闘がある時とない

時とある 。あっても像が同角 だから勾欄も首然夫れ IC沿ひ同角 l亡姐つてゐる。

然るに上暦の軸部は回l形 iと粧がたってゐるから，其周閏を担ってゐる i像も凶 ぃ，従て勾

保i もlii l <  ，従て始め と終りがない。無始無格の勾聞は，夫れが 1i' i1 < 設 けられた時に映るコ

凶l彩の勾欄は多賀ヰの上暦IC限った"l: ] 4 はない。闘い卒商の建物 lて設 けられた時は凶ぃ。

例へばJ f 1 . 暦の搭( 第VY十二 . V4十附・PY十五・PY十六園) や経蹴内愉械の下古il ¥.. 一例は高 'lii'山

奥院の夫れ。民長同年〉等にあるが，元来|凶 い卒耐の建物がさう津 山はな いのだから，自

然 l昼1¥/、勾欄ら 例が少ない とと IC 1'J. って くるのである 。

材供は股組 Zコも荘の上D も， 共 lと唐様であるが，ただ 犬れだけのと とで， 足極の形及 び

上唐の極の配ダIJは依然として 和様で占うる。? とだm像隅木の先を少し く下l亡曲げた ととろ に

其影響が 現はれて ゐるＨ応員の左右南端中央部 Ｉ 。 向ほ夫れから 長 ｾＱ ｪＱも ＱＱＱ ひで あるから ， 和

?まの勝った唐核といふととが此弱震からでも判るであらう 。

以前上居材検問 ｴ て俳像が Ｍ Ｍｾづっ必いてるったといふ 事 を土地の人からきいたので，充

分に調べてみたが，どうも何らか間違らしく，共隊な形跡は見出せ友かった。
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第四十二園 性海寺本堂須濁i重 ( sB . f : n七年一月 三 日〉

性海寺では 多宜上答 一基だけが園質 iζ 指定さ れて居り， 共他の ものはイi可で・ もないが，此須 ;説壇等は，稀

れにみる珍らしい作品t! といふと とがで きるのである。尤も 此悩lでみる 立11¥下に つぎた しの去があるか

ら，いつか大修理といふよりは ，ｾＺ ｾ｛ Ｎ ろ大改造にＯＱ｜あっ たといふ ととが直 ｋ 判るが， さ ｽ Ｍ ［ ひ友とと ｋ それは

単に 葺 をしただけで， ｦｬｬｾ 毒物 ｬ 亡 は ｩ 徐り 千が つ い てゐない 。

別段説明する迄のととも 主主 く， 幻員でみる様f ' [ J 二下K 殆ん ど同 じ繰形が反古討について居 り，共間には

ある間隔に束をたて，正面i を凹，側面i を三 lと等分 し，各匝剖 内lζ 格扶聞を入れてるる o Mが」正面の各間

と側面lーの各間とは， 其間隔が異なり，前者の方が後者より少しく腕い d さ うして共;絡狭間も， :; た頁の圃

に ｬ 明らか え ｅ 桜 ｬ て ，木を刻んで共 ＱＱ ｾ Ｑ として ｩｴ ，ｾ入し て あるので ， :f9iのt nきは 未だ他に私は見た ととがなh、D

但し其 Ａ～ ｝部 ｋ 入れてあ る ｗｾ は 何れも 新 しく， 後 世ーにな っ てから描いたも のら し い。

勾欄も親uは擬賀沫で，: i 白11市は普通の材に なってゐるが，正面の中央は第四十五闘でみる 如( ，架木

の先きが蕨手ではないが，基! 肢の脚の如く な り，聞が あいてゐるから， 百11はゆる出機 といへる。

令争 +十

*  *  *  

ｾするに此は手 ｮ 隊唐隊折衷須孫自で，鎌倉時 Ｑ ｾ＠ f ' [ 決して珍らしくない形式のもので ある。
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ＮＮＮＮＮｾ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｡ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ Ｎ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ・・・・・・・・・・・・・・・・・ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ .. 

上 。 ｾ 四十 三 園 同 正 面 格 狭 間詳細 ( 昭和i 仁年二 月二十 日〉

下。第四 十四 国 同 側 面 格狭間詳細 ( 同〉

ＨｊＭ Ｎ Ｎ ｆ 箇 共ｊｴ ￼ こ沿ひ て 立 て る ｬ 土 出 ｬ 尺 の が ｾ .71.  ，tC  :; '， II { ) )  

前 闘に もノj 、さいなが ら見 えてゐるが，此絡狭間は 全 く特 殊で，日IJの本を格狭間JI予l乞刻んで・，羽

目板の前 fC < つつけた様 lζ 主主つてゐる。丁度基IJ立を縦l亡中うたから 二分 し，1仰を 反主主H亡くつつけた

様 であるか ら商白 い。 さう して向 ひ合った脚の先等は ，基股の夫れ と金 〈差がえ主 い といへる 。

惜しい ととに飾合具 l亡後有nのも のがあ るつまた絡狭間内の龍は新 しし、。夫れ等 を除いて は首初

のま まで，鎌倉のも の としては殆ん ど類例があるまし、。
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-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・......................，

第四十五圏 性海寺本堂須浦温勾撤及親柱 ( 昭和七年 一月三 日〉

Ｈ 前に立 てるほ曲 尺の約百 寸て六 ｾＮｪＩ Ｉ

既 lと述ぺた棋に 江i ;領自が折衷だから，勾欄も亦さうしたゃうである 。続打は純手11肢と し， 鎌倉K 最 も

Ｇ ｎ 近『 な 械式の「擬 ｪ ｽ ＧＨ ｊＺ ｾ ＮＺ _J I亡して，さう して共 下の的 のnnIC，一商t亡J;Ij

の作品 で，恰好亦 FI 'I分はない。

ｦ ＢＱ ＱＱ 貿 ｦｴｊ といよ ＮＱ ， 陥 は ， 館内 ｉｲｾＨ 建築の 屋 恨 の ｴｭ き葱、花形を し た もの の椋な形で， 小 型の ものに つけた

名ら しい。同 じ棋 士0 1予を してゐて も J芥婆の相陥の最上部や究形i I T の建築の屋根の最上部 l'l.のれる此極

のものは， 「擬」の字 をとって 了って ，ただrnJ:J;Jと H千んで・ある 。さうすると勾係j等 IU IJ ひたノj 、型のは ，

照恨の_I -，などにあ る少 しく 大型の をまがひといったやうな意味ら しくなる。此を部品からでるらうが

「余帽子一」叉は「木中ii 子」等 といった時も ある 。

どとかで「挟帽子」といふのを見たゃうだが，今思ひだせない J

架木は 四角で脚の先基J肢と同 じく， 卒桁を 下K 直角に附け' たのは最も珍らしく ，地設ーの光き l亡簡単主主

紙型を つけ ，特例t勾欄 を形ii!t つて ゐる 梨 本を四角に した結決であ らうが，村i;.lミの併 が随分背が低くな

りiWつ 〈ιl てな り，甚だ拙 い ものになって 了ってゐる J
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..・・・・・・・・・・・・・・E・..・・・・・・・・・・・・・..............・E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・E・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第

四

十

六

薗

(

下

に

ま

て

る

は

曲

尺

の

一

尺

・

昭

和

七

年

二

月

二

十

日

〉

性

海

寺

本

堂

須

瓶

壇

上

厨

子

(

箪

屠

賓

答

)

性

海

寺

本

北

を

た

だ

外

部

か

ら

み

た

ピ

け

守

は

、

ま

る

で

問

題

に

友

ら

ぬ

。

だ

か

ら

大

概

の

人

は

多

賀

培

の

あ

た

り

か

ら

・

管

見

し

た

だ

け

で

抑

蔑

し

て

蹄

っ

て

了

ふ

の

だ

ら

う

。

無

理

も

な

い

と

と

で

あ

る

c

け

れ

ど

も

そ

れ

は

い

け

な

い

?

度

は

内

部

を

み

る

事

が

必

要

で

あ

る

。

内

部

で

も

例

制

壇

・

厨

子

・

共

上

の

天

井

あ

た

り

は

拘

医

大

し

た

も

の

。

鎌

倉

気

分

が

州

側

、

悔

し

て

ゐ

る

丙

性

栴

寺

代

前

〕

と

い

ふ

記

録

の

巾

に

.

「

古

堂

者

建

長

凶

作

所

建

也

」

と

い

ふ

文

仰

が

あ

る

o

一

躍

に

信

や

る

と

と

は

で

ぎ

ぬ

か

も

知

れ

ね

が

‘

そ

れ

に

し

て

も

鍬

-

仔

は

蛸

く

ま

い

。

折

上

小

判

格

天

井

、

比

ハ
ド

の

古

拙

辿

子

.

何

れ

も

そ

の

時

の

も

の

と

考

へ

ら

れ

る

。

た

い

注

目

子

の

一

鮮

に

釘

つ

で

あ

る

散

八

双

等

の

飾

金

具

は

、

ど

う

も

江

戸

時

代

に

入

つ

て

の

も

の

ら

し

く

思

は

れ

る

。

来

mn

日

↑

仁

目

リ

、

J

ぷ

点

午

世

十

t

H

H

H

庁

u

h

n
刷

一
-

識

に

儲

か

れ

た

二

十

五

菩

薩

然

迎

闘

も

亦

削

る

傑

作

で

る

る

。
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性

海

寺

本

堂

貸

塔

相

騎

上

。

第

四

十

七

個

(

昭

和

七

年

一
一

月

一
一

十

日

〉

下

。

第

四

十

八

園

要

座

(

J

に

一

牛

た

く

あ

る

は

間

尺

の

約

一

尺

(

一

一

吹

〉

・

同

〉

同

上

闘

に

於

い

て

相

愉

下

部

が

ま

と

と

に

刷

白

く

で

き

て

ゐ

る

。

小

路

般

川

は

話

花

・

伏

鉢

は

建

業

よ

り

成

り

、

咋
一

川

花

に

雌

緩

ま

で

添

へ

で

あ

る

と

と

ろ

、

と

の

aV

川

尻

で

よ

く

判

る

で

あ

ら

う

d

下

凶

は

高

座

で

・

平

安

鎌

倉

の

あ

る

極

の

引

州

担

の

如

く

、

ま

た

外

岡

に

あ

る

け

伶

婆

の

如

く

・

勿

論

我

聞

の

あ

る

塔

婆

の

如

く

‘

下

に

蓮

花

が

あ

り

、

北

ハ
上

に

雌

後

を

浪

形

に

北

ぺ

て

あ

る

。

悲

出

の

色

は

線

、

共

上

に

凶

形

に

勾

欄

を

廻

ら

す

。

北ハ

形

は

尺

は

だ

よ

ろ

し

o
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上

。

皆

同

四

+

九

圃

肝

廻

(

機

上

に

立

て

る

は

曲

尺

の

約

五

寸

〔

六

吋

〉

)

同

下

。

第

五

十

圃

耕

輔

柄

詳

細

ハ

同

)

同

京

居

で

も

京一

唐

で

も

、

と

に

か

く

闘

い

平

副

に

凶

品

川

な

足

艇

を

か

け

て

あ

る

時

は

、

科

棋

は

常

に

放

射

川

M

K

置

か

れ

る

J

此

場

合

点

右

へ

だ

し

て

は

ゐ

互

K

ぶ

つ

か

る

か

ら

、

自

然

前

の

方

へ

ば

か

り

だ

す

。

こ

の

考

を

と

り

入

れ

た

の

が

興

一師

寺

北

同

常

で

あ

る

・

と

考

へ

る

と

と

が

で

き

る

。

像

話

を

交

け

る

た

め

‘

縄

問

型

の

上

に

.

つ

づ

っ

叫

を

並

ぺ

た

の

が

目

立

つ

。

材

械

も

足

掛

も

支

愉

も

和

様

で

あ

る

が

、

隅

本

は

川

様

と

し

‘

同

刊

は

扉

に

し

て

あ

る

。

(

雨

凶

共

昭

和

七

年

二

月

二

十

日

)

-. . 山|
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上

。

第

五

十

一

圃

其

宙

開

徳

寺

塔

一妥

τ
。

第

五

十

二

国

同

英

二(

昭

和

七

年

一

月

三

日

〉

此

で

多

賀

絡

は

三

つ

目

だ

か

ら

.

も

う

禅

‘
山

だ

と

い

ふ

か

も

知

れ

ぬ

が

、

終

り

ま

で

に

は

も

う

こ

つ

で

て

く

る

。

事

貰

此

極

の

け

惜

は

ま

と

と

に

川

市

が

い

い

か

ら

、

私

等

は

い

く

つ

あ

っ

て

も

い

い

と

思

ふ

。

江

戸

時

代

の

で

も

、

他

の

居

塔

に

比

べ

て

、

此

肌

は

形

が

遣

に

よ

ろ

し

い

づ

日

本

金

図

の

多

賀

絡

を

全

部

開

買

に

し

た

い

様

放

策

が

し

て

ゐ

る

。

此
山

品

川

は

設

近

の

修

理

を

経

て

ゐ

る

、

形

は

中

中

「

下

へ

)

J  

.  
(

上

よ

り

)

よ

ろ

し

い

。

幅

引
の

院

の

よ

り

も

性

海

寺

の

よ

り

も

よ

ろ

し

い

。

但

し

此

此

H

K

於

い

て

は

、

川

入

口

が

正

耐

中

の

間

一

川

刷

所

で

あ

る

事

と

・

あ

と

は

す

べ

て

机

聞

に

胴

ー

が

一

本

入

っ

て

ゐ

る

だ

け

で

、

辿

子

窓

も

何

も

な

く

・

板

時

十一

に

な

っ

て

ゐ

る

事

と

が

可

な

り

目

立

つ

。

「

徳

治

二

年

十

月

十

七

日

建

犠

元

帳

八

年

修

繕

」

と

記

銭

に

あ

る

が

、

徳

治

ま

で

は

む

つ

か

し

い

。

下

居

方

柾

方

五

寸

二

分

、

商

見

は

七

分

、

比

例

l

一九

。

割

合

に

面

が

大

き

い

。
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第五十三園 高徳寺塔婆初重隅木鼻 ( 11日平f I と年一 月 二: 日〉

堂J ; 答の隅は，木却がでてゐる場令は， 7it iんど総てとの棋な取扱がしである。例へば第二十九回・三

十九回 ・ 六 十 七脳ｼ 及百 ｏ 八 ｼ 苗 ｬ のￍｬ ｮ く で あ る。＿とだ水 品が ｾＺ愉と長 ｎ との間に狭まれてゐるか，或は そ

とK いくらかi徐怖があるか，又は手・愉が書IJ 合に!写〈 隅で「留 JI としてあるか，主主愉が海〈先端が合快き

1'L 7J: って直角に 交り に ・砲の繰JI去に絶ってゐ るか，等 lとより て多 少外観l乞相違があるだけの事である c

此木鼻は第三十 lL lωd ｉ 亡陥げ＿と ｼ主 Ｑ 伝子 Ｑ ・ のと殆んど同じで あ る。本 ｾ Ｎーのみではない も 長 Ｎｊｉｲ Ｑ と 蓋愉 とに狭

まれてゐるととろも， 111Tに蛇l血校倫のある所 も全 く同じである。時代がl略ぼ似てゐるととは，翠に と

の一知のみか ら槻摂しでも， 容易に 了解で きる事 と思ふ。

性 j毎寺のも此も，共 l亡天竺u・のグ リグりの木鼻から 鑓化してきたもので ある が，如1立市rl1祉のは( 第

百U j L圃) 唐様 つ木鼻がもとであ る。 E うでもいい大 した事 件でも 友いが，少 しばかり興味の あると

とであ る。前二者はJI去が可友り よろ しいが，後者は徐り 前の方 l亡飛びだしてゐ て少し長過 る。



Vc特別附録) ' "" 3 4  

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・e・・・・z・・・・・・・・・・・・・・・・・z・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・e・・2・・・・・・・・・・・・，.... .............. .11111. ........

第五十四園 長 光寺地議掌 ( 昭和ヒ年一月 三 日)

六角栄で外l仰は吹き放しになってゐ るo 外陣 の杭 は罰く ，上は三科で1:11は1: 円材バム ー溢が二問づっ。

内外陣境の杭もＡ日 ｬ く ， 村 棋 は 出 初の訪組 な るとと弐ｬＢ ｦ 上 ｼ品， ＩＱ の虫 ｦｉし のさう して外 ｾｬｬ ｩｉ Ｇￌ 化粧 屋根裏で ，組、

て扇t:iIi: IC IJ:つてゐる 。 中中央ししトー租の珍らしいF ペ リプテ ラル ・テンプ J レ」であるが，ただ屋根が全

部後怖で，桟瓦立で，露盤と降械の腕振瓦と 獅子 口とが気に 入ら ない。外陣の外IC*殺があ り， t境貿珠 勾

欄 を廻らしてゐる ととろ は甚だよ ろしい J

大正十四年四月， 手'L 1t; J :初めて昭島腕の舎津市へ行き ，i ! うの溢の園賢建築を みて歩いたとき，河沼郡

日橋村の地蔵，: i 邑桝「勝倉の二階欽」を見頃，したが， 言うれが建物の周囲iと桂が廻って ゐて，たしかにと

れも 「ペリプテラル ・ テンプル」であたので ， 大分ｾ ，ｾ、 気持 陀危 っ た事 をよく記憶してゐるが，あれと

いひとれと いひ， 深山の杭が周問 lと並んでゐるのはまとと lζ 美 しいものでdうる。

相鑓らや下の石駐が玉石 を石垣砧陀 しであ るのが気になる Ji &i 喜手段J4F婆と妙興寺の鋭機と とれで三

つ3 とれも亦地方色の一つで あらうが，とんなのはよく友ぃ。イ"J れも後の仕事 と思ふ。
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五
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に
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・
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上
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K
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其

上

の
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が

、

共
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の

形

で
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る

。

ご

、

.
，

ι

T

a

-

-
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-
が
・
，

t

上

の

材

と

は

中

心
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一

致

し

て

ゐ

な
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が

.

そ
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て

少
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も
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で

友
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。
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。

下
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、
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機

も
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②
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右
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、
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、
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と

の
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悼

の

れ

作

を

全

く

知

ら

な

か

っ

た

。
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第

五

十

八

園

岡

下

暦

西

南

隅

第

五

十

七

圃

本

逗

寺

穫

門

正

門

(

昭

和

七

年

一

月

間

日

」

(

同

月

同

日

)

土居 IL三間 一戸桟1・E茸 入母屋 lrt の最 も普通の形式の校門で，上下居共料供二 千先であるが，

中央の は雲に獅子のは尾債を 用ひて ゐる。基股が少しばかり 鐙 つて ゐて ，疋商と背 i商とは雲，

正面背面の裏ーは原基股の脚の先が若葉にしである。とれは中の閣のととで，雨脇及側面I透彫，

は将棋閉すぺて 蓑束 に なってゐる。桂下の礎盤のｾｦｊきかひものが日立つ 心 とれ は古 い様である 。

屋根大棟雨端の腕は ，r浪腕」と で もいふのか線、て浪でできてゐる。



V"" 5 5  

..圃.............・E・E・E・・..・・...・E・・・・・・・・・・・・・・・・2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ E・・・・・・・2・・・・・・・・・・2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2・..・・・

( 五十音順〉本 披 執 筆 者 紹 介

工製樽 1: ，京 都帝国火事 教i受:- 1岐阜愛知l 期限 下 l亡於ける古建築解設 J( 上〉の執筆者
俊沼天

工 準τ|て. 東大主tt 築経科卒業 、主1' ; 築技師、大阪府建築認に在勤せらる 「市街地往築物法

施行規則 の 内椛泣強度 に闘する改E 僚交 1''::: 就いて j の執筆者

士

ロ藤藤落

工第十、東大建 築拳科卒業、地方技 sjli 、大阪府往築課に 在勤せ・らる 「市街地主1' ; 築物法

施行令改正に就い て」の執筆者
.&B 次

隆副

王室置玉

工準士 、本曾敗事 、前大阪府往築課長、r市街地位築物法施 行令! l l l に同 規則改正に就 い

て」 の講 演 者
雄敏回j掌

ヱ 撃ーl 、京大主tt 築製 科zy. 業 、建築技師 、大阪府 主tt 築課に 在 勤せ7 らる [市街地位築物法

施 行規J ! l J 改正に就いて j の執筆者

助之i青井tl 

市街地建築物法旋 行細見IJ工 準 1: ，東大α築 拳;科卒業、訓h方技 師、 兵庫 l収主1' ; 築課 長、

( 兵 庫県J ) の攻疋に 就 ν 、てJ の執筆 者
英崎山

東京高等工業主弊校卒業、地方技師、京都府往築監督育、京都府主1 ' ; 築工場課に在勤せ ら

る[ 市街 地位築物法施行細則( 京都府〕の改正に就いて j の執筆者

甲回来日

令紹干U新

集

-ト

F

イ

l
遺士

甫

山
守

4

l

a

 

.' レドンコ

四六 四倍安IJ 、絹装和綴帖入 、50枚

目 百 年 六 年 十 二 月 、 非 貰 品

コン ドノレ博士記念表彰曾編

博 士来 朝明治卜年以来在住民に四十四年、苔凶洋風建築の開拓 の恩人放ジ ヨサイヤ ・コy ドノL 博士の遺作潟民集。

そのJHJ 朝野に在って腕 を振はれ た。 戴するとこ ろ皆怖| の力作 にて、博 -1ての ;jti1日前1I を縦 」、べ〈一方に明治初期洋風のー

斑が知 ＱＩ Ｑ 手る 、 そ の大字が既に時ｼ止の推移に破段せら れた る 今日 、 本書は民に ｪｾ ｭＮな資料であ ら ねばならぬ。本書 ｦ Ｎｴ

故博士記念表彰舎 の事業のー であっ て編纂には卜年を要 して ゐる 。

三並

n日手元王及攻

四六判 、クロース襲、口 錨地 圏 、 本文 19日頁

昭和七年三月、 債 三置 、 大阪カムト ifd: 窪行

fjE政金吾氏著

本協舎 と閥係の深い t{i 政氏がその多 忙 中関を悩む で努力され た近著 、竣 1えの古代史で あ る。聞く 1'::: 本書は民の濁創

的新研究なる日本と挨及との早官接な闘係 を諭せZ られるも のの緒論で ある と。本論 の溌 表 ζ そ古IJ 目して待たれる べきも

ので あらう。

1927- 1931 建 築 文 献 抄 録 集

四六 億判、 背タロース袋 、 本文 428頁

昭和七年三 丹、慣 2.40、日 本 建築 士曾君主行

海外務雑誌に 現lはれた 新諭新設の忠t UI 統詩集で 、嘗て 日本建築士舎の雑誌に載せられた もの。建築士の職業に捌

する諸問題を初めとして各種の 時評 、計 設 、意匠 、渡飾及至郡市計輩 、交主E、住 居 等 の諸 問題、 更に建築管湖、建築主主

部其{ 也材料 、裕 治 法、設{i /l 、施 行に 闘 する問題 に及ぶ。極めて時宜に過 するも のであって 、濁り 建築導 門家に とって

〈高橋J支Ｚｩｬｩな資料な る の みなら ず、 ｛ｴ ｾ (  ｾ築愛好者に謝し ても興 味 あるも のが 砂くな い であら う 。
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j l.!..、

ローレンス・コーチヤ

アルパート ・フレエ

窓

の

大

き

さ

や

絡

灯

は

必

要

友

だ

け

の

日

光

を

取

り
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に
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分
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に
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で
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り
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き

も
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な

い

。

窓

の

本

来

の

目

的

は

建

物

の

内

部

へ
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係
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と

油

風

と

で
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あ

る

が

、

そ

れ

と
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時

に

安

か

ら

の

眺

め

の

矯

め

で

も

②

る

o

そ

れ

に

は

窓

商

の

睦

子

や

枠

等

は

柿

造

上

必

要

友

だ
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に

し

て

長

き
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い

、
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べ

く

な
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無
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方

が

泣

い

。

障

者

や

附

…

明

製

者

は

日

光

の

慣
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に

就

て

断

ヘ
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意

を
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て
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る
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『

し

か

し

日

光

は

現

宜

に

如

何

K

作

用

部屋 l士同一騎に鍛が って ゐるから 、完ま は そ

れ に従 って水平 I亡揃 へる 様 意匠 すべきであ

る。 それは 止七 の デー リー・ニユ ー ス・ピルの

夜 景の潟貨で明僚になる であ らう。正常な

フド卒 の動 きが垂直の婚で妨 げられて ゐる 、

この積め垂直線は鍛 ｉｾ 構造 で 必 ず しも必要

と しないもの である。

す
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窓
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上

三

十

吋

)

で

約

十

吠

燭

光

T

充

分

で

あ

る

。

経

験

で

仰

る

が

『

見

る

と

と

は

明

さ

が

噌

む

程

進

む

。

明

る

け

れ

ば

物

を

認

知

す

る

速

さ

及

正

悦

さ

が

哨

し

、

且

自

の

波

M

M

も

減

や

る

。

』

(

阿

コ

己

5

E

h
L

ロ
ζ

-

一m

E
宮

内

・

℃

・

山

)

川

…
明

専

門

家

の

最

近

の

立

見

に

よ

る

と

、

四

川

の

曜

を

全

部

硝

子

に

し

た

部

屋

は

、

小

さ

友

一

つ

の

窓

の

部

犀

よ

り

も

、

執

務

能

事

は

上

り

日

を

疲

ら

す

と

と

も

な

い

。

即

ち

窓

附

子

が

大

き

い

ほ

ど

執

務

以

態

が

よ

く

な

る

と

い

ふ

の

で

あ

る

。

と

れ

は

判

通

吾

K

も

日

k

の

経

験

で

沿

明

さ

れ

る

ε
で

あ

る

。

三

方

れ

ち

聞

い

た

ポ

l

チ

で

物

を

読

む

で

も

H

を

疲

ら

す

ε
は

殆

ん

ど

な

い

が

、

薄

暗

い

壁

の

一而

も

小

さ

い

窓

の

部

屋

で

タ

イ

プ

ラ

イ

タ

ー

を

打

っ

た

り

、

物

を

読

む

だ

り

す

る

の

は

目

の

緊

慌

を

要

す

る

と

と

茜

し

い

o

吾

々

は

先

づ

部

屋

の

内

部

を

著

し

く

明

る

い

所

や

妹

K

暗

い

部

分

の

友

い

卒

等

の

明

る

さ

に

す

る

の

が

必

要

で

b

る

。

照

明

感

者

聞

の

胤

則

に

よ

る

と

「

建

物

内

部

の

最

も

明

い

所

は

同

一

建

物

内

の

最

も

崎

い

所

の

明

さ

の

三

似

以

上

に

超

え

て

は

な

ら

友

ぃ

。

」

明

る

い

程

よ

い

と

い

ふ

て

も

窓

硝

子

商

簡

を

制

度

に

ま

で

鎖

げ

る

と

、

と

L

に

他

の

重

大

な

問

題

K

遭

遇

し

て

来

る

。

そ

れ

は

冬

期

建

物

内

部

の

熱

が

そ

の

聞

い

硝

子

商

か

ら

逃

挫

す

る

と

と

L

、

夏

期

外

部

の

凱

一

条

と

、

似

い

光

糾

が

這

入

っ

て

来

る

と

い

ふ

と

の

こ

つ

で

あ

る

。

各

の

問

題

は

、

既

に

病

院

、

温

室

、

工

場

等

で

解

決

さ

れ

て

ゐ

る

様

K

欣

熱

絡

を

地

し

て

調

節

す

る

と

左

程

困

難

な

問

題

で

も

な

い

o

困

る

の

は

午

ろ

一反

則

の

温

度

調

印

で

あ

る

o

が

と

れ

も

附

附

い

た

金

凪

板

の

小

異

日

除

を

使

へ

ば

直

射

日

光

を

遮

り

、

而

も

通

瓜

と

光

判

怖

を

得

る

王

が

出

来

る

。

普

通

の

日

除

を

使

つ

で

も

或

る

程

度

有

効

で

あ

る

。

又

人

工

換

気

法

で

も

、

自

然

換

気

法

で

も

宜

い

か

ら

室

内

の

{

全

集

循

還

を

よ

く

す

れ

ば

、

部

照

の

温

度

を

下

げ

得

る

。

窓

設

計

照

査

表

大

さ

と

形

は

必

要

友

光

線

量

で

定

め

ら

れ

る

壮

大

有

効

耐

杭

を

得

る

様

に

枠

や

控

子

は

出

来

る

だ

け

小

さ

く

、

少

左

く

建

物

の

上

階

よ

り

も

下

階

に

な

る

科

窓

面

積

を

多

く

窓

面

積

は

少

友

く

と

も

床

而

積

の

三

O

%

以

上

充

分

友

執

務

欣

態

を

保

つ

に

は

室

の

奥

行

は

窓

の

尚

さ

の

二

似

を

越

へ

ね

ζ

'

と

窓

は

成

る

ぺ

く

高

く

天

井

氏

接

し

て

日

除

で

光

紘

の

制

的

乞

な

し

得

る

様

な

胞

内

ル

半

円

一

ι

b

q

.

、
一
1

A

夏

期

熱

の

捌

節

設

備

燥

作

の

簡

単

削

除

の

便

宜

な

排

出

人

工

換

気

が

止

ま

っ

た

場

合

の

換

試

接

世

窓

を

聞

い

た

時

仲

川

何

物

を

妨

げ

ら

れ

ぬ

と

と

旋

風

の

な

い

様

に

窓

州

子

に

歪

が

い

米

ぬ

椋

K

三

卒

方

パ

以

上

の

天

井

保

光

、

印

刷

工

場

、

製

匙

工

場

の

総

て

の

窓

は

ワ

イ

ヤ

ー

入

硝

子

に

十

二

卒

方

尺

を

越

ゆ

る

も

の

は

以

板

蛸

子

を

工

場

で

は

屡

A

破

協

取

換

の

起

と

る

矯

め

硝

子

商

を

小

さ

く

仕

切

る
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菜 園及北欧の窓の特徴 はその時代と目的

とに巡臆する大なものである。高純度 の_!-

地で は光線量が少し、か ら窓 は思ひ切って大

き くす る必要があるコ叉原子は奈って納 ν、。

。英 凶 ノ ー サ ン プ ト ン ン ヤ イヤー， ア ツ シユ パイ 城

。伊ン 7 ー セ ッ ト ， ネ ッ ト ル コ Y ム ・ コ ー

卜の談話室

。伊太利に 於 ける典型的危 家。太陽光線の激しい地方で あるか

ら徐 りijffi ぃ光と熱とを避ける 様 l亡窓 は小〈 、fm隔も肢ぃ。と

れでも部康は充分 l明ν 、。

午ｾｾ ｾ乱 九一一一?で今~・ー

合 各 階 に漣 fl 窓のある 中 世典型的な 多層建

物。此f ! l 1の採光方口、ー はi¥去た';:(1 殺で あ り乱

仕事場にも居室i ' こも迎6{gする。ストラ ー

スプノレグ . カンメノι ツ エ ノレ家 。
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自il  i圃

t  0 1 田 園E

B1 11 圃

且戸 }卓電

f

h

-

単
。各時 代 を 沼 じて窓而 の書IJ 方は 1，j'j 子の製作の大さ で 定 めら れ たので、美 的目的で は決 して 無 か っ た 。 古 U、兵期二|

の田舎家ア メ リカ のコ ロニアノι の住宅の 慾 は皆美はしい。 だがあれば制〈 制 られ てある か らでも なく 、 一 般の

階 調の鵠め で もな ν ¥ 日佐合理的で あり 籾 創 的で あ るから で ある。現今は大石骨子板の製作 が自 rl Jで あ り叉光 の方

からも冶 Ｎｾ ｴ で 其上 認 済 的 でもある の で 、 ショ ー ウ イン 人 事務所 、 製校 、 住宅 皆板 而の大い の を ｦ 史」、。半年 や照

子 I'j 最 少限度 まで巾 狭く なってう|ミた。

。線利子。 Ｔ 却 を陳 列 す るｾめ￠建物 と い 」 、のがー

見 して知 れ る。 ゴシ ック式 のき垂れ ilil i があるとれ

は 目的 に添 はぬ。然し 内音「採It-l i去に ほ{決れた W!

i ' ) . とをして ゐ る。 桑 港 、 ノ、リヂ イ ・ピノL 、 19 18
c

G  占 ＮｊｩＱＡＮ ｦｬｾ 様式で利 子 商 ｦ ｬｴ を樋大に し た ｴｊｾＺ・合 。建 物

の表而 に附した 技術部分は非IJIIJ を増さずに費用

のみ ｾ ｾ ｾむか ら と の泣方 は最 善とはいひ Ｑ ｾＱ な νＰ

m育 ドノレ ・ェ y ド・サンス 、 19' 0。

.  r:.... ー ‘  
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合 餓 精 子 窓 は ノι ネイサ y ス時 代 か ら官主主主し

た。此 の手法はやl' 々而 白v 。 一 見 ζ れ は 支

ｾ橋治の様 に 見へるが ｴｴ は壁は餓骨架構で

Ｈ Ｎ Ｚ ｾ支持 さ れ てゐる。 紐 育 、 ウ オー ノι 街 Ｑ ＲＰ 。

貸 ア パー トの日光 7状 態 。 大 衆 は 日 光 と を 熱

還する。

ア パ ート でも事務所でも 明 る η れ lず借賃 [工

高 い 。 住 築 家 は ζ の要求をう ま く導くべき

で ある。

。最 k 極 度 の 採 光 は蓮 絞2まか らである。

此 I'i ｾｪｴ 出 深 床構 ｦｅ で干 る と出来る。デトロ

イト の グラノ、ム ・ペ ージ ・ I;J- ーピ ス ・ピノL

。或る事務室の内 ｾｗ 。 滞情 ν、墜と間隔 のあ る完まから

の限 られ た 光 線 の型 を示 すも ので あ る 。 慾 か らの距

離と 共 に 明 さ が 念 i敏に 減ずる のに 注 目 せ よ明 い後 の

例 と比較 封稀 されん と とを望 む。

円、
u

酢

屯

U

M
咽

T

ハ
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叫
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H

R

r
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E

v
u

fd

p

u

 

T

Z
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U

H

哨

U

H

p

b

m

r

り

I

Z

E

 

E

L

、
z

L

Rooms  Ihot are  I・ghter 10 live  J n  

c o mmandi ng an un・bSlrucl ed vi・w of  

Ihe Hudson'  ond  beyond ，. ，ono ｦ ･ ｮｴｾ＠ Ihol 

。工 場。 一 般 的 に 云って 、 健築様 Ｎ 式 制 限 から自 ｉ ｾｉ で

ある 。 明 い 工 作者毎土イノ「るおに 笠 は 言葉 liII りの利 子 の

!笠にな る。従来の例 を見 る と 大 抵 の 工 場 は 事 務 所 建

築 や ア パ ー ト等よ り採 光 欲 態 は 一般に可良である。
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事

。口'  o口G口。口
-
h

u

 

o

 

柱 、 有 干 日。口。口o[J o口c日。日。口

， ， 

b ぷ 必至ゑ: ん よう ｾＮ ｾ ｾｴＮ ｾ ｾ Ｏｾ￠ｩｾ ｾ［ｩｾｴ ゅ 主 主

( 2) 外 壁 11牧 のみ。 採 光面積 は J{1 した ( 3) 柱 を 佳よ り

Ｕｺ長ふＦぶ ｾ ［ｨＢＧ［［［［とムいυυＡ 七一いいＺＺＮＺ山一ム ρメ以ふぷぷぷ ＼ Ｎμ以ぷぷ ［Ｑｕジバ［ジ ゴ三Ｎ ［ Ｎｾ立主乞 Ｚｦ虫忠ふ ｦＲ色 ［ｩ ［
事務室の採光方i法蚕の卒面圏 (  Ｑリ 〕 貧弱 な 窓 の 門ｉＧ￭ｾ 例

引 込め 外 壁 を跳 出梁 I年構 造に す る最 大採 光の例 、

( 5) 床 か ら天井 ま で硝 子 とせ る場合

'  

盟

主

面

務

耐

執

す

た

一市

め

を

制

度

を

官

恒

端

る

尖

す

の

逮

床

が

で

線

経

光

裕

A

守

( 6) 跳 出梁

7  

〈 〆 〕 普 ｉ ｦｦｩ の 答、のｾ Ｉ［ 合

-
-
z
 

四----

ー
士t

百九1''1':'0 
.，'h  

'.! り
。10

‘， 

窓 よ り 差 し 込 む 光 線量

採 の窓 口窓 高 の殆 人七二 i汗乃y[ i 瑚l まで l別い。

o  '.! :i  1''1' リり111 o  

相対 す る雨而か保 光し た1部慰 問各

品目II から慾: お の 三倍 の 所 まで明 ν 。

f 最 小限度 吸 燭 光 皐 i寸)

15'F市，] 8年以r ljl 今

( 1) ア イ ノL ・昇降然、t.i r，p' 0.5- .1  3- 6  5 以 上

ＨＲＩ 寺院 、 ｾＧ 令焦 1 - 3  2- 4  3- 8  

( 3) 百 貨 I苫 3 - 7  7- 10  10 以 |

( 4)  ili ti  主主 5- 40  10- i O  15 以 !-. 

( 5) 和大物工場 2- 4  3- 6  6 以 |

( 的 事 務 沖・ 3- 8  5- 12 10 以 上

( 7) 初夜物工場 4- .8  6- 12 10 以 上

( 8) 一般製図索 5- 10  10- 15  15 以 上

( l ndustri al  D ayli ghting， p. 5.)  

量線光要所

• 

.  官 『

臨調麟 "

.  .  

• 
-，... 

l Y P I C A L  F L O OIl. 

高原建築の標準平面 日光 到達 面 的 を示 す，斜 線 i;11は

人工. 1l ¥{ 1列を要する 約 分である。

• 
.  
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しかし予を持って、縦士E り;償主主りの筋を引 つぽ

つてゐると 、無念無泡1といふ程でもないが、とに

かく ;!{' rl.rt から解放されるととは事賞だ

との『書』と いふ奴I，;t 、躍なる文ニドでは友 ν 。苦

から 一つの整術として槻賞され来ってゐるだけに

ーー知一剖と織成 tても 、塾術製作と同じ昔心を挑は

ないと策K 入るのが出* ないわけだが. 色々工夫

してやってゐると 、自分が建築犀だからか もねlれ

友いが、全く建築のスタデイ ーでも 乃 至はフリー

デザインでもやってゐる犠な気持で、色々主主 l感じ

の建築が出来上る。

千字文の一字一字が 、メンデルゾ ーンK 友った

り、ベ{ レンスになったり、グロピウスにな った

りして調り で嬉しく友るととがある 。

とんなととを考へてゐるのは侠7でけ かと思った

ら、支卵は流石に『書: j の家元だけに 、『蓄を作る屋

を造るが虫fI し』 なんて岐に道破してゐるから偉い

しかし毛唐の云ひ草7でが 『建築はほiれる 音楽で

青紫は流る L 建築だJ などと 、青紫と建築との共

通を感十るのさへある八 7芝、から 、建築と「者J な ど

は共過するのが22 りがJ かも 9，11れないふ

( そ の ニ)

書幅を懸けて槻賞する。

しかし漢文の素養の貧弱な悲しさ 、支芳rl の連中

のもの主主ど妹l亡読 め主主い宇がきっと 二つや三つは

ある。ひ どいのは何の詩だか何 を云ってゐるのだ

か譜の分らないのがある。

けれどそん友もので も懸けて眺めてゐると 、重芸

術的友興替を費えて来る 。

] 一度盛E誌を翻てゐるのと i邑l ' るものがある 。た

しかに 『書J の技巧の中には 、『議i J I 亡過すτ る ものが

ある。或ひは『諮J の方の月j 墨m筆と全く共通する

ものがある様だ。

支芳11の詩論、謝紡の六法なんかで害嵩一致を泣

いてゐるととろがあるが首肯H¥米る。

詩文の内容がまるで分らなくっても、字の)1ヲだ

けで筆者の性格なり将yilil/ Iなりが十分感ぜら h る。

それだけでf 書』の墓術は成立つわけだ。

近頃の建築家は、建築のう長 を出来るだけ 謹 術的

l亡しゃうとして骨を折ーる。

とれは昔の建築家で も同じ互角f うたと 思ふが、

昔の隊な所謂主主飾の厚化粧は近代人の美的感費が

承j、11しないから主主ほ さら背 しむ。

建築といふもの は使用 |三|的を判 ってゐる。 それ

を満 i止させなければならなし~ しかもそれだけで

は阿るつ 原始人ならいざ知らや美的文化人はその

上埜術を要求 する l

とふいふ建築を作ってゆかなけれは' ならない近

代の建築家は『書J をやうて見たら 如何だらう。

「書=J の持つ合目 的性 と無 目的性。

との問の微妙 友 関係 や交渉やが主 ｾ築の ｊＴ つ 機能

と整術と の聞に 見付かるんでは あるま いか。

世 相 ご レ コ ー ド

X  Y 生

近頃の流行意識の一つにレコ ー ドを作るとし 、ふ

やつがるる。世界ーはア メ リカ人の病策のーーつで

あるが . 瞥察無能、ギヤング跳梁世界ーなどは飴

り自慢に もなるまし、。建築にもいろいろのレコ ー

ドがあるに はある。工期の短かいととの 、坪首り

工! よその高いとと Zコ、'1i: く落札 したととの . 故障の

多かったととの 、等々占 、自慢にt r . るもあ り、 自

↑畳K ならぬもあり。近頃 、3d、二r . 貨のレコ ー ドで

は事務所建築 . 鎖筋コンクリ ー トH' i Trf 4' り八拾|員|

也といふ11診があった。但し買疑内容の稗は不 Ilfi o

子ｾろしいｦｬｉＺの中に友ったものではある

建築倶集部は目下清 々力IJ 立 準備中らしいです

が先づ談話隼だ‘ けが 一足先き に紙上で閃かれ

ました。含員 の皆 様の談話浄' です。御自民 の時

に話を御寄せ矧ぴます。建築論結殿 、 感想結

構 、協合改革祭結構、枇舎 il! A目感結構、 ゴシ

ッフ¥和歌俳句、没Z話、没文 ー切j 大歓迎いた

します。が係り長 ν、と他 の皆 様は迷感されま

すから手頃な所で ス トー プ をl叫ん で 茶 を飲み

ながらの気分 の t のを御殿 ひいた します。

f 紛糾子〉
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談

洗面器 ミ ｉｗｾ ｾ Ｈ ｾ更レ シ ヂ

叡 汀 生

家はポロ借家で dうる つ無論主: 1: は Ilhつてゐる敷居

Ip. c ; 居は歪んでゐる 建具は凶滑に動かな い . 所々雨

漏りがする 、襖 は i成れてゐる 、塗りはハゲてゐる 、

担は ブカプカで所々 l傷を 出してゐる コ子i干けは=1際限

がない. 要するにポロ借家である。それが私の住 }

い家で 、 私は ｩ 陪 ｾｪ Ｎｬ￭Ｎ い乍ら Ｍ Ｇ ｬｬ ｢ Ｑ の建築家てＮｾる 。 仕

事として人犠の家を建てさせて戴いて高/ 11-"" とした

話

った。貧しいからの楽しさ。

衛生工事やは背 へ一 一家庭和策は洗町総を中心

に 、瓦i折合ilU: は: 古: 仰せよ 一 一柴しい生前は抑使レ

ンヂより・・ ・・・・

とうして森が来た | 憐の庭の陛D 花が 111三 j 之の

私の庭t L 吹き込む。

風 致 ご 建 築

M N 生

位を上げて生所して ι る。建てる人様の家は皆立 とれはむづかしい問題ではあるが . 園立公闘の

派だ、或る 7也味で理惣的ともいへょう。紙の上ーε 。設定が目前に辿り 、深 山剛谷‘ 人猿防なり とツ イ

鉛筆の下で 、線が交主il してゐるが . その設計刷 l亡 先年まで放行主主内幸14; 陀も詑されてゐた程の名跡地

私の心は 、そのr . ll で生活してゐる . 寝起きする 、 j までが 、交油機防iJ - 1 - 止に自動車路線 の普 通化iと

食事をする 、客 と の1.1ft{ 持もする 、訳者もする 、私

は建築家だからそれでその益想で・満足して生活し

て行ける コ だが私の家膝は即ち家内、子供 、 女 ｾ ｉ ｾ

は二六時中現質の弊屋生前の服刻i さをなめさ L れ

てゐるのである。

そとで苦しい思ひで借金をした。廊下のー・隅K

L  69 の洗商総を取り附けるととにした。貧弱な

が ら 棚一一ー といっても位泊、五寸rtJ I還の板一枚であ

るが一 ー を波した 、石鹸やら幽暢子を世いた。家

内が剖を洗ふ 、子供が手を . 梨、が頭をと 、洗面協

を中心の暮τ ら しが始まる。皆の顔が嬉しさうにおJt

くのであ るD 荒 し瓢 を枕にして弊屋 iζ 伏 して凱簡

をしのぐ。

ダくで瓦j折合『止で特使レンヂ一一一恐ら〈日本の瓦

斯合枇の新考笑であらう 、七輪と瓦斯誼とを一緒

にした ff 1 : ぃ足の付いたもので②る 、 i陣使といふ文

字通りの倭人 レンヂ一一クロ ーム鍍金した立振な

ものでるる 、吾 k の生活にと っては飴り立汲すぎ

るものである 、 それを台所に厳然担A へ? と。断然光

る、家内も女中も嬉 k として煮焚ーする。

生活は龍と洗面で全部であると司tiJ' ピ言 ったか

も知れぬ、又云は1 i かったかも知れないが私の宅

ではレンヂと洗面首長中 心の生活がえEどやかに始ま

つれて 、都合人にデヴユウ するために湯の街がホ

テj!.- tL . ステ ー ジだ 、ダンスホ ーノt-1t . 7k訪t便所ー

だと客の吸 '11策から新建築を起す時勢である。

石を i蹴せた柿板子r:の山の家 l亡固まれて 、 プレ ー

メン蹴の上居建築を見るやう友自主 のホテルが者11

師りのII 屋どんの御子息然と誇ら か に四方を j点墜

するといった 景 色が 、 そとと ｾ ｴｌ現はれそうでな

らぬ。

議龍型Yil !ilf Ｎ 建築をおｾじて風致をーだん 引 き立て

るといふ ξ は至難中の難事でせうが 、自然と人工

の調和1立の考慮は もって貰ひたいものだ。

私が見議 したのか. 閣立公関委員の顔綱れに主位

。築家が無かったと思ふ。どうしたととか… …

『書 』

、、、

、. 建 築

石 川 純 ー 郎

( そ の ー )

僕は近頃「者』をやって ゐる。と云ふと馬鹿児立

誠に問えるが . 本 ;E;は中事以来殆んど持つとと を

し主主かった毛筆 を4キつてのお手習ひを復活して .

ミキノj、屋のハ ナタレノj 、併になった陀過ぎないのだ。



-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ E・・・・・・・・......11111............ .. 1.11

V  -- 64  

「建 築 と 社 曾」 定 慣 表

毎月 ，1l! 1' 日災行

丹11 数 | 定 例 | 郵 税

一 一 一 一 一 一 一 一

l 畑 I 5  0 銭 I 2 鈍

一 一 一 一 一 一 一

1  2  im- I  6  回1 I  ヨ 4  室長

慶 告 掲 載 料 金

一一
一

一一時
一
一
一
一
出

一一

御 注 文

御注文は すペ て前合で本合直接叉は特約応へ振 替

貯命又は震替で御挑J込を 願ひます郵 券代用 はー劃1

1台、代命事 |換は お箇i D致 します。

昭和7年4月27 日印刷

昭 和7( ，同月 1 日蛮 行 ( 第15輯第5枕)

後行 ・編将

印 刷 人 』i!f 取 陽

兵 庫l係武 庫郡今津町訓i 1J¥¥56番 地

印 刷 所 大 阪 市i )坂 所

大阪市東区内淡路町 1丁目 7帯 地

五 査 行 所 喜男 日 本 建 築 協 合

大 阪 市西区土佐繍油 l ノ! 大同ピル

電 話 土 佐 抱 4265 'Eif 

指 替 口座 央 阪39975番

特約販n底 初日 k  ｾ ｬＺＺ ヲ Ｇ［Ｚ }よ

大阪市西阻 ｽ［ｾｮｬｊ 姻羽子板縞北

電 話 土 佐 堀 2440 呑

館替口座ｾ 阪 ＲＲＰＸＴ 杏

禁 轄 載

本誌に 摘 載せ る も の は 、 一切 これを侭断にて榔司茂

し3くは 単 行 本 に 上 梓 そ の i也の極i拠千j j t をなすこと

を禁ず。

編 輯 後 記

。建築界イ; 阪のうちにぷも逝ってしま び ま した

出境は米だ納ま ったといへませぬが、己 l亡陪i7i:

は lリj l亡見へて I;，_ j ります、やがて諸民政肢の秋も

近づいて参りませう。

。本誌特1Hrの建築法規放は*111則が出姉ひませぬ

矯め可成り期i庄でるりました。兎 It : 角今皆株の

1' ll 上まで主主 り作る桟lてなりました。大阪の利II WJ

の併設は次蹴なり或は使1 I : の方法です支表すると

とにいたします。

。法J ! リの併設説明は所有iq共の泊のげ'/;1点?/ Iと{何l瑚

しました 3 夫々多忙の 中l乙起稿!jj) ったもの 、皆

様の好指導であり灯- 参考となるは信じて縦はぬ

とと ろであります。

。特別附録に天 fH↑i，Ij.士の. : J i 稿をm戴いたしまし

たo {.91]1亡よ ってム i辰之E もので 、先生自描の優秀

友応民 l亡f!l u . ぷある説明を 以てせられて 4うります

。建築法令集は本蹴と共 iと/:111恨の1象定であ りま

したが前述の械な理 FLIで、暫く保留されて居りま

す 、何 と ｉｾ しましで も他の 類書と 比 較にならぬ

程 i柴山 したもので ありカ11ふる に極めて 康問で-あ

りますから 、初めの 明刊 l亡背か1 " . 申込は0 [ 1て

千部を 1也i品いた しまして 向絞 k 申込みがるりま

す。仏i i . 自)J ll i 巨交を御1.'J ち して居ります，

。官協合最近I-I:¥n反物 中「世界最新建築1，'品|集J r日

本趣味を ｾＱｾ［Ｚｬ ，Ｇ， ｊ と する最近建築Ａ晋 Ｑ Ｂｬ Ｑ ，Ｇ ［Ｇ ｩｬｬ た ｊｉ Ｍ 伊校 建

築 l副長」は特多少の残部があ りま すが 、官切れ

は近いととであります 、御希望の向は此際至乏!:

御申込を願ひます。

。 本 ｩ 晶子＿第十五迎 ｾ ｉ ＧＭ 紀念事業は準備会員で頗 ｬζ

司l，j1t rl-l でありま すが. その内 i亡大 IL¥n反計主もあ

る様で あ ります、 u，克しい大 11¥ Iほこそ紀念 とし

て相(位 しいで・しゃ う。

。 協千f もII.l j じ日 lt: i:UJ 日じ ) l jこ防Mi しますc 主主

築クラブもいよよいよれIJ 'L. されませう o '.I;t
J
0 の

前到j も本IU，' ，げーになったと言へませう ご



曾 報 4

嶋 動 車 車 居

曾 員

川 口 一二君住吉区阿部! I l i' 橋 筋2 ノ21舟合 宅

阿部 長Hll 君{ 土吉区旭町2 ノ5( 村上建築事務所〕

森定松之市li 君天王寺底上' O 町5 ノ36

黒田 茂 君 住 吉 区 田 溢 西 / 町 7ノ10

ｾｪ 野合作君府下 三 島郡千虫村片山 ＴＵ

問 中 留 男 君 西 成 l孟千本 iiii4 ノ17

松 井 清 之 助 君 京 都 市 中 京 区 河 原 町 通 二 僚 下 ル l ノ加入

町 537 ノ l

鈴木忠五郎君 住吉区間法来ノ町6 ノ25

肱 安 謙 信 宏 草11' 戸市灘匿徳井町38

五十嵐芳雄君 兵庫県事武郎君 ＱＱ 御量 ｾｮ ｬ ｲ 君 ￟ 家字 庄田 ＲＳＴ

高井久治宮東区卒! I l I ' 町5 大阪瓦斯令i i i : l : 工事場大林卒

里子町出張所

藤 井 茂 美 君 西 成区田端 jffi2ノ2 1藤井組工務庖

卒 烏 末 吉 君 住 吉 広 阿 部 野 筋4 ノ28

松 浦 基 ニ 君 東 淀 川 区 元 今 里 町 南 沼3 ノ40ノ7

高閲 畠卒君 府下三島郡吹田町旭町 13;:>5

河 野 牛七 君 天 王寺直筆ケ崎町赤十字術院分病舎建築

場安藤組出! * 所

曾 員〈地方 ;(E{主〉

小里子八宕衛門 n 高松市西ノ丸町2

杉浦喜三郎 君 宇部市宇都新 川沖 ノ山宇部第二畿電所建

築場竹中工務庖出* 所

岩淵文治君r 9 i 島市大須賀町581

糟 谷 謙三君 東 京 市 牛 込 庖 矢 来 町56

松 井 宗 一 君 東 京 市 麻 布 臨 本 村 町r Ｑ ｾＶ＠

終 身 賛 助 員

湯 浅 乙 吉 君 千 葉 版 本 銚 子 町 清 水 町

特 別 賞 助 員

戸 田 氏一君 大阪市外守口町土居 473

大須 賀 般 若 千葉市寒 川袖ケ浦小路

普通貨助員

古川 東一君 繭 μ 阪本宮町郡是製糸枠式合最土本宮乾燥

場建築事務所

山崎 敏雄君 北区北同心田T l ノ 12岸本方〈中村建築事著書

所〉

山菅喜美男君 京都市上京匿小 山花ノ木町65ノ28

角野 孝 宏 堺 市 大 町 西2 T 9

小 川 光一君 津 市 丸 ノ 内 南 本 町 阿 村 方

筑 紫 太 郎 君 小 倉市 下 到 津 l l 40ノ2

林 世I ! 雄君 ｾ 北市 様山田 ｔＳＲ

足立 清一郎君 港 区 八 依jiiil ノl

森 泰治君 東京府下 荻井町 上荻 綾488

国 書

圃 書 購 入

Amer i can Archi t ect  

Amer i can C ity 

Archi t ect ural  F orum 

Archi t ect ural  Rev i ew 

Bui lding &  B lI i l di ng Managel l l ent  

Baui ngeni eur 

Cal iforni a ｡ｲｴｾ＠ &  Archi i ect ure 

C it y  Pl anni ng 

Der  Ba umeister 

Das  We r k  

Di e v Vohnung  

L' Archi l ecも

M obi li er et Dec  J r"t i on 

Moder ne  B込uformt' n

Ne w Y OJ' k  Ti mes “ Mi d W eel ζPi ct υri al " 

Neue Frankf urt  

T o wn Pbnni ng Revi ew  

W as muth' s  l¥I onat shef ωf ur  B凶 knnst ul ld Stadtebau 

轄居先不明者御尋ね

下記の協曾員の住所或は勤務先御存

じの方は事務所へ御一報下 さる様御

願い? こします

曾員( 地方在住 ) j福 永 牧 三 君

朝 香同 茂君

昔- 遁賛助員 小 西 松 太 郎君



l 午 後 l 時 一同ラ イオ ン食堂に 集合 、少慾 の後先づ南 日東

PIJ の市1if 住宅工事場 に到り 、 同現場主任 ill Ii尚氏の詳細

なる説明 を開 きたる 後 、桃 / 木 、下 寺町 の順序にて 見

与三を なす

l 宥見撃f炎、大 阪 織物林 式合 肩上工場に到 明、同工場長の

厚; 意に依 v ｊｭｾ 員諸氏の 案内 に て同工 場 内 、 男 女ＧｚｦＮ ii 'i令

各証上宅空宇残すと ζ ろ無 く見事 し大い ，.こr]，ると ζ るあ り

たり

l 見撃終了後南海南i 烏尾グ リ11.. r.: 於 て晩餐 を 共 に し つ L

各員意見の交換をなし 且感恕等 を主sベ散令 せ p

f9" IJ 
.tsr 
日

月 例 曾

時 3 月26 日午 後 l 時30分一同4時

所 住友製鋼所 見 拳

出席者 91 名

記事

! 住 友 製 鋼所 に於け る銭銅 作 業 及 目 下 組立 rl'の4i';. 1i P. ステ

イール ・ライエ ングに付見撃を な したり

l 常 日快晴 に して定刻午後 l 時 3 0分には参 加合 員70僚 名

の来場あ り、 Ifi J J fr沼 JFJ 門 lて受 附 を設け之 よ り一 間入所

大講堂に至 る、 IITJ 講堂に於て は 茶果 !Jz パンフ レツト を

iHii へ随意に休憩す る様設 備 しありたり

l 少憩後見撃開始 l亡営り 問所 常務取締役茨木公民よ りー

同 l亡挨 拶 il l i . 見撃の tJ 1i 概に 付 て の説明あり 高1) 合 長武

田博士 は合員 一同を代表し て本 日の見 皐 に 付謝餅; を述

べ失 れよ り数班に分れ 、各理圧 は説 明者に案内 されつ L

午 後4時令官1;の見墜 を終 り散 解せり

曾

曾 員

I=t  

貝

， 

動 静

入 曾 者

安 藤 一 向1，11 北区東梅田町 25( 大 ]j;-( AJ l : 築事務所)

小川兵 一郎 君 兵庫 限式 応 郡 良 元 村仁川

7評 多 キIJ 徳 君 京 都 市 上 京 区下 立 夜 通千 本西入自!f 7. K組京

rlJ ｊ［ｾ＠ ｾ舌石 ｮ

永 J;h ＱＦ 油 ｾ ｮ

西 村 安彦君

出@I子 議 疋 君

都支底

東区高毘 僑野村 ピノι 〈安井正. I l : 築事務所〕

:1ヒ!孟曾根崎上3丁目 2

兵庫勝、武 li lc都住吉村字悔ノ木849 ノ 1 ( 大

倉土木株式合 孟ＱＺ大阪 ｕＱｾ 長月 ｦｲＩ

東淀 川i芯十三 西 之町 2 丁 目 27 ( 木下工 務

所〉

合 報 3

藤原 義 一主主 京都市左京 区泉 谷町 l 田中氏方( 京都市帝

聞大集計時印li
n
属托 1

政間 基 次 君 西区土佐郷3丁 目16( 松 村 組〕

曾 員( 地方在 住)

篠田 和 維君 成 島市南千岡 町 1057( 1' !'村正且)

竹内 六歳君 耳｛ Ｉ ［ ｾ 市外 拡谷 間｝ 金主 ＵＸ ＨＱ彪 ｊ ｾ 飢〕

守谷 茂 ti !$i ，(1; 市餓砲町 76( 竹 中 工 務 庖 )

普 遜 賛 助 員

大原 日i、fl 堺市北安 井町 18火原勝太郎 方 ( rl' 村建 築

事 務所〉

小松 四 郎 君 天 王 寺 区 北 山田]'40 ( 東洋リノ リュ ーム株

式舎前1: )

臨時 俊一 君 京 都 市左京匹謹議院中ノ 1
1
1)' 1  ( 竹 中工務

庖 〉

中 村 英夫 君 ;東淀 川区 議品目1・43( 竹 中工務応〉

E事烏 幸満 君 南区脇町 l ノ l ( 中村建 築 事 務所 〉

退 曾 者

曾 員 角田 政 一君 、山 中宗三郎君 、湯浅 十 三二 訂

曾 員( 地方 在住 ) 川本栄治郎 君

特 別 賛 助 員 小森市太郎 君

普 通 貨 助 員 長 田義E賢明、 日也忠利 、光 永1'n君

曾 長 消 息

片岡合長より 下記 のiffiiffi 信 がありまし たから御依震いた

します

i也悶則合長宛

3 月26 日 カイロに て 片岡安

本日ピラミット の見 撃をしました 明 日は Ｇｉ［ ［ｾ ［ 地 の 博物館

を見て直 に乗船 伊太利へ 日j ひ ます

進かに i1 : 下の健康を il昨ります役 員言哲氏 にJ' I: しく

協 合 ru:

4 月I 日 ロ- ..，.こ て 片 岡 安

途中 無事本日ネ ープノレよロロー 7 へ芳 、七 八 日頃 ジユ

ネープに }'1J 7 許の設定です途中に合員 iiiI 君 の住民を祈 り

ます

池田町1) 合 長 宛

4 月4 日 フローレ y スに て ; ;.間決

ナ ポ リヘヒ 陸途中 ロー 7 を終常地へ "!r 寄りま した

合員各fi/.:へ Ic L  <  

協 合 宛

4月4 日 ヴェニスにて J十岡安

途 中無 事 本 日 ζ ち らへ活きました愈々明日出後、 ミテ

ｙ を経てジュネ ー プへ行きます 、 進か ｩ こ ｾｘ 君 の 御健康

をifi犯し ます



曾 報 2

ｬ 建築競技執行規 ｩ ｜ ｾ 草案Ｈ日本建築 士 合作 成 に係る 〉 を 通 !  災 害 強 度 委 員 曾

讃し其の御 念を符7こる後二三意見を交換しで散含せり 時 4 月 12 日午 後7時一 同9時30分

f1r 純 情倶集部

敦 化 委 員 曾 出席者 幹 司 王 務 族 、青 柳

11寺 4 月2 日午後511寺30分一 同7時3) 分 主 査 県 問 、矢庇l

ｊ 河本協令 ｉ ｬｾ 務ｾ 委 員 大 湾 、川勝 、篠 原 、

出席者 幹 部 芝m 委 員 伴 野 、山本

言i1:'. 司E

ｬ 本タ ＱＱ 出Ａ前者少なき ｾ ｷＮ 議 を進むるとと能はず依っ て

幹事に於て講演合; 昨日目i を内選の上過Ri・なる日時を選び

委員舎を開催する ζ ととす

1 松 本主委員 より前凶r ! f合せに依る講演舎に闘し武田博士

との 交渉 の 結 果 を 左のj! l i 報告せられたり

ｾ ｾｩ ｲＮ ｭ の ｬ 午 京 都の土地放なるべく京都以外の人を選定

する方 :i'I: しからんと

場所ー 日ノ出合告 ｾｲｲ を迎 ￢ と 思 」、

期日 Ｔ 月末乃妥 Ｕ 月 ｲｬ ｾ Ｑ 旬頃が遡伐と 思 」、 以上

資 料 委員曾並 見事曾

時 4月7日午後2時30分一向 5時30分

見45主 大阪ｾ業セメ ｙ ト 株式舎最上工場

出 席 者 委 員 長 松 集 幹 事 須 川

委 Q 阪 弁、 1' ，;石、平聖子 、稲田 、山中

記 事

記事

才子 、 rll )占、郷田 、

二:1潟、 山 田

l 防火建築銀興奨励に腕する 陳 情 書 l亡付 協議の紡呆別紙

の沼可決せ り( 別紙略〕

l 委員合規程改正委員合 l亡錠議すべき災害強度の郊を左

のj! l i 決定す

災害強度委員合は 一 般 構迄強度 、材料の利用及施行

等に附する研究をなし且建築物に >>.1ます 一切の災住

を絢貸し之が1，] " 銘記を考究 する ものとす

1 鈴接研究合' 1 f t 弧鈴主在校準示方書を会員に配布し次 ful之;

に研究し泣く ζ とを fi f合せた り

1  i比1tt土合問調合法の j併殺に付各員 に隙勾別 を円e1. i i し務

藤幹事より説明 k な L 布 lて付ては次凶に; 蛍見の交換を

なすとと L せ り

l 来る 5 月l 日勉 ノ 瀬 トy ヰノι を見書ーすることを激定せり

l 午 後 2.1抑Oi } 協 合事務家に集合し同舎祉員の案 内にて 住 宅 委 員 曾

木泳 川工場ーに至り工務課長波溢勝二氏の各材料並製造 時 3月28 日午後6時30分一 同B時

i去に付詳細なる設 11 ) ] を受けたる後最上員の案内にて工場 所 テイオ ν 食堂

を税務し午後 Ｕｊｾ 錫所せり 出席 者 委 員 長 お 野 幹 事 浅 野. J{1山

l  午後 5時 30分よりヲイオ y 食堂に於て定例委員合を開 tfi 1分 科 委 員 赤 松 、中村 、森 元 、i! l ! : 溢( 金〉

1mし前 1主lに引絞き各分科に於て調査研究をなし たり 第2分 科 主 査 南 委 員 河峰 、小 林

百日司E

災 害 強度 委員見畢曾並 座 該 曾 白 1 6時半Di J 合先づ委員長より 、泣く編特に於て I11 J J l 小佐

時 3月25 目午後 111寺30分一 同7持30分 宅鋭 J ' i t 行の針金の F に本委員合に l J L 原稿執鋒方依

見集 伊藤前向ｾｾｾ新築工事場 十合新築工事場 。 新あ りた る旨を述べ極力共の希望に添」、採に数L l 変し

記 事 とて大位ｾ 員 長外 Ｑ Ｍ 五 氏を選定せり

l 先づ伊藤前向宿新築工事433に於て小笠原氏より今回ケ 。 1 5月中旬頃処築に闘する座談合を開催する ζ とを計 31f

ー ソ Y に依る潜段i 工事を活手する にヨさ りたる 動 俄 よ り し遮て其の人選等に付協議すると とをr! f 合せたり

7苦手後 に於ける級々なる? 状況及工事の概略等設明あり

後凡撃に移 りたり 。 住 宅 委 員 見 祭 曾

ｬ 右見 察 後直ちに十合研 ｬｾ 易に到り数ｦ［Ｎｅに分れ向 ｬｦｲ の潜 ｩ 封 :  時 4月 16 日午後 l 時一 同8時

工事にイ寸是;J J ; 詳細なる説明を聞きつ L 見撃をなしたり 見 準 大 阪市 聖子住宅( 南 日東 111) 、桃 ノ木 、下，# llI f )

l 見集終了後十合食堂に於て大倉土木株式合枇建築部技 大阪織物株式合紅〈工場、寄似合、取1: 宅〉

師長武7; ・; 英 一 氏Ilfi め大阪出磁}fr 主任節目定憲民共f也問 ;  出 席 者 幹 事 浅 野

職 民の人 々 と共に同証1 : よ り晩餐の饗態を受 け潜l加工事 I  委 員 赤 松、河雄 、小林 、篠崎、南 、森 元 、

に謝 す る重n々 なる窓 見及将来に謝す る希望等 を交換し 波主主( 合〉

有主主なる時主 治 して散合せり 記事



合 報 1

曾 報

4生 舎員

常 務 曾

時 昭 和7年 3月22 日( 火 〉午後5時

所 ライオシ食堂( 大同ピノL 地階〉

出 席 者 到1事 池 田 、武 田 氏JI手 小 笠 原

主 詑 小 川、 鳥 井、富士r . r . J

主 計 阿 部 、松 井、呼 子 編 斡 森 本

常 務 曾

時 昭 和 7年4 月 15 日( 合 ) 1，二後5時( 定例 日繰上〉

所 朝 日 夕 テ プ

出 席 者 向Hl} 地問

主 詑 伊東 、大 原 、fFJ土 問

主 計 松 井

紛 糾 噌 閃

言英司" 議 事

1 7(，f:. 季 大 舎 に 倒 す る 件 1 日本 土 木 建 築 部 負 業 者 聯 合 合 よ り 照 舎 に 係 る 都 市 防 火

l 評 議 員合 開 催 に つ き打 合せ の 件 建 築の振 興 奨 励 i亡仰する陳情の件 l亡到する II!J答案

l 舎費滞納者: ，) f ' . 行衛不明者除名に闘す る件 1 令 闘 都市 問 題合 議 に 提 出 問 題 の 件

l 合 員 入 合 11由誘 ( 事 務 所 移I仰に闘聯 し て 特 i乞 Jfj 牧 を 計 る l 資 源 局 長 官 よ り 照 合 の f'i'

主主〉 のイ'4' 1  r市 街 地 建 築 物 法 令J 刊行の1 ' 1'

1 鈴i中に闘する W 1 不用版木民主分 のw

l 定 款 改 正 安 員 合 委 員二 名上官員の f'f: 1 職 員 採 用 の件

l 日本ボル トランド セメ Y ト技術台 後 行 報 告 書 と合誌と l 合 員 詮 衡

交 換 の 件 報 告

報 告 1 春 季 大 舎 に 闘 す る 件

1  2月分 合 計 報 告 。 1 恭 季 大 合 委 員一 名迫力日の件

i 合 費 一 時 合 納 入 初 l亡仰する件 。 ・l 事 務 所移事事に仰する件

l 雑 誌 印刷 入 札 の 件 1 紋 章 闘 案 感 募 の 件

常 務 曾

時 昭 和7年4月4 日午後6時一 向9時

JjIf ライオ Y 食 堂

出席者l " . I l 事池 II I 主 記 伊 東、小川、 大 阪 、鳥 井 、官 土 問

主 計 松 井 飼 料 向 精、 '1" 山

議 事

ｬ 創史渦 ＱＵ ｾＱ ユ 記念事業翻査委員令設泣のｦＧｉＺ

l 建 築 工 事 現 場 主 任 者 の 資材? に 闘 す る 作

l 事 務 所移 特に付準備の1 ' 1 '

l 往 築 倶 楽 部 設 J /. の 件

1  J ffi l l i "!職の1' 1

1  r市 街 地 建 築 物 法 令 j 護 行 の j'l

l 防 空 問 題 の 件

1 郷 土 建 築 資 料tiio築 の 1
1
1'

ｬ 住宅設計懸ＱＭｴ ＱＢｾＱ 案絶大 ￯ ｩＺｊ ｈ 陥落 の ｦＧ ｬ

l 舎 員 訟 衡

幸;1Htr

l 朝日ち4、5、6月の! fH' f且mnのw

1  rメー トル J 法に( / ( る WJIJ 安 例小住 宅 設 計 fiNl家 懸 賞 募集

締 切 口 延期の w

1 .::o 月 分 合 計 報 告

委員 舎

法 制 委 員 曾 特 別 分 刻 曾

時 3月25日午後6時一 同8時 30分

所 ラ イオユ/ 食堂

出 席 者 ｾ ｋ 置 、 新名 、 吉 町 、 楠瀬 、 内蔵、小 川

記 事

1  ['耐火 傍必要i U誌の諸税ホlく闘する意見書 j 金 幽 都 市問題

合 議に 提 出すべ き 原 稿 として玉置 委 員 よ り 提 出 に付 協

議し委員長紙府に付委員長開設の上旬・著書合に凶名; する

こ とに決定

1  r建 築 物 内 Z白紙の汚 染 状態 に 闘 す る 意 見 舎 j に 就 て は 諸

材 料 l. l : i 揃ひたれ 11' 今月 rl' に 草 案 作 製 し 委 員 長 の手 許 へ

提 出 す る ととに 決 定 す

湾管l委 員 曾 特 別 分 科 曾

時 4月 13日午後6時 30分一同8時30分

JjIf ライオ y 食 堂

出 席 者 ;ji ill 、 古日l

記 事



〈昭和七年〕

貝及 委貝日 本 建 築 協 曾 役

量士 図

法 人

昭

曾館建飯綱査準備'4J 1l 曾

ｾ貝長日高 俳

委 員 波 江 悌 夫

岡 山 脇 友 三 郎

同 阪 弁 米 吉

岡 森 本 藤 吉

岡 小 川 陽 吉

岡 小 川 安 一 良11

同 松 本 儀 八

間ｩｊｾ＠同

建築相駁般置調査委員曾

小 笠 原 鈎

i也 閃 谷 久 吉

間 的 顕 j{l J

官官悶 定 14?

久 保 同 僚 雄

鳥 井 信

波 江 悌 夫

常 士 阿 1fi 一

光 安 梶 之 島I}

森 本 藤 吉

池 閉 1'1: 

:l' 1' 井 誠 一

械 滋 勉

j 十 tlfoj 安

小 笠 原 釦

鳥 井 信

松 井 約 之 助

高 橋 祭 治

務 族 議 吉

川 口 一 二

)2. :r;. 1m太 郎

芝 関 知 : l l i

末 湾 問 次

徳 政 命 否

中 村 義 雄

波 江 悌 夫

藤 本 氏 太 郎

松 * 1.1!光

松 本 儀 八

光 安 梶 之 助

村 野 藤 吾

渡 部 圭 吾

定款攻正蚕員曾

委員曾規程改正餐員曾

池 同 賞

訴 土 問 窓 ー

浅 野 4岩 波

今 林 彦 太 郎

小 笠 原、 銅

阿 部瓢J l I I

沼 井 勇 三 且11

日 高 幹

松 家 主E 光

森 本 藤 吉

渡 海 圭 吾

ｾ員 長

委 員

同

問

問

同

同

同

同

同

長

務

員養

幹

問

委

問
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